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■ 大気汚染防止の一翼を担う排気微粒子除去技術 

大気中の浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）の原因物質の主要な発生源はディーゼル車で

ある。1992 年に自動車ＮＯｘ法が、01 年には自動車ＮＯｘ・ＰＭ法が施行され

た。今後もＰＭ規制値の強化（新長期規制）が計画されており、ディーゼル車の排

気ガス微粒子除去技術は重要な課題である。特に、首都圏では使用過程車も規制対

象であり、本装置の設置が必須である。 

本装置はエンジン下流部の排気系統に設置し、排気中の微粒子を捕集したり酸化

したりして除去する。捕集した微粒子は燃焼などの方法で除去することで再生し

て、走行中も捕集機能を維持する。 

■ 急増する触媒担持フィルタ技術とフィルタと触媒の併用技術 

排ガス規制の強化が技術開発を促進し、関係法が施行された 93 年や 01 年は出

願が特に多くなっている。 

99 年から 00 年にかけての出願人数増加率が高く、新規参入企業が増えており、

出願件数も増加している。この傾向は 01 年も継続している。 

技術要素別にみると、フイルタ技術の出願件数が多い。フィルタ技術の中では、

99 年から 00 年以降、ろ材、フィルタの構成および再生に関する出願件数がいず

れも増加している。また、00 年以降、排気微粒子除去の高度化を目的とした触媒

担持フィルタ技術や触媒とフィルタの併用技術に関する出願件数が急増している。

排ガス規制値の強化に対応する技術開発が進んでいることを示している。 

出願件数上位企業の業種でみると、自動車メーカ関連企業の数が６割以上を占め

ている。全出願件数に占める上位 20 社の出願件数比率も 76％と高い。 

■ 排気微粒子除去の技術要素はフィルタと触媒 

本書で扱うディーゼル車から排出された排気中の微粒子を除去する技術要素に

は、フィルタ技術、触媒技術、触媒担持フィルタ技術、触媒とフィルタの併用技術

がある。 

92 年１月から 02 年 12 月までに出願された解析対象の特許・実用新案は、合わ

せて 2,818 件であり、技術要素別では、フィルタ技術 1,698 件、触媒技術 149 件、

触媒担持フィルタ技術 627 件、触媒とフィルタの併用技術 344 件である。 

フィルタ技術の比率が最も多く、60.3％を占めている。触媒技術は、主要技術の

中で比率が最も低い。 

排気微粒子除去技術 
 

エグゼクティブサマリー 

環境改善に寄与する排気微粒子除去技術 
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■開発拠点は首都圏と愛知県 

 排気微粒子除去技術に関する技術開発拠点は、全体で 41 拠点ある。自動車産業

が発達している首都圏に 20 拠点、愛知県に 7 拠点がある。首都圏と愛知に開発拠

点全体の 6 割以上が集中している。 

一方、出願上位 20 社のうち 13 社が自動車メーカ関連企業であり、開発拠点の分

布は自動車産業の立地と同様な分布となっている。 

■ 課題は再生制御の性能、解決手段は再生・酸化制御の改良 

排気微粒子除去技術の課題と解決手段をみると、課題では再生制御の性能が最も

多く、全体の 48％を占める。次いで素材の耐久性が 11％、小型化・低廉化、除去

効率の維持、除去効率の向上が、それぞれ 8％である。 

再生制御の性能に関しては、再生・酸化制御の改良の中の圧損・堆積物制御と温

度制御で対応しているものが合わせて 28％である。 

素材の耐久性に関しては、ハニカム体と新成分・多層化で対応しているものが合

わせて 40％である。 

小型化・低廉化に関しては、非ハニカム体とガス流れ・経路で対応しているもの

が合わせて 24％である。 

効率の維持に関しては、新成分・多層化と多段高度処理で対応しているものが合

わせて 28％ある。 

効率の向上に関しては、新成分・多層化と非ハニカム体で対応しているものが合

わせて 42％ある。 

強化される規制に対応する 

      再生・酸化制御の改良 

排気微粒子除去技術 
 

エグゼクティブサマリー 

■自動車関連企業の出願が中心  

排気微粒子除去技術に関する特許出願の多い企業として、トヨタ自動車、いすゞ

自動車、日産自動車、日野自動車、日産ディーゼル工業、三菱自動車工業、三菱

ふそうトラック・バスの自動車メーカーと、デンソー、豊田自動織機、日本自動

車部品研究所、豊田中央研究所、カルソニックカンセイ、ローベルト・ボッシュ

（ドイツ）の自動車関連企業がある。 

トヨタ自動車は498件、いすゞ自動車は302件と極めて多い出願があり、100

件以上の出願がある出願人９社のうち、７社を自動車関連企業が占めている。 

さらに、主要出願人 20 社全体でみると、出願件数全体の 65％以上が自動車

関連企業からの出願である。 
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     ディーゼル機関を中心とした排気微粒子除去・抑制に関する技術マップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ディーゼル車搭載式の排気微粒子除去方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排気

ディーゼル車

エン
ジン

(1)フィルタ技術

(1,698件)

(1)フィルタ技術

(1,698件)

微粒子除去装置
(ＤＰＦ･酸化触媒 等)

(149件)

(2)触媒技術

(149件)

(2)触媒技術

(627件)

(3)触媒担持
　フィルタ技術

(627件)

(3)触媒担持
　フィルタ技術

(4)触媒とフィルタ

　　の併用技術

(344件)

(4)触媒とフィルタ

　　の併用技術

(344件)

解析対象(2,818件)

本書で扱う対象

排気微粒子除去技術の特許分布 

排気微粒子除去技術 
 

主要構成技術 

ＳＰＭの原因物質の発生源には固定発生源、移動発生源、自然発生源等があるが、

その寄与率等からディーゼル車に焦点を絞り、ディーゼル車から排出された排気中

の微粒子を除去する技術を対象とした。 

除去方式には、フィルタ技術、触媒技術、触媒担持フィルタ技術、触媒とフィル

タの併用技術がある。フィルタ技術は機械的物理的なろ過作用により捕集除去する

ものとし、触媒を担持したものは触媒担持フィルタ技術とした。走行中に捕集機能

を維持させるため再生が不可欠で、これを含めている。 

1992 年１月～2002 年１２月の出願 

ディーゼル
エンジン

燃料 (軽油)

空気
排
ガ
ス
再
循
環(EG

R
)

排気

直接排出PM

固定発生源
(焼却炉等)

人の健康,環境へ
の影響

大気環境

浮遊微粒子状
物質SPM

二次生成粒子
(大気中)

電
子
制
御
機
器(E

CU)

SPM測定･監視装置

大気･閉鎖区域からの
SPM直接除去

自然発生源
(海塩,黄砂等)

排ガス
処理装置

再生用
燃料

ディーゼル車 周辺の大気環境

ガソリン車

①

②

③

④

⑤⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

船・飛行機

①燃料のクリーン化および代替技術

②燃料・空気の注入混合技術

③エンジン各部の構造と材質に関する技術

④PMの除去技術

⑤排ガス再循環技術

⑥各機器の電子自動制御技術

⑦固定発生源の除去技術

⑧SPM測定監視技術

⑨大気・閉鎖区域のの直接浄化技術

⑩SPM被害を回避するための各種技術

微粒子除去装置
(ＤＰＦ･触媒)
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          出願特許の出願人と出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         技術要素別の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排気ガス微粒子除去技術の出願状況をみると、排ガス規制の強化が技術開発を促進

し、関係法が施行された１９９３年や０１年は出願が特に多くなっている。０１年は、

出願件数が４８１件、出願人数が１３０人である。 

９９年以降に数多くの新規企業が出現し、出願件数の増加も多い。 

フィルタ技術が５６％と多い。００年以降は、触媒担持フイルタ技術と触媒とフィ

ルタの併用技術については急増している。触媒技術は２０件以内と少ないが、安定し

た出願がある。 

排ガス法規制に対応する排気微粒子除去技術 

排気微粒子除去技術 
 

技術開発の動向 
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除去装置の製造･
組立方法

電気ヒータ

バーナ・噴射ノズル

再生用の新燃料
の採用

新規再生装置の採用

逆洗分離の採用

交互再生

弁切替･バイパス
制御

ヒータ通電量検知
制御

温度制御

圧損･堆積物制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

後噴射

除去装置からの
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課　　　題

再
生
装
置
の
改
良

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

解
決
手
段

材
質
･
成

分
の
改
良

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

製
法
・
組

立
法
の
改

良

除去効果の向上 装置運用性能の向上

50 44 58 64

76

42 77

33 38

52

30

26

44

13
40

17 22

24
11 4 3 17

24
12 5 2

15 14
63
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    課題と解決手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排気微粒子除去技術の開発課題は、①再生制御の性能の向上が最も多い。次い

で②素材の耐久性の向上が多く、③除去効率の維持、④除去効率の向上も多い。 

①再生制御の性能の向上に対しては、圧損・堆積物制御と温度制御の改良等の

さまざまな解決手段で対応している。 

②素材の耐久性の向上に対しては、ハニカム体の改良と新成分・多層化の改良

等の解決手段で対応している。 

③除去効率の維持に対しては、新成分・多層化の改良と多段高度処理の改良等

の解決手段で対応し、④除去効率の向上に対しては新成分・多層化の改良と非ハ

ニカム体の採用等の解決手段で対応している。 

①

②

③ 
④ 

技術開発課題は再生制御の性能向上 

排気微粒子除去技術 
 

課題と解決手段 

1992 年１月～2002 年１２月の出願 
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   フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願分布 

 

 

 

フィルタ技術の課題に対する 

解決手段の出願人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願の最も多いフィルタ技術では、再生制御の性能を課題とするものが多い。こ

の課題に対しては、過昇温・破損の回避に対する温度制御、圧損堆積物制御で対応

するものに多くの企業が出願している。 

出願企業の業種をみると自動車メーカ関連が多い。 

開発の中心は自動車メーカ関連 

排気微粒子除去技術 
 

課題・解決手段対応の出願人 

1992 年１月～2002 年１２月の出願 

装置運用性能の向上
再生制御の性能

過昇温・破損の回避
松下電器産業(10)；豊田自動織機(5)；デンソー
(4)；日産自動車(4)；いすゞ自動車(3)；トヨタ
自動車(3)；日産ディーゼル工業(3)；日本自動車
部品総合研究所(2)；日本自動車部品総合研究所,
トヨタ自動車(2)；デンソー,トヨタ自動車(1)；
トヨタ自動車,日本自動車部品総合研究所(1)；
ローベルト・ボッシュ（ドイツ）(1)；河村 英男
(1)；三菱自動車工業(1)；東京窯業(1)；東京濾
器(1)；富士通テン(1)；豊田自動織機,デンソー
(1)；豊田自動織機,日本ドナルドソン(1)

46件
豊田自動織機(2)；トヨタ自動車(1)；ローベル
ト・ボッシュ（ドイツ）(1)；日本自動車部品総
合研究所(1)；富士通テン(1)

６件
豊田自動織機(8)；松下電器産業(5)；トヨタ自動
車,デンソー(3)；日産自動車(3)；いすゞ自動車
(2)；デンソー(2)；三菱自動車工業(2)；トヨタ
自動車(1)；日産ディーゼル工業(1)；豊田自動織
機,デンソー(1)

28件

堆積物推
定制御

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

圧
損
･
堆
積
物
制
御

解
決
手
段

温度制御

圧損 ･圧
力制御
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○技術開発拠点地図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○技術開発拠点一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

首都圏と愛知に集中する開発拠点 

排気微粒子除去技術 
 

技術開発の拠点の分布 

排気微粒子除去技術に関する主要企業の技術開発拠点を、発明者の住所でみると、

東京、神奈川、埼玉、栃木の関東地方が最も多い。次いで愛知、岐阜の中部地方が多

い。大阪、兵庫の近畿地方や、九州地方、中国地方にも開発拠点がある。 

外国では、欧州に開発拠点がある。 

②④⑮ 

⑥b⑪⑫⑮⑰⑱⑳ 

⑧⑱⑳ 

①⑤⑨⑩⑬⑮⑯ 

③⑭ 

⑱ 

⑥a 

⑮⑭ 

⑱

⑱ 

⑮ 
⑲：ドイツ 

  オーストリア 

フランス 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

1 トヨタ自動車 53 37 12 24 23 23 23 10 103 77 113 498

2 いすゞ自動車 21 50 44 21 8 4 9 8 46 85 6 302

3 松下電器産業 18 33 31 37 20 18 7 2 6 4 1 177

4 日産自動車 16 32 12 9 4 2 2 5 14 17 35 148

5 デンソー 29 30 11 15 10 3 1 1 3 21 19 143

6a イビデン 17 6 6 3 8 4 13 24 38 16 7 142

6b 日野自動車 4 10 11 5 7 3 1 5 18 40 38 142

8 日産デイーゼル工業 29 26 4 1 1 3 7 8 12 25 116

9 豊田自動織機 7 58 4 20 4 3 4 2 5 8 115

10 日本碍子 5 2 4 4 5 1 4 15 22 30 92

11 三菱自動車工業 17 8 2 4 7 5 16 8 67

12 三菱ふそうトラック・バス 1 1 4 2 7 3 18 22 58

13 日本自動車部品総合研究所 17 1 11 4 9 3 1 5 51

14 住友電気工業 2 7 4 5 12 8 6 1 2 1 48

15 三菱重工業 1 2 3 1 12 2 9 8 2 40

16 豊田中央研究所 2 7 2 2 1 3 4 4 7 32

17 日立金属 2 2 13 12 29

18 カルソニックカンセイ 2 8 3 8 1 3 1 2 28

19 ローベルト・ボッシュ (ドイツ) 4 7 11 1 23

20 リケン 14 8 22

No
年次別出願件数推移

合計出願人名
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
トヨタ自動車の特許出願

は４９８件であり、うち登録

になった特許が１４４件あ

る。 

 

出願の傾向としてはフィ

ルタ技術に関するものが最

も多い。 

開発課題としては再生制

御の性能が最も多いが、除去

効率の維持、走行・運転性能、

除去効率の向上、素材の耐久

性も多く、さまざまな課題に

対応している。 

 解決手段では再生・酸化制

御の改良が最も多い。材質・

成分の改良や装置製造・配置

の改善も多く、バランス良く

出願されている。 

 

 

保有特許例 

 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

再
生
制
御
の
性
能 

再生・酸
化制御の
改良 

特許 3485344 

94.03.23 

F01N3/02,321 

日本自動車部品

総合研究所 

[3] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 

ﾌｨﾙﾀに触媒を担持させた触媒付きﾌｨﾙﾀを使用して微粒子を捕集

し､低速回転時のように排気ｶﾞｽの温度が低いためにﾌｨﾙﾀの温度

が触媒の活性化温度(約 250℃)よりも低く

の領域にある時に､膨張行程において､比

較的早い最適の時期から適量の追加の燃

料噴射を開始し､触媒付きﾌｨﾙﾀの温度を上

昇させて､触媒を活性化温度に到達させ

る｡活性化した触媒は膨張行程終期から排

気行程にかけての領域のように追加噴射

される燃料を酸化し､その反応熱によりﾌｨﾙﾀ上に堆積した微粒

子を加熱し､燃焼温度(約 650℃)に到達させて燃焼させる｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

再
生
制
御
の
性
能 

装 置 構
造･配置 

特許 3491601 

00.04.27 

F01N3/02,321 

[1] 
 

内燃機関の排気浄化装置 

排気管内のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに一時的に捕集さ

れた微粒子を酸化する活性酸素を放出する酸

化剤をﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに担持し､排気切換ﾊﾞﾙ

ﾌﾞにより排気ｶﾞｽがﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの一方の側

と他方の側とから交互にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀを通

過するようにし､排気切換ﾊﾞﾙﾌﾞの切換動作中

であつて排気ｶﾞｽがﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀをﾊﾞｲﾊﾟｽさ

れるときに､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの排気ｶﾞｽ流れ下

流側の排気絞り弁の開度を減少させ､背圧が低下するのを抑制

する｡ 

トヨタ自動車株式会社 

排気微粒子除去技術 
 

主要企業 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願

経済性の向上

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特
定
P
M
の
除
去

有
害
物
質
同
時
除
去

素
材
の
耐
久
性

再
生
制
御
の
性
能

走
行
･
運
転
性
能

小
型
化
･
低
廉
化

製
造
･
組
立
の
容
易
化

･
効
率
化

装
着
の
容
易
化

･
簡
便
化

材質･成分の改良

装置構造･配置の改良

製法・組立法の改良

再生装置の改良

再生・酸化制御の改良

課　　　題
除去効果の向上 装置運用性能の向上

解
決
手
段

29 8 30 9

1
17

113
10

4
19

7

8
46

175018
3

1118

541

1 1
21

271

15118
3

9



 

 ix

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
いすゞ自動車の特許出願

は３０２件であり、うち登録

になった特許が４７件ある。 

 

出願の傾向としてはフィ

ルタ技術に関するものが最

も多い。 

開発課題としては、再生制

御の性能が最も多く、次いで

素材の耐久性、除去効率の維

持、除去効率の向上、走行・

運転性能が多い。 

 再生制御の性能に関して

は再生・酸化制御の改良が 

７７件と多い。また、装置構

造・配置の改良も４６件あ

る。素材の耐久性に関しては

装置構造・配置の改良が２５

件と最も多い。 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

再
生
制
御
の
性
能 

再生・酸
化制御の
改良 

特許 3438316 

94.04.15 

F01N3/02,341 

[6] 
 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

排気系に組み込まれたｹ-ｽ内に配置され且つ排気ｶﾞｽ中に含まれ

るﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙﾀをｾﾗﾐﾂｸｽ繊維から成るﾌｴﾙﾄで構成

する｡ﾌｴﾙﾄの形状が通電可能な金網及び支持筒体によつて保形

されている｡金網に通電してﾌｨﾙﾀを加熱し､ﾌｨﾙﾀに捕集されたﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄを加熱焼却してﾌｨﾙﾀ

を再生する｡この排気ｶﾞｽ浄

化装置は､ﾃﾞｲ-ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排

気系に配置されて排気ｶﾞｽ中

に含まれるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集

するのに有効である｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

再
生
制
御
の
性
能 

装 置 構
造・配置
の改良 

特許 3165084 

97.09.01 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの制御方法及びその制御装置 

再生された一方のﾌｨﾙﾀの目詰まり率を判定し,目詰まり率が設

定値以上の場合には他方のﾌｨﾙﾀの目詰まり率を判定し,ﾌｨﾙﾀの

目詰まり率が設定値以下の場合に

は,ﾌｨﾙﾀによるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの捕集を

続行し且つﾌｨﾙﾀの再生を再度行な

う制御をする｡ﾌｨﾙﾀの目詰まり率

を判定した場合に,ﾌｨﾙﾀの目詰ま

り率が設定値以上の場合には,故

障表示を行なうと共に,ｽﾓ-ｸの発

生を減ずる処理を行なう｡ 
 

いすゞ自動車株式会社 

排気微粒子除去技術 
 

主要企業 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願

経済性の向上

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特
定
P
M
の
除
去

有
害
物
質
同
時
除
去

素
材
の
耐
久
性

再
生
制
御
の
性
能

走
行
･
運
転
性
能

小
型
化
･
低
廉
化

製
造
･
組
立
の
容
易
化

･
効
率
化

装
着
の
容
易
化

･
簡
便
化

材質･成分の改良

装置構造･配置の改良

製法・組立法の改良

再生装置の改良

再生・酸化制御の改良

課　　　題
除去効果の向上 装置運用性能の向上

解
決
手
段

12

12

9
3 2 2 1 2

11
1

1
13

7
25 46

6
12

1

1 3 2 1 4 1

122 2
20

2 1

13245 2
77



 

 x

 

 

 
出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
松下電器産業の特許出願

は１７７件であり、うち登録

になった特許が５０件ある。 

  

出願の傾向としてはフィ

ルタ技術に関するものが最

も多い。 

開発課題としては再生制

御の性能が最も多く、次いで

素材の耐久性が多い。 

再生制御の性能に関して

は、再生・酸化制御の改良で

対応しているものが４０件

と最も多いが、装置構造・配

置の改良が２６件、再生装置

の改良が２１件、材質・成分

の改良が９件と多様である。 

また素材の耐久性に関して

は材質・成分の改良が１６件

と最も多い。 

 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

再
生
制
御
の
性
能 

再生・酸
化制御の
改良 

特許 2738251 

93.01.20 

F01N3/02,321 

[3] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙﾀと､ﾌｨﾙﾀを収納しﾌｨﾙﾀの排気ｶﾞｽ通流

方向に TE ﾓ-ﾄﾞが生じる加熱空間と､ﾌｨﾙﾀの外周の断熱材が配設

された空間のﾏｲｸﾛ波量を検出するﾏｲｸﾛ波検出手段と､ﾏｲｸﾛ波検

出信号によりﾏｲｸﾛ波発生手段と各ﾊﾞﾙﾌﾞを制御する制御部とを

備える｡そしてﾌｨﾙﾀ内部のﾏｲｸﾛ波特

性変化を抽出して捕集されたﾊﾟﾃｨｷ

ｭﾚｰﾄの量を精度よく判別し､所望の

捕集量においてﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを加熱燃

焼除去することにより､ﾌｨﾙﾀ内部で

の高温燃焼を回避する｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

再
生
制
御
の
性
能 

装 置 構
造・配置
の改良 

特許 3365244 

97.03.06 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ浄化装置 

排ｶﾞｽを通過させて排ｶﾞｽ中の煤等のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙﾀ

に付着したﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼させる排ｶﾞｽ浄化装置は､ﾌｨﾙﾀ収納

二重容器を有し､これは外筒金属管､内筒金属管､両金属管の双

方の端部を接続する 2つの金属ﾘﾝｸﾞとで構成され､中空部が密閉

構造とされる｡そしてﾌｨﾙﾀを再生する場合

は､流路配管から導入させた燃焼再生の二

次空気を電気ﾋｰﾀにより加熱する｡次いで

生成された熱風をﾌｨﾙﾀに吹付け､捕集され

ているﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを一様に燃焼させる｡ 

 

松下電器産業株式会社 

排気微粒子除去技術 
 

主要企業 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願

経済性の向上

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特
定
P
M
の
除
去

有
害
物
質
同
時
除
去

素
材
の
耐
久
性

再
生
制
御
の
性
能

走
行
･
運
転
性
能

小
型
化
･
低
廉
化

製
造
･
組
立
の
容
易
化

･
効
率
化

装
着
の
容
易
化

･
簡
便
化

材質･成分の改良

装置構造･配置の改良

製法・組立法の改良

再生装置の改良

再生・酸化制御の改良

解
決
手
段

課　　　題
除去効果の向上 装置運用性能の向上

74 1
16

2
9

1

22 2 7
26

3 1

1 1 7 1 1
10

11 1 2
21

1

1212
40
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出願状況 特許の課題と解決手段の分布 

 
日産自動車の特許出願は

１４８件であり、うち登録に

なった特許が３０件ある。 

 

 出願の傾向としてはフィ

ルタ技術に関するものが最

も多い。 

 開発課題としては再生制

御の性能が最も多く、次いで

走行・運転性能が多い。 

 再生制御の性能に関して

は、再生・酸化制御の改良で

対応しているものが 58 件で

最も多い。次いで装置構造・

配置の改良が２１件、再生装

置の改良が１３件と多い。 

 

 

保有特許例 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 
（経過情報） 

出願日 
主 IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 
概要 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

再
生
制
御
の
性
能 

再生・酸
化制御の
改良 

特許 3374500 

94.02.07 

F01N3/02,341 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装

置 

排気微粒子を捕集するﾌｨﾙﾀ

と､ﾌｨﾙﾀの温度を上昇させる

昇温手段と､吸入空気量を検

出する吸入空気量検出手段と､燃料供給量を演算する燃料供給

量検出手段とを有し､運転条件に応じて所定量の排気を吸気中

に還流する排気還流制御手段を設ける｡さらに,みかけの空気過

剰率を算出する手段と､実質空気過剰率を算出する手段と､実質

空気過剰率に基づいてﾌｨﾙﾀに捕集される排気微粒子の堆積量を

演算する手段と､積算値に基づいてﾌｨﾙﾀの再生時期を判定する

手段と､昇温制御手段とを備える｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

再
生
制
御
の
性
能 

装 置 構
造・配置
の改良 

特許 3201114 

93.12.28 

F01N3/02,341 

[4] 

内燃機関の排気微粒子捕集ﾌｨﾙﾀ 

ﾌｨﾙﾀの再生時､排気をﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄ

の内周から外周へと通過させ､ｴ

ﾚﾒﾝﾄ外周壁と中空円筒管の内壁

との間に形成された間隙に通

し､次いで中空円筒管の両端部

近傍の周壁部に設けられた連通

孔へと流通させる｡そしてﾋ-ﾀによる加熱と､ﾌｨﾙﾀ中心部から両

端部にかけて燃焼伝播することによる排気微粒子の燃焼熱で加

熱された排気 E でｴﾚﾒﾝﾄを包み込むようにする｡これにより保温

効果を高めて中心部と両端部との温度差を改善し､再生不良領

域を無くして均一な再生を可能にしている｡ 
 

日産自動車株式会社 

排気微粒子除去技術 
 

主要企業 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願

経済性の向上

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特
定
P
M
の
除
去

有
害
物
質
同
時
除
去

素
材
の
耐
久
性

再
生
制
御
の
性
能

走
行
･
運
転
性
能

小
型
化
･
低
廉
化

製
造
･
組
立
の
容
易
化

･
効
率
化

装
着
の
容
易
化

･
簡
便
化

材質･成分の改良

装置構造･配置の改良

製法・組立法の改良

再生装置の改良

再生・酸化制御の改良

課　　　題
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1.1.1 はじめに 

浮遊粒子状物質(SPM：Suspended Particulate Matter)は、大気中に浮遊する粒子状の

物質の内径が10μm以下のものをいう。近年の都市圏における大気汚染は窒素酸化物(NOx)

とSPMが中心である。SPMは工場、事業所等の固定発生源や自動車、船舶、飛行機等の移動

発生源のほかに、土壌粒子、海塩粒子等の自然発生源がある。また、ガス状物質が大気中

で光化学反応等で発生する２次生成もあり発生源は多様である。 

図1.1.1 にSPM排出量の発生源内訳を示す。SPMの主要な発生源はトラック・バス等の

ディーゼル車である。本書では、浮遊粒子状物質の多くを占めるディーゼル車から排出さ

れる排気微粒子（粒子状物質：PM）に焦点を絞り、ディーゼル排気微粒子の除去技術につ

いて扱うこととした。 

 

図1.1.1 SPM排出量の発生源内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    出典：環境省「自動車NOx・PM法の手引き」パンフレット（平成14年８月）に加筆 

 

 

１. 技術の概要 

 

排気ガスに含まれる微粒子、特にディーゼル自動車から排出され

る微粒子は、人の健康や環境に悪影響を与えるとして、その低減策が

近年強く望まれている。ディーゼル排気の微粒子は、フィルタや酸化

触媒により除去し、大気への排出を少なくすることができる。 

1.1 排気微粒子除去技術

特許流通 

支援チャート 

自動車

バス
6%

乗用車
7%

トラッ
ク
87%

自動車の車種別PM排出割合

自動車
44%

自然界
由来
19%

不明分
等
15%

工場・
事業場
16%

その他
6%

SPM発生源別寄与濃度割合
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ディーゼル車から排出される粒子状物質(PM)の主要構成物を、表1.1.1 に示した。 

黒煙(すす)、有機溶剤可溶成分(SOF)、硫酸化合物(Sulfate)、灰分(Ash)の４種類から

なる。また、これらの粒子状物質は、必ずしも固体粒子ではなく、SOF、Sulfate等の液状、

ミスト状、気体状の形態のものもある。大気汚染防止法による規制の対象は粒径が10μm

以下の粒子であり、これより大きな粒子は、通常、重力沈降し大気中の浮遊粒子状物質に

はならない。また、粒径が2.5μm以下のディーゼル排気微粒子をPM2.5と呼び、人体への

健康被害が甚大であるといわれている。 

 

表1.1.1 ディーゼル車から排出される粒子状物質(PM)の主要構成物 

種類 概要 

黒煙 (すす;SOOT) ディーゼル車のマフラーから排出される可視的な黒い物質。排

気の冷却過程等を通じて、未燃炭素が凝集したもの 

有機溶剤可溶成分 

(SOF) 

Soluable Organic Fraction。有機溶剤に可溶な成分で、未燃燃

料やオイル(潤滑油等)を指す。ハイドロカーボン(HC)の高分子

体ともいえる。高温下(エンジン直後等)では気体であることが

多い。 

硫黄化合物  

サルフェート 

(Sulfate) 

サルフェート。燃料である軽油に含まれる硫黄成分がエンジン

燃焼過程で、SOx となり、これが酸化･反応して生成される硫酸

ミストや硫酸塩を指す。 

灰分 (Ash) エンジンオイル中の添加剤による不純物や、機械的摩耗から生

じる金属粉等の不燃成分を指す。 

 

ディーゼル排気の微粒子除去は法規制と深い関係があるので、以下、法による規制値

等について述べてから、技術について述べる。 
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1.1.2 ディーゼル車に関する法規制 

自動車排気に関する法として「自動車から排出される窒素酸化物の特定地域における

総量の削減等に関する特別措置法（自動車NOx法）」（環境省）が、1992年12月に施行され

た。これは二酸化窒素の環境基準の確保を図るものである。 

さらに、NOxに対する従来の施策を強化するとともに、自動車交通に起因する粒子状物

質の削減を図るため、01年６月に自動車NOx法の一部が改正された（自動車NOx･PM法）。こ

の改正により、NOxに加え、PMも対策の対象にするとともに、対象地域も従来の首都圏、

大阪・兵庫圏の196市区町村から新たに愛知・三重圏の地域が追加され276市区町村が指定

された。 

ディーゼル車の排出基準値は、車両種類、重量に応じて表1.1.2-1のように定めている。 

 

表1.1.2-1 自動車NOx･PM法による排出基準値 

ディーゼル乗用車 NOx： 0.48g/km  (昭和53年規制ガソリン車並) 

PM ： 0.055g/km 

バス・トラック  (車両総重量毎に規定) 

1.7t以下 NOx： 0.48g/km  (昭和63年規制ガソリン車並) 

PM ： 0.055g/km 

1.7t超2.5t以下 NOx： 0.63g/km  (平成６年規制ガソリン車並) 

PM ： 0.06g/km 

2.5t超3.5t以下 NOx： 5.9g/kWh  (平成７年規制ガソリン車並) 

PM ： 0.175g/kWh 

3.5t超 NOx： 5.9g/kWh  (平成10,11年規制ディーゼル車並) 

PM ： 0.49g/kWh (平成10,11年規制ディーゼル車並) 

      出典：環境省「自動車NOx・PM法の手引き」パンフレット（平成14年８月） 
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また、ディーゼル車の排出基準値の変化を図1.1.2に示した。 

98年12月に環境省中央環境審議会から出された「今後の自動車排出ガス低減対策のあ

り方について（第三次答申）」において、ディーゼル自動車について、窒素酸化物および

粒子状物質に重点を置いて排出ガス規制を２段階で強化（新短期目標および新長期目標）

することが提言され、新短期目標としては、02年から04年にかけて、車種により粒子状物

質で28％から35％削減すること、さらに新長期目標では、07年頃を目途に新短期目標のさ

らに２分の１程度に排出ガスを低減することが提言された。その後、00年11月の第四次答

申では、新長期目標については05年度までに達成を図ることが示されている。 

2.5t超のトラック・バス(05年以降は3.5t超)でみると、0.7g/kWhであったものが98年

には0.25g/kWhに、03年には0.18g/kWhになった。05年には0.027g/kWhになる。 

 

図1.1.2 ディーゼルの排出基準値の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都パンフレット「東京都のディーゼル車対策」 

   http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/jidousya/six-result/honpen/index.htm 

 

米国：0.013

0.80

0.34

0.13

0.36

0.15

0.10

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

1989 1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005 2007 2009

g/kWh

日本

米国

欧州日本：0.70（短期規制）

日本：0.25（長期規制）

日本：0.027（新長期規制）

日本：0.18（新短期規制）

（年）

欧州：0.03（ユーロ４）

粒子状物質（ＰＭ）規制の推移

7.2（元年規制）

2.0（新長期規制）

0.27

8.0

6.7

5.4

3.2

2.0

3.5

5.0

7.0

8.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010

g/k Wh

日本

米国

欧州

日本：6.0（短期規制）

（年）

4.5（長期規制）

窒素酸化物（ＮＯｘ）規制の推
移

3.38（新短期規制）



 7

東京都は99年８月に、「自動車公害に挑む５つの提案と10のアクション」を都民に示し

て、８月から11月にかけて討論会を開催するなどの「ディーゼル車NO作戦」を開始した。

その後、01年４月に「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例」(通称、環境確保

条例)を施行し、03年10月には、首都圏一都三県でディーゼル車の走行規制が開始された。 

国や東京都の自動車公害対策に係る動きを表1.1.2-2に示す。 

ディーゼル車からの粒子状物質等の排出量を削減するために、自動車NOx･PM法ではさ

まざまな優遇税制や融資制度が設けられている。この助成制度は、排出基準適合車への買

い換え、低公害車の購入、DPFの装着等に際して、税制の優遇、低金利融資、補助金支給

が成されるものである。例えば、自動車NOx･PM法対策地域の地方公共団体は、使用過程車

へのDPF等の装着費用の1/2が補助され、バス･トラック事業者の場合は1/4が補助される。 

また、東京都では、知事が指定するDPF等の粒子状物質減少装置の装着に関して、個

人･事業者に1/2(但し上限あり)の補助を実施する等としている。 

なお、優遇制度の詳細は、環境省･国土交通省発行（平成15年10月）の「自動車NOx･PM

法の車種規制について」、東京都環境局自動車公害対策部発行（平成14年３月）の「自動

車に関する規制等のあらまし」等を参照されたい。 

 

表1.1.2-2 自動車公害対策に係る最近の国と東京都の動き 

時期 国の動き 東京都の動き 

1992 自動車 NOx 法（環境省）施行  

1999  ８月｢ディーゼル車 NO 作戦」開始 

2000  ９月｢不正軽油撲滅作戦」開始 

12 月｢環境確保条例」制定 

2001 ６月 自動車 NOx 法（環境省）の一部

改正 

  (自動車 NOx･PM 法公布) 

４月｢環境確保条例」施行 

2002 DPF･低公害車導入補助金制度開始(国

土交通省) 

自動車 NOx･PM 法(改正自動車 NOx 法)

（環境省）施行 

９月｢違反ディーゼル車一掃作戦」 

    開始 

2003  10 月 首都圏一都三県でディーゼル 

   走行規制開始 

出典：東京都パンフレット「東京都のディーゼル車対策」より抜粋 

   http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/jidousya/six-result/honpen/index.htm 
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東京都等の条例と自動車NOx･PM法の具体的な法規制の対象を表1.1.2-3に示した。東京、

埼玉、千葉、神奈川の１都３県では、03年10月から粒子状物質の排出基準に適合しないデ

ィーゼル車の運行が禁止になった。 

 

表 1.1.2-3 東京都等の条例と自動車 NOx･PM 法の規制対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１都３県の条例 自動車NOx・PM法

排出規制物質 粒子状物質（PM）  窒素酸化物（NOx）、粒子状物質（PM）

東京都：都内全域（島部を除く） 奥多摩町、檜原村、島部を除く全域

対象地域 埼玉県：県内全域 全90市町村のうち、61市町村

（対策地域） 千葉県：県内全域 全80市町村のうち、18市町

神奈川県：県内全域（平成14年6月議会上程予定） 全37市町村のうち、26市町

平成15年10月から 使用過程車：平成15年10月から排出ガス基準

規制の内容 （東京都、埼玉県：平成17年４月 に適合しない車は、対策地域（１都３県にわ

  以降に規制値を強化予定） たる広範囲を指定）内では、車検に通らない。

粒子状物質の排出基準に適合しない

ディーゼル車の運行禁止 新規登録　：平成14年10月から

東京都、埼玉県：

粒子状物質の ・平成15年施行　　　長期規制値と同値 総重量3.5ｔ超　：長期規制値と同値

排出基準 ・平成17年施行予定　新短期規制値と同値 総重量3.5ｔ以下：ガソリン車並

千葉県、神奈川県　長期規制値と同値 ※別にＮＯｘの排出基準あり

ディーゼル車の （燃料の種類は問わない。） ・ディーゼル乗用車

・貨物自動車（トラック・バン） ・貨物自動車

対象車種 ・乗合自動車（バス） ・乗合自動車

・特種用途自動車（冷蔵冷凍車等） ・特種用途自動車

※乗用車及び乗用車をベースに

特種用途自動車に改造したものは対象外

・小型貨物車　　　８年

猶予期間 初度登録から７年間 ・普通貨物車　　　９年

・マイクロバス　　10年

※千葉県：NOx・PM法対策地域外のみ ・大型バス　　　　12年

  の走行車両について例外を設ける★ ・特種用途自動車　10年（一部特例あり）

※法施行後、車齢に応じて１～２年、

  規制適用を延期する措置あり

規制に適合させ 知事が指定した粒子状物質減少装置の装着

る規定上の手法 ※神奈川県：知事が指定した粒子状物質減少装置 ────────

  の装着など、知事が認める対策★

罰則等 運行責任者等に運行禁止命令 車検証不交付（道路運送車両法58条）

命令に従わない場合は、50万円以下の ６月以下の懲役又は20万円以下の罰金

罰金（氏名公表★）

出典：東京都のホームページ(http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/jidousya/rifuretto/zidou.pdf)
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1.1.3 排気微粒子除去装置の特徴 

排気微粒子除去装置は、エンジンの排気側に装着する。装着例を図1.1.3-1 に示す。捕

集した微粒子を燃焼等により再生する時に排気熱を利用するので、通常はエンジンの直後

に装着される。 

 

図1.1.3-1 排気微粒子除去装置の装着例 

 

 

 

 

 

       排気微粒子除去装置                 出典：特開平6-193427 

 

捕集部ろ材には、ハニカム体が広く採用されている。捕集部にハニカム体を採用した場

合の断面を図1.1.3-2 に示す。 

 

図1.1.3-2 捕集部断面の例 

 

 

 

                                  出典：特開平6-193427 

 

ハニカム体の一例を図 1.1.3-3に示す。ハニカム体は耐熱性多孔質のセラミック製で、

ハニカム状に仕切り壁で区切られ、端部は入り口と出口が交互に目封じされ、広い表面積

を持つようにされている。排気は多孔質の壁を通じて流れ（ウォールフローともいう）、

その時に微粒子は捕集される。 

 

           図1.1.3-3 ハニカム体の例 

 

 

 

 

 

 

                       出典：特開2004-36454 
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電気ヒータによる再生の例を図1.1.3-4 に示す。捕集された微粒子は、電気ヒータの熱

等で燃焼され再生され、捕集機能を維持する。本例では、捕集部の上流側に電気ヒータが

設置されている。この熱で微粒子を加熱燃焼し、捕集部を再生する。系外より空気を吹き

込む場合もある。図では二個の捕集部が設置されている。複数の捕集部を交互に捕集と再

生をする場合と、微粒子の発生量に応じて捕集状態の基数を変えるものや、ヒータを常時

作動させ連続的に捕集と再生を行うもの等いろいろなパターンが出願されている。 

 

           図1.1.3-4 電気ヒータによる再生例 

 

 

 

 

                                 出典：特開2002-276332 

 

 

 

 

バーナによる再生の例を図1.1.3-5 に示す。電気ヒータの代わりに燃料を燃焼して、捕

集した微粒子を燃焼除去する。 

 

           図1.1.3-5 バーナによる再生例 

 

 

 

 

                                   出典：特許3341800 

 

酸化触媒の例を図1.1.3-6 に示す。触媒を担持したハニカム体に目封じがなく、排気

はハニカム体の排気通路をストレートに流れ、微粒子中のSOF等が触媒により酸化除去さ

れる。 

 

図1.1.3-6 酸化触媒の例 

 

 

 

 

 

 

       出典：東京都パンフレット「東京都のディーゼル車対策」１）より抜粋 

       http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/jidousya/six-result/honpen/index.htm 

酸化触媒装置
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触媒担持フィルタの例を図1.1.3-7 に示す。フィルタ単独の時と同様に、排気は多孔質

の壁面を通過し、微粒子が捕集される。この時、併行して触媒の作用による酸化除去が行

われたり、熱等で再生を行う場合も触媒が働き再生を促進する。 

 

         図1.1.3-7 触媒担持フィルタの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         出典：特開2002-276443 

 

フィルタと触媒の併用の例を図1.1.3-8 に示す。この例では、前段に酸化触媒を配置し

てNO２を生成し、後段での微粒子の酸化をより低温で行われるようにしている。後段を触

媒担持フィルタとすることも可能である。触媒を分離して配置することにより、触媒を複

数個配置したり、フィルタの前後に配置する等の多様な処理を可能とする。 

 

         図1.1.3-8 フィルタと触媒の併用の例 

 

 

 

 

                                出典：特開2002-276332 

 

 

 

 

 

首都圏八都県市で指定されているディーゼル排気の微粒子除去装置(PM減少装置)は、

2004年11月の段階で、DPF方式(19社25型式)、酸化触媒方式(11社34型式)が登録され、使

用過程車への装着が数多く実施されている。東京都パンフレット「東京都のディーゼル車

対策」によればDPF方式と酸化触媒方式は、次のように説明されている。 

DPFとは、Diesel Particulate Filterの略で、ディーゼル車の排気管等に装着して、デ

ィーゼルエンジンの排気中のPMをフィルタにより捕集し、捕集したPMを燃焼等で除去する

ことによりフィルタを再生させ、捕集性能を維持させる装置をいう。 

酸化触媒とは、ディーゼル車の排気管等に装着して、ディーゼルエンジンの排気中のPM
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を白金等の触媒作用(酸化作用)で低減する装置をいう。 

このようなDPF、酸化触媒装置は、所定の耐熱性、強度、安全性を必要とするので、現

時点では車両価格の４割近い高価なものとなることがある。 

 

この他に、静電集塵技術や慣性集塵技術、湿式集塵技術を用いた特許も出願されてい

る。 

静電集塵技術の例を図1.1.3-9 に示す。コロナ放電により微粒子に電荷を持たせて捕

集する方法である。焼却炉等の固定発生源では、電気集塵機として広く採用されている。 

この他、放電によりプラズマを発生させその作用で除去する方法もある。 

これらの静電集塵技術を主体とした実用的なディーゼル車搭載型の除去装置は、開発

されていない。 

 

           図1.1.3-9 静電集塵の例 

 

 

 

 

 

                               出典：特許26988404 

 

 

 

 

慣性集塵技術の例を図1.1.3-10 に示す。サイクロンによる遠心力を利用して捕集する

方法である。一般に、慣性力による集塵は捕集効率が低いため、固定発生源の集塵処理で

は、バグフィルタ集塵の前処理として使用されることが多い。 

この他に、衝突板による慣性力、マフラ内等での排気の急膨張による慣性力による方

法、重力による沈降を利用する方法等がある。 

これらの慣性集塵技術を主体とした実用的なディーゼル車搭載型の除去装置は開発さ

れていない。 

 

           図1.1.3-10 慣性集塵の例 

 

 

 

 

 

                            出典：特許35328219 
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湿式集塵技術の例を図1.1.3-11 に示す。ノズルより液体を噴霧して捕集する方法であ

る。固定発生源では、酸性ガスの除去を同時に行う湿式集塵が採用されている。 

この他に、水槽等に排気を通して捕集する方法、湿潤捕集層を通す方法等がある。 

これらの湿式集塵技術を主体とした実用的なディーゼル車搭載型の除去装置は開発さ

れていない。 

 

           図1.1.3-11 湿式集塵の例 

 

 

 

 

 

                              出典：特許3276935 

 

 

 

 

 

 

 

静電集塵、慣性集塵、湿式集塵の技術は、装置が大型になる、捕集効率が低い、水槽が

必要等ディーゼル車搭載用としては不利な面があり実用的なものは開発されていないので、

解析対象からは外した。しかし、大量排気の処理に向いており、処理焼却炉等での固定発

生源での実績は多い。 
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1.1.4 ディーゼル車の排気微粒子除去技術 

ディーゼル機関の排気微粒子除去・抑制に関する技術マップを図1.1.4-1 に示す。 

大気環境の観点から広くみれば、⑧SPM測定・監視装置、⑨大気や室内等の閉鎖区域か

らのSPMの除去、⑩人の健康、環境へのSPMの影響の回避等の技術がある。 

「1.1.1 はじめに」で記述したように、発生源には移動発生源と固定発生源、および

自然発生源、二次生成がある。焼却炉等の固定発生源には、⑦固定発生源からのSPM除去

技術がある。 

しかし、発生源別寄与割合によると発生の多くは自動車であり、その大部分はディー

ゼル車となっている。 

本書では、微粒子の除去技術に絞り、発生源の寄与率等から「ディーゼル車から排出

される排気微粒子を車両搭載可能な装置で除去する技術」を対象とする。 

なお、本書では、下記にあげる排気されるまでの上流側の技術は対象外とした。 

   ①ディーゼル車の燃料のクリーン化および代替技術 

   ②燃料や空気の混合注入技術 

   ③エンジン各部の構造と材質に関する技術 

   ⑤排ガス再循環技術(EGR) 

   ⑥電子制御機器(ECU)に関する技術 

 

また、NOxのみの除去等の排気微粒子を除去する効果のない技術も対象外とした。 

 

図1.1.4-1 ディーゼル機関を中心とした排気微粒子除去・抑制に関する技術マップ 
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解析対象としたディーゼル車搭載式の排気微粒子除去に関する技術は、次のとおりで

ある。 

(1)フィルタ技術 

フィルタ（ろ材）を用いて機械的物理的な作用に微粒子を捕集する技術。捕集し

た微粒子は燃焼等で除去することで再生し走行中も捕集機能を維持する。 

 

(2)触媒技術 

白金成分等の酸化作用によりSOF等の粒子状物質を酸化させて除去する技術。 

 

(3)触媒担持フィルタ技術 

触媒をフィルタに担持させることにより、ろ過作用と触媒作用の両方を用いて微

粒子を捕集除去する技術。触媒は捕集時と再生時の両方で作用する。 

 

(4)触媒とフィルタの併用技術 

酸化触媒とフィルタを組み合わせて微粒子を捕集除去する技術。触媒をフィルタ

の前段や後段に配置したり、前後に設置、複数設置等の多様な組み合わせが可能

である。 

 

図1.1.4-2 にディーゼル車搭載式の排気微粒子除去方式を示す。 

 

図1.1.4-2 ディーゼル車搭載式の排気微粒子除去方式 
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(1)フィルタ技術
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(1)フィルタ技術

(1,698件)

微粒子除去装置
(ＤＰＦ･酸化触媒 等)

(149件)

(2)触媒技術

(149件)

(2)触媒技術

(627件)

(3)触媒担持
　フィルタ技術

(627件)

(3)触媒担持
　フィルタ技術

(4)触媒とフィルタ

　　の併用技術

(344件)

(4)触媒とフィルタ

　　の併用技術

(344件)

解析対象(2,818件)
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表1.1.4 に排気微粒子除去に関する技術要素を示す。 

 

表1.1.4 排気微粒子除去の技術要素 

技術要素Ⅰ 技術要素Ⅱ 備考(例示) 

ろ材 多孔質セラミック。セル形状 

フィルタの構成 バイパス管。支持具。シール材 等 

(1)フィルタ技術 

再生 電気ヒータ等による再生制御 

触媒 白金等の酸化触媒 

触媒装置の構成 バイパス管。支持具。シール材 等 

(2)触媒技術 

酸化除去 温度調整による酸化除去制御 

触媒成分担持 フィルタ(ろ材)への触媒成分担持 

触媒担持フィルタの構成 バイパス管。支持具。シール材 等 

(3)触媒担持 

  フィルタ技術 

酸化･再生 加熱、酸化による再生制御 

触媒とフィルタの配置 触媒による酸化＋フィルタ (4)触媒とフィルタ 

  の併用技術 高度多段浄化 空燃比制御。NOx 同時除去 

 

 

 

(1) フィルタ技術 

フィルタ技術とは、多孔質セラミックハニカムで代表されるフィルタ(ろ材)を用いて、

機械的・物理的なろ過作用により、微粒子を捕集除去する技術を指す。また、捕集した微

粒子は燃焼等で除去することによりフィルタを再生させ、捕集機能を維持させる必要があ

る た め 、 フ ィ ル タ 技 術 に は 再 生 技 術 が 不 可 欠 で あ る 。 な お 、 一 般 に DPF(Diesel 

Particulate Filter)という場合、フィルタのみでなく触媒を担持させたフィルタを含む

こともあるが、この場合は、本書では(3)触媒担持フィルタに区分することとした。 

フィルタ技術は、下記のa～cに細区分した。 

 

a. ろ材 

多孔質セラミックハニカム構造体で代表されるろ材の材質や成分、細孔形状、セル形

状、目封じ構造、ハニカム以外の新規ろ材、等のろ材の提供に関する技術。 

 

b. フィルタの構成 

フィルタを微粒子除去装置として捉えると、フィルタはろ材のみからなるのでなく、

切替弁、バイパス管、ろ材を保持する支持体(マット)、シール材、再生用の電気ヒータ、

噴射ノズル等の付属部品とともに構成される。これらの付属部品の改良、配置、組立に関

する技術を指す。 
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c. 再生 

フィルタは、燃焼等による再生を実施しないと捕集機能を維持することができないた

め、フィルタ装置にとって再生技術は重要な要素である。本項でいう再生技術は、主に電

気ヒータや再生用燃料の燃焼を用いたフィルタ再生の制御技術を指す。 

 

(2) 触媒技術 

触媒技術とは、白金成分等の酸化作用によりSOF等の粒子状物質を酸化させるとともに、

一酸化炭素、ハイドロカーボン等の気体状物質を酸化除去する技術を指す。 

触媒技術は、下記のa～cに細区分した。 

 

a. 触媒 

オープンフロー式のハニカム構造体で代表される触媒の材質の成分、配合、セル形状

等の触媒の提供に関する技術。 

 

b. 触媒装置の構成 

触媒装置は、酸化作用を呈する触媒本体のみならず、フィルタ装置と同様に、切替弁、

バイパス管、触媒を保持する支持体(マット)、シール材、必要に応じて補助加熱装置(電

気ヒータ、バーナ)等の付属部品とともに構成される。これらの付属部品の改良、配置、

組立に関する技術を指す。 

 

c. 酸化除去 

触媒の主に酸化作用により、粒子状物質や気体状物質を連続的に酸化燃焼除去する技

術。触媒の場合もフィルタと同様に微粒子が堆積し、加熱手段で再生することもあるため、

触媒の再生技術と呼ぶことがある。触媒はその酸化活性を得るための適切な温度が必要で

あることから、酸化除去技術は主に酸化除去の制御技術を指す。 

 

(3) 触媒担持フィルタ技術 

触媒担持フィルタ技術とは、多孔質のフィルタ(ろ材、担体)に触媒を担持させること

により、ろ過作用と触媒作用の両作用を一度のガス流通過程に同時に用いて除去する技術

を指す。本書では、(1)のフィルタ技術、(2)の触媒技術とは別の区分とした。 

触媒担持フィルタ技術は、下記のa～cに細区分した。 

 

a. 触媒成分担持 

多孔質セラミック材料等のフィルタ(ろ材、担体)に、特定の触媒成分を担持・含浸さ

せて、触媒担持フィルタを提供する技術。 

 

b. 触媒担持フィルタの構成 

触媒担持フィルタ装置は、フィルタ本体のみならず、切替弁、バイパス管、触媒を保

持する支持体(マット)、シール材、必要に応じて加熱装置(電気ヒータ、バーナ)等の付属

部品とともに構成される。これらの付属部品の改良、配置、組立に関する技術を指す。 
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c. 酸化･再生 

触媒担持フィルタは、触媒の酸化作用により捕集した微粒子を連続的に酸化燃焼除去

するとともにフィルタの再生を行う。酸化･再生技術は、触媒担持フィルタの酸化および

再生に関する主に制御技術を指す。 

 

(4) 触媒とフィルタの併用技術 

酸化触媒とフィルタを多段的に組み合わせて、粒子状物質および気体状物質を除去す

る技術を指す。区分(1)～(3)の応用技術といえる。 

触媒とフィルタの併用技術は、下記のa、bに細区分した。 

 

a. 触媒とフィルタの配置 

触媒の酸化作用を前処理として用い、次にフィルタのろ過作用にて粒子状物質を除去

するといった装置の配置、組み合わせに関する技術を指す。 

 

b. 高度多段浄化 

触媒とフィルタの組み合わせを発展させ、粒子状物質ならびに気体状物質を除去する

際に、ガス流路の切替や再生制御を高度に実施して、粒子状物質のみならずNOx等の有害

成分を同時に除去する多段浄化技術を指す。 
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1.1.5 特許からみた技術の進展 

技術の進展図に取り上げた特許および実用新案は、排気微粒子除去技術に関する登録特

許や係属中のものから、主要技術要素別に重要と思われるものを時系列展開した。 

図1.1.5-1～図1.1.5-4に、排気微粒子除去技術に関する技術の進展図を技術要素別に示

す。 

 

(1) フィルタ技術 

図1.1.5-1 に、フィルタに関する技術の進展を示す。 

ろ材に関しては、特に形状に着目した。ハニカム体は歴史があり、米国で先に特許化

されており、基本的な特許ではなく排気微粒子への応用に関する特許がみられた。特許

2613729の耐熱衝撃性を向上するために外周部凹溝を充填するものから、セルの形状、目

封じ構造、壁材の気孔率、気孔容積、表面の粗さ等で進展がみられる。非ハニカム体に

関しては、古くは特公昭40-9643のろ材にグラスウールを用いた。その後金属発泡体、金

属繊維、セラミック繊維等多くの材料が用いられている。また、ろ材を積層したり、ヒ

ータを組み込んだもの等へと高機能化が図られている。 

フィルタの構成では主要な構成要素である加熱装置と、バイパス管等の排気の経路に

着目した。加熱装置では、燃焼効率を上げるためのヒータの位置、材質、電極構造に進

展がみられる。ガス通路に関しては弁やバイパス管、整流板等の進展がみられる。 

再生に関しては、最も件数の多い温度制御と堆積量制御に着目した。温度制御に関し

ては、特許2821831の温度によりエアーポンプを作動させるものから温度計、取り付け位

置や再生時期判断、再生装置の制御等に進展がみられる。堆積量制御に関しては圧力か

ら推定する場合と、各所の情報から堆積量を推定する方法がある。圧力はエンジンの運

転状態も表しており、圧力検知方法、取り付け位置、再生時期判断や再生装置の制御等

に進展がみられる。 

 

(2) 触媒技術 

図1.1.5-2 に、触媒に関する技術の進展を示す。 

触媒に関しては、微粒子除去の性能向上の他に、NOx除去やCOの同時除去を行うもの、

耐熱性向上を図るもの等の進展がみられる。 

触媒装置の構成では、多段化、助燃剤の使用、流路に変化を加えて付着防止を図る、

滞留時間を長くする等の進展がみられる。 

酸化除去では、酸化を最適に行う温度制御や堆積量による再生制御等に進展がみられ

る。 
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(3) 触媒担持フィルタ技術 

図1.1.5-3 に、触媒担持フィルタに関する技術の進展を示す。 

触媒成分の担持に関しては、多層化、担持前処理、触媒量に濃度勾配をつける、担持

材の材質等で進展がみられる。 

担持フィルタの構成に関しては、多段化、再生用バーナ、プラズマによる再生、電気

ヒータ等に進展がみられる。 

酸化再生に関しては、特許3303495のエンジンの運転状態に基づき温度制御するものか

ら温度や圧損に基づく制御、バーナやヒータの制御、助燃剤添加制御等で進展がみられ

る。 

 

(4) 触媒とフィルタの併用技術 

図1.1.5-4 に、触媒とフィルタの併用技術に関する進展を示す。他の技術要素に比べ

新しい技術であり注目特許は最近のものに限られる。 

触媒とフィルタの配置に関しては、特許3358392の助燃剤添加やヒータ、触媒の配置に

関するものから、NO酸化触媒、助触媒の利用、触媒担持の位置等に進展がみられる。 

高度多段浄化に関しては二次噴射、後噴射等の空燃比制御や再生の時期の制御等に進

展がみられる。 
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特許2613729 

92.01.30 

日本碍子 
外部に開口して､軸方向

に延びる凹溝と凹溝を

充填して外表面を形成

する外殻層とを備え

る。 

特許 3012167 

95.04.12 
日本碍子 

両端部に設けた目封止

部の目封止厚さが実質

的に不均一になるよう

構成する。 

特許2870369 

93.06.18 
住友電気工業 

耐熱金属発泡構造多孔体

と､金属繊維を空間充填

率が5～25%となるよ

うに固定化した繊維構造

多孔体とを積層する。 

特許3265737 

93.08.20 
住友電気工業 

金属繊維で不織布を構

成し､1 層又は複数層

積層してﾌｨﾙﾀと成す。

特許 3438316

94.04.15 
いすゞ自動車

ﾌｨﾙﾀをｾﾗﾐｯｸｽ繊維から

成るﾌｴﾙﾄで構成する。 

特許 3118935 

92.02.13 
ﾃﾞﾝｿｰ 

ﾌｨﾙﾀの一端に位置する

ﾒｲﾝﾋｰﾀに加え､他端にｻ

ﾌﾞﾋ-ﾀを設ける｡場合に

より逆方向から補完再

生する。 

特許 3359972 
93.01.25 

ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ

ﾏﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ(米国)
ﾌｨﾙﾀｶ-ﾄﾘｯｼﾞは､ｽﾛｯﾄ付

きの電気抵抗をもつ管

を具備する。 

特許 2903103 

95.01.13 
ﾃﾞﾝｿｰ、 

中部助川興業 

6本のﾋ-ﾀは略等間隔で略

渦巻き状に配線され､個々

のﾋ-ﾀは巻きﾋﾟｯが異なる

構成とされている。 

実用 2583804 

93.11.11 
日野自動車 

両ﾌｨﾙﾀの逆洗時に片方

のｼｬｯﾄｵﾌﾊﾞﾙﾌﾞを開きﾌ

ｨﾙﾀに圧縮ｴｱを噴射す

る。 

特許 2821831 

92.06.15 
ﾄﾖﾀ自動車、日本自

動車部品総合研究所

ﾌｨﾙﾀが再生領域内で再生

直前の温度が所定値以上

の場合にｴｱ-ﾎﾟﾝﾌﾟを作動

させる。 

実用 2560704 

93.03.25 
日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業

ﾌｨﾙﾀの上流部に開口部

を有する拡散板と再生

時の温度を検知して開

口部を閉ざす常開の温

度感知弁を取付けた。

特許 2904468 

94.02.09 
日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業

まず弱い電流でﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰ

ﾄを燃焼させ､規定時間内

に燃焼が終了しない場合

に強い電流で燃焼させる

よう制御している。

特許 2738251 

93.01.20 
松下電器産業 

ﾌｨﾙﾀ外周断熱材が配

設された空間のﾏｲｸﾛ

波量を検出する手段

を備える。 

特許 3374500 

94.02.07 
日産自動車 

実質空気過剰率に基づ

いて排気微粒子堆積量

を演算する手段を備え

る。 

特公平 3-49608 

82.02.22 
ｺｰﾆﾝｸﾞ ｸﾞﾗｽ ﾜｰｸｽ(米国) 

全集合出口ｾﾙ表面積より

も大きな全集合入口ｾﾙ薄

壁表面積を備える多孔性

薄壁ﾊﾆｶﾑ構造のﾌｨﾙﾀ 

特公昭 40-9643 

63.07.17 
青井 堅 

排気ｶﾞｽを膨張室で水

分を凝縮させてｶｰﾎﾞﾝ

の微粒子の外径を大き

くしｸﾞﾗｽｳｰﾙ等の耐熱

ろ過材で除去する。 

特公昭 49-41222 

71.03.09 
奥 靖朗 

ろ過材を備えたﾏﾌﾗに

おいて､ﾊﾞｲﾊﾟｽ回路を

設け機関の高負荷時に

開く。 

特公昭 47-23614 

70.11.30 
ﾀﾞｲﾊﾂ工業 

ｴﾚﾒﾝﾄ加熱手段を有し､

ろ過ｴﾚﾒﾝﾄ上流側の排

気圧力が上昇したとき

作動させる。 

特公昭 47-23614 

70.11.30 
ﾀﾞｲﾊﾂ工業 

ｴﾚﾒﾝﾄ加熱手段を有し､

ろ過ｴﾚﾒﾝﾄ上流側の排

気圧力が上昇したとき

作動させる。 

特許 2802978 

94.03.17 
ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ、 

日産自動車 

2 分された通路の排気

通路､容器の内容積の

総和を同一とする。 

図1.1.5-1 フィルタに関する技術の進展(1/3) 

 

出願年 ～1991    1992      1993      1994      1995 

［ろ材］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［フィルタの構成］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［再生］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特許2726616 

93.12.15 
日本碍子 

気孔率が 45%以上

60%以下であり､比表

面積と､表面粗さとの関

係が 1000M+85N≧

530 の範囲に有る。
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特許 3446558 

96.10.03 

豊田中央研究所 
径5～20μmの貫通気孔容積

が,30～80%,径20～200μ

mの貫通気孔容積が20～

70%の範囲内にある。 

特開平 10-337430 

97.06.06 

松下電器産業 
円柱状ﾊﾆｶﾑ構造体で､0.5～

6.0kHzの範囲内で1次固有振

動数を有するように形成する。

 

特許 3434117 

96.03.29 

住友電気工業、ﾄﾖﾀ自動車
耐熱性金属繊維の不織布で作

られる平板ﾌｨﾙﾀと､耐熱性金属

製の波板を重ねた積層材をﾛ-ﾙ

巻きする。 

特開平 11-280451 

98.03.26 

いすゞ自動車 
金網製電気加熱部材と通孔を

有する金属押え板との間に､ｾﾗ

ﾐｯｸｽ繊維積層体を挟持する。

特開 2000-288329 

99.04.09 

ｴｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｴｽ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
外筒内に 1 次蓄積室を形成す

る内筒とその内側に内壁外壁

間に発泡軽量石骨粒が充填さ

れたｶｯﾌﾟ状ﾌｨﾙﾀを設ける。 

特開平 11-062558 

97.08.07 

ｲﾋﾞﾃﾞﾝ 
ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ流入側端面を加熱し

所定時間経過後､助燃空気を流

入側端面に供給する。 

特許 3374654 

96.02.02 

ﾄﾖﾀ自動車 
ｴｷｿﾞ-ｽﾄﾏﾆﾎﾙﾄﾞは､排気集合部

と 4 本の排気ﾎﾟ-ﾄとから構成

され､その上方向に捕集用ﾌｨﾙﾀ

を配置する。 

特開 2001-050031 

99.08.04 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 
第 1 排気路とﾌｨﾙﾀが介装され

た第 2 排気路とに分岐し､分

岐部に開度制御弁とﾊﾞｲﾊﾟｽ通

路を設ける。 

特許 3454351 

98.12.11 

ﾄﾖﾀ自動車 
ECUは排気温度を上昇させる

ことによりDPFの再生処理を

行う。 

特許 3243418 

96.08.30 

富士通ﾃﾝ、豊田自動織機
燃機関が回転していないと

きの圧力と､回転している

ときの圧力により微粒子の

捕集量を推定する。 

特許 3436168 

99.01.25 

ﾄﾖﾀ自動車 
機関出力が低下し､噴射燃料量

が低下したときに下流側の圧

力との差圧を予め定められた

値以下に維持する。 

図1.1.5-1 フィルタに関する技術の進展(2/3) 

 

出願年 1996        1997        1998        1999 

 

［ろ材］ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

［フィルタの構成］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［再生］ 
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特開 2003-227327 

02.02.05 

日本碍子 
隣接する外周壁に対する隔壁

の角度が 25~65 度であるﾊﾆｶ

ﾑｾｸﾞﾒﾝﾄを含むﾊﾆｶﾑ構造体。 

特許 3472534 

00.08.15 

日野自動車 
ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを深層濾過し得るよう

目を粗くした多孔質構造の平板ﾌ

ｨﾙﾀをｶﾞｽ流れ方向に複数枚重ね

合わせて一体的に抱持せしめる

特開 2002-221020 

01.01.29 

新日本製鐵、ﾄﾖﾀ自動車
楕円形金属繊維製不織布を交

互に山谷曲げし､外周が略円柱

形状のｴﾚﾒﾝﾄの外周に外筒を配

置してなるﾌｨﾙﾀである。 

特開 2002-256843 

01.02.28 

ｴｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｴｽ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
排気ｶﾞｽは､発熱体で加熱され､

ｶﾞｽ衝突体で減速･方向変換さ

せられて混合される。 

 

特開 2002-213229 

01.01.19 

日産自動車 
再生時期においては､ﾌｨﾙﾀの温

度が所定温度超えるまでの間

は､ﾘﾂﾁ運転を行って排気中の

酸素濃度を低くする。 

特開 2003-214146 

02.01.23 

ﾄﾖﾀ自動車 
捕集機構より下流の排気と大気

との何れか一方を選択的に導入

できるよう構成し排気の絶対圧

を検出することができる。 

図1.1.5-1 フィルタに関する技術の進展(3/3) 

 

出願年        2000        2001        2002 

 

［ろ材］ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

［フィルタの構成］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［再生］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特開 2001-221032 

00.02.09 

三菱重工業 
放電用電極をﾌｨﾙﾀ間に配置し､

放電用電極の間に電圧を印加

するように構成することによ

り､ﾌｨﾙﾀを再生する。 

特許 3463647 

00.03.28 

ﾄﾖﾀ自動車 
燃焼室から排出される排出微

粒子量をﾌｨﾙﾀ上で輝炎を発す

ることなく酸化除去可能な量

よりも少なくする。 
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特公平 6-17643 

85.02.28 

ﾃﾞｸﾞｯｻ(ﾄﾞｲﾂ) 
ｶｰﾎﾞﾝの焼却を促進

する､活性物質がﾊﾞ

ﾅｼﾞﾝ酸銀よりなる

触媒 

特許 3137496 

92.11.11 

ﾄﾖﾀ自動車、ｷｬﾀﾗｰ 
第 1 触媒は､ﾁﾀﾆｱ､ﾊﾟﾗ

ｼﾞｳﾑおよびﾛｼﾞｳﾑ触媒

を担持させ､第 2 触媒

担持層に白金触媒を

担持させている。 

特許 3201237 
95.11.15 

ﾄﾖﾀ自動車 

ECU は､排気温度

を算出し､所定値以

下の場合､ﾊﾞｲﾊﾟｽ制

御弁を開弁し電気

ﾋ-ﾀに通電する。 

特許 3379627

96.08.30 
ｷｬﾀﾗｰ、 

ﾄﾖﾀ自動車 

特定のｼﾘｶが微細に

分散保持されたｼﾘｶ

ﾄﾞ-ﾌﾟｱﾅﾀ-ｾﾞ型ﾁﾀﾆｱ

を含有する触媒 

図1.1.5-2 触媒に関する技術の進展(1/2) 

 

願年 ～1991   1992     1993     1994      1995     1996 

 

［触媒］ 

 

 

 

 

 

 

               PM除去    NOx除去           耐熱性 

 

 

［触媒装置の 

構成］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

［酸化除去］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特許 2891609

93.07.15 
ｱｲｼｰﾃｨｰ 

特定量の白金およ

びﾊﾟﾗｼﾞｳﾑを担持す

る 2 種の耐火性無

機酸化物粉末触媒

を三次元構造体に

被覆する。 

特許 3484759

94.05.18 
いすゞ自動車

HC を添加手段と､

HC を還元剤とする

NOx 還元触媒と､ｶ-

ﾎﾞﾝを還元剤とする

NOx 還元触媒とを､

この順で直列に配

設してなる。 

特許 3087882
94.08.09 

日野自動車 

排ｶﾞｽ温度､ｴﾝｼﾞﾝ

回転速度､ｴﾝｼﾞﾝ負

荷の各検出出力に

基づいて制御す

る。 

特許 3230799

96.10.11 
日野自動車 

第 1 酸化触媒装置

と第 2 酸化触媒装

置とその間に配置

される蓄熱構造体

により構成する。

特開平 08-084911

94.09.14 

ｱｲｼｰﾃｨｰ 
Cu､W､Ga､Ni､Mn､

Fe､Coよりなる触媒

活性酸化物をｼﾞﾙｺﾆｱ

粉末に担持し耐火性

三次元構造体に被覆

してなる窒素酸化物

分解用触媒 
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特許 2961249 

98.03.10 

産業技術総合研
究所 

Pt(NH3)4(OH)2

から誘導された白

金をｼﾘｶに担持させ

た触媒 

特許 3131630

99.03.08 

産業技術総合研
究所 

Ta､Nb､W および

Sn のうちの 1 種の

金属酸化物に白金

を担持させてなる

触媒を用いる。

特開2002-159861

00.11.27 

豊田中央研究所、
ｷｬﾀﾗｰ 

耐熱性ｼ゙ ﾙｺﾆｱ粒子と一部

表面を層状に被覆した遷

移金属層とよりなる粒子

からなる助触媒粉末と､ﾁ

ﾀﾆｱ粉末と､ｾ゙ ｵﾗｲﾄ粉末と

から構成する。 

特許 3456381 

97.09.05 
ﾄﾖﾀ自動車 

積層型触媒ｺﾝﾊﾞ-ﾀ

は､隔壁として平板

と波板を有し､これ

らには触媒が担持

され端面を前後さ

せる。 

特開2001-152839

99.12.01 
鯵坂 泰雄 

黒煙を除去する触媒

層内を排気ｶﾞｽが長時

間かつ乱気流を起こ

した状態で通過させ

ることができるよう

にする。 

特開2002-106327
00.10.02 

日産自動車 

微粒子が所定量を

超えたとき､強制的

に再生させる判定

手段と､捕集される

微粒子を減少させ

る手段とを備え

る。 

1.1.5-2 触媒に関する技術の進展(2/2) 

 

出願年 1997     1998      1999     2000     2001     2002 

 

［触媒］ 
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特許 3503073 
92.11.30 

日本触媒 

鉄を活性成分とし

て含有させ､鉄お

よび耐火性無機酸

化物含有触媒成分

を担持させる。 

特開平 09-173866 

95.12.28 

日本自動車部品
総合研究所、 

ﾃﾞﾝｿｰ 

ﾊﾆｶﾑ型ﾌｨﾙﾀのｾﾙ側

壁に活性ｱﾙﾐﾅ粒子

のｺ-ﾃｨﾝｸﾞ層を形成

する。 

特公昭43-26459 

64.11.05 

ｵｰﾄﾓﾋﾞﾙ ｴｰﾑ  
ﾍﾞﾙﾘｴ(ﾌﾗﾝｽ) 

煤のような固体成

分を燃焼させるよ

うな酸化触媒を含

浸させたｶｵﾘﾝ繊維

層を用いた浄化装

置 

特開平 10-159552

96.10.11 

ｼﾞｮﾝｿﾝ ﾏｼｰ(ｲｷﾞﾘｽ)
NO を酸化する第 1

触媒と､炭化水素､一

酸化炭素及等を酸化

させる第 2 触媒とを

直列配設する。 

特開平 09-013954 
95.06.26 

松下電器産業 

ﾌｨﾙﾀ-と､電気ﾋ-ﾀ

と､その間に配置さ

れた温度ｾﾝｻで内部

温度差を 200℃以

内で加熱する。 

図1.1.5-3 触媒担持フィルタに関する技術の進展(1/2) 

 

出願年 ～1991   1992     1993     1994      1995     1996 

［触媒成分 

の担持］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［担持フィルタ 

の構成］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［酸化再生］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特表平 08-508442

93.03.29 

ｴﾝｹﾞﾙﾊｰﾄﾞ(米国)
触媒組成物は,約

10m2/g の BET

表面積を有する触

媒部分でﾄﾞ-ﾌﾟ処理

したｾﾞｵﾗｲﾄを含

む。 

特許 3303495
93.12.28 

ﾃﾞﾝｿｰ 

ｺﾝﾄﾛ-ﾗはﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

捕集中の内燃機関

の運転履歴や現在

の運転状態に基づ

いて,昇温手段を操

作する。 

特許 3485344

94.03.23 

日本自動車部品
総合研究所、

ﾄﾖﾀ自動車 

ﾌｨﾙﾀの温度が触媒

の活性化温度より

も低い時に､燃料噴

射を開始し温度を

上昇させる。 



 27

特開 2000-282852

99.03.30 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業
ﾌｨﾙﾀのｴﾝｼﾞﾝ側に

NOx 還元触媒層を

被覆し､その上流に

酸化触媒層を被覆

している。 

特開 2001-207836

00.01.19 

ﾄﾖﾀ自動車 
排気ｶﾞｽの入口であ

る上流側に､下流側

に比べ触媒物質を

多く分布させる。

特開 2002-301318 

01.04.03 

ﾕﾆﾁｶｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞｰ 
ｶﾞﾗｽｸﾛｽにｶﾞﾗｽ転移

点付近でのﾋ-ﾄｸﾘ-ﾆ

ﾝｸﾞ処理後金属触媒

を担持させて得ら

れるﾌｨﾙﾀｸﾛｽ。 

特開平 11-210442 

98.01.28 
三菱ふそうﾄﾗﾂｸ･ﾊ゙ ｽ 

排気ｶﾞｽ通路を分岐

し､それぞれにﾄﾗｯ

ﾌﾟを配設し､ﾄﾗｯﾌﾟ

部材と､加熱装置

と､燃料噴射管とを

設ける。 

特開 2001-295630

00.04.14 
河村 英男 

ﾌｨﾙﾀに捕集された

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄをﾌﾟﾗｽﾞﾏ

ｴﾈﾙｷﾞで反応消滅さ

せて再生し,NOx 分

解触媒の助けで分

解する。 

特開 2003-278528

02.03.22 
日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業

電気ﾋ-ﾀを内蔵した

排気処理装置を 1

個以上排気系に介

装した電気ﾋ-ﾀ付排

気処理装置を構成

する。 

特開 2003-239724
02.02.14 

日産自動車 

排気温度を上昇させ

てﾌｨﾙﾀの再生処理手

段と､ｴﾝｼﾞﾝの停止操

作時にﾌｨﾙﾀの再生処

理中であるかどうか

を判定する判定手段

とを備える。 

特開 2003-155915 
01.11.20 

日野自動車 

ﾌｨﾙﾀより上流側で

燃料添加手段昇温

手段とを備える。 

図1.1.5-3 触媒担持フィルタに関する技術の進展(2/2) 

 

出願年 1997     1998      1999     2000     2001     2002 

 

［触媒成分の担持］ 
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 28

特許 3358392 

95.06.15 

ﾄﾖﾀ自動車 
排気通路内に上流側か

ら順に軽油供給装置､

電気ﾋ-ﾀ､酸化触媒およ

びﾌｨﾙﾀを配置する。 

特開平 09-053442

95.08.14 

ﾄﾖﾀ自動車 
酸化触媒で NO を NO2

に転換し､ﾌｨﾙﾀで煤と反

応させ､生成した NO

は下流側の NOx 吸収

剤に吸収させる。 

特開平 03-15615 

89.6.12 

日産自動車  

排気通路を二個に分岐

させ、触媒付きﾄﾗｯﾌﾟ

とﾊﾆｶﾑ触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀを介

装し、機関運転状態に

応じて開閉する。 

特許 3390641 

97.09.29 
日野自動車 

排気の温度が所定の

範囲にある場合に二

次噴射を行い得るよ

うにする。 

特開平 11-336530

98.05.21 
日産自動車 

後噴射による未燃 HC

を､排気通路に設けた

NOx 触媒への還元剤

として供給する。 

図1.1.5-4 触媒とフィルタの併用技術に関する進展(1/2) 

 

出願年 ～1991     1995              1997      1998 

 

［触媒とフィル 
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特開 2002-276332

01.03.15 

いすゞ自動車 
ｾﾙ密度が順次大きくな

るﾊﾆｶﾑ構造体を通過さ

せることにより､拡散

作用を利用して､触媒

に接触させ浄化する。

特開 2000-199423 
99.01.05 

三菱ふそう 

ﾄﾗﾂｸ･ﾊﾞｽ 
酸化触媒,ﾌｨﾙﾀおよび

NOx 触媒を直列に設

け､ﾌｨﾙﾀと NOx 触媒と

の間に添加剤噴射装置

を設ける。 

特開 2001-041022 
99.07.26 

日野自動車 

排気管の途中に､少な

くとも銅の酸化物と酸

化ｾﾘｳﾑとｾﾞｵﾗｲﾄを含む

煤低減触媒を設ける。 

特開 2003-214136

02.01.25 

日野自動車 
ﾌｨﾙﾀより上流側のﾌｨﾙﾀ

ｹ-ｽ､入口ﾊﾟｲﾌﾟ､排気

管､ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟ-ﾄ､分散板

表面に酸化触媒層を担

持せしめる。 

特開 2002-221021
01.01.22 

ﾄﾖﾀ自動車 

NOx 触媒に流入する

排ｶﾞｽ空燃比が､所定時

間だけｽﾄｲｷｵ(あるいは

ﾘｯﾁ)となるようにｴﾝｼﾞ

ﾝ制御する。 

特表 2003-509614 
99.09.10 

ｼﾞｮﾝｿﾝ ﾏｼｰ(ｲｷﾞﾘｽ) 

触媒から硫黄含有種の

放出を引き起こす条件

下で空気と燃料との比

を 0.95 またはそれ以

上となるようにする。 

特開 2003-201828
02.01.08 

日産自動車 

NOx ﾄﾗｯﾌﾟ触媒および

PM ﾄﾗｯﾌﾟの再生を､同

時に行えるようにす

る。 

図1.1.5-4 触媒とフィルタの併用技術に関する進展(2/2) 

 

出願年        1999      2000      2001      2002 

 

［触媒とフィル 

タの配置］ 
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 1.1.6 排気微粒子除去装置の市場 

排気微粒子除去装置に要求される性能は、排出ガス規制値で決まる。規制値は、1.1.2 

ディーゼル車に関する法規制と助成制度の章で述べたように、規制年毎に厳しい値へ移っ

ており、2005年からの新長期規制では、大幅な低減が必要である。 

一方、05年から、硫黄分が10ppm以下の超低硫黄軽油が発売開始になり、排気微粒子除

去における技術的な制約が緩和される。 

また、排気微粒子除去技術としては、排気中の微粒子を除去する以外にも、エンジン

側での対応も可能である。厳しい規制に対し新型車では、エンジンと排気微粒子除去装置

の総合効果で対処する傾向があるといわれている。 

自動車利用者の選択としては、規制対象車に排気微粒子除去装置を装着する以外に、

最新規制に適合したディーゼル車に転換することや、その他にも電気自動車、天然ガス車、

メタノール車等の低公害車や低排出ガス車に転換する選択肢もある。 

自動車登録台数とディーゼル車の比率を図1.1.6 に示す。 

95年には18.2％であったディーゼル車の比率は、00年には11.1％に減少したが04年の

見込みでは横ばいとなっている。 

 

図1.1.6 自動車登録台数とディーゼル車比率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：登録台数：日本自動車販売協会連合会(http://www.jada.or.jp/) 

ディーゼル車比率：朝日新聞(2004年12月18日) 
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ディーゼルのバス、貨物車の保有台数を表1.1.6に示す。03年７月では、全国で570万

台、１都３県では97万台が保有されている。これらの内、02年から販売されている新短期

規制適合車以外は、猶予期間内に装置の装着か買い換えが必要であり、これらが潜在需要

ともいえる。 

東京都の発表では、02年に約１万台１）が装着している。また、報道２）では、04年まで

に5.5万台が装着されている。これを累計とし１台の単価を100万円と推定すれば、最近２

年の市場は225億円と推定される。 

 

表1.1.6 バス、貨物車の地域別車両保有数（03年７月末） 

 

 

 

 

 

 

 

(注）網掛け部分は全国のバス、貨物車の保有数に占める１都３県のディーゼル車の割合 

資料：経済産業省産業活動分析（平成15年７～９月期） 

(http://www.meti.go.jp/statistics/kaiseki/15-3/h4a1312j013.pdf) 

データ：「自動車保有車両数統計」（国土交通省） 

 

1)東京都環境局報道発表資料 

 (http://www.metro.tokyo.jp/INET/OSHIRASE/2003/01/20d1s200.htm) 

2)読売新聞(2004年11月23日) 

 バス 貨物車
ディーゼル 割合(%) ディーゼル 割合(%)

全国 232,646 229,049 98.5 17,320,452 5,476,471 31.6
埼玉 9,681 9,370 96.8 681,272 232,929 34.2
千葉 10,013 9,816 98 645,758 206,242 31.9
東京 13,896 13,229 95.2 837,807 282,801 33.8
神奈川 10,988 10,623 96.7 615,782 206,701 33.6
小計 44,578 43,038 96.5 2,780,619 928,673 33.4

割合(%) 19.2 18.8 18.5 16.1 17 5.4
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特許情報へのアクセスは、通常、国際特許分類（IPC）、ファイル・インデックス（FI）

やテーマコードのＦターム（FT）を組み合わせて利用することによって行う。 

排気微粒子除去技術に関する特許・実用新案は、下記に述べる特許分類、テーマコード

を適切に組み合わせ、さらに必要に応じて関連するキーワードを利用して特許情報にアク

セスする必要がある。 

FIでは、F01N3/02の中が展開記号、分冊識別記号により、捕集方法、再生方法、装置構

造や配置等の観点から分類が付与されている。 

FTでは、触媒による排ガス処理(4D048)やガス中の分散粒子のろ過(4D058)、触媒

(4G069)のテーマコードの中に、排気微粒子に関するFTが付与されている。 

 

1.2.1 国際特許分類(IPC)によるアクセス 

排気微粒子除去技術に関する特許情報にアクセスするための主なIPCの分類を表1.2.1に

示す。本技術に関するIPCは、FIに比べると大きな範囲の分類となっているためノイズが

多くなることが考えられる。したがって、適宜キーワード等を利用してアクセスする必要

がある。 

 

表1.2.1 排気微粒子除去技術の国際特許分類（ＩＰＣ）一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 排気微粒子除去技術の特許情報へのアクセス

IPC分類 《メイングループ》

F01N3/00(参考) 排気の清浄,無害化または他の処理をする手段をもつ排気もしくは消音装置

《サブグループ》

F01N3/02(参考) ┗排気を冷却するためのもの,または排気の固体成分を除去するためのもの

　　《サブグループを展開》

F01N3/02,301 　┗排気の固体成分を除去するためのもの

F01N3/02,311 　　┣重力又は慣性力を利用するもの

F01N3/02,321 　　┗燃焼によるフィイルタの再生

F01N3/02,331 　　　┣バ－ナ式

F01N3/02,341 　　　┗ヒ－タ式
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1.2.2 ファイル・インデックス(FI)によるアクセス 

排気微粒子除去技術に関する特許情報にアクセスするための主なFIの分類を表1.2.2 に

示す。FIの分類はIPCの分類よりも細かく分類されているが、これを用いてもすべての排

気微粒子除去技術に関する特許情報にアクセスすることはできない。表に示したFIと後述

するFT、さらにキーワードを適宜組み合わせてアクセスを行う必要がある。 

 

表1.2.2 排気微粒子除去技術のFI一覧（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（１）フィルタ材質からの分類

ＦＩ 　内　　容

F01N3/02,301A 繊維からなるフィルタ

F01N3/02,301B セラミック体からなるフィルタ

F01N3/02,301C 　┣交互封鎖型

F01N3/02,301D 　┗3次元網目状,発泡体状

（２）除去装置の手段や形態からの分類

ＦＩ 　内　　容

F01N3/02,301F 電気磁気手段をもつもの

F01N3/02,301G 吸着,脱臭手段をもつもの

F01N3/02,301H マフラと関連するもの

F01N3/02,301J バイパス通路をもつもの

F01N3/02,301K EGRと関連するもの

F01N3/02,301L 吸気側と関連するもの

F01N3/02,301M 外気を導入するもの

F01N3/02,301Z その他のもの

F01N3/02,311A サイクロンとフイルタとをもつもの

F01N3/02,311B 　┣アクシアルフロ－形の複数のフイルタをもつもの

F01N3/02,311C 　┣燃焼手段をもつもの

F01N3/02,311D 　┣電気的手段をもつもの

F01N3/02,311E 　┗洗浄手段をもつもの

（３）燃焼によるフィルタの再生に関する分類

ＦＩ 　内　　容

F01N3/02,321B 排気系に触媒又は燃焼促進剤を添加するもの

F01N3/02,321C 水を添加するもの

F01N3/02,321D 吸気管,排気管を絞ることによつて燃焼させるもの

F01N3/02,321E 電気的手段によつて燃焼させるもの

F01N3/02,321F 吸気弁,排気弁のタイミングによつて燃焼させるもの

F01N3/02,321G 吸気側と関連するもの

F01N3/02,321H EGRと関連するもの

F01N3/02,321J バイパス通路をもつもの

F01N3/02,321K 目詰まり,捕集量検出手段,方法

F01N3/02,321Z その他のもの
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表1.2.2 排気微粒子除去技術のFI一覧（その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）バーナによる再生に関する分類

ＦＩ 　内　　容

F01N3/02,331A フィルタのバイパス通路をもつもの

F01N3/02,331B 　┣温度に応答してバイパス量を変えるもの

F01N3/02,331C 　┣主として空気系の制御,装置

F01N3/02,331D 　┗主として燃料系の制御,装置

F01N3/02,331E 交互燃焼型

F01N3/02,331F 温度に応答するもの

F01N3/02,331G 　┣温度以外の入力信号にも応答するもの

F01N3/02,331H 　┣主として空気系の制御,装置

F01N3/02,331J 　┗主として燃料系の制御,装置

F01N3/02,331K 排気系以外の装置,機関制御と関連するもの

F01N3/02,331L 　┣EGR

F01N3/02,331M 　┣過給機

F01N3/02,331N 　┗吸気側

F01N3/02,331P 所定間隔で燃焼させるもの

F01N3/02,331Q 主として空気系の制御,装置

F01N3/02,331R 主として燃料系の制御,装置

F01N3/02,331S バ－ナ部の構造,配置

F01N3/02,331T フィルタ部の構造,配置

F01N3/02,331U 負荷,回転数に応答するもの

F01N3/02,331V 再生時期判定に特徴があるもの

F01N3/02,331Z その他のもの

（５）ヒータによる再生に関する分類

ＦＩ 　内　　容

F01N3/02,341A フィルタのバイパス通路をもつもの

F01N3/02,341B ・温度に応答してバイパス量を変えるもの

F01N3/02,341C 交互燃焼型

F01N3/02,341D 排気系以外の装置,機関制御と関連するもの

F01N3/02,341E 　┣EGR

F01N3/02,341F 　┣過給機

F01N3/02,341G 　┗吸気側

F01N3/02,341H ヒ－タ部の構造,取付,配置

F01N3/02,341J 　┗フィルタ内部に取付,配置したもの

F01N3/02,341K 　　　┗封鎖プラグに取付,配置したもの

F01N3/02,341L フィルタ部の構造,配置

F01N3/02,341M 再生時期判定に特徴があるもの

F01N3/02,341N 排ガス流の規制手段をもつもの

F01N3/02,341P 個別に通電するもの

F01N3/02,341Q フィルタの上流にバイパス通路をもつもの

F01N3/02,341R 空気その他の添加物を供給するもの

F01N3/02,341S 電気的捕集手段をもつもの

F01N3/02,341T 温度に応答するもの

F01N3/02,341Z その他のもの

（６）触媒をもつもの

ＦＩ 　内　　容

F01N3/02,301E 触媒をもつもの

F01N3/02,321B 排気系に触媒又は燃焼促進剤を添加するもの

（７）触媒担持フィルタ

ＦＩ 　内　　容

F01N3/02,321A 触媒又は燃焼促進剤を担持したフィルタ
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1.2.3 Ｆターム(FT)によるアクセス 

排気微粒子除去技術の特許情報にアクセスするための主なFTを表1.2.3 に示す。 

FTは、用途、構造、材料等さまざまな技術的観点からFIを再展開した日本特許庁独自の

テーマコードである。ただし、FTはFIの全分野を網羅しておらず、未分類の分野もある。

特許情報へのアクセス当たっては、先に述べたIPCやFIと併用することが必要である。 

 

表1.2.3 排気微粒子除去技術のＦターム一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2.4 キーワードによるアクセス 

排気微粒子除去技術に関する特許分類、テーマコードを利用して検索を行う時に、さら

に対象を絞り込むためのキーワード例を次に示す。 

 

［対象物］ 

  パティキュレート、微粒子、すす、黒煙、ＰＭ、有機溶剤可溶成分、ＳＯＦ、 

  サルフェート、排気、排ガス、排気ガス 

［操作］ 

  浄化、処理、除去、トラップ、捕集、ろ過 

［構成要素］ 

  ＤＰＦ、フィルタ、ハニカム体、再生装置、触媒 

 

 

 

 

テーマコード 　 　説　　明

4D048 触媒による排ガス処理

AA14 被処理成分：未燃カーボン

4G069 触媒

CA03 使用対象反応１環境保全関連：用途が自動車排ガス用

CA18 使用対象反応１環境保全関連：対象物が排気微粒子

4D058 ガス中の分散粒子の濾過

SA08 用途：内燃機関用の排気ガス
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1.2.5 技術要素別のアクセス 

表1.2.5 に各技術要素に対応した特許分類、テーマコードを示す。 

FIやFTは一つの特許に対して、例えばフィルタの分類と触媒の分類のように複数個が付

与されていることが多い。FIやFTを組み合わせて表に示す３つのグループ（集合）に分類

できる。各集合間の組み合せを比較することで各技術要素にアクセスできる。 

また、排気微粒子除去技術に関連するキーワード例を示す。各技術要素はそれぞれの特

許分類に厳密に対応しているわけではないので、各特許情報にアクセスする際にはキー

ワード等を併用することが必要である。 

 

表1.2.5 排気微粒子除去の技術要素別の検索 

 フィルタ技術 
触媒担持 

フィルタ技術 

触媒とフィルタの

併用技術 
触媒技術 

アク 

セス 

集合Ａから集合Ｂ，

Ｃに属するものを除

いたもの 

集合Ｂ 集合Ａと集合Ｃの

両方に属するもの

 

集合Ｃから 

集合Ａに属するも

のを除いたもの 

FIと 

FTに 

よる 

集合 

［特許・実用新案の集合Ａ］：フィルタによる微粒子除去 

  FI=F01N3/02,301A～D+F01N3/02,301F～Z+F01N3/02,311A～E 

    +F01N3/02,321C～Z+F01N3/02,331～341 

  FT=4D058SA08 

［特許・実用新案の集合Ｂ］：触媒担持フィルタによる微粒子除去 

  FI=F01N3/02,321A 

［特許・実用新案の集合Ｃ］：触媒による微粒子除去 

  FI=F01N3/02,301E+F01N3/02,321A～B 

  FT=4D058SA08+4G069CA03*4G069CA18 

キー 

ワード 

［対象内燃機関］ 

  ディーゼル車+ディーゼル自動車+トラック+バス 

［対象物］ 

  パテキュレート+微粒子+すす+黒煙+有機溶剤可溶成分+ＳＯＦ+サルフェート 

［ろ材形状］ 

  フィルタ+ハニカム+セル+貫通孔+隔壁 

  発泡体+網目状+多孔体+金網+不織布+トラップ+積層材 

［ろ材材質］ 

  コージェライト+セラミック+窒化珪素+アルミナ+金属繊維 

［再生装置］ 

  電気ヒータ+電極+発熱体+バーナ+燃焼器+噴射ノズル+助燃剤+加熱 

  +高周波加熱+マイクロ波加熱 

［装置の構成や配置］ 

  パイパス+分岐管+切替弁+拡散版+整流板+熱交換+蓄熱材+シール材+保持材 

［触媒］ 

  触媒+担持+担体+コート層+酸化触媒+還元触媒+ＮＯｘ吸収剤+ＮＯx吸蔵 

  Ｐｔ+Ｐｄ+Ｎｉ+Ｍｎ+Ｗ+Ｔａ,Ｎｂ,Ｔｉ+Ｒｄ 

［再生制御］ 

  再生+酸化+焼却+着火+逆洗+ろ過+浄化+除去+交互再生+連続再生 

  温度制御+堆積量+捕集量+目詰まり+圧損+差圧+圧力制御 

  希釈空気+空燃比+燃料噴射+後噴射+リッチ+リーン+還元剤+酸素濃度 

［その他］ 

  熱衝撃+溶損+過昇温 

  ＮＯｘ+ＮＯ+ＮＯ２+ＳＯｘ+硫黄被毒 

  静電集塵+コロナ放電+慣性集塵+サイクロン+湿式集塵+水洗+噴霧  
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1.3.1 排気微粒子除去技術の技術開発活動 

ディーゼル車の排気微粒子除去技術に関して、1992 年１月から 2002 年 12 月に出願さ

れた特許・実用新案の出願件数は、2,818 件である。 

図 1.3.1-1 に、排気微粒子除去技術に関する出願人数と出願件数の推移を示す。92 年

から 93 年の出願件数は 307 件から 339 件、出願人数は 66 社から 59 社であり、01 年は、

出願件数 481 件、出願人数 130 社と大きな２つの出願の山がみられる。 

先に述べたように、92 年には自動車 NOx 法が施行され、01 年には東京都の環境確保条

例が施行され、02 年には自動車 NOx･PM 法が施行されている。 

93 年や 01 年の出願増はこれらへの対応のために、技術開発活動が活発になったためで

あると思われる。 

全体的にみると、95 年から 99 年の期間以降に出願が急増している。 

00 年は出願人数が前年の 61 社から 114 社と約２倍に達しており、数多くの新規参入企

業が出現し、技術開発を競ったことがわかる。01 年も出願人数は 130 社とさらに増加し

ており、新規参入が続いていたことを示している。 

また、00 年は出願件数が前年の 139 件から 400 件へと増え、増加率が出願人数の増加

率を上回る約３倍に達しており、一気に開発が活発化したことを示している。01 年も出

願件数はさらに増加しており、排気微粒子除去技術に関する技術開発が急務であったこと

を示している。 

 

図 1.3.1-1 排気微粒子除去技術の出願人と出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 技術開発活動の状況
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表 1.3.1 に排気微粒子除去技術の主要出願人の出願件数推移を示す。 

 

表 1.3.1 排気微粒子除去技術の主要出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願件数上位の出願人をみると、トヨタ自動車が 498 件と際立っている。次いで、い

すゞ自動車が 302 件で続いている。日産自動車、デンソー、日野自動車、日産ディーゼル

工業、豊田自動織機が 100 件以上の出願があり、全体では、自動車メーカ関連企業が 13

社と 65％以上を占めている。 

自動車メーカ関連企業が多い中で家電メーカの松下電器産業が 177 件で３位に、電子機

器関連メーカのイビデンが 142 件で６位に入っている。 

日本碍子が 92 件で 10 位、ディーゼルエンジンも製造している三菱重工業が 40 件出願

し 15 位である。 

世界有数の部品メーカであるドイツのローベルト・ボッシュは 23 件で 19 位であり、外

国籍企業の中で最も多く出願している。 

その他に、２件以上を出願した公的研究機関では、産業技術総合研究所が７件、科学技

術振興機構が２件、それぞれ出願している。 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

1 トヨタ自動車 53 37 12 24 23 23 23 10 103 77 113 498

2 いすゞ自動車 21 50 44 21 8 4 9 8 46 85 6 302

3 松下電器産業 18 33 31 37 20 18 7 2 6 4 1 177

4 日産自動車 16 32 12 9 4 2 2 5 14 17 35 148

5 デンソー 29 30 11 15 10 3 1 1 3 21 19 143

6 イビデン 17 6 6 3 8 4 13 24 38 16 7 142

6 日野自動車 4 10 11 5 7 3 1 5 18 40 38 142

8 日産デイーゼル工業 29 26 4 1 1 3 7 8 12 25 116

9 豊田自動織機 7 58 4 20 4 3 4 2 5 8 115

10 日本碍子 5 2 4 4 5 1 4 15 22 30 92

11 三菱自動車工業 17 8 2 4 7 5 16 8 67

12 三菱ふそうトラック・バス 1 1 4 2 7 3 18 22 58

13 日本自動車部品総合研究所 17 1 11 4 9 3 1 5 51

14 住友電気工業 2 7 4 5 12 8 6 1 2 1 48

15 三菱重工業 1 2 3 1 12 2 9 8 2 40

16 豊田中央研究所 2 7 2 2 1 3 4 4 7 32

17 日立金属 2 2 13 12 29

18 カルソニックカンセイ 2 8 3 8 1 3 1 2 28

19 ローベルト・ボッシュ (ドイツ) 4 7 11 1 23

20 リケン 14 8 22

No 出願人名
年次別出願件数推移

合計
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図 1.3.1-2 に、排気微粒子除去技術の主要出願人（出願上位 20 社）の比率を示す。 

主要出願人（出願上位 20 社）の比率は 76.3％（件数は 2,151 件）、その中の 23％以上

（件数は 498 件）をトヨタ自動車が出願している。 

 

図 1.3.1-2 排気微粒子除去技術の全体に対する主要出願人の出願件数比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.1-3 に、排気微粒子除去技術に関する出願の技術要素別の出願件数比率を示す。 

フィルタ技術が 60.3％と最も多く、触媒担持フィルタ技術が 22.2％、触媒とフィルタ

の併用技術は 12.2％で続いている。触媒技術は 5.3％と少ない。 

さらに、全体の 60.3％と最も多いフィルタ技術をみると、再生技術が 25.3％と最も多

く、フィルタの構成が 18.3％、ろ材は 16.7％である。 

 

図 1.3.1-3 排気微粒子除去の技術要素別出願件数比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.1-4 に、排気微粒子除去の技術要素別出願件数推移を示す。また、図 1.3.1-5 に、

フィルタ技術の技術要素Ⅱ別出願件数推移を示す。 

フィルタ技術に関する出願件数は､92 年から 93 年が最も多く、99 年まで減少したが、

00 年から再び増加している。 

技術要素Ⅱでみると、再生に関する出願件数が最も多いが、フィルタの構成や再生に関

する出願件数に対する比は 92 年から 93 年頃に比べ、00 年以降では下がってきている。 

触媒技術は全体的に件数が少なく、件数も 20 件以内で安定している。 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 
出願上
位20社
76.3%

その他
23.7%

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

触媒技術
5.3%

フィルタの構成
18.3%

触媒担持
フィルタ技術
22.2%

触媒とフィルタの
併用技術
12.2%

フィルタ技術
60.3%

再生
25.3%

ろ材
16.7%
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触媒担持フィルタ技術と触媒とフィルタの併用技術はともに、00 年から出願が急増し

ている。 

以上のことから、排気微粒子を除去する技術は、92 年から 93 年にはフィルタ単独で除

去する技術で排気微粒子に関する法的規制に対応が可能であったと思われる。触媒担持

フィルタ技術と触媒とフィルタの併用技術の開発は、黎明期にあったと思われる。00 年

以後は、フィルタ単独の技術の件数が増加しているが再生に関する件数の比は下がり、触

媒担持フィルタ技術と、触媒とフィルタの併用技術の出願件数の合計は、フィルタ技術よ

りも多く、これらの技術の開発が活発に行われていることがわかる。中でも、触媒担持

フィルタ技術は、99 年から 00 年への増加率が非常に高く、排気微粒子除去に対応する技

術として今後の開発の中心となることが予想される。 

 

図 1.3.1-4 排気微粒子除去の技術要素別出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.3.1-5 フィルタ技術の技術要素Ⅱ別出願件数推移 
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1.3.2 排気微粒子除去技術の技術要素別技術開発活動 

 (1) フィルタ技術 

排気微粒子除去のフィルタ技術に関する特許・実用新案出願は、合わせて 1,698 件であ

る。 

図 1.3.2-1 に、排気微粒子除去技術の出願人数と出願件数の推移を示す。 

1992 年から 93 年には出願人数は 40 社から 54 社、出願件数は 250 件以上であったが、

その後は減少し続け、98 年の出願人数は 34 社、出願件数は 70 件となった。99 年から増

加に転じ、00 年から 01 年に急増し、01 年には出願人数は 82 社、出願件数は 196 件と

なっている。 

この結果からみると、出願人数では 99 年の 37 社から 00 年の 66 社への増加が最も多く、

01 年も大きく増加しており、この２年間で 40 社以上の新規参入企業が出現し技術開発を

競ったことがわかる。 

また、出願件数は 92 年から 93 年に 250 件から 300 件と最も多く、出願人数の最も多い

時期である 00 年は、出願件数が 99 年の 82 件から２倍以上の 199 件に増加しており、01

年も約 200 件であり、一気に開発が活発化したことを示している。 

 

図 1.3.2-1 フィルタ技術の出願人数と出願件数の推移 
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表 1.3.2-1 に、フィルタ技術に関するの主要出願人の出願件数推移を示す。 

出願件数上位の出願人をみると、自動車メーカのいすゞ自動車が 219 件と最も多く、ト

ヨタ自動車が 212 件と多い。続いて、家電メーカの松下電器産業、電子機器関連のイビデ

ンがそれぞれ 135 件、113 件と出願が多い。 

自動車メーカ関連企業の出願人が 10 社と多くを占めている。 

松下電器産業は 99 年以降の出願がない。また、いすゞ自動車の 02 年の出願がない。 

 

表 1.3.2-1 フィルタ技術の主要出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 触媒技術 

排気微粒子除去の触媒技術に関する特許・実用新案出願は、合わせて 149 件である。 

図 1.3.2-2 に、触媒技術の出願人数と出願件数の推移を示す。 

95 年から 02 年でみると、出願件数は 12 件から 19 件の範囲で顕著な変化はみられない

が、出願人数は９社から 17 社と増加傾向にある。 

 

図 1.3.2-2 触媒技術の出願人数と出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

1 いすゞ自動車 20 47 43 18 7 4 7 7 32 34 219

2 トヨタ自動車 45 32 7 5 11 7 16 8 45 19 17 212

3 松下電器産業 18 28 26 28 16 16 3 135

4 イビデン 15 5 6 3 8 3 11 22 27 9 4 113

5 デンソー 28 26 10 13 8 2 1 1 2 7 8 106

6 豊田自動織機 7 52 4 19 4 3 4 7 100

7 日産自動車 12 31 12 8 4 2 2 1 4 19 95

8 日産ディーゼル工業 24 25 4 1 1 3 3 1 8 12 82

9 日本碍子 5 1 3 4 4 1 2 13 16 18 67

10 日野自動車 2 9 8 2 5 1 1 7 12 6 53

11 三菱自動車工業 14 7 2 3 7 5 3 41

12 住友電気工業 2 7 2 4 10 7 4 2 1 39

13 日本自動車部品総合研究所 17 5 2 2 1 2 29

14 カルソニックカンセイ 1 7 3 8 1 3 1 2 26

15 日立金属 2 2 11 8 23

No 出願人名
年次別出願件数推移

合計
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表 1.3.2-2 に、触媒技術に関するの主要出願人の出願件数推移を示す。 

出願件数上位の出願人をみると、自動車メーカ関連のトヨタ自動車が 38 件、豊田中央

研究所が 11 件、家電メーカの松下電器産業が９件と出願が多い。また、この技術では、

全体の上位 20 社以外の触媒メーカーのアイティーシーとキャタラーがそれぞれ８件出願

している。 

 

表 1.3.2-2 触媒技術の主要出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

   注 1)ｱｲｼｰﾃｨｰ:日本触媒とﾃﾞｸﾞｻｼﾞｬﾊﾟﾝの合弁会社,自動車触媒ﾒｰｶ 

   注 2)ｷｬﾀﾗｰ:主要株主;ﾄﾖﾀ自動車,ｱｲｼﾝ高丘,ｱｲｼﾝ精機,ｱｲｼﾝ化工;自動車触媒ﾒｰｶ 

 

 

(3) 触媒担持フィルタ技術 

排気微粒子除去の触媒担持フィルタ技術に関する特許・実用新案出願は、合わせて 627

件である。 

図 1.3.2-3 に、触媒担持フィルタの出願人数と出願件数の推移を示す。 

92 年から 99 年までは、出願人数は６社から 25 社、出願件数は 13 件から 39 件であっ

たが、00 年以降に出願が急増し、出願人数は 40 社から 53 社、出願件数は 121 件から 179

件となっている。これは、01 年の東京都の環境確保条例施行、02 年の自動車 NOx･PM 法施

行等の法規制強化へ触媒担持フィルタ技術で対応したことの表れと思われる。 

 

図 1.3.2-3 触媒担持フィルタの出願人数と出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

1 トヨタ自動車 5 2 5 6 10 3 1 6 38

2 豊田中央研究所 3 1 1 1 1 2 2 11

3 松下電器産業 2 2 3 1 1 9

4 アイシーティー 2 1 2 3 8

4 キャタラー 1 3 2 1 1 8

6 日産自動車 1 1 1 1 1 1 6

6 日野自動車 1 1 1 1 1 1 6

No 出願人名
年次別出願件数推移
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表 1.3.2-3 に、触媒担持フィルタ技術に関する主要出願人の出願件数推移を示す。 

出願件数上位の出願人をみると、豊田自動車が 178 件と最も多く、日野自動車が 59 件

で出願が多い。続いて、いすゞ自動車（42 件）、松下電器産業（32 件）、デンソー（30

件）等であり、自動車メーカ関連が多く、家電メーカや電子機器関連の企業が並んでいる。 

 

表 1.3.2-3 触媒担持フィルタの主要出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 触媒とフィルタの併用技術 

排気微粒子除去の触媒とフィルタの併用技術に関する特許・実用新案出願は、合わせて

344 件である。 

図 1.3.2-4 に、触媒とフィルタの併用技術に関する出願人数と出願件数の推移を示す。 

92 年から 98 年までは、出願人数は３社から８社、出願件数は４件から 21 件の範囲で

安定していたが、99 年は出願人数が 17 社とほぼ倍増している。00 年以降は、出願人数は

22 社から 30 社、出願件数は 62 件から 94 件とどちらも増加している。触媒担持フィルタ

の場合と同様に、法規制対応への技術開発の表れと思われる。 

 

図 1.3.2-4 触媒とフィルタの併用技術の出願人数と出願件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

1 トヨタ自動車 1 3 3 8 2 2 2 1 46 44 66 178

2 日野自動車 1 1 1 1 8 22 25 59

3 いすゞ自動車 3 2 2 1 7 27 42

4 松下電器産業 5 4 7 2 2 1 1 5 4 1 32

5 デンソー 1 4 2 1 1 12 9 30

6 日本碍子 1 1 1 2 2 6 12 25

7 日産ディーゼル工業 1 1 3 5 2 11 23

8 イビデン 1 1 2 1 8 6 2 21

9 日産自動車 3 4 6 5 18

10 豊田中央研究所 2 4 1 2 2 3 14

11 日本自動車部品総合研究所 5 2 2 2 11

12 豊田自動織機 5 4 1 10

No 出願人名
年次別出願件数推移
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表 1.3.2-4 に、触媒とフィルタの併用技術に関する主要出願人の出願件数推移を示す。 

出願件数上位の出願人をみると、トヨタ自動車が 70 件と最も多く、いすゞ自動車が 38

件と続いて、三菱ふそうトラック・バスも 34 件の出願を行っている。本技術は上流側の

エンジンとの関連も深く、自動車メーカやエンジンメーカが上位を占めている。 

 

表 1.3.2-4 触媒とフィルタの併用技術の主要出願人の出願件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

1 トヨタ自動車 2 2 6 4 4 2 1 12 13 24 70

2 いすゞ自動車 1 1 7 24 5 38

3 三菱ふそうトラック・バス 1 1 4 1 10 17 34

4 日産自動車 1 2 2 8 6 10 29

5 三菱重工業 1 3 12 1 4 3 1 25

6 日野自動車 1 2 2 1 4 2 6 6 24

7 三菱自動車工業 2 1 1 10 4 18

No 出願人名
年次別出願件数推移

合計
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表 1.4-1 に特許出願に表れた排気微粒子除去の技術開発課題を、表 1.4-2 にその技術

開発課題に対応する解決手段の一覧表を示す。 

課題は大きく分けて、除去効果の向上、装置運用性能の向上、経済性の向上の３つに分

類し(課題Ⅰ)、さらに、除去効果の向上は４つに、装置運用性能の向上は３つに、経済性

の向上も３つに細分類した。(課題Ⅱ)、さらに特定PMの除去は４つに、有害物質同時除去

は３つに、素材の耐久性は３つにに、再生制御の性能は７つに、走行・運転性能は５つに、

小型・低廉化は２つに細分類した。(課題Ⅲ) 

 

表 1.4-1 排気微粒子除去技術の課題一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、課題に対応する解決手段は大きく分けて、材質・成分の改良、装置構造・配置の

改良、製法・組立方の改良、再生装置の改良、再生・酸化制御の改良の５つに分類し(課

題Ⅰ)、さらに、材質・成分の改良は２つに、装置構造・配置の改良は６つに、製法・組

立方の改良は２つに、再生装置の改良は５つに、再生・酸化制御の改良は10に細分類し、

(解決手段Ⅱ)、新成分・多層化は３つに、材の細孔・表面形状とハニカム体は２つに、非

ハニカム体の採用は５つに、付属部品は４つに、ガス流れ・経路は６つに、多段高度処理

1.4 技術開発の課題と解決手段

　課題Ⅰ 　課題Ⅱ 　課題Ⅲ
除去効率の向上
除去効率の維持

SOFの優先除去
サルフェートの優先除去
灰分の優先除去
特定径PMの除去
微粒子とＮＯｘ同時除去
微粒子とＳＯｘ同時除去
微粒子とＨＣ同時除去
耐熱衝撃性の確保
高強度の達成
被毒･劣化防止
安定化･長寿命化
過昇温･破損の回避
高精度･高効率再生
再生時間の短縮･高速化
省エネ･省力再生
再生時期適正化
エンジン始動時の安全立ち上げ
低圧損･低燃費
エンジン出力の維持
エンジン停止回避
有害物放散回避
安全性快適性等
コンパクト化
低コスト化

製造･組立の容易化･効率化
装着の容易化･簡便化

除去効果の向上

素材の耐久性

走行･運転性能

経済性の向上

装置運用性能の向上

有害物質同時除去

再生制御の性能

小型化･低廉化

特定PMの除去
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は３つに、素材製造は２つに、電気ヒータとバーナ噴射ノズルは各２つに、新規再生装置

の採用は３つに、圧損・堆積物制御と後噴射は２つに細分類した。(解決手段Ⅲ) 

 

表 1.4-2 排気微粒子除去技術の解決手段一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　解決手段Ⅰ 　解決手段Ⅱ 　解決手段Ⅲ

新規成分

多成分の配合

材の多層化

細孔・通気孔の生成

表面加工

装置構造･配置の改良 オープン型形状

クローズド型形状

筒状体

三次元網目構造体

シート･薄膜

金属多孔体･金網

粒状物充填層

シール材･シール方法

保持構造、固定具

伝熱部材

センサ・配線等

整流板･整流体

バイパス管

弁

除去装置のガス循環

熱交換の流路

ガス流路の工夫

捕集の多段化

前処理と後処理

並列多段処理
除去装置の装着位置

素材の製造

成分の担持

除去装置の製造･組立方法

再生装置の改良 改良型の電気ヒータ

電気ヒータの配置

改良型のバーナ･噴射ノズル

バーナ･噴射ノズルの配置

再生用の新燃料の採用

マイクロ波加熱再生

空気圧縮加熱再生 他

非加熱再生　他

逆洗分離の採用

交互再生

弁切替･バイパス制御

ヒータ通電量検知制御

温度制御

圧損･圧力制御

堆積物推定制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

空燃比の切替制御

燃料･空気量制御

除去装置からの始動･停止制御

エンジンへの制御

材質･成分の改良

ハニカム体

付属部品

多段高度処理

新成分･多層化

非ハニカム体の採用

ガス流れ・経路

材の細孔･表面形状

製法・組立法の改良

電気ヒータ

新規再生装置の採用

再生・酸化制御の改良

素材製造

バーナ・噴射ノズル

圧損･堆積物制御

後噴射
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1.4.1 排気微粒子除去技術の技術要素と課題 

図 1.4.1-1に、排気微粒子除去の技術要素と課題に対応したの出願の分布を示す。排気

微粒子除去の共通の課題としては、再生制御の向上が最も多く、次いで、素材の耐久性や

小型化・低廉化、除去効率の維持、除去効率の向上が多い。 

技術要素別にそれぞれみると、フィルタ技術の開発課題では再生制御の性能向上が最も

多く、素材の耐久性向上、小型化･低廉化が続いている。 

触媒技術の開発課題では、除去効率の向上が最も多く、次に除去効率の維持が多い。 

触媒担持フィルタ技術の開発課題では、再生制御の性能向上が圧倒的に多く、素材の耐

久性向上、除去効率の維持、除去効率の向上と続いている。 

触媒とフィルタの併用技術の開発課題では、再生制御の性能向上が最も多く、有害物質

同時除去、除去効率の維持と続いている。 

技術要素をさらに細かく分類してみると、フィルタ技術では、ろ材に関する開発課題は

再生制御の性能向上が151件で最も多く、素材の耐久性向上も140件と多い。フィルタの構

成に関する開発課題では、再生制御の性能向上が243件で最も多く、小型化･低廉化が66件

である。再生技術に関する開発課題では、再生制御の性能向上が522件と最も多く、走行･

運転性能向上が70件ある。 

触媒技術をみると、触媒に関する開発課題では、除去効率の向上が30件、除去効率の維

持が19件、有害物質同時除去が14件、触媒装置の構成に関する開発課題では、再生制御の

性能向上が８件、除去効率の向上、除去効率の維持と有害物質同時除去が各６件である。

酸化除去技術に関する開発課題では、除去効率の維持が７件、再生制御の性能向上が６件

である。 

触媒担持フィルタ技術をみると、触媒成分の担持に関する開発課題では、再生制御の性

能向上が82件、素材の耐久性向上が54件、担持フィルタの構成に関する開発課題では、再

生制御の性能向上が40件、素材の耐久性向上が15件、酸化・再生技術に関する開発課題で

は、再生制御の性能向上が127件、除去効率の維持が22件である。 

触媒とフィルタの併用技術をみると、触媒とフィルタの配置に関する開発課題では、再

生制御の性能向上が137件、除去効率の維持が28件、高度多段浄化に関する開発課題では、

再生制御の性能向上が32件と最も多い。 
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図 1.4.1-1 排気微粒子除去の技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4.1-2に、排気微粒子除去技術の技術要素と課題：装置運用性能の向上をさらに詳

細にみた課題Ⅱの分布を示す。 

フィルタ技術をみると、ろ材に関する開発課題は、耐熱衝撃性の確保が77件と最も多く、

高強度の達成が52件、フィルタの構成に関する開発課題では、安定化・長寿命化が75件で

最も多く、高精度・高効率再生が68件である。再生技術に関する開発課題では、過昇温・

破損の回避が143件で最も多く、安定化・長寿命化が115件である。 
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触媒担持フィルタ技術をみると、触媒成分の担持に関する開発課題では、高精度・高効
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が18件、安定化・長寿命化が14件、酸化・再生技術に関する開発課題では安定化・長寿命

化が32件、高精度・高効率再生が29件である。 

触媒とフィルタの併用技術をみると、触媒とフィルタの配置に関する開発課題では、高

精度・高効率再生が37件、安定化・長寿命化が36件、高度多段浄化に関する開発課題では、

高精度・高効率再生と、安定化・長寿命化がともに９件である。 

 

図 1.4.1-2 排気微粒子除去の技術要素と「装置運用性能の向上」の課題Ⅱの分布 
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1.4.2 排気微粒子除去技術の課題と解決手段 

図 1.4.2に、排気微粒子除去技術の課題と解決手段の分布を示す。 

課題をみると、装置運用性能の向上が最も多く、中でも再生制御の性能が非常に多く、

素材の耐久性も多い。経済性の向上の中では小型化･低廉化が最も多く、除去効果の向上

の中では除去効率の維持と除去効率の向上が多い。 

各課題に対する解決手段をみると、再生制御の性能向上に関しては圧損･堆積物制御が

202 件、温度制御が 172 件、素材の耐久性向上に関してはハニカム体 63 件、新成分･多層

化が 58 件、小型化･低廉化に関しては非ハニカム体の採用が 31 件、ガス流れ・経路が 25

件、除去効率の維持に関しては新成分･多層化が 44 件、多段高度処理が 18 件、除去効率

の向上に関しては新成分･多層化が 50 件、非ハニカム体の採用が 42 件である。 

他では、走行･運転性能に関しては圧損･堆積物制御が 26 件、ハニカム体が 18 件、有害

物質同時除去に関しては多段高度処理 52 件、新成分･多層化が 40 件と多い。 

他の課題は少ない。 
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図 1.4.2 排気微粒子除去技術の課題と解決手段の分布 
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1.4.3 排気微粒子除去技術の技術要素別の課題と解決手段 

(1) フィルタ技術の課題と解決手段 
図 1.4.3-1に、フィルタ技術の課題に対する解決手段の分布を示す。 

フィルタ技術の課題をみると、再生制御の性能が圧倒的に多く、次に素材の耐久性向上、

小型化･低廉化、走行･運転性能向上、除去効率の向上と続いている。 

各課題の解決手段をみると、再生制御の性能に関しては圧損･堆積物制御が 154 件、温

度制御が 106 件、電気ヒータが 102 件、素材の耐久性に関してはハニカム体が 47 件、新

成分･多層化と非ハニカム体の採用が 34 件、小型化･低廉化に関しては非ハニカム体の採

用が 23 件、ガス流れ・経路が 20 件、走行･運転性能に関しては圧損･堆積物制御が 18 件、

付属部品とガス流れ・経路がともに 10 件、除去効率の向上に関しては非ハニカム体の採

用が 28 件、材の細孔･表面形状が 14 件である。 

他では、除去効率の維持に関してガス流れ・経路が 10 件、非ハニカム体の採用が９件、

製造･組立の容易化･効率化に関して除去装置の製造･組立方法が 35 件、装着の容易化･簡

便化に関して付属部品が 13 件である。 

フィルタ技術の課題と解決手段について、さらに詳しくみると、再生制御の性能の中で

も過昇温・破損の回避が最も多く、安定化・長寿命化、高精度・高効率再生と続いている。 

 



 54

図 1.4.3-1 フィルタ技術の課題に対する解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.3-1 に、フィルタ技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。 

解決手段としては、過昇温・破損の回避に関しては温度制御が46件、堆積物推定制御が

28件、ハニカム体の中のクローズド型形状が24件、安定化・長寿命化に関しては温度制御

が25件、堆積物推定制御が20件、交互再生が15件、高精度・高効率再生に関してはハニカ

ム体の中のクローズド型形状が17件、堆積物推定制御が13件、温度制御が11件と多い。 

他の主な課題では、再生時期適正化に関しては堆積物推定制御が34件、圧損・圧力制御

が32件、耐熱衝撃性の確保に関してはハニカム体の中のクローズド型形状が22件、高強度

の達成に関してもハニカム体の中のクローズド型形状が17件と多い。 
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9
34 23

3173

2 6 11 3 1310

7 10 1 4
65 20

2 1101

56 4 1 13 121 3 1

2 1 6 2 5 1 41

2 2 13 3 1 4 4

2 8 1 8
35

59

1 7 10
102

8 34

1 13 1 121

2

3 3 2
34

1 1 22

3 6 75

3 5 1
52

125

4 3
23

5 28

7 216

6 1
106

35

186 6 2
154

12
1 1

52 2
28

3

2

1 82
33

2

11 1

101 1 6

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-1 フィルタ技術技術の課題に対する解決手段の詳細(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

課　　題

解
決
手
段

S
O
F
の

優
先
除
去

サ
ル
フ
ェ
ー

ト

の
優
先
除
去

灰
分
の

優
先
除
去

特
定
径
P
M

の
除
去

微
粒
子
と
N
O
x
同

時
除
去

微
粒
子
と
S
O
x
同

時
除
去

微
粒
子
と
Ｈ
Ｃ
同
時

除
去

耐
熱
衝
撃
性

の
確
保

高
強
度

の
達
成

被
毒
･

劣
化
防
止

安
定
化
･

長
寿
命
化

過
昇
温
･
破
損
の
回避

高
精
度
･

高
効
率
再
生

再
生
時
間
の

短
縮
･
高
速
化

新規成分 2 1 7 3 5
多成分の配合 2 3 1 9 6 4 4 1
材の多層化 6 2 6 2 1 2 5 3 1

細孔・通気孔の生成 10 4 1 9 3 1 4
表面加工 4 2 1

オープン型形状 1 3 1 1
クローズド型形状 10 7 22 17 4 10 24 17

筒状体 7 2 1 3 4 2 3 2 9
三次元網目構造体 4 1 3 1 5 1

シート･薄膜 8 2 3 3 2 3 1 9 2
金属多孔体･金網 7 2 1 6 4 2 5 1 3 1
粒状物充填層 2 3 1 1

シール材･シール方法 1 3 7 6 1 1
保持構造、固定具 1 3 2 3 9 6 7 4

伝熱部材 1 1 1
センサ・配線等 2 3 1
整流板･整流体 1 1 5 6 6 1
バイパス管 3 2 1 1

弁 2 3 5 1 3
除去装置のガス循環 1 1 1 1 2 5

熱交換の流路 1 2
ガス流路の工夫 3 4 1 6 4 5 1
捕集の多段化 2 3 1 2 1 3 1

前処理と後処理 2 1 2 1 1
並列多段処理 2 2

2 1 1 1 2 2
素材の製造 2 2 7 6 1 1 1
成分の担持

2 2 6 1 1 3 2
改良型の電気ヒータ 1 4 2 1 4 21 9 28 3
電気ヒータの配置 3 2 1 6 7 5 1

改良型のバーナ･噴射ノズル 1 1 6 1 3
バーナ･噴射ノズルの配置

2
マイクロ波加熱再生 3 1 5 6 11 1
空気圧縮加熱再生 他 1

非加熱再生　他 3 1 1 2 1

3 6 6 2 10 1

3 5 1 15 12 10 3

4 3 11 7 4

8 6 1

6 1 25 46 11 5
圧損･圧力制御 1 2 5 6 3
堆積物推定制御 5 4 1 1 20 28 13 2

2 2 6 9 8 1

空燃比の切替制御 1 2
燃料･空気量制御 2 1 4 6 3 5

1 7 10 1

1 1 1 3 3

除去効果の向上

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特定PMの除去
有害物質
同時除去

素材の
耐久性

材
質
･
成
分

の
改
良

新成分･
多層化

材の細孔･
表面形状

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

ハニカム体

非ハニカム
体の採用

付属部品

ガス流れ・
経路

多段高度
処理

除去装置の装着位置

製
法
・

組
立
法

の
改
良

素材製造

除去装置の製造･組立方法

再
生
装
置
の
改
良

電気ヒータ

バーナ・
噴射ノズル

再生用の新燃料の採用

新規再生
装置の採用

逆洗分離の採用

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

交互再生

弁切替･バイパス制御

ヒータ通電量検知制御

温度制御

圧損･
堆積物制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

後噴射

除去装置からの始動･停止制御

エンジンへの制御

装置運用性能の向上

再生制御の性能
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表 1.4.3-1 フィルタ技術技術の課題に対する解決手段の詳細(2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

課　　題

解
決
手
段

省
エ
ネ
･

省
力
再
生

再
生
時
期
適
正
化

エ
ン
ジ
ン
始
動
時
の

安
全
立
ち
上
げ

低
圧
損
･
低
燃
費

エ
ン
ジ
ン
出
力

の
維
持

エ
ン
ジ
ン

停
止
回
避

有
害
物
放
散

回
避

安
全
性

快
適
性
等

コ
ン
パ
ク
ト
化

低
コ
ス
ト
化

新規成分 1 1 1
多成分の配合 1 2
材の多層化 1 1 2

細孔・通気孔の生成 2 8 1
表面加工 2 1

オープン型形状 1
クローズド型形状 2 6 1 6 5

筒状体 5 1 2 1 1
三次元網目構造体 2 1 6

シート･薄膜 2 1 1 1 6 2
金属多孔体･金網 1 3 2 4
粒状物充填層 1 2

シール材･シール方法 1 1 1 2 2
保持構造、固定具 2 1 3 7 2 1 7

伝熱部材 2 1
センサ・配線等 1 2 4
整流板･整流体

バイパス管 1 1 1 1
弁 1 1 2 2 2 2

除去装置のガス循環 1 1 1 2
熱交換の流路 1
ガス流路の工夫 3 1 2 1 8 6 1
捕集の多段化 3 1 1 1 6 3
前処理と後処理 1 1 1 2
並列多段処理 1 1

1 1 1 5 1 4
素材の製造 1 4 4
成分の担持

2 1 3 5 35 5
改良型の電気ヒータ 14 1 1 2 3 4 2
電気ヒータの配置 7 1 1 1

改良型のバーナ･噴射ノズル 2 1 1
バーナ･噴射ノズルの配置 1 1 1

マイクロ波加熱再生 3 1 2 1 1 1
空気圧縮加熱再生 他

非加熱再生　他 1 1 1

5 2 3 1 1 5 2

5 5 2 3 1 1 5 7

1 5 2 1 2 3 2

1 2 3 1 1 2

12 5 2 2 1 1 1 1 2
圧損･圧力制御 1 32 2 2 5 2 1 1 1 4
堆積物推定制御 6 34 2 4 2 1 1 6 1 1

1 3 2 2 1 1 2

1 1
空燃比の切替制御 4 1
燃料･空気量制御 6 1 1 2 5 2

4 3 13 1 1

2 1 4 1 1

経済性の向上除去効果の向上

走行･運転性能
小型化･
低廉化

再生制御
の性能

･
組
立
の
容
易
化
･
効
率
化

装
着
の
容
易
化
･
簡
便
化

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

交互再生

弁切替･バイパス制御

ヒータ通電量検知制御

温度制御

材
質
･
成
分

の
改
良

新成分･
多層化

材の細孔･
表面形状

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

ハニカム体

非ハニカム
体の採用

付属部品

ガス流れ・
経路

多段高度
処理

除去装置の装着位置

製
法
・

組
立
法

の
改
良

素材製造

除去装置の製造･組立方法

再
生
装
置
の
改
良

電気ヒータ

バーナ・
噴射ノズル

再生用の新燃料の採用

新規再生
装置の採用

逆洗分離の採用

圧損･
堆積物制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

後噴射

除去装置からの始動･停止制御

エンジンへの制御
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表 1.4.3-2 ～表 1.4.3-4 に、フィルタ技術の主な課題に対する解決手段の出願人を示す。 

再生制御の性能の中の安定化・長寿命化に関しては金属多孔体・金網を住友電気工業が

４件、改良型電気ヒータをイビデン、デンソー、日産自動車が各３件、マイクロ波加熱再

生を松下電器産業が４件、交互再生をトヨタ自動車が５件、イビデンが４件、弁切替・バ

イパス制御をトヨタ自動車が４件、温度制御をデンソーが４件、トヨタ自動車と豊田自動

織機が各３件、圧損・圧力制御をデンソーが３件、除去装置からの始動・停止制御を日産

ディーゼル工業が３件出願している。 

過昇温・破損の回避に関しては、新規成分をいすゞ自動車が４件、クローズド型形状を

イビデンが８件、いすゞ自動車が４件、保持構造、固定具を松下電器産業が３件、マイク

ロ波加熱再生を松下電器産業が４件、交互再生をいすゞ自動車が４件、弁切替・バイパス

制御をいすゞ自動車が３件、ヒータ通電量検知制御をいすゞ自動車が５件、温度制御を松

下電器産業が 10 件、豊田自動織機が５件、デンソーと日産自動車が各４件、いすゞ自動

車、トヨタ自動車、日産ディーゼル工業が各３件、堆積物推定制御を豊田自動織機が８件、

松下電器産業が５件、トヨタ自動車とデンソーとの共願、日産自動車が各３件、ガス流量

制御を松下電器産業が３件出願している。 

高精度・高効率再生に関しては、細孔・通気孔の生成をイビデンが３件、クローズド型

形状をイビデンが５件、トヨタ自動車が４件、筒状体をカルソニックカンセイが３件、

シート・薄膜をいすゞ自動車が７件、マイクロ波加熱再生を松下電器産業が５件、逆洗分

離の採用を日産ディーゼル工業が４件、日本碍子が３件、交互再生を日産自動車が３件、

温度制御を豊田自動織機が３件、ガス流量制御を日産自動車が３件出願している。 
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表 1.4.3-2 フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人１（1/3） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

安定化・長寿命化 

多成分の 

配合 

ｶｰﾙ ﾂｱｲｽ ｽﾁﾌﾂﾝｸﾞ

(ﾄﾞｲﾂ) 

ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ ﾏ

ﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ(米国) 

特開平06-226109 

 

特開平06-235311 

住友化学 

鈴木 孟 

特開平06-304423 

実公平07-005220 

 

４件

材
質･

成
分

の
改
良 

新成分・ 

多層化 

材の多層化 いすゞ自動車 特開平07-097908 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 実開平05-058813 

２件

ハニカム体 ク ローズド

型形状 

イビデン(2) 

 

いすゞ自動車 

イビデン 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

トヨタ自動車 

 

実用2590943 

実用2597647 

特許3043543 

特許3121497 

特許3525852 

 

三 菱 ふそうトラッ

ク・バス 

松下電器産業 

電気化学工業 

東京窯業 

日立金属 

日野自動車 

特開平10-169429 

 

特許3477940 

特許3501557 

特開平09-025180 

特開2003-176709 

10件

筒状体 いすゞ自動車 

フタバ産業 

特開平07-102938 

特開2000-130152 

松下電器産業 特開平06-317136 

３件

三次元網目

構造体 

ｱﾙﾌﾚｰﾄ ﾌﾞｯｸ(ﾄﾞｲﾂ) 

加藤 悦朗 

住友電気工業 

特開平07-054637 

特開平10-249967 

特開平06-257422 

東海カーボン 

豊田自動織機 

特開平06-107476 

特開平07-077026 

５件

シート･ 

薄膜 

いすゞ自動車 

住友電気工業 

特許3199965 

特許3265737 

日本発条 特開平10-089050 

３件

非ハニカム

体の採用 

金属多孔体･

金網 

住友電気工業(4) 特許2953408 

特許2953409 

特開平10-121941 

特開平10-196346 

大江 敏明 

安藤 政弘 

池田産業 

白井 紀満 

植松 育美 

特開2002-276342 

 

 

５件

シ ー ル 材 ･

シール方法 

いすゞ自動車 

ｴｲ･ｼﾞｰ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

トヨタ自動車 

 

 

特開平07-301113 

特開平06-137128 

特開平07-034847 

 

新東工業 

新日本石油 

日野自動車 

日野自動車 

ソーシン 

特開2000-042331 

実用2560535 

 

特開2003-322009 

６件

保持構造、

固定具 

イビデン(2) 

 

松下電器産業(2) 

 

特開2002-085922 

特開2002-166404 

特許2785674 

特許2822821 

トヨタ自動車 

住友電気工業 

特許3211471 

特開平08-229330 

 

６件

付属部品 

センサ・ 

配線等 

いすゞ自動車 

イビデン 

特開平11-125109 

特開2000-308807 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

 

実開平05-075428 

３件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

ガス流れ・

経路 

整流板･ 

整流体 

ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ 

青井 堅 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

特開2003-286818 

特許2562787 

特開2003-222013 

日産自動車 

博文社 

 

特開平06-264717 

特開平07-054631 

５件

弁 松下電器産業(2) 

 

ｸﾉｰﾙﾌﾞﾚﾑｾﾞ商用車ｼｽ

ﾃﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ 

特開平06-235313 

特開平08-218845 

特開2000-120452 

 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日本気化器製作所 

特開2003-193828 

特許3286662 

５件

除去装置の

ガス循環 

トヨタ自動車 特開2002-364335  １件

ガス流れ・

経路 

ガ ス流路の

工夫 

クボタ 

トヨタ自動車 

トヨタ自動車 

デンソー 

特開平08-226317 

特許3374654 

特開平06-137131 

松下電器産業 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日野自動車 

特許2820040 

特開2003-161141 

特開平06-235315 

６件

捕集の 

多段化 

クボタ 

吉川 英夫 

特開平06-212943 

特開平06-200838 

富士通テン 特開平06-137129 

３件

前処理と 

後処理 

三菱自動車工業 実開平05-066212  

１件

多段高度 

処理 

並列多段 

処理 

トヨタ自動車 特許3525859 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

 

実開平05-069311 

２件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

除去装置の装着位置 日野自動車 特許2957865  １件

素材製造 素材の製造 松下電器産業 特開平09-085030  １件
製
法
・
組
立

法
の
改
良 

除去装置の製造･組立 

方法 

理究 特許2632643  

１件

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-2 フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人１（2/3） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

安定化・長寿命化 

改良型の 

電気ヒータ 

イビデン(3) 

 

 

デンソー(3) 

 

 

日産自動車(3) 

 

 

ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ(2) 

 

実開平06-047618 

特開2000-064819 

特開2000-064820 

特許3118935 

特許3156445 

特許3427481 

特開平07-034851 

特開2000-356121 

特開2004-100538 

特開平09-177540 

特開平09-177543 

松本技研(2) 

 

デンソー 

イソライト工業 

旭硝子 

金井 宏彰 

産業技術総合研究所 

上杉 隆司 

増田 佳子 

日立ホームテック 

豊田自動織機 

特開2003-027923 

特開2003-172129 

特許3196862 

 

特開平05-240028 

特開2003-201830 

特開2003-172122 

特許2714753 

特開平06-146852 

特開2001-012230 

特開平06-264716 

21件

電気ヒータ 

電 気ヒータ

の配置 

いすゞ自動車(2) 

 

トヨタ自動車 

デンソー 

特許3005377 

特開平06-173643 

特開平06-330733 

イビデン 

日産自動車 

豊田自動織機 

特開2001-173429 

特許2822745 

特開平06-212947 

６件

再
生
装
置
の
改
良 

バーナ・ 

噴射ノズル 

改 良 型 の

バーナ･ 

噴射ノズル 

イビデン(2) 

 

ｼｲｰｴｲｰﾃｯｸ(韓国) 

ナイルス部品 

特許3341800 

特開2003-206721 

特開2003-035130 

特開2003-056331 

ﾎﾞｯｼｭｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑ 

日野自動車 

特開2004-003401 

特開2003-184551 

 

６件

再生用の新燃料の採用 ｼｰｲｰｱｰﾙﾃｨｰｴｰｴﾑｰｾﾝ

ﾀｰ ｴﾁｭｰﾄﾞ ｴﾄ ﾃﾞ ﾚ

ｼｪﾙｼｪ ﾃｸﾉﾛｼﾞｸ ｴﾝ ｱ

ｴﾛﾃﾙﾐｸ ｴﾄ ﾓﾃｳｱ(ﾌﾗﾝ

ｽ) 

特表2003-536007 ナイルス 特開2003-184537 

 

 

２件

マイクロ波

加熱再生 

松下電器産業(4) 

 

 

特許2822858 

特許2861752 

特開平06-033736 

特開平06-117218 

日立ホームテック 特開2001-221033 

 

 

５件

新規再生 

装置の採用 

非 加熱再生 

他 

豊田中央研究所 

トヨタ自動車 

特開2003-286819  

１件

再
生
装
置
の
改
良 

逆洗分離の採用 トヨタ自動車(2) 

 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日本ピラー工業 

旭硝子 

特許3521878 

特許3521880 

実開平07-004820 

特開平09-268909 

日本碍子 

富士通テン 

特開2004-137962 

特開平06-117217 

 

６件

交互再生 トヨタ自動車(5) 

 

 

 

 

イビデン(4) 

 

 

 

特許3525860 

特許3525904 

特開平05-195752 

特開平06-307225 

特開平06-323127 

特開平10-071316 

特開平10-071317 

特開平10-073016 

特開平10-073017 

アペツクス 

クボタ 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日本気化器製作所 

日野自動車 

富士通テン 

特開2003-172125 

特開平06-129233 

特開2003-254044 

実開平06-043216 

実用2595405 

特開平07-004226 

 

15件

弁切替･バイパス制御 トヨタ自動車(4) 

 

 

 

松下電器産業(2) 

 

いすゞ自動車 

クボタ 

特許3456348 

特開平06-146860 

特開2002-013411 

特開2002-161727 

特許2827780 

特許2871342 

特開平07-310531 

特開平08-303230 

デンソー 

トヨタ自動車 

豊田自動織機 

日産自動車 

日本自動車部品総合

研究所 

特許2802312 

 

 

特許3028714 

特開平06-173640 

 

11件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

ヒータ通電量検知制御 いすゞ自動車 

デンソー 

デンソー 

豊田自動織機 

三菱自動車エンジニ

アリング 

三菱自動車工業 

特開平06-173648 

特開平08-144739 

特開平07-026937 

 

実開平05-061412 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

富士通テン 

豊田自動織機 

豊田自動織機 

デンソー 

実用2550659 

特開平06-123214 

特開平07-083024 

特開平07-026939 

 

８件

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-2 フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人１（3/3） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

安定化・長寿命化 

温度制御 デンソー(4) 

 

 

 

トヨタ自動車(3) 

 

 

豊田自動織機(3) 

 

 

アペツクス(2) 

 

いすゞ自動車(2) 

 

松下電器産業(2) 

 

イビデン 

特許3208986 

特開平06-173641 

特開平07-293226 

特開平07-317530 

特許3463647 

特許3518478 

特開2002-106329 

特開平07-139335 

特開平09-125934 

特開2004-100637 

特開2003-172126 

特開2003-172127 

特開2002-115528 

特開2002-285899 

特許2858184 

特開平06-264712 

特開2002-021536 

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 

坂口電熱 

三 菱ふそうトラッ

ク・バス 

三菱自動車エンジニ

アリング 

三菱自動車工業 

三菱重工業 

水素エネルギー開発

研究所 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日本自動車部品総合

研究所 

トヨタ自動車 

特開2000-234510 
特許3035847 

特開平10-252447 

 

特許2842128 

 

特開2002-097934 

 

特許3249740 

 

実開平06-049717 

特開平06-159040 

 

 

25件

圧損 ･圧力制

御 

デンソー(3) 

 

 

日本碍子 

特開平06-033737 

特開平10-089047 

特開平10-089048 

特許2807370 

三菱自動車エンジニ

アリング 

三菱自動車工業 

 

特開平10-259711 

 

５件

圧 損 ･ 堆 積

物制御 

堆積物推定制

御 

デンソー(2) 

 

トヨタ自動車(2) 

 

デンソー   (2) 

トヨタ自動車  

三菱自動車工業(2) 

 

松下電器産業(2) 

 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(2)

 

特開2003-314248 

特開平07-317529 

特開2001-355433 

特開2001-355434 

特開平07-310524 

特開平08-109818 

実開平05-069312 

特開2003-049633 

特許2738251 

特許2738307 

特開2000-282842 

特開2003-286875 

日産自動車(2) 

 

豊田自動織機(2) 

 

いすゞ自動車 

リケン 

ｱﾄﾐｯｸ ｴﾅｼﾞｰ ｵﾌﾞ ｶﾅ

ﾀﾞ/ｴﾈﾙｼﾞｲ ｱﾄﾐｯｸ ﾃﾞ

ﾕ ｶﾅﾀﾞ(ｶﾅﾀﾞ) 

松下電器産業 

豊田自動織機 

富士通テン 

豊田自動織機 

特開平10-077826 

特開平10-077827 

特開平09-088554 

特開2000-038917 

特開平08-121150 

特公平08-001128 

 

 

 

特許2875738 

 

特許3243418 

20件

ガス流量制御 ｱﾝｽﾁ.ﾌﾗﾝｾ ﾃﾞｭ ﾍﾟﾄ

ﾛｰﾙ(ﾌﾗﾝｽ) 

トヨタ自動車 

松下電器産業 

特開平10-089049 

 

特開平06-280685 

特開平09-041946 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日産自動車 

豊田自動織機 

実開平06-028215 

特開平09-273414 

特開平07-083032 

６件

空燃比の 

切替制御 

日野自動車 特開2004-052690  

１件

後噴射 

燃料 ･空気量

制御 

デンソー 

トヨタ自動車 

特開平08-210123 

特開2003-020930 

日産自動車 

豊田自動織機 

 

特開2004-028045 

特開平07-063044 

４件

除去装置からの始動･ 

停止制御 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(3)

 

 

イビデン 

特開2003-278575 

特開2003-278579 

特開2003-286823 

特開2000-310110 

デンソー 

日野自動車 

日産自動車 

豊田自動織機 

特開平10-110613 

 

特許3282310 

特開平06-341313 

７件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

エンジンへの制御 デンソー 特開平10-077828  １件

 1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

課 題 

解決手段 
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表 1.4.3-3 フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人２（1/3） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

過昇温・破損の回避 

新規成分 いすゞ自動車(4) 

 

特開平 06-173642 

特開平 06-173645 

特開平 07-102937 

特開平 07-102944 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 実開平 06-049714 

 

 

５件

多成分の 

配合 

東京窯業(2) 

 

いすゞ自動車 

特開平 08-217565 

特開平 08-217568 

特開平 06-218213 

イビデン 

 

特許 3431670 

 

４件

新成分・ 

多層化 

材の多層化 いすゞ自動車(2) 

 

特開平 07-011933 

特開平 07-102945 

松下電器産業(2) 

 

日本碍子 

特開平 07-026932 

特開平 07-127433 

特開 2003-155908 

５件

細孔・通気孔

の生成 

松下電器産業 特開平 09-313843  

１件

材
質･

成
分
の
改
良 

材の細孔・

表面形状 

表面加工 いすゞ自動車 

 

特開平 06-336912 イビデン 

 

特開 2002-219317 

２件

オープン型形

状 

いすゞ自動車 

 

特開平 06-299840  

１件

ハニカム体 

クローズド型

形状 

イビデン(8) 

 

 

 

 

 

 

 

いすゞ自動車(4) 

 

 

 

日本碍子(3) 

 

 

特開 2001-096115 

特開 2001-096117 

特開 2002-070532 

特開 2003-201822 

特開 2003-201823 

実用 2590160 

実開平 05-074613 

実開平 06-047617 

特開平 06-272535 

特開平 07-019026 

特開 2003-155909 

特開 2003-155910 

特許 3012167 

特開平 09-228823 

特開 2002-060279 

松下電器産業(2) 

 

イビデン 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

デンソー 

ﾎﾞｯｼｭｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑ 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日産自動車 

日本自動車部品総合

研究所 

日立金属 

特開平 10-296023 

実用 2579667 

特許 2931175 

 

特開平 05-302507 

特開 2003-155923 

実開平 05-087215 

特開 2004-162537 

特開平 05-222913 

 

特許 3506334 

 

 

 

24 件

筒状体 いすゞ自動車 

 

特開平 06-330725 三菱重工業 

 

特許 3337312 

２件

三次元網目構

造体 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

 

実用 2587941  

１件

シート･薄膜 いすゞ自動車 特許 3161688  １件

金 属 多 孔 体 ･

金網 

住友電気工業 特許 2870369  

１件

非ハニカム

体の採用 

粒状物充填層 松下電器産業 特開平 07-289835  １件

シ ー ル 材 ･

シール方法 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 実開平 06-049713  

１件

保持構造、固

定具 

松下電器産業(3) 

 

 

トヨタ自動車(2) 

特許 3365244 

特開平 06-074018 

特開平 07-054630 

特開平 06-241021 

特開平 06-280545 

イビデン 

三菱自動車工業 

 

特開 2002-070531 

実用 2578259 

７件

伝熱部材 日産自動車 特開平 06-058135  １件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

付属部品 

センサ・ 

配線等 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

リケン 

実開平 07-030313  

１件

整流板･ 

整流体 

ｴｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｴｽ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘ

ﾝｸﾞ 

トヨタ自動車 

住友エール 

特開 2002-256843 

 

特許 3395622 

実開平 06-087622 

小松製作所 

松下電器産業 

豊田自動織機 

特開 2003-074335 

特開平 10-299457 

特開平 07-133714 

６件

バイパス管 松下電器産業 特開平 09-158711  １件

弁 ドナルドソン(米国) 特表平 08-502798  １件

除去装置のガ

ス循環 

トヨタ自動車 

 

特許 3336750 三菱自動車エンジニ

アリング 

三菱自動車工業 

特開平 08-232637 

２件

熱交換の 

流路 

三菱重工業 

 

特開 2004-105843  

１件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

ガス流れ・

経路 

ガス流路の工

夫 

三井造船 

三 菱ふそうトラッ

ク・バス 

特開平 07-332068 

特開 2000-213329 

松下電器産業 

日産自動車 

 

特開平 10-259709 

特開平 07-063040 

４件

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-3 フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人２（2/3） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

過昇温・破損の回避 

多段高度処理 捕集の多段化 豊田自動織機 特開平 07-083026  １件
装
置
構
造･

配
置

の
改
良 除去装置の装着位置 トヨタ自動車 

 

特許 2888045 トヨタ自動車 

デンソー 
特開平 06-042331 

 

 

２件

素材製造 素材の製造 トヨタ自動車 特許 2990956  １件
製
法
・
組
立
法

の
改
良 

除去装置の製造･組立 

方法 

いすゞ自動車 

ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ ﾊﾟｯﾀｽ(ｷﾞﾘ

ｼｬ) 

特開平 08-189335 

特開平 08-049523 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

イビデン 

特開平 06-241017 

 

 

３件

改良型の 

電気ヒータ 

クボタ 

デンソー 

ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ ﾏ

ﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ(米国) 

住友電気工業 

松下電器産業 

特開平 07-127431 

特開平 09-203311 

特許 3359972 

 

特開平 08-232642 

特許 3257159 

東京商船大学長 

日産自動車 

豊田自動織機 

日本ドナルドソン 

豊田中央研究所 

 

特開 2004-204824 

特開平 06-146856 

特開平 06-101448 

 

特開 2001-303930 

９件

電気ヒータ 

電気ヒータの

配置 

いすゞ自動車(2) 

 

イビデン 

松下電器産業 

東京窯業 

特開平 06-212948 

特許 2709885 

特開平 11-062558 

特開平 07-063041 

特開 2000-297625 

日産自動車 

豊田自動織機 

デンソー 

トヨタ自動車 

特許 3022052 

特開平 06-299839 

 

 

７件

バーナ・ 

噴射ノズル 

改良型のバー

ナ･噴射ノズル 

三菱重工業 

 

特開平 10-306718  

 １件

新規再生 

装置の採用 

マイクロ波加

熱再生 

松下電器産業(4) 

 

 

特許 2785659 

特許 2909677 

特許 3000833 

特開平 08-246845 

ｼﾞｪﾈﾗﾙ ﾓｰﾀｰｽ(米国) 

日立ホームテック 

特開 2004-176713 

特開 2003-065031 

 

６件

再
生
装
置
の
改
良 

逆洗分離の採用 いすゞ自動車(2) 実用 2599156 

実用 2605826 

 

２件

交互再生 いすゞ自動車(4) 

 

 

 

トヨタ自動車(2) 

 

トヨタ自動車 (2) 

デンソー 

特開 2000-130151 

特開平 07-310526 

特開平 09-177542 

特開 2002-371825 

特許 2833410 

特開平 06-307227 

特許 3017601 

特開平 06-330724 

三菱自動車エン 

ジニアリング  (2) 
三菱自動車工業 

デンソー 

日本自動車部品総合

研究所 

特許 2907259 

特開平 10-196347 

 

特開平 08-284639 

特開平 05-202732 

 

 

 

12 件

弁切替･バイパス制御 いすゞ自動車(3) 

 

 

松下電器産業(2) 

特開平 07-310528 

特開 2002-285825 

特開 2002-371828 

特許 2894103 

特開平 06-323126 

デンソー 

日本自動車部品 

総合研究所   (2) 

トヨタ自動車 

デンソー 

特開平 08-210120 

特開平 05-280324 

７件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

ヒータ通電量検知制御 いすゞ自動車(5) 特許 3180852 

特開 2002-285830 

特開平 06-173649 

特開 2002-174115 

特開 2002-174116 

日産自動車 

 

 

特開平 07-269328 

 

 

 

 

６件

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-3 フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人２（3/3） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

過昇温・破損の回避 

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

温度制御 松下電器産業(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊田自動織機(5) 

 

 

 

 

デンソー(4) 

 

 

 

日産自動車(4) 

 

 

 

いすゞ自動車(3) 

 

 

特許 2910430 

特許 3257370 

特開平 05-231129 

特開平 05-296022 

特開平 08-170522 

特開平 08-246848 

特開平 09-287433 

特開平 09-287434 

特開平 10-005516 

特開平 10-212928 

特許 3211510 

特開平 06-330728 

特開平 07-063039 

特開平 07-139336 

特開 2000-038918 

特開平 05-195751 

特開平 06-137133 

特開平 08-061044 

特開平 08-121146 

特開 2004-190568 

特開 2004-190668 

特開 2004-197584 

特開 2004-204774 

特開平 06-323131 

特開平 09-032532 

特開平 09-088557 

トヨタ自動車(3) 

 

 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(3) 

 

 

日本自動車部品総合

研究所(2) 

日本自動車部品 (2) 

総合研究所 

トヨタ自動車 

デンソー 

トヨタ自動車 

トヨタ自動車 

日本自動車部品 

総合研究所 

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 

河村 英男 

三菱自動車工業 

東京窯業 

東京濾器 

富士通テン 

豊田自動織機 

デンソー 

豊田自動織機 

日本ドナルドソン 

特開 2001-254616 

特開平 06-146859 

特開平 08-218847 

特開平 07-259535 

実用 2600193 

実開平 06-028213 

特開平 05-306615 

特開平 06-058137 

特許 3264707 

特開平 06-058136 

 

特許 2857307 

 

特許 2821831 

 

 

特表 2004-518848 

特開 2002-097931 

特許 2848204 

特開 2000-297626 

特開 2001-280122 

特開平 08-326524 

特開平 07-019029 

 

特許 3294346 

46 件

再
生
・
酸
化

制
御
の
改
良 

圧損･堆積物

制御 

圧 損 ･ 圧 力 制

御 

豊田自動織機(2) 

 

トヨタ自動車 

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ)

特開平 06-330732 

特開平 10-184343 

特開 2003-269138 

特表 2004-518869 

日本自動車部品総合

研究所 

富士通テン 

 

特開平 06-101449 

 

特開平 11-132026 

 

 

６件

圧損･堆積物

制御 

堆積物推定制

御 

豊田自動織機(8) 

 

 

 

 

 

 

 

松下電器産業(5) 

 

 

 

 

トヨタ自動車 (3) 

デンソー 

特開平 06-330727 

特開平 06-330730 

特開平 06-330731 

特開平 06-341311 

特開平 07-077028 

特開平 07-077029 

特開平 08-284638 

特開平 10-246108 

特許 2900786 

特開平 08-232641 

特開平 10-238335 

特開平 10-299458 

特開平 10-306743 

特開平 05-222922 

特開平 05-312020 

特開平 05-312022 

日産自動車(3) 

 

 

いすゞ自動車(2) 

 

デンソー(2) 

 

三菱自動車工業(2) 

 

トヨタ自動車 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

豊田自動織機 

デンソー 

 

特許 3116549 

特開 2003-027919 

特開 2003-293824 

特開平 07-077030 

特開平 11-294140 

特開平 05-187221 

特開平 08-284643 

特許 3146870 

特許 3303722 

特開平 05-296027 

特開 2004-204821 

特開平 07-011936 

 

 

 

28 件

ガス流量制御 松下電器産業(3) 

 

 

いすゞ自動車 

デンソー 

特開平 09-088552 

特開平 09-096211 

特開平 11-264314 

特開平 08-068314 

特開 2004-068804 

マツダ 

三 菱ふそうトラッ

ク・バス 

日産自動車 

豊田自動織機 

 

特開 2004-044524 

特開 2003-027921 

 

特開平 07-083028 

特開平 09-088551 

９件

空燃比の 

切替制御 

トヨタ自動車 

豊田自動織機 

特開 2004-197576 ﾌｫｰﾄﾞ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ﾃｸﾉﾛ

ｼﾞｰｽﾞ(米国) 

特開 2002-303182 

２件
後噴射 

燃 料 ･ 空 気 量

制御 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(2)

 

豊田自動織機(2) 

特開平 07-102942 

実開平 06-058115 

特開平 06-341310 

特開平 07-063043 

石油産業活性化ｾﾝﾀｰ 

東燃 

東燃 

 

特開平 05-240024 

 

特開平 05-240025 

６件

除去装置からの始動･ 

停止制御 

富士通テン(2) 

 

豊田自動織機(2) 

 

いすゞ自動車 

ｴｲ･ｼﾞｰ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

特開平 06-081628 

特開平 06-123216 

特開平 07-083030 

特開平 07-083031 

特開平 07-310527 

特開平 06-033738 

デンソー 

デンソー 

日野自動車 

トヨタ自動車 

豊田自動織機 

デンソー 

特開平 07-071229 

特開平 10-110614 

 

特開平 05-231133 

特開平 07-026941 

10 件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

エンジンへの制御 いすゞ自動車 

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ)

特開平 08-319819 

特表 2004-518847 

兼坂技術研究所 

 

特開平 06-129231 

３件

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

課 題 

解決手段 
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表 1.4.3-4 フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人３（1/3） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

高精度・高効率再生 

多成分の配合 日本碍子 特開 2003-292388  １件新成分・ 

多層化 材の多層化 イビデン 
トヨタ自動車 

特許 3390055 

特開平 10-033923 

日立金属 

 

特開 2003-097253 

３件

細孔・通気

孔の生成 

イビデン(3) 

 

 

特開平 09-155131 

特開 2001-096113 

特開 2002-242655 

日本碍子 

 

特開 2002-219319 

 

４件

材
質･

成

分

の

改
良 

材の細孔・

表面形状 

表面加工 博文社 特開平 06-193431  １件

ハニカム体 ク ロ ーズド

型形状 

イビデン(5) 

 

 

 

 

トヨタ自動車(4) 

 

 

 

 

特開 2001-173428 

特開 2002-224516 

特開 2002-273137 

特開 2002-295228 

特開 2003-275522 

特開平 06-241022 

特開平 07-042534 

特開平 11-210440 

特開 2003-201821 

 

日本碍子(2) 

 

日立金属(2) 

 

いすゞ自動車 

日立金属 

日野自動車 

デンソー 

三 菱ふそうトラッ

ク・バス 

特許 3023289 

特開 2003-275521 

特許 3405536 

特許 3503823 

特開 2002-349230 

特開 2003-126629 

 

特開 2002-317618 

特許 3424902 

17 件

筒状体 ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ(3) 

 

 

日産自動車(2) 

実開平 07-038609 

実開平 07-038610 

実開平 07-038611 

特許 3111828 

特許 3111829 

いすゞ自動車(2) 

 

ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ 

日産自動車 

松下電器産業 

特許 3161672 

特開平 09-256838 

特許 3329359 

 

特開平 08-004520 

９件

シート･ 

薄膜 

いすゞ自動車(7) 

 

 

 

特許 2864346 

特許 2964120 

特許 3075668 

特許 3438316 

特開平 07-332061 

特開平 08-049522 

特開 2002-138819 

ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ ﾏ

ﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ(米国) 

市川 弥太郎 

 

特表 2000-506067 

 

特開平 10-176521 

 

 

９件

非ハニカム

体の採用 

金属多孔体･

金網 

いすゞ自動車 

トヨタ自動車 

特開平 07-310532 

特許 3156650 

三菱自動車工業 

 

特開平 07-139333 

３件

シ ー ル 材 ･

シール方法 

トヨタ自動車 

住友電気工業 

特開平 10-037739  

１件

保持構造、

固定具 

三菱自動車工業 

松下電器産業 

特開平 06-002528 

特開平 07-247826 

日産自動車 

日野自動車 

特開平 08-093451 

特開平 08-014026 

４件

付属部品 

伝熱部材 イビデン 特開 2002-161730  １件

整流板･ 

整流体 

いすゞ自動車(2) 

 

三 菱 ふそうトラッ

ク・バス 

特開平 08-312334 

特開 2002-180823 

特開平 11-062557 

トヨタ自動車 

三菱自動車工業 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

特開平 06-042335 

特開平 11-210445 

実用 2594082 

６件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

ガス流れ・

経路 

バイパス管 日産自動車 特開 2001-140702  １件

弁 愛三工業 

住友電気工業 

特開平 07-054634 

特開平 10-121996 

松下電器産業 

 

特許 2817628 

３件

除去装置の

ガス循環 

松下電器産業(2) 

 

いすゞ自動車 

特許 2792397 

特開平 08-109819 

特開 2002-180829 

トヨタ自動車 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

 

特許 3491601 

特許 3046707 

５件

熱交換の 

流路 

トヨタ自動車 

デンソー 

特開平 05-321640 三菱自動車工業 

 

特開平 06-108822 

２件

ガス流れ・

経路 

ガ ス 流路の

工夫 

日産自動車(2) 

 

いすゞ自動車 

特開平 06-264713 

特開平 07-034855 

特開平 09-025813 

リード工業 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

 

特開 2001-098927 

実開平 06-014431 

５件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

除去装置の装着位置 イビデン 特開 2000-145430 三菱自動車工業 特許 2803470 

２件

素材製造 素材の製造 イビデン 特開 2002-177719  

１件
製

法

・

組

立

法
の
改
良 

除去装置の製造･組立 

方法 

トヨタ自動車 

住友電気工業 

特許 3347593 日野自動車 

 

特許 2843241 

 

 

２件

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-4 フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人３（2/3） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

高精度・高効率再生 

改良型の 

電気ヒータ 

三菱自動車工業(2) 

 

日産自動車(2) 

 

日本高圧電気(2) 

 

ｱｰﾏﾝ ｳﾝﾄ ｾﾞｰﾈ(ﾄﾞｲ

ﾂ) 

アペックス 

いすゞ自動車(2) 

 

イビデン 

ｴｰ ｹﾞｰ ｵｰ ｴﾚｸﾄﾛ ｹﾞ

ﾚｰﾃｨﾌﾞﾗﾝｸ ｳﾝﾄ ﾌｨｯ

ｼｬ (ﾄﾞｲﾂ) 

ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ 

デンソー 

デンソー 

中部助川興業 

ドナルドソン(米国)

実開平 07-017915 

実開平 07-042862 

特許 3114357 

特許 3201220 

特開 2003-049632 

特開 2003-103130 

特表平 07-504256 

 

特開 2002-168113 

特開平 07-332063 

特開 2002-250219 

特開平 08-028248 

特開 2002-364341 

 

 

実開平 07-038613 

特開平 08-296426 

特許 2903103 

 

特表平 07-505693 

トヨタ自動車 

ﾌｫﾙｼｭﾝｸﾞｽﾂｪﾝﾄﾙﾑ ｶｰ

ﾙｽﾙｰｴ(ﾄﾞｲﾂ) 

ﾌﾚｯｸ ｶｰﾙ ﾏﾘｱ(ｵｰｽﾄﾘ

ｱ) 

ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ ﾏ

ﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ(米国) 

河村 英男 

住友電気工業 

瀬田技研 

オムロン 

畑中 義博 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日本自動車部品総合

研究所 

日野自動車 

日立ホームテック 

豊田自動織機 

 

 

特開 2002-180818 

特許 3040488 

 

特表 2003-514180 

 

特表平 09-511560 

 

特開 2001-349213 

特開平 11-294139 

特開平 08-326522 

 

 

実開平 07-025209 

特開平 08-218846 

 

実開平 07-017916 

特開 2002-161731 

特開平 08-312330 

 

28 件

再
生
装
置
の
改
良 

電気ヒータ 

電 気 ヒータ

の配置 

いすゞ自動車 

トヨタ自動車 

河村 英男 

特開平 06-229225 

特開平 05-321638 

特開 2001-295629 

三菱重工業 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

 

特開 2001-221032 

実用 2594793 

５件

バーナ・ 

噴射ノズル 

改良型のバー

ナ･噴射ノズル 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(2) 実開平 06-025508 

実開平 07-022014 

ﾎﾞｯｼｭｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑ 特開 2004-003400 

３件

マイクロ波

加熱再生 

松下電器産業(5) 

 

 

 

 

トヨタ自動車(2) 

 

特許 2817588 

特許 2841999 

特開平 06-323125 

特開平 07-145720 

特開平 08-290029 

特開平 06-307224 

特開平 07-034849 

ｼﾞｪﾈﾗﾙ ﾓｰﾀｰｽ(米国) 

ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ ﾏ

ﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ(米国) 

河村 英男 

日立ホームテック 

特開 2002-339732 

特表平 10-501176 

 

特開 2001-295628 

特開 2002-295232 

 

11 件

空 気 圧縮加

熱再生 他 

永山 脩也 

 

特開 2003-239721  

１件

新規再生 

装置の採用 

非 加 熱再生 

他 

ﾌﾟｼﾞｮｰ ｼﾄﾛｴﾝ ｵｰﾄﾓ

ﾋﾞﾙ(ﾌﾗﾝｽ) 

特開 2003-200014 

 

三浪 光 

三浪 奈美枝 
実開平 05-077526 

２件

再
生
装
置
の
改
良 

逆洗分離の採用 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(4)

 

 

 

日本碍子(3) 

実用 2585856 

実用 2598533 

実用 2598817 

実開平 07-004818 

特許 2839851 

特許 2886799 

特許 3014940 

日野自動車(2) 

 

いすゞ自動車 

 

特開平 07-229417 

特開平 08-296425 

特開平 06-042329 

 

 

 

10 件

交互再生 日産自動車(3) 

 

 

いすゞ自動車(2) 

 

トヨタ自動車 

リケン 

特許 3024420 

特許 3067365 

特開平 08-114114 

特開平 07-293223 

特開 2002-180821 

特許 2894074 

特開平 06-288225 

三菱自動車エン 

ジニアリング 

三菱自動車工業 

住友電気工業 

いすゞ自動車 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

 

特許 3385820 

 

 

特開平 11-294138 

 

実用 2591562 

10 件

弁切替･バイパス制御 トヨタ自動車(2) 特開平 11-182231 

特開 2003-003825 

いすゞ自動車(2) 

 

特開平 07-317531 

実用 2595149 

４件

ヒータ通電量検知制御 デンソー 特開平 08-296427  １件

温度制御 豊田自動織機(3) 

 

 

日産自動車(2) 

 

トヨタ自動車 

特開平 06-002532 

特開平 06-330734 

特開平 07-139334 

特開 2002-213229 

特開 2004-197657 

特開 2003-328726 

マツダ 

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 

松下電器産業 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

豊田自動織機 

太平洋工業 

特開 2004-068813 

特開 2004-060651 

特開平 06-159039 

特開 2003-286824 

特開平 09-053438 

11 件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

圧損･堆積物

制御 

圧損･圧力制

御 

いすゞ自動車 

トヨタ自動車 

特開 2002-206419 

特開 2003-214146 

トヨタ自動車 

デンソー 

特許 2932135 

３件

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-4 フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人３（3/3） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

高精度・高効率再生 

圧損･堆積物

制御 

堆 積 物推定

制御 

デンソー(2) 

 

松下電器産業(2) 

 

日産自動車(2) 

 

ｱﾝｽﾁ.ﾗﾝｾ ﾃﾞｭ ﾍﾟﾄﾛｰ

ﾙ(ﾌﾗﾝｽ) 

特開 2003-206723 

特開 2004-068806 

特開平 07-119442 

特開平 07-332066 

特開平 07-034854 

特開平 11-153020 

特開 2004-177407 

いすゞ自動車 

トヨタ自動車 

デンソー 

マツダ 

リケン 

現代自動車(韓国) 

豊田自動織機 

特開平 11-013455 

特許 2989954 

 

特開 2004-044403 

特開平 06-288226 

特開 2004-019651 

特開平 07-026938 

13 件

ガス流量制御 日産自動車(3) 

 

 

トヨタ自動車(2) 

特許 3201230 

特許 3257233 

特開平 07-180529 

特開平 06-229227 

特開平 06-323130 

松下電器産業 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日野自動車 

 

特開平 05-296023 

実開平 05-096420 

特許 3257949 

 

８件

後噴射 燃料･空気量

制御 

ﾌﾟｼﾞｮｰ ｼﾄﾛｴﾝ ｵｰﾄﾓ

ﾋﾞﾙ(ﾌﾗﾝｽ) 

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ)

特表 2002-541373 

 

特表 2004-514829 

日産自動車 

 

特許 3360437 

 

３件

除去装置からの始動･ 

停止制御 

富士通テン 特開平 06-033740  

１件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

エンジンへの制御 ﾌﾟｼﾞｮｰ ｼﾄﾛｴﾝ ｵｰﾄﾓ

ﾋﾞﾙ(ﾌﾗﾝｽ) 

日産自動車 

特開 2001-090571 

 

特許 3448940 

豊田自動織機 

 

特開 2004-156549 

 

３件

 

 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

課 題 

解決手段 



 67

(2) 触媒技術の課題と解決手段 

図 1.4.3-2に、触媒技術の課題に対する解決手段の分布を示す。 

触媒技術の課題をみると、除去効率の向上が最も多く、次に除去効率の維持、再生制御

の性能、有害物質同時除去、特定PMの除去と続いている。 

各課題の解決手段をみると、除去効率の向上に関しては新成分･多層化が 24 件、除去効

率の維持に関しても新成分･多層化が 18 件とほとんどで、再生制御の性能に関しても新成

分･多層化が 10 件と最も多く、有害物質同時除去、特定 PM の除去に関しても、新成分･多

層化が 13 件、９件とほとんどである。他の解決手段はそれに比べて少ないが、材の細

孔・表面形状、ガス流れ・経路、多段高度処理、温度制御は比較的多い。 

 

図 1.4.3-2 触媒技術の課題に対する解決手段の分布 
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便
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材の細孔･表面形状

ハニカム体

非ハニカム体の採用

付属部品

ガス流れ・経路

多段高度処理

除去装置の装着位置

素材製造

除去装置の製造･
組立方法

電気ヒータ

バーナ・噴射ノズル

再生用の新燃料
の採用

新規再生装置の採用

逆洗分離の採用

交互再生

弁切替･バイパス
制御

ヒータ通電量検知
制御

温度制御

圧損･堆積物制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

後噴射

除去装置からの
始動･停止制御

エンジンへの制御

課　　　題
除去効果の向上 装置運用性能の向上

解
決
手
段

材
質
･
成

分
の
改
良

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

製
法
・
組

立
法
の
改

良

再
生
装
置
の
改
良

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

24 18
105 3139

313

1

1 1 111

2

1311

6 1 13224

2

1

1

1

12

1

1

1

1 142

1 1

11

111

1

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表1.4.3-5に、触媒技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。 

 

表 1.4.3-5 触媒技術の課題に対する解決手段の詳細(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

課　　題

解
決
手
段

S
O
F
の

優
先
除
去

サ
ル
フ
ェ
ー

ト

の
優
先
除
去

灰
分
の

優
先
除
去

特
定
径
P
M

の
除
去

微
粒
子
と
N
O
x
同

時
除
去

微
粒
子
と
S
O
x
同

時
除
去

微
粒
子
と
Ｈ
Ｃ
同
時

除
去

耐
熱
衝
撃
性

の
確
保

高
強
度

の
達
成

被
毒
･

劣
化
防
止

安
定
化
･

長
寿
命
化

過
昇
温
･
破
損
の
回避

高
精
度
･

高
効
率
再
生

再
生
時
間
の

短
縮
･
高
速
化

新規成分 8 6 2 2 3 1 1 2
多成分の配合 11 9 2 1 3 1 2 1 3 3 2
材の多層化 5 3 2 2 1 1 1 1

細孔・通気孔の生成 2
表面加工 1 1

オープン型形状

クローズド型形状 1
筒状体

三次元網目構造体 1
シート･薄膜

金属多孔体･金網 1
粒状物充填層 1 1

シール材･シール方法

保持構造、固定具 1 1
伝熱部材

センサ・配線等

整流板･整流体 1 1
バイパス管

弁

除去装置のガス循環

熱交換の流路

ガス流路の工夫 1
捕集の多段化 3 2 1
前処理と後処理 1 2 2 3 1 1
並列多段処理

素材の製造

成分の担持 2

1
改良型の電気ヒータ

電気ヒータの配置 1
改良型のバーナ･噴射ノズル

バーナ･噴射ノズルの配置

1
マイクロ波加熱再生

空気圧縮加熱再生 他

非加熱再生　他 2

1

1

1

2 1 3
圧損･圧力制御

堆積物推定制御

1 1

空燃比の切替制御 1 1
燃料･空気量制御 1

1

除去効果の向上 装置運用性能の向上

素材の
耐久性

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特定PMの除去
有害物質
同時除去

再生制御の性能

材
質
･
成
分

の
改
良

新成分･
多層化

材の細孔･
表面形状

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

ハニカム体

非ハニカム
体の採用

付属部品

ガス流れ・
経路

多段高度
処理

除去装置の装着位置

製
法
・

組
立
法

の
改
良

素材製造

除去装置の製造･組立方法

再
生
装
置
の
改
良

電気ヒータ

バーナ・
噴射ノズル

再生用の新燃料の採用

新規再生
装置の採用

逆洗分離の採用

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

交互再生

弁切替･バイパス制御

ヒータ通電量検知制御

温度制御

圧損･
堆積物制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

後噴射

除去装置からの始動･停止制御

エンジンへの制御
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表 1.4.3-5 触媒技術の課題に対する解決手段の詳細(2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

課　　題

解
決
手
段

省
エ
ネ
･

省
力
再
生

再
生
時
期
適
正
化

エ
ン
ジ
ン
始
動
時
の

安
全
立
ち
上
げ

低
圧
損
･
低
燃
費

エ
ン
ジ
ン
出
力

の
維
持

エ
ン
ジ
ン

停
止
回
避

有
害
物
放
散

回
避

安
全
性

快
適
性
等

コ
ン
パ
ク
ト
化

低
コ
ス
ト
化

新規成分

多成分の配合 2
材の多層化 1

細孔・通気孔の生成

表面加工 3
オープン型形状

クローズド型形状

筒状体

三次元網目構造体

シート･薄膜

金属多孔体･金網

粒状物充填層 1
シール材･シール方法

保持構造、固定具

伝熱部材

センサ・配線等

整流板･整流体

バイパス管

弁

除去装置のガス循環

熱交換の流路 2
ガス流路の工夫 1
捕集の多段化

前処理と後処理 1 1
並列多段処理 1

素材の製造

成分の担持

改良型の電気ヒータ

電気ヒータの配置

改良型のバーナ･噴射ノズル

バーナ･噴射ノズルの配置

マイクロ波加熱再生

空気圧縮加熱再生 他 1
非加熱再生　他

1 1
圧損･圧力制御

堆積物推定制御 1 1

空燃比の切替制御

燃料･空気量制御

経済性の向上除去効果の向上

走行･運転性能
小型化･
低廉化

再生制御
の性能

･
組
立
の
容
易
化
･
効
率
化

装
着
の
容
易
化
･
簡
便
化

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

交互再生

弁切替･バイパス制御

ヒータ通電量検知制御

温度制御

材
質
･
成
分

の
改
良

新成分･
多層化

材の細孔･
表面形状

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

ハニカム体

非ハニカム
体の採用

付属部品

ガス流れ・
経路

多段高度
処理

除去装置の装着位置

製
法
・

組
立
法

の
改
良

素材製造

除去装置の製造･組立方法

再
生
装
置
の
改
良

電気ヒータ

バーナ・
噴射ノズル

再生用の新燃料の採用

新規再生
装置の採用

逆洗分離の採用

圧損･
堆積物制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

後噴射

除去装置からの始動･停止制御

エンジンへの制御
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表 1.4.3-6 ～表 1.4.3-7 に、触媒技術の主な課題に対する解決手段の出願人を示す。 

除去効果の向上の中の除去効率の向上に関しては新規成分をトヨタ自動車が３件、他成

分の配合をエンゲルハード（米国）とトヨタ自動車が２件、材の多層化をトヨタ自動車が

２件出願している。 

除去効率の維持に関しては、多成分の配合を松下電器産業が３件、トヨタ自動車が２件、

温度制御を日野自動車が２件出願している。 

 

表 1.4.3-6 触媒技術の課題に対する解決手段の出願人１ 

除去効果の向上  

除去効率の向上 

新規成分 トヨタ自動車(3) 

 

 

ｸﾙｯﾌﾟ ﾌｧｳ ﾃﾞｰ ｴﾑ 

(ﾄﾞｲﾂ) 

特開平 10-235193 

特開平 10-235196 

特開平 10-249202 

特表 2000-515805 

ｴﾇ･ｲｰｹﾑｷｬｯﾄ 

ジーメンス(ﾄﾞｲﾂ) 

産業技術総合研究所 

科学技術振興機構 

 

特開平 07-313882 

特表 2002-516739 

特許 2961249 

特開 2000-237544 

８件

多成分の 

配合 

ｴﾝｹﾞﾙﾊｰﾄﾞ(米国)(2)

 

トヨタ自動車(2) 

 

アイシーティー 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ｷｬﾀﾘｽﾄ 

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(米国) 

アクセンタス(ｲｷﾞﾘｽ)

キャタラー 

トヨタ自動車 

特開平 06-170173 

特開平 06-182157 

特許 3381489 

特開平 10-202105 

特許 3267862 

 

 

特表 2003-522873 

特許 3379627 

三星電機(韓国) 

新日本石油 

日本自動車部品 

総合研究所 

トヨタ自動車 

豊田中央研究所 

デンソー 

 

特開 2001-079409 

特開平 10-272363 

特開平 09-271665 

 

 

特開平 10-151348 

 

 

 

11 件

新成分・ 

多層化 

材の多層化 トヨタ自動車(2) 
 

ｼﾞｮｲﾝﾄ ｽﾄｯｸ ｺﾏｰｼｬﾙ

ﾊﾞﾝｸ ﾍﾟﾄﾛﾌｽｷ(ﾛｼｱ) 

特開平 10-202111 

特開平 10-211431 

特表平 10-501860 

ｼﾞｮﾝｿﾝ ﾏｼｰ(ｲｷﾞﾘｽ) 

豊田中央研究所 

キャタラー 

トヨタ自動車 

特表 2002-537965 

特開平 09-173841 

 

５件

細孔・通気

孔の生成 

トヨタ自動車 

 

特開平 10-280950 日野自動車 

 

特開平 10-244167 

２件

材
質･

成
分
の
改
良 

材の細孔・

表面形状 

表面加工 トヨタ自動車 特開平 10-202103  １件

非ハニカム

体の採用 

金属多孔体･

金網 

新東工業 

新日本石油 

特開平 10-266827  １件

捕集の 

多段化 

トヨタ自動車(2) 

 

特許 3269535 

特開 2002-364339 

バブコック日立 

 

特開 2004-138022 

３件

装

置

構

造･

配
置
の
改
良 

多段高度 

処理 

前処理と 

後処理 

リテックス(米国) 特表 2002-535542  

１件

製
法
・
組
立

法
の
改
良 

素材製造 成分の担持 ユコン(韓国) 
 

 

特開平 07-328445 長瀬産業 

ナガセケムテックス 

産業技術総合研究所 

特開 2004-016982 

 

 

 

 

 

２件

再

生

装

置

の
改
良 

新規再生 

装置の採用 

非 加 熱再生 

他 

アクセンタス(ｲｷﾞﾘｽ) 特表 2004-508499 リテックス(米国) 特表 2002-530181 

 

 

 

 

２件

 

課 題 
解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-7 触媒技術の課題に対する解決手段の出願人２ 

除去効果の向上  

除去効率の維持 

新規成分 アイシーティー 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ｷｬﾀﾘｽﾄ 

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(米国) 

ｱｿｰｼｴｰﾃｯﾄﾞ ｵｸﾃﾙ 

(ｲｷﾞﾘｽ) 

ｴｲ ｴｽ ｲｰ ﾏﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝ

ｸﾞ(米国) 

特開平 09-187655 

 

 

特表 2004-507554 

 

特表平 11-506698 

 

ｴﾑ ｱｰ ｴﾇ ﾇｯﾂﾌｧｰﾙﾂｵ

ｲｹﾞ(ﾄﾞｲﾂ) 

ｼﾞｮﾝｿﾝ ﾏｼｰ(ｲｷﾞﾘｽ) 

松下電器産業 

 

特開平 08-052362 

 

特表 2003-516491 

特開平 09-057103 

 

 

６件

多成分の 

配合 

松下電器産業(3) 

 

 

トヨタ自動車(2) 

 

アイシーティー 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ｷｬﾀﾘｽﾄ 

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(米国) 

特開平 09-299801 

特開平 10-137590 

特開平 11-285639 

特開平 09-215923 

特開平 10-057820 

特開平 10-033985 

ユコン(韓国) 

ﾚﾃﾞﾑ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米

国) 

田中貴金属工業 

 

特開平 07-068178 

特表 2002-520149 

 

特開 2001-170483 

 

 

 

９件

材
質･

成
分
の
改
良 

新成分・ 

多層化 

材の多層化 産業技術総合研究所
松下電器産業 

特許 3131630 

特開 2001-157845 

日産自動車 

 

特開 2004-016850 

３件

非ハニカム

体の採用 

三 次 元網目

構造体 

新日本石油 特開 2002-326036  

１件

ガス流れ・

経路 

ガ ス 流路の

工夫 

鯵坂 泰雄 特開 2001-152839  

１件

装

置

構

造･

配
置
の
改
良 多段高度 

処理 

前処理と 

後処理 

トヨタ自動車 

 

特開平 11-336527 

 

木下 幸雄 

三輪 恵 
特開 2002-357119 

２件

電気ヒータ 電 気 ヒータ

の配置 

コーニング(米国) 

 

特開平 06-212954  

１件

再生用の新燃料の採用 ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 特表 2003-507631  

１件

再
生
装
置
の

改
良 

逆洗分離の採用 黄 慶源(台湾) 特開 2002-021532  

１件

交互再生 日本自動車部品 

総合研究所 

デンソー 

特開平 10-266826  

１件

弁切替･バイパス制御 いすゞ自動車 特開平 06-050126  １件

温度制御 日野自動車(2) 特許 3087882 

特開平 09-032540 
 

２件

ガス流量制御 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 実開平 06-025507  １件

後噴射 空燃比の 

切替制御 

トヨタ自動車 特開 2004-027881  

１件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 除去装置からの始動･ 

停止制御 

ｼﾞｮﾝｿﾝ ﾏｼｰ(ｲｷﾞﾘｽ) 特表 2003-536012  

１件

 

 

 

課 題 
解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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(3) 触媒担持フィルタ技術の課題と解決手段 

図 1.4.3-3に、触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の分布を示す。 

触媒担持フィルタ技術の課題をみると、再生制御の性能が圧倒的に多く、次に素材の耐

久性、除去効率の維持、除去効率の向上、有害物質同時除去と続いている。 

各課題の解決手段をみると、再生制御の性能に関しては温度制御が 38 件、圧損･堆積物

制御温が 33 件、新成分･多層化が 27 件、後噴射が 23 件、素材の耐久性に関しては新成

分･多層化が 18 件、ハニカム体が 15 件、素材製造が 10 件、除去効率の維持に関しては新

成分･多層化が 20 件、除去効率の向上に関しては新成分･多層化が 16 件、非ハニカム体の

採用が 13 件、多段高度処理が 10 件、有害物質同時除去に関しては新成分･多層化が 23 件

である。 

他では、走行･運転性能に関してハニカム体が 11 件、小型化･低廉化に関してハニカム

体と非ハニカム体の採用がともに８件である。 
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図 1.4.3-3 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1.4.3-8 に、触媒担持触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。 

解決手段としては、高精度･高効率再生に関しては温度制御が11件、捕集の多段化が６

件、安定化・長寿命化に関しては弁切替･バイパス制御、ハニカム体の中のクローズド型

形状と材の多層化が各６件、過昇温･破損の回避に関しては温度制御が13件、ハニカム体

の中のクローズド型形状が８件と多い。 

他の主な課題では、除去効率の向上に関しては新成分多層化の中の多成分の配合と材の

多層化が各６件と最も多く、除去効率の維持に関しては材の多層化が 11 件、弁切替･バイ

パス制御、ハニカム体の中のクローズド型形状が各６件、微粒子と NOx 同時除去に関して

は捕集の多段化、新成分･多層化の中の多成分の配合が各６件で最も多い。 

経済性の向上

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特
定
P
M
の
除
去

有
害
物
質
同
時
除
去

素
材
の
耐
久
性

再
生
制
御
の
性
能

走
行
･
運
転
性
能

小
型
化
･
低
廉
化

製
造
･
組
立
の

容
易
化
･
効
率
化

装
着
の
容
易
化
･

簡
便
化

新成分･多層化

材の細孔･表面形状

ハニカム体

非ハニカム体の採用

付属部品

ガス流れ・経路

多段高度処理

除去装置の装着位置

素材製造

除去装置の製造･
組立方法

電気ヒータ

バーナ・噴射ノズル

再生用の新燃料
の採用

新規再生装置の採用

逆洗分離の採用

交互再生

弁切替･バイパス
制御

ヒータ通電量検知
制御

温度制御

圧損･堆積物制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

後噴射

除去装置からの
始動･停止制御

エンジンへの制御

課　　　題
除去効果の向上 装置運用性能の向上

解
決
手
段

材
質
･
成

分
の
改
良

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

製
法
・
組

立
法
の
改

良

再
生
装
置
の
改
良

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

20 27
1816 1 7

23
3

1111253247

19 113 81575

13 193 5 1 18623

37 1 222

1 2 12133

9 15 3
16

510

1

1 4151014

1 1621

23 32

1 2

111

1 131

2 12

152

1 4 210216

2 1

1 5
38

4342

22 1
33

13

1712 1

1211 1

23
32 5

4

1 2

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-8 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の詳細(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

課　　題

解
決
手
段

S
O
F
の

優
先
除
去

サ
ル
フ
ェ
ー

ト

の
優
先
除
去

灰
分
の

優
先
除
去

特
定
径
P
M

の
除
去

微
粒
子
と
N
O
x
同

時
除
去

微
粒
子
と
S
O
x
同

時
除
去

微
粒
子
と
Ｈ
Ｃ
同
時

除
去

耐
熱
衝
撃
性

の
確
保

高
強
度

の
達
成

被
毒
･

劣
化
防
止

安
定
化
･

長
寿
命
化

過
昇
温
･
破
損
の
回避

高
精
度
･

高
効
率
再
生

再
生
時
間
の

短
縮
･
高
速
化

新規成分 4 4 1 5 2 3 2 1 4 2 1 4 1
多成分の配合 6 5 1 6 1 1 2 1 3 1 2
材の多層化 6 11 1 5 2 2 4 6 2 2

細孔・通気孔の生成 5 3 1 1 2 2 2 3 2 5
表面加工 2 1 1 1 1 1

オープン型形状 1 1
クローズド型形状 4 6 3 3 8 4 6 8 4

筒状体 1 1 1 1
三次元網目構造体 2 1 2 3

シート･薄膜 5 1 1 1 1 1 1 2 1
金属多孔体･金網 5 1 1 1 4 1
粒状物充填層 1 1 1 1 1

シール材･シール方法 3
保持構造、固定具 1 2 1 1

伝熱部材 1
センサ・配線等 1
整流板･整流体 1
バイパス管

弁

除去装置のガス循環 1 1 1
熱交換の流路 1

ガス流路の工夫 1 4 4
捕集の多段化 4 3 6 1 1 2 6

前処理と後処理 5 1 3 3 3 4 1
並列多段処理 1 1

素材の製造 4 3
成分の担持 4 1 1 1 2 1 2 1

1 1
改良型の電気ヒータ 3 1
電気ヒータの配置 1

改良型のバーナ･噴射ノズル 1
バーナ･噴射ノズルの配置 1

1 1 1
マイクロ波加熱再生 1 1
空気圧縮加熱再生 他

非加熱再生　他 1

2 1

2 3 1 1

6 1 1 2 6 2

1 1

2 4 3 1 4 4 13 11 1
圧損･圧力制御 2 1 1 3 4 3
堆積物推定制御 1 1 2 1 3

2 1 1 3 2 2

1 1 1 2
空燃比の切替制御 1 2 4 2 3 1
燃料･空気量制御 1 1 4 1 2 2

1 1

1 1

除去効果の向上 装置運用性能の向上

素材の
耐久性

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特定PMの除去
有害物質
同時除去

再生制御の性能

材
質
･
成
分

の
改
良

新成分･
多層化

材の細孔･
表面形状

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

ハニカム体

非ハニカム
体の採用

付属部品

ガス流れ・
経路

多段高度
処理

除去装置の装着位置

製
法
・

組
立
法

の
改
良

素材製造

除去装置の製造･組立方法

再
生
装
置
の
改
良

電気ヒータ

バーナ・
噴射ノズル

再生用の新燃料の採用

新規再生
装置の採用

逆洗分離の採用

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

交互再生

弁切替･バイパス制御

ヒータ通電量検知制御

温度制御

圧損･
堆積物制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

後噴射

除去装置からの始動･停止制御

エンジンへの制御
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表 1.4.3-8 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の詳細(2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

課　　題

解
決
手
段

省
エ
ネ
･

省
力
再
生

再
生
時
期
適
正
化

エ
ン
ジ
ン
始
動
時
の

安
全
立
ち
上
げ

低
圧
損
･
低
燃
費

エ
ン
ジ
ン
出
力

の
維
持

エ
ン
ジ
ン

停
止
回
避

有
害
物
放
散

回
避

安
全
性

快
適
性
等

コ
ン
パ
ク
ト
化

低
コ
ス
ト
化

新規成分 2 1 2
多成分の配合 1 4
材の多層化 1

細孔・通気孔の生成 1
表面加工 1 1

オープン型形状 1
クローズド型形状 10 1 5 3

筒状体 1
三次元網目構造体 1 1

シート･薄膜 1 2 2 1
金属多孔体･金網 2 1
粒状物充填層 1 2 1 1

シール材･シール方法 1
保持構造、固定具 1 1 2 2

伝熱部材

センサ・配線等

整流板･整流体 1
バイパス管 1

弁 1
除去装置のガス循環

熱交換の流路 1 1
ガス流路の工夫 1 1 1
捕集の多段化 1 1

前処理と後処理 2
並列多段処理

1
素材の製造 1
成分の担持 1 1 3

2 6 1
改良型の電気ヒータ 1 1 1
電気ヒータの配置 1 1

改良型のバーナ･噴射ノズル

バーナ･噴射ノズルの配置 1

マイクロ波加熱再生 1
空気圧縮加熱再生 他 1

非加熱再生　他 1

1 1

1

1 1 1 3 2

1

1 2 6 1 4
圧損･圧力制御 1 3 1
堆積物推定制御 13 1 1

1

1
空燃比の切替制御 1 1 1
燃料･空気量制御 1 1 1 1 1 1

2

1

経済性の向上除去効果の向上

走行･運転性能
小型化･
低廉化

再生制御
の性能

･
組
立
の
容
易
化
･
効
率
化

装
着
の
容
易
化
･
簡
便
化

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良

交互再生

弁切替･バイパス制御

ヒータ通電量検知制御

温度制御

材
質
･
成
分

の
改
良

新成分･
多層化

材の細孔･
表面形状

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

ハニカム体

非ハニカム
体の採用

付属部品

ガス流れ・
経路

多段高度
処理

除去装置の装着位置

製
法
・

組
立
法

の
改
良

素材製造

除去装置の製造･組立方法

再
生
装
置
の
改
良

電気ヒータ

バーナ・
噴射ノズル

再生用の新燃料の採用

新規再生
装置の採用

逆洗分離の採用

圧損･
堆積物制御

ガス流量制御

有害成分の検知制御

後噴射

除去装置からの始動･停止制御

エンジンへの制御
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表 1.4.3-9 ～表 1.4.3-13 に、触媒担持フィルタ技術の主な課題に対する解決手段の出

願人を示す。 

除去効果の向上の中の除去効率の向上に関しては多段高度処理における補修の多段化を

トヨタ自動車が３件、除去効率の維持に関しては新成分･多層化による改良における材の

多層化をいすゞ自動車が３件、ハニカム体のクローズド型形状を日野自動車が３件、弁切

替･バイパス制御ををトヨタ自動車が５件出願している。 

再生制御の性能の中の安定化・長寿命化に関しては弁切替･バイパス制御をトヨタ自動

車が４件、ガス流量制御をトヨタ自動車が３件、過昇温・破損の回避に関してはハニカム

体のクローズド型形状をいすゞ自動車が３件、温度制御をトヨタ自動車が５件、松下電器

産業と日野自動車が３件、圧損・堆積物制御における圧損・圧力制御を日産ディーゼル工

業が３件出願している。 
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表 1.4.3-9 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人１ 

除去効果の向上  

除去効率の向上 

新規成分 ｴﾝｹﾞﾙﾊｰﾄﾞ(米国) 

ナイルス部品 

特表平 08-508442 

特開 2002-061510 

宇部興産 

松下電器産業 

 

特開 2003-010612 

特開平 10-118490 

４件

多成分の 

配合 

ｴﾝｹﾞﾙﾊｰﾄﾞ(米国) 

ｼﾞｮﾝｿﾝ ﾏﾂｾｲ ｼﾞｬﾊﾟﾝ

(米国) 

トヨタ自動車 

特表 2001-517138 

特開 2003-293730 

 

特開 2002-188435 

トヨタ自動車 

豊田中央研究所 

松下電器産業 

日本触媒 

特開 2002-038923 

 

特開 2001-046875 

特許 3503073 

６件

新成分・ 

多層化 

材の多層化 日本自動車部品  (2)
総合研究所 

デンソー 

ﾀﾞｳ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(米国) 

特開平 09-158710 

特開平 09-173866 

 

特表 2003-508329 

トヨタ自動車 

ルブリゾル(米国) 

長谷川 得一郎 

 

特開平 09-155205 

特表 2003-526042 

特許 3321763 

 

６件

細孔・通気

孔の生成 

トヨタ自動車(2) 

 

ｼﾚﾝﾄｰｱ ﾉﾄｯｸｽ(ﾃﾞﾝﾏｰ

ｸ) 

特開 2003-120255 

特開 2004-076717 

特表 2002-519186 

松下電器産業 

日本碍子 

 

特開平 11-192430 

特開平 06-254413 

 

５件

材
質･

成
分
の
改
良 

材の細孔・

表面形状 

表面加工 トヨタ自動車 

 

特開平 11-057493 旭硝子 

 

特開 2004-024956 

２件

オープン型

形状 

トヨタ自動車 特開平 10-089056  

１件

ハニカム体 

ク ロ ーズド

型形状 

日産自動車(2) 

 

特開 2003-056327 

特開 2003-278526 

ｲﾑﾌﾟﾘｺ(ｵﾗﾝﾀﾞ) 

日本碍子 

 

特表 2003-517362 

特再 WO01/015877 

４件

筒状体 ｴｰ ﾃﾞｰ ｴｰ ｴﾙ ﾏｼ-ﾈﾝ

ﾌｧﾌﾞﾘｰｸ(ﾄﾞｲﾂ) 

特表平 11-512343  

１件

三次元網目

構造体 

ニカ 特許 3362132 ﾌﾞｯﾌ ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ(ﾄﾞｲﾂ) 特表平 07-506050 

２件

シート･ 

薄膜 

ｸﾘｰﾝ ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ ﾃｸﾉﾛ

ｼﾞｰｽﾞ (米国) 

ﾃｸﾆｯｼｪ ﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨｰ 

ﾃﾞﾙﾌﾄ(ｵﾗﾝﾀﾞ) 

ｼｭﾃｨﾋﾃｨﾝｸﾞ ﾌｫｱ ﾃﾞ 

ﾃｸﾆｼｪ ﾍﾞｰﾃﾝｼｬｯﾍﾟﾝ 

(ｵﾗﾝﾀﾞ) 

特表 2002-530578 

 

特表 2000-502598 

三井造船 

村川 紀博 

田中貴金属工業 

 

特開 2003-019411 

特再 WO02/084085 

特開 2003-056328 

 

 

 

５件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

非ハニカム

体の採用 

金属多孔体･

金網 

新東工業 

新日本石油(2) 

ﾁﾝｰﾁ･ﾘﾝ(台湾) 

特開平 10-274029 

特開平 10-274030 

実開平 06-053714 

鳥羽山 秀男 

林 亮三 

高橋 裕果 

特開 2004-138044 

特開 2004-150419 

５件

捕集の 

多段化 

トヨタ自動車(3) 特開平 09-108570 

特開 2002-213227 

特開 2003-307114 

ｴﾌ･ｲｰ･ﾃｨｰ･ﾊﾟﾜｰｸﾗﾌﾄ 

 

特許 3549858 

 

４件

前処理と 

後処理 

ｴﾝｹﾞﾙﾊｰﾄﾞ(米国) 

ﾏﾄﾛｽ ﾃｸﾉﾛ ｼﾞｰ ｽ ﾞ(米

国) 

特表 2003-521363 

特表 2001-503497 

トヨタ自動車 

三菱重工業 

日野自動車 

特開 2004-092566 

特開 2002-339729 

特開 2003-239728 

５件

装
置
構
造･

配
置
の

改
良 

多段高度 

処理 

並列多段 

処理 

トヨタ自動車 特開 2004-084494  

１件

素材製造 成分の担持 トヨタ自動車 
キャタラー 

産業技術総合研究所

特開平 09-094463 

 

特開 2003-002625 

松下電器産業 

日産自動車 

 

特開平 09-085104 

特開 2003-053117 

４件

製
法
・
組
立

法
の
改
良 除去装置の製造･組立 

方法 

鯵坂 泰雄 

ケミカルオート 

特開 2002-276336  

１件

再
生
装
置

の
改
良 

新規再生 

装置の採用 
マ イ クロ波

加熱再生 

松下電器産業 特開平 06-235314  

１件

温度制御 トヨタ自動車(2) 特開平 10-054268 

特開 2003-120373 
 

２件

有害成分の検知制御 トヨタ自動車 特開 2003-328733  １件

再
生
・
酸
化

制
御
の
改
良 エンジンへの制御 トヨタ自動車 特開 2004-076684  １件

課 題 
解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-10 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人２（1/2） 

除去効果の向上  

除去効率の維持 

新規成分 いすゞ自動車 

トヨタ自動車 

特開平 07-042532 

特開 2001-342871 

松下電器産業 

中村 啓次郎 

特開 2002-102704 

特開 2002-361031 

４件

多成分の 

配合 

ﾃﾞｨｰ ｴﾑ ｼｰ ﾂｰ ﾃﾞｸﾞｻ

ﾒﾀﾙｽﾞ ｷｬﾀﾘｽﾂ ｾﾙﾃﾞｯｸ

(ﾄﾞｲﾂ) 

トヨタ自動車 

特開 2001-276627 

 

 

特開 2001-207836 

ユコン(韓国) 

三菱自動車工業 

松下電器産業 

特開平 07-100380 

特開 2004-066018 

特開 2001-187344 

５件

新成分・ 

多層化 

材の多層化 いすゞ自動車(3) 

 

 

新日本石油(2) 

 

イビデン 

トヨタ自動車 

特開 2002-038921 

特開 2002-301319 

特開 2002-301320 

特開 2002-361099 

特開 2003-120265 

特開 2002-119870 

特開 2002-035587 

ピュアス 

豊田 哲郎 

ﾐﾈｿﾀ ﾏｲﾆﾝｸﾞ ｱﾝﾄﾞ ﾏ

ﾆﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞ(米国) 

住友電気工業 

日産自動車 

 

特開 2001-252529 

 

特開平 07-069751 

 

特開平 11-169668 

特開 2002-361047 

11 件

細孔・通気孔

の生成 

トヨタ自動車 

日本碍子 

特開 2004-105792 

特開 2004-000901 

日野自動車 

 

特開 2001-355432 

３件

材
質･

成
分
の
改
良 

材の細孔・

表面形状 

表面加工 いすゞ自動車 特開 2002-035521  １件

オープン型形状 加藤 悦朗 特開平 10-328516  １件ハニカム体 

クローズド型

形状 

日野自動車(3) 

 

特開 2004-108202 

特開 2004-108203 

特開 2004-108332 

日本碍子(2) 

 

永山 脩也 

特開 2003-284923 

特開 2004-108197 

特開 2001-342818 

６件

シート･ 

薄膜 

日野自動車 特開 2002-058939  

１件

金属多孔体 ･

金網 

ｴﾐﾃｯｸ G ﾌｭｱ ｴﾐｯｼｵﾝｽ

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(ﾄﾞｲﾂ) 

特表 2003-535253  

１件

非ハニカム

体の採用 

粒状物充填層 ｴｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｴｽ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ
ｸﾞ 

特開 2000-317236  

１件

整流板･ 

整流体 

ﾚｼﾞｰ ﾅｼｮﾅﾙ ﾃﾞｭｼﾞｰﾇ

ﾙﾉｰ(ﾌﾗﾝｽ) 

特表 2001-526349  

１件

熱交換の 

流路 

トヨタ自動車 

豊田中央研究所 

特開 2002-038935  

１件

ガス流れ・

経路 

ガス流路の工夫 ﾌﾘｰﾄｶﾞｰﾄﾞ(米国) 特開 2002-021535  １件

捕集の 

多段化 

いすゞ自動車(2) 

 

特開 2002-097924 

特開 2002-097929 

日野自動車 

 

特開 2004-108331 

３件

前処理と 

後処理 

松下電器産業 特開 2001-286758  

１件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

多段高度 

処理 

並列多段 

処理 

フォルクスワーゲン

(ﾄﾞｲﾂ) 

特表 2002-522684  

１件

製
法
・
組
立

法
の
改
良 

素材製造 成分の担持 三菱重工業 

特開 2002-089236 

 

 

 

 

１件

再生用の新燃料の採用 トヨタ自動車(1) 特開 2003-314245  

１件
再
生
装
置

の
改
良 逆洗分離の採用 トヨタ自動車(2) 特開 2001-342820 

特許 3525854 

 

２件

交互再生 トヨタ自動車(2) 特許 3525850 

特許 3525851 
 

２件

弁切替･バイパス制御 トヨタ自動車(5) 特開 2002-038934 

特開 2002-047913 

特開 2002-206449 

特開 2003-343245 

特再 WO02/008580 

マツダ 特開 2002-070535 

 

 

 

６件

温度制御 トヨタ自動車(2) 

 

ﾍﾚｳｽ ｴﾚｸﾄﾛﾅｲﾄ ｲﾝﾀｰﾅ

ｼｮﾅﾙ(ﾍﾞﾙｷﾞｰ) 

特開 2001-317335 

特開 2003-307127 

特開 2001-207831 

松下電器産業 特許 3158797 

 

 

４件

圧損 ･圧力制

御 

トヨタ自動車(2) 特開 2001-317329 

特開 2002-038920 

 

２件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

圧 損 ･ 堆 積

物制御 

堆積物推定制

御 

トヨタ自動車 特開 2001-336414  

１件

課 題 
解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-10 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人２（2/2） 

除去効果の向上  

除去効率の維持 

ガス流量制御 トヨタ自動車 特再 WO01/073273 ﾎﾞｯｼｭｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑ 

 

特開 2002-021534 

２件

有害成分の検知制御 トヨタ自動車 特開 2004-144072  １件

空燃比の 

切替制御 

トヨタ自動車 特開 2004-028004  

１件

 

後噴射 

燃料 ･空気量

制御 

日産自動車 特開 2002-317621  

１件

  1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

課 題 
解決手段 
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表 1.4.3-11 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人３ 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

安定化・長寿命化 

新規成分 河村 英男 

 

特開 2002-188427 

 

出光興産 特開 2002-058964 

２件

多成分の 

配合 

宇部興産 

松下電器産業 

特開 2002-058924 

特開 2003-170056 

 

日揮化学 

東京窯業 

フタバ産業 

特開 2003-170051 

 

３件

新成分・ 

多層化 

材の多層化 トヨタ自動車(2) 
 

日野自動車 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

特開 2003-210943 

特開 2003-211001 

特開平 10-174878 

特開 2002-292246 

松下電器産業 

デンソー 

日本自動車部品 

総合研究所 

特開 2003-170055 

特開 2003-230838 

 

６件

細孔・通気

孔の生成 

イビデン 

トヨタ自動車 

特開 2003-176712 

特開 2002-119867 

イビデン 

トヨタ自動車 

特再 WO02/096827 

３件

材
質･

成
分
の
改
良 

材の細孔・

表面形状 

表面加工 堺化学工業 特開平 06-226019  １件

ハニカム体 ク ロ ーズド

型形状 

日本碍子(2) 

 

いすゞ自動車 

特開 2004-130229 

特開 2004-130231 

特開 2002-276339 

 

トヨタ自動車 

ﾌﾘｰﾄｶﾞｰﾄﾞ(米国) 

日野自動車 

特開 2003-205245 

特開 2003-041926 

特開 2003-120261 

６件

三次元網目

構造体 

中村 智英 

 

特開 2004-204718 日立製作所 

日立エンジニアリン

グサービス 

特開 2003-129826 

２件

シート･薄膜 アペックス 特開 2003-172117  １件

非ハニカム

体の採用 

粒状物充填層 ｼｲｰｴｲｰﾃｯｸ(韓国) 特開 2003-214139  １件

保持構造、

固定具 

いすゞ自動車 特開 2002-349259  

１件

付属部品 

伝熱部材 小松製作所 特開 2003-166418  １件

除去装置の

ガス循環 

トヨタ自動車 特開 2001-082128  

１件

ガス流れ・

経路 

ガ ス 流路の

工夫 

トヨタ自動車(2) 

 

オノウエ自動車 

特開 2003-049629 

特開 2003-227328 

特開 2002-235526 

ボルボ(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ) 

ｴﾝｸﾗﾍﾞﾝ(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ) 

特表 2004-510908 

 

４件

捕集の多段化 トヨタ自動車 
 

特開 2002-349240 日野自動車 特開 2001-295627 

２件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

多段高度 

処理 
前処理と 

後処理 

デグッサ(ﾄﾞｲﾂ) 

日産自動車 

特開平 11-022453 

特開平 05-195749 

日野自動車 

 

特開 2002-030919 

３件

再生用の新燃料の採用 松下電器産業 特開平 08-338230  １件

新規再生 

装置の採用 

非 加 熱再生 

他 

青沼 秀治 

安部 富治 

特開 2002-147219  

1 件

再
生
装

置
の 

改
良

逆洗分離の採用 トヨタ自動車 特開 2001-342821  １件

交互再生 トヨタ自動車(2) 特開 2003-074328 

特開 2003-214137 

デンソー 特開平 07-189655 

３件

弁切替･バイパス制御 トヨタ自動車(4) 

 

特開 2002-070536 

特開 2002-106328 

特開 2002-106330 

特開 2003-314255 

三 菱 ふそうトラッ

ク・バス 

日野自動車 

特開 2002-129939 

 

特開 2003-227330 

６件

ヒータ通電量検知制御 いすゞ自動車 特開 2002-371907  １件

温度制御 デンソー 

三菱自動車工業 

日野自動車 

特開 2004-011446 

特開 2003-269204 

特開 2003-020932 

日本自動車部品 

総合研究所 

トヨタ自動車 

特開平 07-259534 

 

４件

圧損 ･圧力制

御 

トヨタ自動車(2) 

 

特開 2003-286907 

特開 2004-044443 

東京濾器 特開 2003-222014 

３件
圧 損 ･ 堆 積

物制御 

堆積物推定制

御 

トヨタ自動車(2) 特開 2003-254037 

特再 WO01/061159 

 

２件

ガス流量制御 トヨタ自動車(3) 

 

特開 2003-049630 

特開 2003-293731 

特再 WO01/073271 

  

３件

空燃比の 

切替制御 

トヨタ自動車(2) 

 

ﾌﾟｼﾞｮｰ ｼﾄﾛｴﾝ ｵｰﾄﾓﾋﾞ

ﾙ(ﾌﾗﾝｽ) 

特開 2002-106385 

特再 WO01/061160 

特開 2003-206798 

日産自動車 特開 2003-020933 

 

 

４件

後噴射 

燃料 ･空気量

制御 

トヨタ自動車(2) 

 

特開 2003-083040 

特開 2003-120263 

 

日野自動車(2) 

 

特開 2004-132316 

特開 2004-150417 

４件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

除去装置からの始動･停止制御 日野自動車 特開 2002-122015  １件

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-12 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人４ 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

過昇温・破損の回避 

新規成分 日本碍子 特開 2001-327818  １件

多成分の 

配合 

日本自動車部品総合

研究所 

特開平 07-332065  １件

新成分・ 

多層化 

材の多層化 トヨタ自動車(2) 特開 2003-225540 

特開 2003-321280 

 

２件

材

質･

成

分

の

改
良 

材の細孔・

表面形状 

細 孔 ・通気

孔の生成 

トヨタ自動車 

キャタラー 

特開 2003-225575 

 

日本碍子 特開 2004-188303 

２件

ハニカム体 ク ロ ーズド

型形状 

いすゞ自動車(3) 

 

 

トヨタ自動車(2) 

特開 2002-349231 

特開 2003-155922 

特開 2003-161138 

特開 2003-049641 

特開 2003-278524 

松下電器産業 

日本碍子 

日立金属 

日野自動車 

 

特開平 09-168723 

特開 2003-161136 

特開 2004-251266 

 

８件

筒状体 日野自動車 特開 2001-164924  １件

装
置
構
造･

配
置

の
改
良 

非ハニカム

体の採用 シート･ 

薄膜 

三菱重工業 

 

特開 2002-045629 

 

豊田中央研究所 

 

特開 2001-132430 

２件

製
法
・
組
立

法
の
改
良 

素材製造 成分の担持 日産自動車 特開 2004-169586  

１件

交互再生 トヨタ自動車 特開 2002-038930  １件

温度制御 トヨタ自動車(5) 

 

 

 

 

松下電器産業(3) 

特開 2002-070619 

特開 2002-106325 

特開 2002-106326 

特開 2003-254038 

特開 2004-044515 

特開平 07-293225 

特開平 08-232643 

特開平 09-013954 

日野自動車(3) 

 

 

日産自動車(2) 

特開 2003-155912 

特開 2003-155913 

特開 2003-155915 

特開平 05-222916 

特開 2003-239724 

 

 

13 件

圧損･圧力制

御 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業(3)

 

特開 2003-269236 

特開 2003-278540 

特開 2003-279432 

いすゞ自動車 

 

特開 2003-161139 

 

４件

圧損･堆積物

制御 

堆 積 物推定

制御 

日野自動車 特開 2003-155920  

１件

ガス流量制御 トヨタ自動車 特開 2003-247416 三 菱 ふそうトラッ

ク・バス 
特開 2003-307117 

２件

空燃比の 

切替制御 

トヨタ自動車 

 

特開 2002-332822 日野自動車 特開 2004-116461 

２件
後噴射 

燃料･空気量

制御 

日野自動車 特開 2004-132202  

１件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

エンジンへの制御 ｻｳｽｳｴｽﾄ ﾘｻｰﾁ ｲﾝｽﾁ

ﾁｭｰﾄ(米国) 

特開 2004-211680  

１件

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-13 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人５（1/2） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

高精度･高効率再生 

新規成分 トヨタ自動車(2) 

 

特開 2003-190793 

特開 2003-193822 

 

リケン 

豊田中央研究所 

特開平 06-288224 

特開 2002-210368 

４件

多成分の 

配合 

トヨタ自動車 

 

特開 2004-057949 三井造船 特開 2004-041941 

２件

新成分・ 

多層化 

材の多層化 イビデン 
 

特開 2001-098925 松下電器産業 特開 2002-331241 

２件

細孔・通気

孔の生成 

トヨタ自動車(2) 

 

イビデン 

特開 2002-349234 

特開 2003-220342 

特再 WO02/026351 

デンソー 

デンソー 

トヨタ自動車 

特開 2002-309921 

特開 2002-355511 

５件

材
質･

成
分
の
改
良 材の細孔・

表面形状 

表面加工 日本碍子 特開 2002-326034  １件

ハニカム体 ク ロ ーズド

型形状 

トヨタ自動車 

三菱自動車工業 

特開 2004-124723 

特開 2003-097251 

 

東京濾器 

日産自動車 

特開 2003-239723 

特開 2002-233722 

４件

三次元網目

構造体 

リケン(2) 

 

特開平 06-288221 

特開平 06-288222 

松下電器産業 

 

特開 2002-174111 

３件

金属多孔体･

金網 

オーデン(2) 

 

トヨタ自動車 

特開 2003-214142 

特開 2003-214143 

特開 2002-155725 

松本技研 

川重テクノサービス 

特開 2002-147218 

 

４件

非ハニカム

体の採用 

粒 状 物充填

層 

ｴｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｴｽ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ

ｸﾞ 

特開 2004-190619  

１件

除去装置の

ガス循環 

トヨタ自動車 特開 2003-227329  

１件

ガス流れ・

経路 

ガ ス 流路の

工夫 

リケン 

小松製作所 

特開平 06-288223 

実開平 07-025212 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日野自動車 

特開 2003-201826 

特開 2003-120260 

４件

捕集の 

多段化 

いすゞ自動車 

ｴｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｴｽ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ

ｸﾞ 

デンソー 

トヨタ自動車 

特開 2002-357113 

特開 2004-190618 

 

特開 2002-221025 

特開 2004-011592 

トヨタ自動車 

デンソー 

日産自動車 

特開 2004-019498 

 

特開 2003-301713 

 

６件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

多段高度 

処理 

前処理と 

後処理 

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ)

三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス 

特表 2004-518074 

特開 2003-148129 

 

豊田中央研究所 

デンソー 

豊田中央研究所 

トヨタ自動車 

特開 2003-269134 

 

特開 2003-214138 

４件

製
法
・
組
立

法
の
改
良 

素材製造 成分の担持 トヨタ自動車 特開 2002-221022 三菱重工業 特開 2003-120262 

２件

改良型の 

電気ヒータ 

ｴﾐﾃｯｸ G ﾌｭｱ ｴﾐｯｼｵﾝｽ

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(ﾄﾞｲﾂ) 

特表 2003-509620  

１件

電気ヒータ 

電 気 ヒータ

の配置 

いすゞ自動車 特開 2002-295233  

１件

再
生
装
置
の
改

良 

バーナ・ 

噴射ノズル 

改 良 型 の

バーナ･噴射

ノズル 

トヨタ自動車 特開 2003-307119  

１件

交互再生 イビデン 特開平 11-236813  １件

弁切替･バイパス制御 アイシン高丘 

トヨタ自動車 

特開 2003-097261 

 

三 菱 ふそうトラッ

ク・バス 

特開 2003-013730 

２件

ヒータ通電量検知制御 いすゞ自動車 特開 2001-280121  １件

温度制御 日野自動車(5) 

 

 

 

 

トヨタ自動車(2) 

 

デンソー 

特開 2003-129825 

特開 2003-155916 

特開 2003-155917 

特開 2003-155918 

特開 2003-155919 

特開 2003-065035 

特開 2003-148225 

特許 3246151 

小松製作所 

トヨタ自動車 

日本自動車部品 

総合研究所 

日本自動車部品 

総合研究所 

トヨタ自動車 

特開 2003-106137 

特開 2003-003831 

 

 

特許 3485344 

 

11 件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

圧損･堆積物

制御 

圧損･圧力制

御 

いすゞ自動車 

デンソー 

特開 2003-003833 

特開 2002-371827 

トヨタ自動車 

 

特開 2003-278606 

３件

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-13 触媒担持フィルタ技術の課題に対する解決手段の出願人５（2/2） 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

高精度･高効率再生 

圧損･堆積物

制御 

堆 積 物推定

制御 

トヨタ自動車(2) 

 

特開 2001-289034 

特開 2003-293732 

デンソー 特開 2004-019496 

３件

ガス流量制御 トヨタ自動車 

 

特開 2004-019634 

 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 特開 2003-286820 

２件

空燃比の 

切替制御 

三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス(2) 

特開 2003-269221 

特開 2003-278587 

トヨタ自動車 

 

特開 2003-113710 

３件
後噴射 

燃料･空気量

制御 

日本自動車部品 

総合研究所 

 

特開平 07-279645 

 

日野自動車 

 

特開 2003-222040 

 

２件

再
生
・
酸
化 

制
御
の
改
良 

除去装置からの始動･ 

停止制御 

豊田自動織機 特開平 07-127435  

１件

  
 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

課 題 

解決手段 
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(4) 触媒とフィルタの併用技術の課題と解決手段 

図 1.4.3-4に、触媒とフィルタの併用技術の課題に対する解決手段の分布を示す。 

触媒とフィルタの併用技術の課題をみると、再生制御の性能向上が圧倒的に多く、次に

有害物質同時除去、除去効率の維持、小型化･低廉化、走行･運転性能向上と続いている。 

各課題の解決手段をみると、再生制御の性能に関しては多段高度処理が 35 件、後噴射

が 26 件、温度制御が 24 件、圧損･堆積物制御とガス流れ・経路が各 15 件、バーナ・噴射

ノズルが 13 件、弁切替・バイパス制御が 10 件、有害物質同時除去に関しては多段高度処

理が 32 件、除去効率の維持に関しては多段高度処理が７件、小型化･低廉化に関しては多

段高度処理が８件、走行･運転性能に関しては圧損･堆積物制御と多段高度処理が５件であ

る。他では、除去効率の向上に関して多段高度処理が９件である。 

触媒とフィルタの併用技術の課題と解決手段について、さらに詳しくみると、再生制御

の性能向上の中でも高精度・高効率再生が最も多く、安定化・長寿命化、過昇温・破損の

回避と続いている。 
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図 1.4.3-4 触媒とフィルタの併用技術の課題に対する解決手段の分布 
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･
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表 1.4.3-14 に、触媒とフィルタの併用技術の課題に対する解決手段の詳細を示す。 

解決手段としては、高精度・高効率再生に関しては多段高度処理における前処理と後処

理が10件と最も多く、安定化・長寿命化に関しては温度制御が６件、空燃比の切替制御が

５件、多段高度処理における捕集の多段化、前処理と後処理が各５件、過昇温・破損の回

避に関しては再生・酸化制御における温度制御と燃料･空気量制御が各６件と多い。 

他の主な課題では、微粒子と NOx 同時除去に関しては多段高度処理における前処理と後

処理が 22 件で圧倒的に多く、除去効率の維持に関しては多段高度処理の中の前処理と後

処理が５件、改良型のバーナ･噴射ノズル、温度制御が各４件である。 
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表 1.4.3-14 触媒とフィルタの併用技術の課題に対する解決手段の詳細(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 

 

課　　題

解
決
手
段

S
O
F
の

優
先
除
去

サ
ル
フ
ェ
ー

ト

の
優
先
除
去

灰
分
の

優
先
除
去

特
定
径
P
M

の
除
去

微
粒
子
と
N
O
x
同

時
除
去

微
粒
子
と
S
O
x
同

時
除
去

微
粒
子
と
Ｈ
Ｃ
同
時

除
去

耐
熱
衝
撃
性

の
確
保

高
強
度

の
達
成

被
毒
･

劣
化
防
止

安
定
化
･

長
寿
命
化

過
昇
温
･
破
損
の
回避

高
精
度
･

高
効
率
再
生

再
生
時
間
の

短
縮
･
高
速
化

新規成分 2 1
多成分の配合

材の多層化 1 1 1
細孔・通気孔の生成 1 1

表面加工 3
オープン型形状

クローズド型形状 1 1
筒状体 2

三次元網目構造体 2
シート･薄膜

金属多孔体･金網 1 1
粒状物充填層

シール材･シール方法

保持構造、固定具 1
伝熱部材

センサ・配線等

整流板･整流体 1 1
バイパス管

弁

除去装置のガス循環 1 1
熱交換の流路 1 1 1 1
ガス流路の工夫 1 1 3 1 2
捕集の多段化 3 1 1 8 1 3 5 1 3
前処理と後処理 5 5 2 3 22 1 5 2 10 1
並列多段処理 1 1 1 1 2 1

1
素材の製造

成分の担持

改良型の電気ヒータ 1 1 1
電気ヒータの配置 2 2

改良型のバーナ･噴射ノズル 4 1 4
バーナ･噴射ノズルの配置 1 2 1 1

1 1 1 1
マイクロ波加熱再生

空気圧縮加熱再生 他

非加熱再生　他 1 1

2

1 1

1 3 1 1 2 4 1

2 4 2 2 6 6 4
圧損･圧力制御 1 2
堆積物推定制御 1 1 2 2 1

2 1 1 1

2 1 1
空燃比の切替制御 2 1 4 5 1 5
燃料･空気量制御 2 3 6 2 2

1 1

除去効果の向上 装置運用性能の向上

素材の
耐久性

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特定PMの除去
有害物質
同時除去

再生制御の性能

材
質
･
成
分

の
改
良

新成分･
多層化

材の細孔･
表面形状

装
置
構
造
･
配
置
の
改
良

ハニカム体

非ハニカム
体の採用

付属部品

ガス流れ・
経路

多段高度
処理

除去装置の装着位置

製
法
・

組
立
法

の
改
良

素材製造

除去装置の製造･組立方法

再
生
装
置
の
改
良

電気ヒータ

バーナ・
噴射ノズル
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御
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良
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温度制御
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除去装置からの始動･停止制御

エンジンへの制御
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表 1.4.3-14 触媒とフィルタの併用技術の課題に対する解決手段の詳細(2/2) 
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省
エ
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時
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コ
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ス
ト
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細孔・通気孔の生成 1
表面加工

オープン型形状

クローズド型形状

筒状体

三次元網目構造体

シート･薄膜

金属多孔体･金網

粒状物充填層

シール材･シール方法

保持構造、固定具 1
伝熱部材

センサ・配線等

整流板･整流体 1
バイパス管

弁

除去装置のガス循環 1
熱交換の流路

ガス流路の工夫 2 1 1
捕集の多段化 2 1 1 3 1
前処理と後処理 1 1 1 1 2 2
並列多段処理 1 1

1
素材の製造

成分の担持 1

1 1 1
改良型の電気ヒータ 3 1
電気ヒータの配置 1

改良型のバーナ･噴射ノズル 5
バーナ･噴射ノズルの配置

1 1
マイクロ波加熱再生

空気圧縮加熱再生 他
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2

1
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の性能

･
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立
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容
易
化
･
効
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着
の
容
易
化
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簡
便
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成
分

の
改
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材の細孔･
表面形状
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置
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造
･
配
置
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改
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除去装置からの始動･停止制御

エンジンへの制御
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・
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の
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良
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弁切替･バイパス制御

ヒータ通電量検知制御

温度制御

圧損･
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表 1.4.3-15 ～表 1.4.3-18 に、触媒とフィルタの併用技術の主な課題に対する解決手段

の出願人を示す。 

有害物質同時除去の中の微粒子とNOx同時除去に関しては前処理と後処理をトヨタ自動

車が６件、日産自動車が４件、再生制御の性能の中の安定化・長寿命化に関しては改良型

のバーナ･噴射ノズルを三菱自動車工業が３件、過昇温・破損の回避に関しては燃料・空

気量制御を三菱ふそうトラック・バスが４件、高精度・高効率再生に関しては再生・酸化

制御の改良における弁切替・バイパス制御をいすゞ自動車が３件、後噴射における空燃比

の切替制御を日産自動車が３件出願している。 
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表 1.4.3-15 触媒とフィルタの併用技術の課題に対する解決手段の出願人１ 

除去効果の向上 

有害物質同時除去 

 

微粒子と NOx 同時除去 

新規成分 トヨタ自動車 

 

特開 2004-100586 

 

正司 佳伸 

梅沢 久子 
特開 2002-317617 

 

２件

材
質･

成
分

の
改
良 

新成分・ 

多層化 

材の多層化 トヨタ自動車 特許 3248187  

１件

筒状体 いすゞ自動車 

 

特開平 09-217618 

 

山口 敬 特許 3443733 

２件
非ハニカム

体の採用 

三 次 元網目

構造体 

コスモテック 

市川 十七 

相吉 篤 

溝口 雅也 

特開 2002-282642 住友電気工業 特開 2001-073742 

 

 

２件

ガス流れ・

経路 

ガ ス 流路の

工夫 

いすゞ自動車 

ﾊﾞﾙﾃｨｵﾝ ﾃｸﾆｲﾙﾘﾈﾝ  

ﾂｯﾂｷﾑｽｹｽｸｽ  

(ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ) 

特開 2003-286832  １件

捕集の 

多段化 

三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス(2) 

ﾎﾞｯｼｭｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑ

吉川 英夫 

三菱重工業 

特許 3416687 

特開 2001-123821 

特開 2003-003828 

特開平 08-261070 

特開 2002-339731 

日産自動車 

日野自動車 

日立製作所 

日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

 

特開 2002-227688 

特開 2001-115824 

特開 2000-297633 

 

８件

前処理と 

後処理 

トヨタ自動車(6) 

 

 

 

 

 

日産自動車(4) 

 

 

 

いすゞ自動車(2) 

 

特許 3228232 

特許 3358392 

特開 2002-115524 

特開 2002-129950 

特開 2002-295231 

特開 2004-138033 

特開 2001-082133 

特開 2001-241321 

特開 2002-089240 

特開 2003-286877 

特開 2002-188432 

特開 2002-276422 

ｼ ﾞ ｮ ﾝ ｿ ﾝ  ﾏ ｼ ｰ ( ｲ ｷ ﾞ ﾘ

ｽ)(2) 

三 菱 ふそうトラッ

ク・バス(2) 

日野自動車(2) 

 

ｴﾝｹﾞﾙﾊｰﾄﾞ(米国) 

三菱自動車工業 

三菱重工業 

豊田自動織機 

 

特表 2002-531762 

特表 2002-539348 

特開 2000-170526 

特開 2000-199423 

特開 2002-295243 

特開 2002-295244 

特表 2004-511691 

特開 2004-092584 

特開 2004-084638 

特開 2001-295631 

 

22 件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

多段高度 

処理 

並列多段 

処理 

三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス 

特開 2003-314254  

１件

再生用の新燃料の採用 いすゞ自動車 特開 2002-250220  

１件

再

生

装

置

の
改
良 

新規再生 

装置の採用 

非 加 熱再生 

他 

ブ ルー  プ ラ ネ ット

(韓国) 

特表 2003-535255  

１件

交互再生 トヨタ自動車 特許 3491599  １件

弁切替･バイパス制御 三菱自動車工業 特開平 09-088569  １件

温度制御 いすゞ自動車 特開 2002-295298 三菱自動車工業 特開 2003-083029 

２件

圧損･堆積物

制御 

堆 積 物推定

制御 

トヨタ自動車 特許 3487246  

１件

有害成分の検知制御 トヨタ自動車 特開 2002-371901 日産自動車 

 

特開 2002-339730 

２件

再
生
・
酸
化
制
御
の 

改
良 

後噴射 空燃比の 

切替制御 

トヨタ自動車 

 

特開 2004-044514  

１件

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-16 触媒とフィルタの併用技術の課題に対する解決手段の出願人２ 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

安定化・長寿命化 

材
質･

成

分
の
改
良 

新成分・ 

多層化 

材の多層化 日立製作所 
日立ｶｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

特開 2003-206733  

 

１件

ハニカム体 ク ロ ーズド

型形状 

トヨタ自動車 特開 2003-193821  

１件

付属部品 保 持 構造、

固定具 

日立製作所 特開 2004-162626  

１件

除去装置の

ガス循環 

日野自動車 特開 2001-073748  

１件

熱交換の 

流路 

小野 道次 特開 2004-052591  

１件

ガス流れ・

経路 

ガ ス 流路の

工夫 

トヨタ自動車(2) 

 

特開 2003-041927 

特開 2004-068761 

いすゞ自動車 特開 2003-148125 

３件

捕集の 

多段化 

三菱自動車工業(2) 

 

いすゞ自動車 

実開平 05-061413 

実開平 05-064411 

特開 2002-346385 

河村 英男 

東レ 

特開 2002-097928 

特開平 06-319949 

５件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

多段高度 

処理 

前処理と 

後処理 

トヨタ自動車(2) 

ｴﾐﾃｯｸ G ﾌｭｱ ｴﾐｯｼｵﾝｽ

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(ﾄﾞｲﾂ) 

特開 2003-314251 

特開 2003-314257 

特表 2004-525296 

 

三 菱 ふそうトラッ

ク・バス 

日野自動車 

特開 2004-162611 

 

特開 2002-349249 

５件

改 良 型 の

バーナ･ 

噴射ノズル 

三菱重工業(3) 

 

特開 2000-110548 

特開 2000-110549 

特開 2000-110550 

日産自動車 

 

特開 2003-074394 

 

 

４件

再
生
装
置
の 

改
良 

バーナ・ 

噴射ノズル 

バーナ･噴射

ノズルの配置 

三菱重工業 特開平 08-170520 日野自動車 

 

特開 2003-193824 

 

 

２件

弁切替･バイパス制御 トヨタ自動車 特開 2000-303878 

 

三 菱 ふそうトラッ

ク・バス 

特開 2004-176571 

２件

温度制御 三菱自動車工業(2) 

 

いすゞ自動車 

トヨタ自動車 

特開 2003-083031 

特開 2003-206724 

特開 2003-184542 

特開 2003-328744 

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

特表 2004-528505 

特開 2003-184539 

 

６件

圧損･堆積物

制御 

堆 積 物推定

制御 

アウディ(ﾄﾞｲﾂ) 特表 2003-514164 本田技研工業 特開 2004-176663 

２件

ガス流量制御 ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 特表 2004-518883  １件

有害成分の検知制御 トヨタ自動車 特開 2002-364344  １件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

後噴射 空燃比の 

切替制御 

いすゞ自動車 

トヨタ自動車 

ﾌｫｰﾄﾞ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ ﾃｸﾉﾛ

ｼﾞｰｽﾞ(米国) 

特開 2003-201899 

特開 2002-129938 

特開 2002-195086 

マツダ 

三 菱ふそうトラッ

ク・バス 

特開 2004-162633 

特開 2004-108344 

 

５件

後噴射 燃料･空気量

制御 

ﾌﾟｼﾞｮｰ ｼﾄﾛｴﾝ ｵｰﾄﾓﾋﾞ

ﾙ(ﾌﾗﾝｽ)(2) 

特開 2001-241317 

特開 2001-263043 

トヨタ自動車 

 

特開 2003-148132 

３件再

生

・

酸

化

制
御
の
改
良 

エンジンへの制御 いすゞ自動車 特開 2004-108207  

１件

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-17 触媒とフィルタの併用技術の課題に対する解決手段の出願人３ 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

過昇温・破損の回避 

材
質･

成
分

の
改
良 

材の細孔・

表面形状 

細 孔 ・通気

孔の生成 

いすゞ自動車 特開 2003-148141  

１件

ハニカム体 ク ロ ーズド

型形状 

三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス 

特開 2003-035126  

１件

非ハニカム

体の採用 

金属多孔体･

金網 

ピュアス 

豊田 哲郎 

特開 2003-293729  

１件

整流板･ 

整流体 

三菱重工業 特開平 09-013946  

１件

ガス流れ・

経路 

ガ ス 流路の

工夫 

日野自動車 特開 2003-065032  

１件

捕集の 

多段化 

三菱重工業 特開 2002-161729  

１件

前処理と 

後処理 

三菱重工業(2) 特開 2002-045653 

特開 2002-089238 

 

２件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

多段高度 

処理 

並列多段 

処理 

いすゞ自動車 

 

特開 2004-162675 三菱重工業 特開 2002-013410 

２件

バーナ・ 

噴射ノズル 

バーナ･ 

噴 射 ノ ズル

の配置 

マツダ 特開 2004-060443  

１件

再
生
装
置

の
改
良 

再生用の新燃料の採用 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 特開 2002-129936  

１件

温度制御 三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス(2) 

いすゞ自動車 

特開 2003-206726 

特開 2004-092515 

特開 2001-280118 

 

ｴｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｴｽ ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝ

ｸﾞ 

マツダ 

三菱自動車工業 

特開 2002-242662 

 

特開 2004-060582 

特開 2003-083033 

６件

圧損･圧力制

御 

デンソー 特開 2004-190667  

１件

圧損･堆積物

制御 

堆 積 物推定

制御 

三菱自動車工業(2) 特開 2003-129835 

特開 2003-254133 

 

２件

ガス流量制御 三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス 

特開 2001-234732  

１件

空燃比の 

切替制御 

日産自動車 特開 2004-052611  

１件

後噴射 

燃料･空気量

制御 

三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス(4) 

 

特開 2003-027990 

特開 2003-172124 

特開 2003-206722 

特開 2004-036543 

三菱自動車工業 

日野自動車 

特開 2003-083030 

特開 2003-206729 

 

６件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

エンジンへの制御 マツダ 特開 2004-068784  １件

 

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表 1.4.3-18 触媒とフィルタの併用技術の課題に対する解決手段の出願人４ 

装置運用性能の向上 

再生制御の性能 

 

高精度･高効率再生 

材
質･

成
分

の
改
良 

材の細孔・

表面形状 

細 孔 ・通気

孔の生成 

三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス 

特開 2003-120264  

１件

整流板･ 

整流体 

三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス 

特開 2003-193823  

１件

除去装置の

ガス循環 

日本特殊陶業 特開平 05-272326  

１件

熱交換の 

流路 

ミクニ 特開 2003-328728  

１件

ガス流れ・

経路 

ガ ス 流路の

工夫 

トヨタ自動車 

 

特許 3528753  日産自動車 特開平 06-272533 

２件

捕集の 

多段化 

日産自動車(2) 特開 2002-153733 

特開 2002-276337 

オーデン 特開 2002-221023 

３件

前処理と 

後処理 

デンソー(2) 

 

三 菱 ふ そ う ト ラ ッ

ク・バス(2) 

デンソー 

日本自動車部品 

総合研究所 

特開 2002-332899 

特開 2004-052680 

特開 2003-148130 

特開 2004-092497 

特開 2003-135976 

 

ﾛｰﾍﾞﾙﾄ･ﾎﾞｯｼｭ(ﾄﾞｲﾂ) 

三菱重工業 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

日野自動車 

本田技研工業 

特表 2003-533626 

特開 2003-201825 

実用 2578667 

特開 2002-349236 

特開 2002-004844 

 

10 件

装
置
構
造･

配
置
の
改
良 

多段高度 

処理 

並列多段 

処理 

ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ 実開平 06-083916  

１件

電気ヒータ 電 気 ヒータ

の配置 

日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業 

 

特開 2003-286825  日本自動車部品 

総合研究所 

トヨタ自動車 

特開平 09-310611 

 

２件

バーナ・ 

噴射ノズル 

バーナ･噴射

ノズルの配置 

マツダ 特開 2003-090210  

１件

再生用の新燃料の採用 トヨタ自動車 特再 WO02/025072  １件

新規再生 

装置の採用 

非 加 熱再生 

他 

ジーメンス(ﾄﾞｲﾂ) 特表 2004-514820  

１件

再
生
装
置
の
改
良 

逆洗分離の採用 トヨタ自動車 ：特開平 06-229228 三 菱 ふそうトラッ

ク・バス 
特開 2004-108255 

２件

弁切替･バイパス制御 いすゞ自動車 特開 2002-266630 

特開 2002-349239 

特開 2002-349241 

トヨタ自動車 特開 2002-357115 

 

４件

温度制御 トヨタ自動車(2) 特開平 10-121939 

特開 2003-090213 

いすゞ自動車 

三菱自動車工業 

特開 2002-250218 

特開 2003-201829 

４件

圧損･圧力制

御 

いすゞ自動車 

 

特開 2004-108320 日産自動車 特開平 11-280449 

２件
圧損･堆積物

制御 

堆 積 物推定

制御 

日産自動車 特開 2004-044457  

１件

再
生
・
酸
化
制
御
の
改
良 

ガス流量制御 ﾌﾟｼﾞｮｰ ｼﾄﾛｴﾝ ｵｰﾄﾓﾋﾞ

ﾙ(ﾌﾗﾝｽ) 

特開 2001-227394  

１件

空燃比の 

切替制御 

日産自動車(3) 

 

特開平 11-336530 

特開 2003-035131 

特開 2004-036552 

トヨタ自動車 

三 菱ふそうトラッ

ク・バス 

特開 2002-221021 

特開 2004-092557 

５件

再
生
・
酸
化 

制
御
の
改
良 

後噴射 

燃料･空気量

制御 

ﾌﾟｼﾞｮｰ ｼﾄﾛｴﾝ ｵｰﾄﾓﾋﾞ

ﾙ(ﾌﾗﾝｽ) 

特開 2001-227323 マツダ 特開 2003-148151 

 

２件

 

 

課 題 

解決手段 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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1.5.1 注目特許の抽出 

特許の引用（サイテーション）関係を分析することは、その技術を評価する１つの尺度

となるといわれている。被引用回数が多いものは、基本的な技術であり広い技術の基礎と

なっている可能性がある。また、引用の関連を調査することでその基礎技術がどのような

技術に展開されているかや、どのような企業に利用されているかを知ることもできる。 

以上の趣旨から、排気微粒子除去技術に関する特許として、特許庁の審査官により引用

された特許および特許明細書内で先行技術文献として引用された特許について、その引用

回数を調査し被引用特許数の多い順にランキングを行った。 

表 1.5.1 に、９回以上引用された特許 19 件を示す。 

 

 

表1.5.1 注目特許リスト（1/4） 

番

号 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被
引
用
回
数 

自
社
特
許
数 

他
社
特
許
数 

引用した特許の出願人 概  要 

1 特許2722987 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気

浄化装置 

1992.09.28 

45 35 10 トヨタ自動車(32) 

日産自動車(6) 

三菱ふそうトラック・バス

(2) 

イビデン+トヨタ自動車(1) 

トヨタ自動車+デンソー(1) 

三菱自動車工業(1) 

三菱重工業+三菱自動車工業

(1) 

日本自動車部品総合研究所+

トヨタ自動車(1) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関本体の排気通路にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀが配置される｡ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰ

ﾄﾌｨﾙﾀにはNOx吸収剤が担持される｡NOx放出還元時には絞り弁が閉弁

されると共に還元剤供給装置から燃

料が供給される｡NOx放出還元終了

後､絞り弁が開弁される｡このとき､

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに捕集されたﾊﾟﾃｨｷｭ

ﾚｰﾄはNOx放出還元時の発熱によつて

加熱されており､容易に着火させる

ことができる｡ 

2 特開平09-053442 

トヨタ自動車 

ティーゼル機関

の排気浄化方法 

1995.08.14 

26 7 19 日産自動車(11) 

トヨタ自動車(6) 

いすゞ自動車(2) 

マツダ(2) 

豊田自動織機(2) 

トヨタ自動車+日野自動車(1)

三菱ふそうトラック・バス

(1) 

三菱重工業+三菱自動車工業

(1) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気を酸化触媒に導き､排気

中のNOをNO2に転換する｡次いで､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

ﾌｨﾙﾀで排気中の煤を捕集するとともに､捕集

した排気中のNO2と煤とを反応させて煤を燃

焼させる｡また､反応により生成したNOはﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ下流側に配置したNOX吸収剤に

吸収させて排気から除去する｡ 

3 特開平08-312329 

いすゞ自動車 

自己再生機能を

持つティーゼル

パティキュレー

トフィルタ装置 

1995.05.12 

26 6 20 アペックス(9) 

いすゞ自動車(6) 

河村 英男(5) 

日産ディーゼル工業(5) 

フジセラテック(1) 

排気系に設けた一対の排気ｶﾞｽ通路にﾌｨﾙﾀ

をそれぞれ配置する｡各ﾌｨﾙﾀに通電金網と

酸化反応温度を低下させる酸化触媒用金

網を配置する｡排気ｶﾞｽ通路に設けたｼｬｯﾀ

弁を､所定値以上の排圧に応答して排気ｶﾞ

ｽ流量を自動的に絞るように作動させる｡

酸化触媒用金網によつてﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの着火

温度が低下し､ｼｬｯﾀ弁が閉鎖すると､ﾊﾟﾃｨ

ｷｭﾚｰﾄは容易に着火燃焼する｡ 

 

 

 

1.5 注目特許（サイテーション分析）

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表1.5.1 注目特許リスト（2/4） 

番

号 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被
引
用
回
数 

自
社
特
許
数 

他
社
特
許
数 

引用した特許の出願人 概  要 

4 特許3121497 

イビデン,日産

ディーゼル工業 

セラミック構造

体 

1994.07.14 

25 4 21 日本碍子(21) 

イビデン(4) 

長手方向に沿つて並列する複数の貫通孔を有し､かつ､これらの貫通

孔の各端面は､それぞれ市松模様状に目封じされていると共に､ｶﾞｽの

入側と出側とでは開閉が逆の関係にある｡そして､これらの貫通孔の

隣接するものどうしは､多孔質な隔

壁を通じて互いに通気可能にしたｾ

ﾗﾐｯｸ部材を､複数個結束させて集合

体とする｡従つて各ｾﾗﾐｯｸ部材の相

互間を､無機ﾊﾞｲﾝﾀﾞ-および有機ﾊﾞｲ

ﾝﾀﾞ-を介して互いに結合してなる

弾性質素材のｼ-ﾙ材を介在させて､

一体に接着してなる｡ 

5 特許2727906 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気

浄化装置 

1993.03.19 

23 18 5 トヨタ自動車(18) 

日産自動車(4) 

本田技研工業(1) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関本体の排気通路にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀが配置される｡ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰ

ﾄﾌｨﾙﾀはNOx吸収剤を担持した構成と

する｡ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに捕集されたﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄの燃焼を行つた後､絞り弁が

閉弁され､還元剤供給装置からﾊﾟﾃｨｷｭ

ﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに還元剤が供給される｡ﾊﾟﾃｨ

ｷｭﾚｰﾄ燃焼時に発生する熱により､NOx

吸収剤は高温になつているため､NOx

吸収剤はこれにより高温かつﾘﾂﾁ雰囲

気下に置かれ､SOx被毒が速やかに解

消する｡ 

6 特開平06-257422 

住友電気工業 

ディーゼルエン

ジン用パティ

キュレートト

ラップ 

1993.01.06 

16 15 1 住友電気工業(12) 

住友電気工業+トヨタ自動車

(3) 

いすゞ自動車(1) 

排気系の途中に設置される容器内にﾋ-ﾀ付きﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄを装着する｡そ

のｴﾚﾒﾝﾄは､ﾌｨﾙﾀの対向面間

に電気ﾋ-ﾀを挟み込んだ構

造にする｡ 

6 特開平06-264722 

豊田自動織機 

フィルタ装置 

1993.03.12 

16 11 5 豊田自動織機(11) 

住友電気工業(3) 

日産自動車(2) 

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ内に複数本のﾌｨﾙﾀﾕﾆｯﾄが並列状態で配

設されている｡ﾌｨﾙﾀﾕﾆｯﾄは筒状ﾌｨﾙﾀと､その内表

面に沿つて非結合状態で配設されたﾋ-ﾀとを備

えている｡筒状ﾌｨﾙﾀは耐熱性繊維で構成されて

いる｡ﾋ-ﾀは複数のﾋ-ﾀﾕﾆｯﾄから構成され､その発

熱区域がﾌｨﾙﾀﾕﾆﾂﾄの長手方向に沿つて複数に分

割されている｡各ﾋ-ﾀﾕﾆｯﾄは互いに独立して通電

可能となつている｡ 

6 特許3387290 

トヨタ自動車 

排ガス浄化用

フィルタ 

1995.10.02 

16 12 4 トヨタ自動車(12) 

日産自動車(2) 

いすゞ自動車(1) 

三菱重工業+三菱自動車工業

(1) 

排気流方向に形成された多数のｾﾙを有し､排ｶﾞｽ入口端においてｾﾙが1

個おきに栓詰めされており､かつこの入口端で栓詰めされているｾﾙは

排ｶﾞｽ出口端では開放されており､入口端が開放されているｾﾙは出口

端では栓詰めされているｳｵ-

ﾙﾌﾛ-型排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀにお

いて､ｾﾙの間の隔壁内部に形

成された気孔内に触媒及び､

又はHC吸着材が担持されて

いる｡ 

9 特開平10-159552 

ジョンソン マ

シー(イギリス) 

排ガス浄化装置 

1996.10.11 

14 0 14 日産ディーゼル工業(7) 

いすゞ自動車(1) 

住友電気工業(1) 

東ソー(1) 

科学技術振興機構+電気化学

工業+日揮化学+フタバ産業

(1) 

日本エコス+オルタネーティ

ブ フユーエル システムス

(カナダ)+日立金属(1) 

日野自動車+東京濾器(1) 

豊田中央研究所+トヨタ自動

車(1) 

NOをNO2に酸化するのに有効な第1触媒と､炭化水素､一酸化炭素及び

揮発性有機物成分を少なくとも酸化させるのに

有効な第2触媒とを共通のｹ-ｼﾝｸﾞ内に直列配設す

る｡各触媒はﾊﾆｶﾑ型の流通ﾓﾉﾘｽ上に担持させ､第2

触媒ﾓﾉﾘｽに捕獲された煤状粒子を第1触媒からの

NO2含有ｶﾞｽ中で燃焼させる｡また第1触媒ﾓﾉﾘｽに

は煤状粒子の捕集を最小限度に抑えるものを用

い､第1触媒には1l当り1.77～7.06gの白金を担持

させ､第1触媒担体は31ｾﾙ/cm2以下のｾﾙ数となる

ように形成する｡ 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表1.5.1 注目特許リスト（3/4） 

番

号 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被
引
用
回
数 

自
社
特
許
数 

他
社
特
許
数 

引用した特許の出願人 概  要 

10 特開平07-279646 

いすゞ自動車 

ティーゼルパ

ティキュレート

フィルタ 

1994.04.01 

13 6 7 いすゞ自動車(6) 

日産ディーゼル工業(5) 

フジセラテック(1) 

河村 英男(1) 

排気通路の途中に環状の主ﾌｨﾙﾀ通路を組み込み､主ﾌｨﾙﾀ通路に加熱可

能な主ﾌｨﾙﾀを配置し､主ﾌｨﾙﾀ通路内にﾊﾞｲﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ通路を形成し､ﾊﾞｲﾊﾟ

ｽﾌｨﾙﾀ通路に加熱可能なﾊﾞｲﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ

を配置している｡主ﾌｨﾙﾀ通路の入口

側に制御弁を設け､ﾊﾞｲﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ通路

の入口側にﾊﾞｲﾊﾟｽ制御弁を設ける｡

主ﾌｨﾙﾀ通路とﾊﾞｲﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ通路との間

に環状空気層を形成し､環状空気層

に主ﾌｨﾙﾀの再生時に発生する熱ｴﾈﾙ

ｷﾞ-を蓄熱し､熱ｴﾈﾙｷﾞ-をﾊﾞｲﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ

の再生時に有効に利用する｡ 

11 特許3358392 

トヨタ自動車 

ティーゼル機関

の排気浄化装置 

1995.06.15 

12 7 5 トヨタ自動車(7) 

日産自動車(2) 

本田技研工業(2) 

日野自動車(1) 

機関排気通路内に上流側から順に軽油供給装置､電気ﾋ-ﾀ､酸化触媒お

よびﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀを配置する｡排気ｶﾞｽ温が

低いときにはNOを吸収し､排気ｶﾞｽ温が高く

なるとNO2を放出するNOX吸収剤を酸化触媒

およびﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀのいずれか一方又は双

方に担持させる｡通常は酸化触媒によりNOか

ら変換されたNO2によりﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄが燃焼せ

しめられ､必要に応じて軽油が供給され､電

気ﾋ-ﾀが加熱される｡ 

11 特開平09-077573 

デンソー 

ハニカム構造体

及びその製造方

法 

1995.07.12 

12 2 10 日立金属(4) 

日本碍子(4) 

日立金属+日野自動車(2) 

デンソー(1) 

デンソー+トヨタ自動車(1) 

化学組成がSiO245~55重量%,Al2O333～42

重量%,MgO12～18重量%よりなるｺ-ｼﾞｴﾗｲﾄ

を主成分とするﾊﾆｶﾑ構造体である｡25～

800℃の間における熱膨張係数が0.3×

10^-6/℃以下,気孔率が55～80%,平均細

孔径が25～40μmであり,かつ隔壁表面の

細孔は5～40μmの小孔と40～100μmの大

孔とよりなり,小孔の数は上記大孔の数

の5～40倍である｡ 

11 特表平08-508199 

シレントーア ノ

トツクス(デン

マーク) 

フィルタ本体の

試料の中の通路

を閉じる方法 

1993.04.05 

12 0 12 トヨタ自動車(9) 

デンソー(2) 

コーニング(米国)(1) 

閉じるべき通路に隣接する通路の少なくとも一部分の中に,雌成形型

を定めるﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ形要素を導入することによつて,壁は雌成形型の中

に導入されることが理解される｡適当な断面および基部上の適当な位

置をもつﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ形要素を選択す

ることによつて,通路の適当な閉

鎖を得ることができる｡ﾋﾟﾗﾐﾂﾄﾞ

形要素を一方の端の中に導入す

る通路は,その端において閉じる

ことができない,このﾋﾟﾗﾐﾂﾄﾞ形

要素は,基部によりｶﾊﾞ-されかつ

変形すべき端において閉じられ

ないすべての通路の中に導入さ

れるように,基部上に位置する｡ 

14 特許3303495 

デンソー 

内燃機関の排気

浄化装置 

1993.12.28 

10 0 10 トヨタ自動車(8) 

日産自動車(2) 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄのﾄﾗｯﾊﾟと,ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの捕集状態を検出する状況検出手段

と,内燃機関の運転状況を検知する運転検出手段と,ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼

させるための昇温手段と,ｺﾝﾄﾛ-ﾗ

とを有する内燃機関の排気浄化装

置である｡ｺﾝﾄﾛ-ﾗはﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集

中の内燃機関の運転履歴や現在の

運転状態に基づいて,昇温手段を

操作する｡内燃機関の運転状態に

応じてﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを分離捕集する

と好適である｡ 

 

 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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表1.5.1 注目特許リスト（4/4） 

番

号 

被引用特許番号 

出願人 

発明の名称 

出願日 

被
引
用
回
数 

自
社
特
許
数 

他
社
特
許
数 

引用した特許の出願人 概  要 

14 特許3164966 

いすゞ自動車 

ティーゼルパ

ティキュレート

フィルタ 

1994.04.18 

10 1 9 アペックス(5) 

日野自動車(3) 

いすゞ自動車(1) 

日野自動車+東京濾器(1) 

このﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀは､ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝから排出される排気ｶﾞｽ

に含まれるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄをｾﾗﾐｯｸｽ不織布から成る筒状ﾌｨﾙﾀで捕集する｡

筒状ﾌｨﾙﾀを構成するｾﾗﾐｯｸｽ不織布

の目付け重量は､200～350g/m2の

範囲に設定され､ｹ-ｸ濾過と深層濾

過の両方の機能を持たせている｡ｾ

ﾗﾐｯｸｽ不織布の繊維長は､35mm以上

に調整され､繊維の飛散を低減し

ている｡ 

14 特開平09-220423 

(特許3560408) 

日本自動車部品

総合研究所,デン

ソー 

ティーゼル排ガ

ス浄化フィルタ

およびその製造

方法 

1996.02.15 

10 1 9 トヨタ自動車(9) 

トヨタ自動車+デンソー(1) 

ﾌｨﾙﾀはｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体のｾﾙ開口部の両端を交互に目封じすることに

よりﾊﾆｶﾑのｾﾙ側壁の気孔を通過して排ｶﾞｽを隣接するｾﾙに流し､排ｶﾞｽ

に含まれるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄをｾﾙ側壁の表面

及び内部で捕集するようにした多孔

質ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀを有する構成とする｡こ

の場合,上記ﾊﾆｶﾑ構造体が､ｾﾙ壁にて､

気孔率40～60%で､平均細孔径5～35μ

mであり､その平均細孔よりも小さな

粒径の活性ｱﾙﾐﾅを含むｽﾗﾘ-でｺ-ﾃｨﾝｸﾞ

してある｡ 

14 特開平11-125109 

いすゞ自動車 

ティーゼルパ

ティキュレート

フィルタの再生

装置 

1997.10.22 

10 0 10 日産ディーゼル工業(7) 

河村 英男(3) 

ﾌｨﾙﾀがﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄで目詰まりを起こすと,排気ｶﾞｽは排気管から分岐管

及びﾌｨﾙﾀへと導入され,ﾌｨﾙﾀへの流入は遮断さ

れる｡ﾌｨﾙﾀの再生は,ﾌｨﾙﾀ内の加熱装置を加熱

した後に,分岐管から連通管を通して排気ｶﾞｽ

をﾌｨﾙﾀへ導入し,捕集されたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを加熱

焼却することによつて行われる｡開閉弁が開い

た時に流量制御弁にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄが付着するが,ｴ

ｱ配管から供給される車両側の高圧ｴｱを所定の

時間間隔で流量制御弁に向けて供給すること

により,付着したﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄは吹き飛ばされ,除

去される｡ 

14 特許3454350 

トヨタ自動車 

パティキュレー

トフィルタの再

生制御装置 

1998.12.01 

10 5 5 トヨタ自動車(4) 

日産自動車(3) 

いすゞ自動車(1) 

トヨタ自動車+日本自動車部

品総合研究所(1) 

日産ディーゼル工業(1) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の各気筒排気ﾎﾟ-ﾄに個別のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀを配置する｡機

関の電子制御ﾕﾆﾂﾄはDPFに捕集されたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ量が増大し､かつ機関

が所定の運転領域で運転されているときに､気筒内への燃料噴射時期

遅角､膨張行程噴射､吸気絞り､排気絞り等のいずれかの操作を行い機

関排気温度を上昇させて捕集され

たﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼させる再生操

作を行なう｡ECUは､再生を行なう

領域から外れた場合にも､温度ｾﾝｻ

で検出したDPF温度が所定値以下

に低下するまでの再生を継続す

る｡ 

19 特許3434117 

住友電気工業,ト

ヨタ自動車 

ティーゼルエン

ジン用パティ

キュレートト

ラップ 

1996.03.29 

9 8 1 トヨタ自動車(5) 

トヨタ自動車+住友電気工業

(1) 

住友電気工業+トヨタ自動車

(1) 

新日本製鐵(1) 

新日本製鐵+トヨタ自動車(1)

耐熱性金属繊維の不織布で作られる平板ﾌｨﾙﾀと､耐熱性金属製の波板

を交互に偶数枚重ねた積層材をﾛ-ﾙ巻きし､

さらに､これによつて出来る柱状体の一端

側で波板を間に挟む平板ﾌｨﾙﾀ間を､他端側

で波板を間に挟む平板ﾌｨﾙﾀ間を各々目留め

部により目留めしたものをﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄとし

てこのｴﾚﾒﾝﾄでﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽを濾過する｡ 

1992 年１月～2002 年 12 月の出願 
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1.5.2 注目特許の関連図 

注目特許として選出した 55 件について、それぞれの被引用特許について引用関係を調

査し、特に重要と思われる特許３件について引用関連図を作成した。 

 

 

図 1.5.2-1 に、特許 2722987 の引用関連図を示す。この特許の権利者はトヨタ自動車

で、発明の名称は「内燃機関の排気浄化装置」で、触媒担持フィルタ技術に関するもので

ある。 

この特許が引用された出願の多い出願人は、日産自動車（6件）、三菱ふそうトラック・

バス（２件）、三菱自動車工業（1件）、三菱自動車工業と三菱重工業の共同出願（1件）で

ある。 
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図1.5.2-1 特許2722987の引用連関図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002 特開2004-202427 特開2004-044514 特開2003-201828 特開2004-092584
排ガス浄化フィルタ触媒 内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特開2004-190551 特開2003-278536 特開2003-201831
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特開2004-105792 特開2004-019498 特開2003-336520
排ガス浄化フィルタ触媒及びそ

の製造方法
排ガス浄化フィルタ触媒 内燃機関の排気浄化装置

特開2004-076717
排ガス浄化フィルタと排ガス浄
化用触媒及びその製造方法

2001 特開2003-120373 特開2002-357116 特開2002-361047 特開2002-276333
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置 排気浄化方法及び排気浄化装置 放電型排ガス浄化装置

特開2003-083037 特開2002-322908 特開2002-213229
排気ガス浄化装置 排気ガス浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特開2003-049629 特開2002-221022
内燃機関の排気浄化装置 ディーゼルパテイキユレート

フィルタ及びその製造方法

特開2003-020930 特再WO02/096827
内燃機関の排気浄化装置 多孔質セラミツク焼結体及びその製造方法、

ディーゼルパテイキユレ－トフィルタ

特開2002-371824 特開2003-083028
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

2000 特許3546949 特開2002-188435 特開2002-089240
内燃機関の排気浄化装置 排ガス浄化フィルタ 排気ガス浄化装置及びこれを用

いた排気ガス浄化方法

特許3539347 特開2002-180817
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特許3525859 特開2002-129938
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特許3525857 特開2002-106326
内燃機関の排気浄化装置 排気ガス浄化方法

特許3525854 特開2002-081309
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特許3525853 特開2001-303980
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特許3496607 特開2001-303928
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特開2002-206449
内燃機関の排気浄化装置

1999 特許3344371 特開2001-082128
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気ガス浄化方法

1998 特開平11-210442
排気ガス浄化装置

1997 特許3248187
内燃機関の排気浄化装置

1994 特開平08-042325
内燃機関の排気微粒子浄化装置

1992 特許2722987

トヨタ自動車
内燃機関の排気浄化装置

出願年

トヨタ自動車 日産自動車

三菱自動車工業

三菱ふそうﾄﾗｯｸ・ﾊﾞｽ

トヨタ自動車 日産自動車

共願：デンソー

共願：三菱重工業

共願：イビデン

共願：日本自動車部品

総合研究所
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図 1.5.2-2 に、特開平 09-053442 の引用関連図を示す。この特許の出願人はトヨタ自

動車で、発明の名称は「ディーゼル機関の排気浄化方法」で、触媒とフィルタの併用技術

に関するものである。 

この特許が引用された出願の多い出願人は、日産自動車（11 件）、いすゞ自動車、マツ

ダ、豊田自動織機（それぞれ２件）、日野自動車とトヨタ自動車（共願）、三菱重工業と三

菱自動車工業（共同出願）、三菱ふそうトラック・バス（それぞれ１件）である。 

 

図1.5.2-2 特開平09-053442の引用連関図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002 特開2003-201831 特開2004-190551
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特開2004-028030 特開2004-176664
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

特開2003-201828 特開2004-068651
内燃機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置

2001 特開2002-339730 特開2003-056329
内燃機関の排気浄化装置 エンジンの排気浄化装置

特開2002-317621 特開2003-049637
内燃機関の排気浄化装置 エンジンの排気浄化装置

特開2002-213229 特開2002-276333
内燃機関の排気浄化装置 放電型排ガス浄化装置

特開2003-035131 特開2002-349238
内燃機関の排気浄化装置 排ガス浄化装置

2000 特開2001-241321 特許3528753 特開2002-188432
内燃機関の排気浄化装置および

排気浄化方法
内燃機関の排気浄化装置 ディーゼルエンジンの排気浄化

装置

特開2002-089240 特開2002-070535
排気ガス浄化装置及びこれを用

いた排気ガス浄化方法
ディーゼルエンジンの排気浄化
装置

特開2002-047923 特開2002-070623
内燃機関の排気浄化装置 ディーゼルエンジンの排気浄化

装置

1999 特開2001-082133 特開2000-303878 特開2000-199423
ディーゼル機関の排気浄化装置 内燃機関の排気浄化装置 ディーゼルエンジンの排気ガス

浄化装置

1998 特許3228232
内燃機関の排気浄化装置

1997 特開平10-306717
内燃機関の排気浄化装置

1995 特開平09-053442

トヨタ自動車
ディーゼル機関の排気浄化方法

出願年

日産自動車

共願：
日野自動車

トヨタ自動車

日産自動車

トヨタ自動車

豊田自動織機

いすゞ自動車

三菱重工業,
三菱自動車工業

三菱ふそう
トラック・バス

マ ツ ダ
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図 1.5.2-3 に、特開平 09-077573 の引用関連図を示す。この特許の出願人はデンソー

で、発明の名称は「ハニカム構造体及びその製造方法」で、フィルタ技術に関するもので

ある。 

この特許が引用された出願の多い出願人は、日立金属、日本碍子（それぞれ４件）、日

立金属と日野自動車（共同出願で２件）、トヨタ自動車とデンソー（共同出願で１件）で

ある。 

 

図1.5.2-3 特開平09-077573の引用連関図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002 特開2004-000901
多孔質ハニカム構造体

特開2003-277162
多孔質ハニカム構造体、その用

途及びその製造方法

2001 特許3506334 特開2002-357114
セラミックハニカムフィルタ 排ガス浄化フィルタ及びその製

造方法

特開2002-326881 特開2002-355511
多孔質セラミックスの製造方法 排ガス浄化フィルタ及びその製

造方法

特開2004-148308
セラミックハニカムフィルタ及

びその製造方法

特開2003-193820
セラミックハニカムフィルタ

2000 特許3405536 特開2003-040687
多孔質セラミックハニカム構造

体
ハニカムセラミックス構造体と

その製造方法

特許3329798 特開2002-219319
コ－ジェライト質セラミックハ

ニカム構造体
多孔質ハニカムフィルター及び

その製造方法

1995 特開平09-077573

デンソー
ハニカム構造体及びその製造方

法

出願年

共願：
日野自動車

日立金属

デンソー

日本碍子

共願：トヨタ自動車



 

 

２. 主要企業の特許活動 

 

 

 

 

 

 

2.1 トヨタ自動車 

2.2 いすゞ自動車 

2.3 松下電器産業 

2.4 日産自動車 

2.5 デンソー 

2.6 イビデン 

2.7 日野自動車 

2.8 日産ディーゼル工業 

2.9 豊田自動織機 

2.10 日本碍子 

2.11 三菱自動車工業 

2.12 三菱ふそうトラック・バス 

2.13 日本自動車部品総合研究所 

2.14 住友電気工業 

2.15 三菱重工業 

2.16 豊田中央研究所 

2.17 日立金属 

2.18 カルソニックカンセイ 

2.19 ローベルト・ボッシュ（ドイツ） 

2.20 リケン 

2.21 主要企業以外の特許番号一覧 
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1992年１月から2002年12月に出願された排気微粒子除去技術に関する出願件数が22件以

上の出願人は、表2 に示すとおり20社ある。この主要企業20社の出願件数は2,151件で、

全体の76％を占めている。そのうち、登録された特許は361件である。 

ここでは、主要企業20社について、下記のような紹介や解析を行う。 

１） 企業概要、排気微粒子除去技術に関する技術移転事例、排気微粒子除去技術に関

係する主要製品・技術の紹介を行う。 

２） 主要企業が保有する特許、発明者とその住所から、主要企業の出願件数と発明者

数および開発拠点を示す。 

３） 主要企業が保有する特許を、課題と解決手段の分布を作成して示す。 

４） 主要企業が保有する特許を、技術要素別の課題対応のリストにして示す。 

一方、主要企業以外の出願件数は667件で、全体の24％を占めている。そのうち、登録

された特許は56件であり、この76件を技術要素別の課題対応のリストにして示す。 

これら主要企業および主要企業以外の技術要素別課題対応特許のリストで、登録された

特許で被引用回数２回以上のものは概要入りで示す。 

なお、経過情報については、05年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったも

のは特許番号のみを表示している。 

 

表 2 主要企業20社一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 主要企業等の特許活動 
 

排気微粒子除去技術の出願件数が 22 件以上の主要企業は、20 社ある。 

主要企業ごとに、製品などの紹介と主要企業が保有している排気微粒子 

除去技術の特許を、技術要素別の課題対応特許リストにして示す 

特許流通 

支援チャート 

No 出願人名 出願件数 No 出願人名 出願件数

1 トヨタ自動車 498 11 三菱自動車工業 67

2 いすゞ自動車 302 12 三菱ふそうトラック・バス 58

3 松下電器産業 177 13 日本自動車部品総合研究所 51

4 日産自動車 148 14 住友電気工業 48

5 デンソー 143 15 三菱重工業 40

6 イビデン 142 16 豊田中央研究所 32

7 日野自動車 142 17 日立金属 29

8 日産デイーゼル工業 116 18 カルソニックカンセイ 28

9 豊田自動織機 115 19 ローベルト・ボッシュ (ドイツ) 23

10 日本碍子 92 20 リケン 22
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2.1.1 企業の概要 

 

商号 トヨタ自動車 株式会社 

本社所在地 〒471-8571 愛知県豊田市トヨタ町1 

設立年 1937年（昭和12年） 

資本金 3,970億49百万円（2004年3月末） 

従業員数 65,346名（2004年3月末）（連結：264,410名） 

事業内容 自動車および関連部品の製造・販売 

トヨタ自動車は、主に乗用車を販売している。ディーゼル車では１トン・２トントラッ

ク等の車種の販売を行うとともに、トヨタグループの中核として、排気微粒子除去技術に

おいても活発な特許活動を展開している。トラック部門はグループ企業の日野自動車が主

に扱っている。 

窒素酸化物吸蔵還元型三元触媒技術は、フォルクスワーゲン（ドイツ）、ダイムラーク

ライスラー（ドイツ）にライセンス供与されている。 

下述する「ＤＰＮＲ」はデンソー、キャタラーの共同開発である。 

(出典：トヨタ自動車のホームページ http://www.toyota.co.jp/） 

 

2.1.2 製品例 

トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.1.2 に示す。 

 

表2.1.2 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

酸化触媒システム 

トヨタBU68VH-1,トヨ

タB-1,トヨタH-1 

酸化触媒：使用過程車用 

酸化触媒システム 

トヨタ4B-1,トヨタL-

1,トヨタH-2 

酸化触媒：使用過程車および新車時装着用 

クリーンディーゼル

システム 

ＤＰＮＲ 

国土交通省の低排出ガス車認定制度における超低ＰＭ排出ディーゼル

車｢平成12年基準粒子状物質85％低減レベル(☆☆☆☆)｣､｢平成12年基

準排出ガス75％低減レベル(超－低排出ガス)」相当の性能を有してい

る。 

同時に、平成15年(新短期)排出ガス規制の適合、八都県市の指定低公

害車の認定を取得している。 

（出典：東京都の「指定した粒子状物質減少装置の概要」 http://www.8taiki.jp/gensyou

_souchi/gensyou_souchi.html、およびトヨタ自動車のホームページ http://www.toyota.co.

jp/news/03/Sep/nt03_076.html ） 

 

2.1 トヨタ自動車 
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2.1.3 技術開発拠点と研究者 

図2.1.3に、トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示

す。 

［技術開発拠点］愛知県豊田市トヨタ町１番地  トヨタ自動車株式会社内 

 

1992年から1993年の出願は、53件から37件であった。その後やや減少したが、00年以

降は77件から113件に急増している。 

 

      図2.1.3 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する 

           出願件数と発明者数 
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2.1.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についてのトヨタ自動車が出願した全498件の技術要素と課題の分

布を、図2.1.4-1に示す。 

トヨタ自動車の技術をみると、フィルタ技術、触媒担持フィルタ技術に関する出願が多

い。これらの出願の課題としては、再生制御の性能に関するものが多い。 

 

 

図2.1.4-1 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.1.4-2に示す。再生制御の性能に対しては、酸化・再生

制御の改良で対応しているものが151件と最も多い。 

 

 

図2.1.4-2 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布（１） 
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課題と解決手段の分布において、課題が再生制御の性能の分類に出願が多くみられたの

で、課題が装置運用性能の向上で解決手段が再生・酸化制御の改良の分類を詳細にみたも

のを図2.1.4-3に示す。 

課題の再生時期適正化に対応する解決手段は圧損・堆積物制御が24件と最も多い。 

 

図2.1.4-3 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の出願分布（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.1.4 に、トヨタ自動車の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は498件で、そのうち144件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上の

ものは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったもの

は特許番号のみを表示している。 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3493841 

95.10.31 

F01N3/02,301 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰ 

このﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟｰﾃｨｸﾙｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀは､NOx吸収剤をDPF形成材料に担

持させておき､この材料を用いてDPFを形成する｡即ちこのDPF

は､NOx吸収剤をDPFの隔壁表面および隔壁内の細孔の表面に担

持させていて､これにより圧力損失を増大させることなくNOx吸

収能とﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集能を1つの成形体に付与する｡NOx吸収剤

には､例えばﾘﾁｳﾑ､ﾅ

ﾄﾘｳﾑ､ｶﾘｳﾑ､ｶﾙｼｳﾑ､ﾗ

ﾝﾀﾝ等より選ばれた

1種が挙げられ､多

孔質酸化物として

は､例えばｱﾙﾐﾅ､ｼﾘ

ｶ-ｱﾙﾐﾅ､ｾﾞｵﾗｲﾄ等が

使用される｡ 

材質･成分の

改良 

特許3344371 

99.06.23 

F01N3/02,301 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3441009 

94.02.10 

B01D39/00 

日本自動車部品総合研究所

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの栓詰め方法及びそれに用いるﾏｽｸ部材 

 

特許3395533 

96.08.09 

F01N3/02,301 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

排気集合部と､排気集合部と各気筒とを連通する排気枝通路と

から構成されるｴｷｿﾞｰｽﾄﾏﾆﾎﾙﾄﾞにおいて､各排気枝通路の上方向

に延在する部分にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集用

ﾌｨﾙﾀを介設する｡そして隣合う排気

側の排気枝通路部分間を連通路に

より連通させる｡排気行程中の気筒

に接続された排気枝通路部分の排

気圧力は､他の3つの排気枝通路部

分の排気圧力よりも高いが､排気枝

通路部分を互いに連通させること

によって各排気枝通路部分の排気

圧力を略等しくし､排気ｶﾞｽの逆流

を阻止できる｡ 

特開平10-159539 

（みなし取下） 

96.11.26 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平10-159540 

（みなし取下） 

96.11.27 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平10-176520 

（みなし取下） 

96.12.16 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特許3376856 

97.05.22 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開平11-210441 

98.01.22 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特許3334627 

98.07.08 

F01N7/08 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3374779 

98.07.03 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2000-097010 

98.09.16 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3546950 

00.04.28 

F01N3/02,321 

[2]  

内燃機関の排気浄化装置 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの一方の面と他方の面とにそれぞれ接続する第1

の排気通路と第2の排気通路とを設

け､それらの排気通路の分岐点から

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀを通過せずにそのま

ま排気ｶﾞｽを排出するﾊﾞｲﾊﾟｽ通路と

を設けて形成する｡そして､分岐点

には､排気切換弁を設け､制御手段

により制御されるｱｸﾁｭｴｰﾀによって

駆動する｡こうして､ﾌｨﾙﾀの還元雰

囲気を､排気切換弁を調整して形成

する｡これにより､NOxの還元と微粒

子の酸化を運転状況に応じてより

効果的に行うことを可能にする｡ 

特許3539347 

00.04.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2002-097923 

（出願取下） 

00.09.22 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-084643 

02.08.29 

F01N3/02,301 

三五 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-088517 

（みなし取下） 

92.09.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平07-011939 

（拒絶査定確定） 

93.06.28 

F01N3/02,341 

デンソー,豊田自動織機 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特許3525853 

00.03.28 

F01N3/02,321 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀと､その排気上流側と排気下流側とを逆転するた

めの逆転手段とを具備し､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

ﾌｨﾙﾀは､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するための

捕集壁を有し､捕集壁には活性酸素放

出剤が担持され､捕集壁は第一捕集面

と第二捕集面とを有し､逆転手段に

よってﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの排気上流側と

排気下流側とが逆転されることによ

り､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するために捕集

壁の第一捕集面と第二捕集面とが交

互に使用され､排気浄化装置は､酸化

除去促進手段を具備する｡ 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

再生装置の 

改良 

特許3519349 

00.07.24 

F01N3/02,301 

三五 

内燃機関の排気装置 

 

特開平10-184341 

（みなし取下） 

96.12.25 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平10-212929 

（みなし取下） 

97.01.30 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2000-018019 

98.07.02 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3494114 

00.03.28 

F01N3/02,321 

[3] 

排気ｶﾞｽ浄化方法および排気ｶﾞｽ浄化装置 

機関排気系に配置された排気ｶﾞｽ中の微粒子を除去するための

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀと､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに担

持された周囲に過剰酸素が存在する

と酸素を取り込んで酸素を保持しか

つ周囲の酸素濃度が低下すると酸素

を活性酸素の形で放出する活性酸素

放出剤とを具備する｡排気ｶﾞｽ中の微

粒子をﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ上において､輝

炎を発することなく酸化除去せしめ

る｡ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ上に堆積している

微粒子を酸化除去すべきときにﾊﾟﾃｨ

ｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに流入する排気ｶﾞｽ中の酸

素濃度を大きくしたり小さくしたり

する｡ 

特許3525857 

00.04.05 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3494121 

00.04.28 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法および排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特開2001-317331 

(特許3551128) 

00.04.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3546949 

00.04.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2001-342819 

(特許3552673) 

00.03.30 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3525871 

00.07.21 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2002-038922 

(特許3565145) 

00.07.24 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-132213 

02.10.09 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 



 114

表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平10-033923 

（みなし取下） 

96.07.24 

B01D39/20 

[5] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 材質･成分の

改良 

特許3445775 

00.02.22 

F01N3/02,301 

住友電気工業 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ･ﾌｨﾙﾀ 

 

特許2888028 

92.05.19 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特開平05-321640 

（拒絶査定確定） 

92.05.26 

F01N3/02,341 

デンソー 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平06-042331 

（みなし取下） 

92.07.23 

F01N3/02,301 

デンソー 

内燃機関の排気微粒子除去装置 

特許2888045 

92.07.23 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子除去装置 

 

特開平06-042335 

（みなし取下） 

92.07.23 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子除去装置 

特開平06-137131 

（みなし取下） 

92.10.28 

F01N3/02,341 

デンソー 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平06-241020 

（みなし取下） 

93.02.18 

F01N3/02,321 

[1] 

排気浄化装置 

特開平06-241021 

（みなし取下） 

93.02.18 

F01N3/02,321 

[1] 

排気浄化装置 

特開平06-241022 

（みなし取下） 

93.02.18 

F01N3/02,321 

[1] 

排気浄化装置 

特開平06-280545 

（みなし取下） 

93.03.29 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特許3211471 

93.04.12 

F01N3/02,301 

排気微粒子浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-034847 

（みなし取下） 

93.07.22 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特開平07-042534 

（みなし取下） 

93.07.27 

F01N3/02,341 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特開平07-071227 

（みなし取下） 

93.08.31 

F01N3/02,341 

排気浄化装置 

特許3336750 

94.08.08 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集用ﾌｨﾙﾀの再生方法及びﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集用ﾌｨﾙﾀを具

備する排気浄化装置 

 

特許3207088 

94.10.13 

B01D46/24 

住友電気工業 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

耐熱性金属繊維の不織布をﾌｨﾙﾀ材とし､

そのﾌｨﾙﾀ材で作つた金属製の異径ﾃｰﾊﾟ筒

状ﾌｨﾙﾀを､ﾃｰﾊﾟの向きが交互に逆になる

ようにして同心配置する｡また､筒状ﾌｨﾙﾀ

は､各々の小径側端部をひとつ内側の筒

状ﾌｨﾙﾀの大径側端部に接続して各ﾌｨﾙﾀ間

の隙間を排気ｶﾞｽの入口側と出口側で交

互に行き止まりにし､このように構成さ

れるﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄを排気系の途中に設置さ

れる金属製容器内に装着してﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄ

ﾗｯﾌﾟを構成する｡ 

特許3378432 

95.05.30 

F01N3/02,301 

住友電気工業 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

 

特許3434117 

96.03.29 

B01D29/07 

住友電気工業 

[9] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

耐熱性金属繊維の不織布で作られ

る平板ﾌｨﾙﾀと､耐熱性金属製の波

板を交互に偶数枚重ねた積層材を

ﾛｰﾙ巻きし､さらに､これによって

出来る柱状体の一端側で波板を間

に挟む平板ﾌｨﾙﾀ間を､他端側で波

板を間に挟む平板ﾌｨﾙﾀ間を各々目

留め部により目留めしたものをﾌｨ

ﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄとしてこのｴﾚﾒﾝﾄでﾃﾞｨｰｾﾞ

ﾙ排気ｶﾞｽを濾過する｡ 

特許3374654 

96.02.02 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

 

特開平10-037739 

（みなし取下） 

96.07.25 

F01N3/02,301 

住友電気工業 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開平10-220217 

（みなし取下） 

97.02.04 

F01N3/02,301 

住友電気工業 

[2] 

内燃機関用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平10-220218 

（みなし取下） 

97.02.04 

F01N3/02,301 

住友電気工業 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3156650 

（権利消滅） 

97.09.03 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3395622 

98.01.09 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開平11-210440 

(特許3570197) 

98.01.21 

F01N3/02,301 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2000-070637 

98.09.03 

B01D46/24 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2000-087727 

98.09.08 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2000-204926 

99.01.19 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-218117 

99.02.01 

B01D46/00,30 

内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

特許3525852 

00.03.29 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3491601 

00.04.27 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3531581 

00.04.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3525859 

00.03.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2002-221020 

01.01.29 

F01N3/02,301 

新日本製鐵 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-303122 

01.04.02 

F01N3/02,301 

住友電気工業 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-364333 

01.06.05 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2002-364335 

01.06.11 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（7/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IP 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-201821 

01.12.28 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-307112 

02.04.16 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2004-019588 

02.06.18 

F01N3/02,301 

内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-052640 

02.07.18 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特許2990956 

92.07.23 

F01N3/02,321 

[1] 

排気微粒子除去装置の車両搭載構造 

 

製法・組立法

の改良 

特許3347593 

96.07.25 

F01N3/02,301 

住友電気工業 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

 

特開平05-321638 

（みなし取下） 

92.05.19 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平06-081629 

（みなし取下） 

92.09.02 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平06-299839 

（みなし取下） 

93.04.15 

F01N3/02,341 

豊田自動織機,デンソー 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-307224 

（みなし取下） 

93.04.22 

F01N3/02,321 

排気微粒子浄化装置 

特開平06-330733 

（みなし取下） 

93.05.21 

F01N3/02,341 

デンソー 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特開平07-034849 

（みなし取下） 

93.07.14 

F01N3/02,321 

排気微粒子浄化装置 

特許3073375 

93.10.12 

F01N3/02,341 

デンソー 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特許3456433 

99.02.01 

B01D46/52 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの製造方法 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特許3424584 

99.02.12 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（8/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3463652 

00.04.28 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法および排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特許3521878 

00.03.29 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3521880 

00.07.21 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2002-180818 

00.12.14 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2003-286819 

02.03.29 

F01N3/02,301 

豊田中央研究所 

PM浄化装置 

特開平05-195752 

（みなし取下） 

92.01.24 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾌｨﾙﾀ交互再生排気浄化装置 

特許2888007 

92.01.31 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特許3210710 

92.01.31 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開平05-222917 

（みなし取下） 

92.02.07 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平05-222922 

（みなし取下） 

92.02.07 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3021921 

92.02.21 

F01N3/02,341 

日本自動車部品総合研究所

排気微粒子浄化装置 

 

特開平05-231133 

（みなし取下） 

92.02.18 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平05-256122 

（みなし取下） 

92.03.11 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気微粒子除去装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許2894074 

92.03.13 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気微粒子除去装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（9/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許2989954 

（権利消滅） 

92.03.17 

F01N3/02,341 

デンソー 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

排気ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの捕集量が所定値以上の時に加熱手段に

通電し､同時に再生用ｶﾞｽ供給手段から再生用ｶﾞｽを供給してﾌｨﾙ

ﾀを燃焼再生させる排気浄化装置であ

る｡ここでﾌｨﾙﾀ内のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの燃え残

り量を検出し､第1の形態では､加熱手

段近傍の燃え残り量が多い程､加熱手

段の加熱量を減量し､第2の形態では､

加熱手段近傍の燃え残り量が多い程､

再生用ｶﾞｽ供給手段からの再生用ｶﾞｽ供

給量を減量するように内燃機関の排気

浄化装置を構成する｡ 

特開平05-280324 

（みなし取下） 

92.03.30 

F01N3/02,341 

日本自動車部品総合研究

所,デンソー 

[2] 

排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

特許2789921 

92.04.08 

F01N3/02,341 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

ﾌｨﾙﾀの再生後の通気状態を検出するための手段として､ﾌｨﾙﾀの

上･下流の排気管には夫々､圧力導入管が接続される｡この排気

管領域での排気圧を検出する第1圧力ｾ

ﾝｻおよび第2圧力ｾﾝｻが設けられる｡制

御回路入力側には第1圧力ｾﾝｻおよび第

2圧力ｾﾝｻからのｱﾅﾛｸﾞ信号の他､ﾌｨﾙﾀ上

流側に設けられ排気温度を検出する排

気温度ｾﾝｻからのｱﾅﾛｸﾞ信号などが入力

される｡そして､制御回路は基準運転状

態のﾌｨﾙﾀ前後差圧を演算し､これが予

め定められる差圧所定値に達したか否

かのﾌｨﾙﾀ再生時期を判断する｡ 

特開平05-288038 

（みなし取下） 

92.04.13 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特許3134535 

92.02.13 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

ECUのﾀｲﾏｸﾛｯｸによってﾌｨﾙﾀ再生

中停止時から再始動時までの経

過時間Tを計測し､その時間が所

定時間よりも短い時に限つて再

始動後ﾌｨﾙﾀ再生を実行し､長い

時には再捕集をする｡このため

熱量の無駄が少なくなる｡又､他

方では経過時間Tが短いほどﾌｨﾙ

ﾀの温度がまだ高いため､再始動

時のﾋｰﾀ通電時間を減少傾向にする｡ 

特開平05-296027 

（みなし取下） 

92.04.17 

F01N3/02,341 

[4] 

内燃機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平05-312019 

（みなし取下） 

92.05.12 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気微粒子除去装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（10/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平05-312020 

（みなし取下） 

92.05.01 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3070244 

92.05.01 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

各ﾌｨﾙﾀに捕集されたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ量の検出のため､各ﾌｨﾙﾀ前後の排

気圧力により圧力損失値を検出する差圧ｾﾝｻが夫々設けられ､そ

の出力信号は制御回路に入力される｡制御回路は､これら差圧ｾﾝ

ｻから得られた各ﾌｨﾙﾀの圧力損失値情報に基づいて各ﾌｨﾙﾀにお

けるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集状態や再生前のﾌｨﾙﾀ状態を判断し､ﾌｨﾙﾀ再生

作動を実行したり､異常ﾗﾝ

ﾌﾟを点滅させたりする｡こ

れにより､再生時期をﾌｨﾙﾀ

毎に適正化でき､再生不良

や溶損､ｸﾗｯｸを防止する｡ 

特開平05-312022 

（みなし取下） 

92.05.01 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平05-332126 

（拒絶査定確定） 

92.05.28 

F01N3/02,341 

デンソー 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平06-002527 

（みなし取下） 

92.06.16 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特許2821831 

92.06.15 

F01N3/02,341 

日本自動車部品総合研究所

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

内燃機関の排気通路には､排気ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙ

ﾀが配設されている｡そしてﾌｨﾙﾀの再生

時には､加熱手段でﾌｨﾙﾀが加熱される｡

また同時に､ｴｱﾎﾟﾝﾌﾟから再生用ｶﾞｽが

供給され､捕集されたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄが燃焼

される｡この場合､ﾌｨﾙﾀの温度を､温度

検出手段で検出する｡一方､ﾌｨﾙﾀの再生

時間を､制御回路で判定する｡ところで

ﾌｨﾙﾀが再生領域内にある時における再

生直前の温度が所定値以上の場合に､ｴ

ｱﾎﾟﾝﾌﾟを作動させる｡ 

特許3017601 

（権利消滅） 

92.06.15 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-026326 

（みなし取下） 

92.03.13 

F01N3/02,341 

ﾃﾞﾕｱﾙﾌｨﾙﾀﾀｲﾌﾟの排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（11/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-026327 

（みなし取下） 

92.07.07 

F01N3/02,341 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平06-050130 

（みなし取下） 

92.04.02 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平06-058136 

（拒絶査定確定） 

92.08.06 

F01N3/02,341 

日本自動車部品総合研究所

排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

特許2988149 

92.09.24 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特開平06-101450 

（みなし取下） 

92.09.18 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平06-146858 

（みなし取下） 

92.11.02 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特開平06-146859 

（みなし取下） 

92.11.04 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気微粒子除去装置 

特開平06-146860 

（みなし取下） 

92.11.09 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子除去装置 

特許3264707 

92.11.26 

F01N3/02,341 

日本自動車部品総合研究所

内燃機関の排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

 

特開平06-159040 

(特許3580563) 

92.11.26 

F01N3/02,341 

日本自動車部品総合研究所

内燃機関の排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

特開平06-229227 

（みなし取下） 

93.02.02 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-280544 

（みなし取下） 

93.03.25 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

   特開平06-280685 

（みなし取下） 

93.03.26 

F02M25/07,570 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（12/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-307225 

（みなし取下） 

93.04.26 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特開平06-307227 

（拒絶査定確定） 

93.04.27 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特許2833410 

（権利消滅） 

93.05.06 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

 

特開平06-323127 

（みなし取下） 

93.05.11 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特開平06-323130 

（みなし取下） 

93.05.11 

F01N3/02,341 

[7] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特開平06-330724 

（みなし取下） 

93.05.21 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特許2932135 

93.05.25 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

 

特許2920161 

（権利消滅） 

93.06.22 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特許2802312 

93.06.30 

F01N3/02,341 

デンソー,豊田自動織機 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾌｨﾙﾀと,ﾌｨﾙﾀの再生時期判定手段と,再生手段と,再生制御手段

とを有する｡再生手段は,ﾋｰﾀと,ｴｱﾎﾟﾝﾌﾟと,空気流路と,ｵﾘﾌｨｽの

差圧ｾﾝｻとを有し,空気流路は,

開閉弁付きのﾒｲﾝ流路と,ｵﾘﾌｨｽ

付きのﾊﾞｲﾊﾟｽ流路とを有する｡

再生制御手段は,目標ｴｱ供給量

が大のとき,開閉弁を開いてｴｱ

ﾎﾟﾝﾌﾟをｵｰﾌﾟﾝﾙｰﾌﾟ制御し,目標

ｴｱ供給量が小のとき,開閉弁を

開いてﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御を行う｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-042537 

（みなし取下） 

93.05.21 

F01N3/02,341 

デンソー,豊田自動織機 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（13/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許2795145 

93.11.26 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

流路切換弁を切り換えて交互捕集､逆流交互再生するﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機

関の排気浄化装置であって､ﾌｨﾙﾀの前後差圧を検出し､検出した

圧力値でﾌｨﾙﾀの捕集量を検出し､捕集

量が所定値に達した時にﾌｨﾙﾀを再生処

理する場合に､待機中のﾌｨﾙﾀの前後差

圧､或いは待機中の分岐路の排気ｶﾞｽ流

量を測定することによって流路切換弁

からの排気ｶﾞｽの漏れ量を検出する｡そ

して､この排気ｶﾞｽの漏れ量に応じて捕

集中のﾌｨﾙﾀの前後差圧､捕集中のﾌｨﾙﾀ

を流れる排気ｶﾞｽ量､又は再生時期を判

定する判定値の少なくとも1つを補正

する｡ 

特許2857307 

93.12.02 

F01N3/02,341 

デンソー 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特開平07-310524 

（みなし取下） 

94.05.13 

F01N3/02,321 

デンソー 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集量検出装置 

特開平07-332067 

（みなし取下） 

94.06.01 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生時期判断装置 

特開平08-109818 

(特許3598542) 

94.10.11 

F01N3/02,321 

デンソー 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ内燃機関の排気浄化装置 

特開平08-165918 

（みなし取下） 

94.12.15 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集ｼｽﾃﾑ制御方法 

特開平08-210121 

（みなし取下） 

95.02.02 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平08-218847 

（みなし取下） 

95.02.16 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3456348 

96.09.19 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（14/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3427685 

97.07.31 

F01N3/02,301 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関本体から延出する機関排気通路に炭化水素ﾄﾗｯﾌﾟを

配置し､その下流側にﾌｨﾙﾀを配置し､更にその下流側のﾀｰﾋﾞﾝを

配置する｡炭化水素ﾄﾗｯﾌﾟ内には炭化水素吸着材が配置されてい

て､これにより排気ｶﾞｽ中の炭化水素

を吸着する｡そして排気ｶﾞｽ温度が高

くなり､ﾌｨﾙﾀに担持された酸化触媒

が活性化する時､ｳｴｽﾄｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞを開

弁させ､排気抵抗を減少させる｡ﾌｨﾙﾀ

の酸化触媒で炭化水素を燃焼させ､

この燃焼熱でﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼させ

てﾌｨﾙﾀを再生させる｡ 

特開平11-182231 

（拒絶査定確定） 

97.12.24 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平11-324647 

98.05.13 

F01N3/02,321 

排気微粒子浄化装置 

特開2000-161043 

(特許3585382) 

98.11.25 

F01N3/02,321 

日本自動車部品総合研究所

内燃機関から排出される粒子状物質量の測定装置 

特許3454350 

98.12.01 

F01N3/02,341 

[10] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生制御装置 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の各気筒排気ﾎﾟｰﾄに個別のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀを配置す

る｡機関の電子制御ﾕﾆﾂﾄ(ECU)はDPFに捕集されたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ量が

増大し､かつ機関が所定の運転領域で運転されているときに､気

筒内への燃料噴射時期遅角､膨張行程噴射､吸気絞り､排気絞り

等のいずれかの操作を行い機関

排気温度を上昇させて捕集され

たﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼させる再生操

作を行なう｡ECUは､再生を行なう

領域から外れた場合にも､温度ｾﾝ

ｻで検出したDPF温度が所定値以

下に低下するまでの再生を継続

する｡ 

特開2000-170521 

98.12.08 

F01N3/02,321 

[3] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの捕集量算出方法及び再生方法 

特許3454351 

98.12.11 

F01N3/02,321 

[3] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生処理制御装置 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の各気筒排気ﾎﾟｰﾄに個別のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ(DPF)を

配置する｡機関の電子制御ﾕﾆｯﾄ(ECU)は排気絞り弁による排気絞

り操作と､各気筒の膨張行程中に燃料噴射を行なう膨張行程噴

射操作と､EGR操作と､各気筒の主燃料噴射量と噴射時期とを変

更する主燃料噴射制御操作の1つ

以上の方法を用いて排気温度を上

昇させることによりDPFの再生処

理を行う｡また､ECUは 前記排気絞

り操作を実施する場合には､各操

作量を､排気絞り操作を実施しな

い場合とは異なる値に機関運転条

件に応じて設定する｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3436168 

99.01.25 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（15/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3456429 

99.01.26 

F01N3/02,331 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

機関運転状態領域を､複数の領域に分割し､領域に対し第1～第4

の再生方法をそれぞれ設定する｡機関

運転状態が最も頻繁に属する領域を求

め､この領域､および領域に対し設定さ

れた再生方法よりも燃料消費率が小さ

い再生方法が設定されている領域を選

択領域とする｡ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集量が上限

し､設定値より大きくなり､現在の領域

が選択領域に一致しないときにはﾊﾟﾃｨ

ｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生作用を禁止する｡次い

で現在の領域が選択領域に一致すると

現在の領域に対し設定された再生方法

でもつて再生作用が開始される｡ 

特許3511967 

00.01.26 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの異常検出装置 

 

特開2001-254616 

(特許3622624) 

00.03.13 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3463647 

00.03.28 

F01N3/02,301 

[2] 

排気ｶﾞｽ浄化方法および排気ｶﾞｽ浄化装置 

機関排気通路内にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀを配置する｡単位時間当りに燃

焼室から排出される排出微粒子量をﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ上において単位時間当り

に輝炎を発することなく酸化除去可能

な酸化除去可能微粒子量よりも少なく

し､それによって排気ｶﾞｽ中の微粒子を

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに流入すると輝炎を発

することなく酸化除去せしめる｡ﾊﾟﾃｨ

ｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの温度が予め定められた時

間以上に亘つて予め定められた温度以

下となると予測されたときにﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰ

ﾄﾌｨﾙﾀの温度を上昇させる｡ 

特許3518478 

00.03.27 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3463648 

00.03.28 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法および排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特許3525860 

00.04.25 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2001-355433 

(特許3565141) 

00.06.09 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2001-355434 

00.06.15 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化部材の再生装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-013411 

(特許3622674) 

00.04.25 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（16/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-089234 

(特許3558022) 

00.01.11 

F01N3/02,301 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3525904 

00.03.28 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2002-106329 

00.07.24 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法 

特許3546829 

00.10.04 

F02D29/02,ZHV 

圧縮着火式内燃機関 

 

特開2002-129940 

(特許3593968) 

00.10.18 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-138814 

00.11.02 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2002-138818 

00.10.31 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-147217 

00.11.07 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-155724 

00.09.07 

F01N3/02,301 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-155726 

00.11.17 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-161727 

00.11.24 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-168112 

00.12.04 

F01N3/02,321 

[2] 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2002-227630 

01.01.30 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気微粒子除去装置 

特開2002-295284 

01.03.29 

F02D41/04,360 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-332823 

01.05.01 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-003825 

01.06.22 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-020930 

01.07.09 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（17/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-056330 

01.08.20 

F01N3/02,321 

日本自動車部品総合研究所

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2003-074325 

01.09.04 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-083037 

01.09.12 

F01N3/02,331 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-184536 

01.12.18 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-193826 

01.12.25 

F01N3/02,321 

日本自動車部品総合研究所

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-214146 

02.01.23 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-254040 

02.02.27 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-269138 

02.03.14 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-307145 

02.04.12 

F02D41/04,380 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-328726 

02.05.16 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-011603 

02.06.11 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-132268 

02.10.10 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3106502 

95.10.30 

F01N3/02,321 

[4] 

内燃機関の排気浄化装置 

ｶｰﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ等から得られる現

在以後の走行状態情報に基づいて,

触媒に吸収する窒素酸化物量および

排気ｶﾞｽ温度が予測される｡これらの

予測に基づいて,触媒の吸収量が大

であり排気ｶﾞｽ温度が所定温度範囲

に入るときが再生時期として決定さ

れる｡予測再生時期に到達したとき

に排気ｶﾞｽをﾘｯﾁとして触媒から窒素

酸化物を放出して触媒を再生する｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-197576 

02.12.16 

F01N3/02,321 

豊田自動織機 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（18/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-042333 

（みなし取下） 

92.07.23 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子除去装置 

特開平06-221132 

（みなし取下） 

93.01.26 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2000-104531 

98.09.25 

F01N3/02,301 

アイシン高丘 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

特開2000-110547 

98.10.07 

F01N3/02,301 

ﾌｨﾙﾀ装置 

特開2001-263041 

00.03.22 

F01N3/02,301 

イビデン 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰｼｽﾃﾑ 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-047813 

01.08.08 

B01D39/20 

排気浄化装置 

特開2002-303130 

01.04.02 

F01N3/28,311 

排気浄化装置の組立方法 

特開2004-066744 

02.08.08 

B28B11/00 

排気浄化材用基材の製造方法 

特開2004-097994 

02.09.11 

B01D46/00,302 

基材用ﾓｼﾞｭｰﾙおよびその製造方法 

製法・組立法

の改良 

特開2004-116369 

02.09.25 

F01N3/02,301 

排気浄化用の基材､および､その製造方法 

再生装置の 

改良 

特開平07-063038 

（みなし取下） 

93.08.23 

F01N3/02,301 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特許2783120 

93.04.30 

F01N3/18 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2001-152830 

(特許3552615) 

99.11.26 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2001-207830 

00.01.21 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの捕集量判定装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-285820 

01.03.23 

F01N3/02,301 

フタバ産業 

排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（19/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

フ

ィ

ル

タ

技
術 

経

済

性

の

向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-285821 

01.03.23 

F01N3/02,301 

フタバ産業 

 

排気浄化装置 

特許3316879 

92.08.18 

B01J23/42 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞｽ浄化触媒 

 

特開平06-154614 

（みなし取下） 

92.11.27 

B01J27/053 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化用触媒 

特許3381489 

95.11.08 

B01J27/045 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化触媒及び浄化装置 

 

特開平09-173841 

（拒絶査定確定） 

95.12.28 

B01J23/58 

豊田中央研究所,キャタラー

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平09-215923 

（みなし取下） 

96.02.09 

B01J23/58 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝからの排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平09-234367 

（みなし取下） 

95.12.25 

B01J21/16 

キャタラー,豊田中央研究所

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平09-271665 

（みなし取下） 

96.04.04 

B01J23/10 

日本自動車部品総合研究所

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化触媒 

特開平10-057820 

96.08.13 

B01J35/04,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化触媒 

特許3377382 

96.11.19 

B01J23/46,311 

キャタラー 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞｽ浄化用触媒 

 

触
媒
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の

改良 

特許3379627 

96.08.30 

B01J23/42 

キャタラー 

[2] 

排ｶﾞｽ浄化用触媒 

排気ｶﾞｽ中に含まれる有害成分の除去に好適な触媒支持体上

に､触媒成分を含有する耐熱性無機酸化物層を有する排ｶﾞｽ浄

化用触媒において､耐熱性無機酸化物層に､珪素含有化合物と

ﾁﾀﾆｳﾑ含有化合物とを分子状態で混合する｡そしてこの状態で

酸化物とされた3～35重量%のｼﾘｶが微細にｱﾅﾀｰｾﾞ型ﾁﾀﾆｱ粒子

に分散保持されたｼﾘｶﾄﾞｰﾌﾟｱﾅﾀｰｾﾞ型ﾁﾀﾆｱを含有させる｡このｼ

ﾘｶﾄﾞｰﾌﾟｱﾅﾀｰｾﾞ型ﾁﾀﾆｱは､BET比表面積が50～200m2/gであり､

かつ空気中800°Cで5時間の熱処理によるBET比表面積値の低

下を10%以下に調製する｡ 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（20/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平10-202103 

（みなし取下） 

97.01.24 

B01J23/42,ZAB 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ用酸化触媒及びその製造方法 

特開平10-202105 

（拒絶査定確定） 

97.01.22 

B01J23/46,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ用酸化触媒 

特開平10-202111 

（みなし取下） 

97.01.21 

B01J35/02 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平10-211431 

（みなし取下） 

97.01.30 

B01J23/38 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ用酸化触媒 

特開平10-235193 

（みなし取下） 

97.02.25 

B01J23/42,ZAB 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平10-235196 

（みなし取下） 

97.02.25 

B01J23/89,ZAB 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平10-249202 

（出願取下） 

97.03.17 

B01J23/63 

排ｶﾞｽ浄化用触媒 

材質･成分の

改良 

特開平10-280950 

（みなし取下） 

97.04.02 

F01N3/28,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特許3269535 

92.12.18 

B01J23/44 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排気ｶﾞｽ浄化触媒 

 

特許3137496 

92.11.11 

B01J23/46,301 

キャタラー 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化用触媒 

この浄化用触媒は､ｹｰｽ内で排気ｶﾞｽ流に平行に直列に並べて配

置した上流側の第1触媒と､下流側の第2触媒とから構成されて

いる｡第1触媒は､ﾊﾆｶﾑ担体である担体基体の表面に被覆されたﾁ

ﾀﾆｱ等からなる第1触媒担持層を有し､ﾊﾟﾗｼﾞｳﾑ触媒およびﾛｼﾞｳﾑ

触媒を担持させている｡また第1触媒担持層の表面を被覆してい

る第2触媒担持層に白金触媒を担持させている｡一方､第2触媒

も､同様にﾊﾆｶﾑ担体からなる担

体基材に被覆されたγ-ｱﾙﾐﾅ等

からなる第2触媒担持層を有

し､ﾗｼﾞｳﾑ触媒およびﾛｼﾞｳﾑ触媒

を担持させている｡ 

触
媒
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開平09-032539 

（みなし取下） 

95.07.12 

F01N3/24 

キャタラー 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（21/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平11-336527 

98.05.22 

F01N3/02,311 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 装置構造･配

置の改良 

特開2002-364339 

01.06.04 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2004-027881 

02.06.21 

F01N3/36 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-084608 

02.08.28 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3433885 

97.02.14 

B01J23/42 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

 

特開2003-251186 

02.03.06 

B01J23/89 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ燃焼触媒及びその製造方法 

特開2003-326162 

02.05.08 

B01J23/42 

排ｶﾞｽ浄化用触媒とその製造方法 

材質･成分の

改良 

特開2004-113936 

02.09.26 

B01J27/25 

豊田中央研究所 

排ｶﾞｽ浄化用触媒とその使用方法 

特許3274027 

94.09.07 

B28B3/26 

日本自動車部品総合研究所

[3] 

ﾁﾀﾝ酸ｱﾙﾐﾆｳﾑ製ﾊﾆｶﾑ体の製造方法 

ﾁﾀﾝ酸ｱﾙﾐﾆｳﾑ粉末を造粒し加熱により造

粒体中のﾁﾀﾝ酸ｱﾙﾐﾆｳﾑ粉末どうしを融合

して造粒粉体を形成し､造粒粉体をﾊﾆｶﾑ

形状に押出成形して焼結する｡造粒粉体

内ではﾁﾀﾝ酸ｱﾙﾐﾆｳﾑ粉末の配向が無く､こ

の造粒粉体はﾀﾞｲから押し出されても変

形しないのでﾁﾀﾝ酸ｱﾙﾐﾆｳﾑ粉末の配向が

生じない｡ 

特許3456381 

97.09.05 

F01N3/28,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2000-045757 

98.07.23 

F01N3/24 

内燃機関の排気浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-044509 

02.07.12 

F01N3/28,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3199970 

94.12.22 

F01N3/02,321 

デンソー 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

触
媒
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3201237 

95.11.15 

F01N3/20 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気通路に電気ﾋｰﾀ付の酸化触媒を設け､排気通

路の酸化触媒上流側部分と下流側部分とを接続するﾊﾞｲﾊﾟｽ通路

を設ける｡また､ﾊﾞｲﾊﾟｽ通路には､ﾊﾞｲﾊﾟｽ通路を開閉するﾊﾞｲﾊﾟｽ

制御弁を､酸化触媒には触媒床温度を検

出する触媒温度ｾﾝｻを設ける｡ｴﾝｼﾞﾝ制御

回路は､ｴﾝｼﾞﾝｱｸｾﾙ開度と回転数とから

排気温度を算出し､排気温度と触媒温度

との両方が所定値以下になっている場

合には､ﾊﾞｲﾊﾟｽ制御弁を開弁し酸化触媒

に流入する排気流量を低減するとともに電気ﾋｰﾀに通電する｡ 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（22/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の

改良 

特開平09-267040 

（みなし取下） 

96.04.01 

B01J23/80 

日本自動車部品総合研究所 

[2] 

排気ｶﾞｽ浄化触媒 

特開平05-302510 

（みなし取下） 

92.04.28 

F01N3/18 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排気ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2000-097011 

(特許3607972) 

98.09.17 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平07-116519 

（拒絶査定確定） 

93.10.20 

B01J23/89 

豊田中央研究所 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化材および排ｶﾞｽ浄化方法 

特許3386621 

95.03.30 

B01J23/648 

豊田中央研究所,キャタラー

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞｽ浄化触媒 

 

特開平09-029093 

（みなし取下） 

95.07.21 

B01J21/16 

豊田中央研究所,キャタラー

[1] 

排ｶﾞｽ浄化用触媒及びその製造方法 

特開平09-103679 

（みなし取下） 

95.10.11 

B01J23/42 

豊田中央研究所,キャタラー

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞｽ浄化触媒 

特開平09-155205 

（みなし取下） 

95.12.08 

B01J37/02,301 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ用酸化触媒 

特開平11-057493 

（拒絶査定確定） 

97.08.19 

B01J35/02 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化触媒 

特開2001-207836 

(特許3613669) 

00.01.19 

F01N3/28,301 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2001-342871 

(特許3578102) 

00.03.27 

F02D41/04,355 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の

改良 

特開2002-035587 

00.07.24 

B01J23/652 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ浄化触媒 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（23/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-038923 

00.07.24 

F01N3/02,321 

豊田中央研究所 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-188435 

00.10.12 

F01N3/24 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

特開2002-336656 

01.05.21 

B01D53/94 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開2003-120255 

01.10.17 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化ﾊﾆｶﾑ構造体 

特許3528839 

02.05.15 

B01J23/63 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ酸化材及び酸化触媒 

 

特開2004-060494 

02.07.26 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-076717 

02.06.17 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀと排ｶﾞｽ浄化用触媒及びその製造方法 

材質･成分の

改良 

特開2004-105792 

02.09.13 

B01J23/58 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ触媒及びその製造方法 

特許3342200 

93.11.08 

F01N3/24 

豊田中央研究所 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開平09-108570 

（みなし取下） 

95.10.19 

B01J23/38 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化用酸化触媒及びその製造方法 

特開平10-089056 

（みなし取下） 

96.09.17 

F01N3/28,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開2002-038935 

00.07.24 

F01N3/24 

豊田中央研究所 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-213227 

00.11.17 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2003-307114 

02.04.16 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-084494 

02.08.23 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-092566 

02.09.02 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（24/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

製法・組立法

の改良 

特開平09-094463 

（みなし取下） 

95.10.02 

B01J37/02,101 

キャタラー 

ｳｫｰﾙﾌﾛｰ型ﾌｨﾙﾀｰにｺｰﾄ層を形成する方法 

特許3525854 

00.03.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2001-342820 

(特許3558046) 

00.03.29 

F01N3/02,301 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2003-314245 

02.04.24 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平10-054268 

（みなし取下） 

96.08.08 

F02D41/04,360 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特許3463649 

00.03.28 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法および排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特許3525851 

00.03.29 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3525850 

00.03.29 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2001-317329 

00.04.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2001-317335 

00.04.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2001-317336 

(特許3565135) 

00.05.10 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2001-336414 

00.02.16 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法および排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-004837 

(特許3573094) 

00.04.18 

F01N3/02,321 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-038920 

00.07.24 

F01N3/02,301 

[2] 

排気浄化装置の異常診断装置 

特開2002-038934 

00.07.21 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-047913 

00.08.01 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（25/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3525912 

00.06.01 

F02D21/08,301 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2002-206449 

00.03.29 

F02D43/00,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-120373 

01.10.15 

F02D41/04,380 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-307127 

02.04.15 

F01N3/24 

内燃機関の排気浄化装置及び内燃機関の排気浄化方法 

特開2003-328731 

02.05.17 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-328733 

02.05.16 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-343245 

02.05.29 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-028004 

02.06.27 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-076684 

02.08.21 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-144072 

02.08.30 

F01N3/20,ZAB 

内燃機関の排気浄化装置 

特再WO01/073273 

00.03.29 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特再WO02/008580 

00.07.24 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-119867 

00.10.17 

B01J35/04,301 

排ｶﾞｽ浄化触媒構造体 

特開2002-349234 

01.05.25 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

特開2002-355511 

01.05.30 

B01D39/14 

デンソー 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特開2003-161137 

01.11.27 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2003-190793 

01.12.21 

B01J23/89 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀ型触媒 

特開2003-193822 

01.12.25 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の

改良 

特開2003-210943 

02.01.28 

B01D53/94 

内燃機関の排気浄化装置､および､該排気浄化装置のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

ﾌｨﾙﾀに触媒を担持させる触媒担持方法 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（26/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-211001 

02.01.28 

B01J37/02,301 

内燃機関の排気浄化装置､および､該排気浄化装置のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

ﾌｨﾙﾀに触媒を担持させる触媒担持方法 

特開2003-220342 

95.10.02 

B01J35/04,301 

排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀｰ 

特開2003-225540 

02.02.01 

B01D53/94 

排ｶﾞｽ浄化装置及びﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化方法 

特開2003-225575 

02.02.06 

B01J35/04,301 

キャタラー 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀ型触媒 

特開2003-321280 

02.04.26 

C04B38/00,303 

ﾊﾆｶﾑ構造体とその製造方法及びﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2004-057949 

02.07.29 

B01J23/66 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ浄化用触媒 

特開2004-202427 

02.12.26 

B01J29/44 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ触媒 

材質･成分の

改良 

特再WO02/096827 

01.05.31 

C04B38/00,303 

イビデン 

多孔質ｾﾗﾐﾂｸ焼結体及びその製造方法､ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特許3387290 

95.10.02 

B01D53/94 

[16] 

排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀｰ 

排気流方向に形成された多数のｾﾙを有し､排ｶﾞｽ入口端において

ｾﾙが1個おきに栓詰めされており､かつこの入口端で栓詰めされ

ているｾﾙは排ｶﾞｽ出口端では開放されており､入口端が開放され

ているｾﾙは出口端では

栓詰めされているｳｫｰﾙﾌ

ﾛｰ型排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀに

おいて､ｾﾙの間の隔壁内

部に形成された気孔内

に触媒および､又はHC吸

着材が担持されている｡ 

特許3462750 

98.05.14 

F01N3/02,301 

住友電気工業 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

ﾒｲﾝﾌｨﾙﾀの前に孔径80μm～300μmの金属製ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀを設け､選択

的に排気ｶﾞｽ中の灰分を捕集するこ

とにより､10μm～80μmの金属製のﾒ

ｲﾝﾌｨﾙﾀの目詰まりを防止する｡ﾌﾟﾚﾌｨ

ﾙﾀには発泡金属体の板状のものがよ

く､ﾒｲﾝﾌｨﾙﾀには不織布を渦巻き状に

したものが好ましい組み合わせであ

る｡ 

特開2001-082128 

(特許3558015) 

99.07.12 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化方法 

特開2001-303980 

00.04.27 

F02D9/04 

[5] 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2002-070537 

00.08.31 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気処理装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（27/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-155725 

00.11.20 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-349240 

01.05.29 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-357116 

01.05.30 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-371824 

01.06.13 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-049629 

01.08.08 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-049631 

01.08.08 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-049641 

01.08.08 

F01N3/28,311 

排気浄化装置 

特開2003-166410 

01.11.29 

F01N3/02,321 

排気浄化ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2003-205245 

01.11.09 

B01J35/04,301 

ｳｫｰﾙﾌﾛｰ型ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀ型触媒およびﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ

浄化用装置 

特開2003-214135 

02.01.24 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-214138 

02.01.28 

F01N3/02,301 

豊田中央研究所 

排ｶﾞｽ浄化装置及び排ｶﾞｽ浄化方法 

特開2003-214140 

02.01.18 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

特開2003-214141 

02.01.23 

F01N3/02,321 

内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2003-227328 

02.01.31 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-227329 

02.02.01 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ浄化装置 

特開2003-260316 

02.03.12 

B01D39/00 

内燃機関の排気浄化材の製造方法 

特開2003-278524 

02.03.19 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-307113 

02.04.16 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（28/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-307115 

02.04.16 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2004-011592 

02.06.10 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-019498 

02.06.13 

F01N3/02,301 

デンソー 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ触媒 

特開2004-068623 

02.08.01 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置及び排気浄化方法 

特開2004-084502 

02.08.23 

F01N3/02,301 

排気浄化ﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-124723 

02.09.30 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化装置及び排ｶﾞｽ浄化方法 

特開2002-221022 

01.01.25 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 製法・組立法

の改良 

特開2003-221286 

02.01.31 

C04B38/06 

ﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法 

特開平11-336534 

98.05.26 

F01N3/24 

内燃機関の誘導発熱式浄化装置 

特開2001-342821 

(特許3552674) 

00.03.27 

F01N3/02,301 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-307119 

02.04.16 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2004-197635 

02.12.18 

F01N3/36 

日野自動車 

排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許2722987 

92.09.28 

F01N3/02,321 

[45] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関本体の排気通路にﾊﾟﾃｨｷｭ

ﾚｰﾄﾌｨﾙﾀが配置される｡ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ

にはNOx吸収剤が担持される｡NOx放出

還元時には絞り弁が閉弁されると共

に還元剤供給装置から燃料が供給さ

れる｡NOx放出還元終了後､絞り弁が開

弁される｡このとき､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに

捕集されたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄはNOx放出還元

時の発熱によって加熱されており､容

易に着火させることができる｡ 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（29/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許2727906 

93.03.19 

F01N3/18 

[23] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関本体の排気通路にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀが配置される｡ﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀはNOx吸収剤を担持した

構成とする｡ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに捕集さ

れたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの燃焼を行つた後､絞

り弁が閉弁され､還元剤供給装置から

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀに還元剤が供給され

る｡ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ燃焼時に発生する熱に

より､NOx吸収剤は高温になっている

ため､NOx吸収剤はこれにより高温か

つﾘｯﾁ雰囲気下に置かれ､SOx被毒が速

やかに解消する｡ 

特許3485344 

94.03.23 

F01N3/02,321 

日本自動車部品総合研究所

[3] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 

ﾌｨﾙﾀに触媒を担持させた触媒付きﾌｨﾙﾀを使用して微粒子を捕集

し､低速回転時のように排気ｶﾞｽの温度が低いためにﾌｨﾙﾀの温度

が触媒の活性化温度(約250°C)よりも低くの領域にある時に､

膨張行程において､比較的早い最適の時期から適量の追加の燃

料噴射を開始し､触媒付きﾌｨﾙﾀ

の温度を上昇させて､触媒を活

性化温度に到達させる｡活性化

した触媒は膨張行程終期から排

気行程にかけての領域のように

追加噴射される燃料を酸化し､

その反応熱によりﾌｨﾙﾀ上に堆積

した微粒子を加熱し､燃焼温度

(約650°C)に到達させて燃焼さ

せる｡ 

特開平07-259534 

（拒絶査定確定） 

94.03.24 

F01N3/02,321 

日本自動車部品総合研究所

[2] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 

特開平08-042325 

（拒絶査定確定） 

94.07.28 

F01N3/02,321 

日本自動車部品総合研究所

[4] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 

特開平10-306717 

97.03.04 

F01N3/02,301 

[6] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2001-289034 

(特許3580223) 

00.04.10 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-038930 

(特許3558017) 

00.07.21 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3480431 

00.07.24 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-070536 

(特許3593962) 

00.08.24 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（30/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-070619 

00.08.25 

F02D41/14,310 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-106325 

(特許3570392) 

00.07.24 

F01N3/02,321 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化方法 

特開2002-106326 

(特許3607988) 

00.07.24 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法 

特開2002-106328 

00.07.24 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-106330 

00.07.24 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法 

特開2002-106385 

(特許3578107) 

00.07.24 

F02D41/04,360 

排気ｶﾞｽ浄化方法 

特開2002-180816 

00.12.14 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-322908 

01.04.26 

F01N3/02,331 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-332822 

01.05.11 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2002-349237 

01.05.25 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-364439 

01.06.07 

F02D45/00,312 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-003831 

01.06.26 

F01N3/02,321 

日本自動車部品総合研究所

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2003-041929 

01.08.01 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-049630 

01.08.07 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2003-065035 

01.08.28 

F01N3/02,331 

排気ｶﾞｽ浄化方法及びﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの製造方法 

特開2003-065042 

01.08.30 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-074327 

01.09.04 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（31/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-074328 

01.09.04 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-083040 

01.09.05 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-097254 

01.09.21 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-097261 

01.09.25 

F01N3/28 

アイシン高丘 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-106136 

(特許3599012) 

01.10.01 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-113710 

01.10.04 

F01N3/24 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-120263 

01.10.10 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2003-148225 

01.11.06 

F02D43/00,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2003-155921 

01.11.21 

F01N3/02,321 

デンソー,豊田自動織機 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-155925 

01.09.05 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-161140 

01.11.27 

F01N3/02,321 

デンソー,豊田自動織機 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-166411 

01.11.29 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-166412 

01.11.30 

F01N3/02,321 

排気浄化装置の再生制御方法 

特開2003-166413 

01.11.30 

F01N3/02,321 

デンソー,豊田自動織機 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-214137 

02.01.25 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-214239 

02.01.18 

F02D43/00,301 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-247416 

02.02.22 

F01N3/24 

排気ｶﾞｽ浄化装置及び排気ｶﾞｽ浄化方法 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（32/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-254037 

02.02.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-254038 

02.03.04 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-254041 

02.02.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-254042 

02.03.01 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-278606 

02.03.22 

F02M25/07,550 

多気筒内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-286907 

02.03.27 

F02M25/07,550 

内燃機関異常判定方法及び装置 

特開2003-293731 

02.03.29 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-293732 

02.04.05 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-307116 

02.04.16 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-314243 

02.04.23 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-314244 

02.04.23 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-314255 

02.04.25 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-328741 

02.05.16 

F01N3/24 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-343238 

02.05.30 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-343259 

02.05.21 

F01N7/00 

内燃機関用ﾏﾌﾗ 

特開2004-019449 

02.06.12 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-019634 

02.06.20 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-044443 

02.07.10 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-044515 

02.07.12 

F01N3/20 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（33/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2004-060537 

02.07.29 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置及び排気浄化方法 

特開2004-060596 

02.07.31 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-060599 

02.07.31 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特再WO01/061159 

00.02.16 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法および排気ｶﾞｽ浄化装置 

特再WO01/061160 

00.02.16 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法 

特再WO01/073271 

00.03.27 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特再WO02/031324 

00.10.13 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

材質･成分の

改良 

特開2001-205108 

00.01.24 

B01J35/04,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰ 

特開2003-049627 

01.08.08 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 装置構造･配

置の改良 

特開2003-254035 

02.03.06 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

製法・組立

法の改良 

特開2003-117408 

01.10.09 

B01J37/02,301 

触媒物質担持層ｺｰﾃｨﾝｸﾞ方法 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特開2002-021533 

(特許3593305) 

00.07.03 

F01N3/02,301 

三五,フタバ産業,愛三工業

内燃機関の排気装置 

特許2970265 

92.10.30 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

 

特開2004-100586 

02.09.10 

F01N3/28,301 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用

技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の

改良 

特許3248187 

97.04.24 

F01N3/02,301 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（34/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3358392 

95.06.15 

F01N3/02,301 

[12] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

機関排気通路内に上流側から順に軽油

供給装置､電気ﾋｰﾀ､酸化触媒およびﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀを配置する｡排気ｶﾞｽ温が

低いときにはNOを吸収し､排気ｶﾞｽ温が

高くなるとNO2を放出するNOx吸収剤を

酸化触媒およびﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀのいず

れか一方又は双方に担持させる｡通常

は酸化触媒によりNOから変換された

NO2によりﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄが燃焼せしめら

れ､必要に応じて軽油が供給され､電気

ﾋｰﾀが加熱される｡ 

特開平09-053442 

95.08.14 

F01N3/24 

[26] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化方法 

特開平09-079024 

（拒絶査定確定） 

95.09.12 

F01N3/02,321 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特許3228232 

98.07.28 

F01N3/20 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特許3496607 

00.01.17 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2002-115524 

00.07.21 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-129950 

00.10.18 

F01N3/24 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-295229 

(特許3607987) 

01.03.29 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-295231 

01.03.29 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-036450 

02.07.02 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-036456 

02.07.02 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-092433 

02.08.29 

F01N3/02,321 

微粒子酸化除去方法および内燃機関の排気浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-138033 

02.10.21 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開2000-008833 

(特許3620291) 

98.06.22 

F01N3/02,301 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 



 145

 

表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（35/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-109917 

（拒絶査定確定） 

93.10.13 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平09-137713 

95.09.11 

F01N3/08 

[1] 

内燃機関の排気浄化方法 

特許3385874 

96.09.19 

F01N3/24 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

 

特許3487246 

00.01.12 

F01N3/08 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特許3491599 

00.04.05 

F01N3/02,301 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2001-303928 

（拒絶査定確定） 

00.04.27 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-266625 

95.06.15 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2002-371901 

01.06.12 

F02D43/00,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-036405 

02.06.28 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-044514 

02.07.12 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-190551 

02.12.10 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平11-141327 

97.11.05 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平11-166411 

97.12.04 

F01N3/24 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3528753 

00.04.21 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2003-041927 

(特許3599006) 

01.07.31 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-138924 

01.11.01 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（36/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-193821 

01.12.27 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-278529 

02.03.20 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化方法及び浄化装置 

特開2003-278536 

02.03.19 

F01N3/28,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-314251 

02.04.19 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-314257 

02.04.18 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置及びその制御方法 

特開2004-068761 

02.08.08 

F01N3/20 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許2861599 

92.02.03 

F01N3/02,341 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

過給機を備えたﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気系にﾘｰﾝNOx触媒､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

ﾌｨﾙﾀ､電気ﾋｰﾀを設ける｡さらに､触媒床温を代表する温度を検出

する温度検出手段と､ﾌｨﾙﾀ再生時期を検出する再生時期検出手

段とを設ける｡そして､ﾌｨﾙﾀ

再生時期に電気ﾋｰﾀに通電

し､非再生時に温度検出手段

の出力が設定値以下となつ

たときはｳｪｲｽﾄｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞの

開度を増加させるとともに

ﾌｨﾙﾀ再生時より少ない電流

で電気ﾋｰﾀに通電する｡ 

特開平06-229228 

（みなし取下） 

93.02.04 

F01N3/02,341R 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特許3089989 

95.05.18 

F01N3/02,321 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

機関排気系に配置されたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

を捕集するためのﾌｨﾙﾀと､機関排気

系3のﾌｨﾙﾀの上流側に配置された酸

化触媒と､ﾌｨﾙﾀ再生時に酸化触媒へ

軽油を供給する軽油供給手段と､ﾌｨﾙ

ﾀ再生に際して酸化触媒の温度が所

定値以下の時に､軽油供給手段から

酸化触媒へ供給される軽油を軽油供

給初期においてだけ加熱する加熱手

段､とを具備する｡ 

特開平09-310611 

96.05.22 

F01N3/02,341 

日本自動車部品総合研究所

[1] 

内燃機関の排気ｶﾞｽ微粒子浄化ｼｽﾃﾑ 

特開平11-093639 

97.09.25 

F01N3/02,341 

日本自動車部品総合研究所

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気微粒子浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特再WO02/025072 

00.09.20 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ､および排気ｶﾞｽの浄化方法 
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表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（37/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平10-054270 

96.08.13 

F02D41/04,380 

[5] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気微粒子処理装置 

特開平10-121939 

（みなし取下） 

96.10.16 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2000-303878 

99.04.20 

F02D41/04,355 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-081309 

(特許3558055) 

00.06.29 

F01N3/02,331 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-129938 

(特許3624820) 

00.10.24 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-180817 

(特許3620446) 

00.12.14 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-221021 

01.01.22 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2002-357115 

(特許3624892) 

01.03.29 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-364344 

01.06.01 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-364347 

01.06.01 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-090213 

01.09.18 

F01N3/28,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

特開2003-097256 

01.09.21 

F01N3/08 

内燃機関 

特開2003-148132 

01.11.07 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置及び方法 

特開2003-314247 

02.04.19 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置およびその制御方法 

特開2003-328744 

02.05.17 

F01N3/36 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-336518 

02.05.20 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 



 148

表2.1.4 トヨタ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（38/38) 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-343235 

02.05.23 

F01N1/02 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-343261 

02.05.24 

F01N7/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-092432 

02.08.29 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-092524 

02.08.30 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-150382 

02.10.31 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-176664 

02.11.28 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-068651 

02.08.02 

F01N3/28,301 

日野自動車 

内燃機関の排気浄化装置 装置構造･配

置の改良 

特開2004-100597 

02.09.10 

F01N3/24 

排気浄化方法及び排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-089251 

00.09.19 

F01N3/28,301 

内燃機関の排気浄化装置 
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2.2.1 企業の概要 

 

商号 いすゞ自動車 株式会社 

本社所在地 〒140-8722 東京都品川区南大井6-26-1 大森ベルポートA館 

設立年 1937年（昭和12年） 

資本金 675億64百万円（2004年3月末） 

従業員数 7,309名（2004年3月末）（連結：18,130名） 

事業内容 自動車および部品、産業用エンジンの製造・販売 

いすゞ自動車は、ディーゼル車では小型、中型、大型トラックにおいて超低ＰＭ車を販

売している。 

なお、いすゞ自動車の特許活動には、いすゞセラミックス研究所による出願を含んでい

る。 

（出典：いすゞ自動車のホームページ http://www.isuzu.co.jp/） 

 

2.2.2 製品例 

いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.2.2 に示す。 

 

表2.2.2 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

粒子状物質減少装置89714041

7,897320633,897602284,12214

1006,897602285,N001,F001,F0

02,C001 

酸化触媒：酸化触媒：使用過程車および新車時装着用 

粒子状物質減少装置(PMｷｬﾀｺﾝ

ﾊﾞｰﾀ) 

N002,F003 

酸化触媒：新車時装着用 

粒子状物質減少装置(PMｷｬﾀｺﾝ

ﾊﾞｰﾀ) 

従来のマフラー内部に酸化触媒を内蔵するサイレンサー一体

型構造で、PM中に含まれる炭化水素(HC)を主とした未燃焼物

質(SOF)を酸化触媒の作用で、水(HO)と二酸化炭素(CO)に変

換させ、排気ガス中のPMを大幅に削減する。 

（出典：東京都の「指定した粒子状物質減少装置の概要」 http://www.8taiki.jp/gensyou

_souchi/gensyou_souchi.html、いすず自動車のホームページ http://www.toyota.co.jp/new

s/03/Sep/nt03_076.html ） 

 

2.2 いすゞ自動車 
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2.2.3 技術開発拠点と研究者 

図2.2.3に、いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示

す。 

［技術開発拠点］神奈川県藤沢市土棚８番地  いすゞ自動車株式会社藤沢工場内 

神奈川県藤沢市土棚８番地  株式会社いすゞ中央研究所内 

神奈川県藤沢市土棚８番地  元株式会社いすゞセラミックス研究所内 

神奈川県川崎市川崎区殿町３丁目２５番１号 

  いすゞ自動車株式会社川崎工場内 

 

1993年は50件の出願であった。その後一度減少したが、01年は85件の出願があった。 

 

      図2.2.3 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する 

           出願件数と発明者数 
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2.2.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についてのいすゞ自動車が出願した全302件の技術要素と課題の分

布を、図2.2.4-1に示す。 

いすゞ自動車の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の

課題としては再生制御の性能が多い。 

 

図2.2.4-1 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.2.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸化制

御で対応しているものが77件と最も多く、次いで、装置構造・配置が46件である。 

 

図2.2.4-2 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.2.4 に、いすゞ自動車の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は302件で、そのうち47件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上の

ものは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったもの

は特許番号のみを表示している。 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3059322 

（権利消滅） 

93.06.30 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特許3254860 

93.10.30 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ処理装置 

 

特開平07-150927 

（みなし取下） 

93.11.29 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特許3164966 

94.04.18 

F01N3/02,301 

[10] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

このﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀは､ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝから排出される排

気ｶﾞｽに含まれるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄをｾﾗﾐｯｸｽ不織布から成る筒状ﾌｨﾙﾀで

捕集する｡筒状ﾌｨﾙﾀを構成するｾ

ﾗﾐｯｸｽ不織布の目付け重量は､

200～350g/m2の範囲に設定さ

れ､ｹｰｸ濾過と深層濾過の両方の

機能を持たせている｡ｾﾗﾐｯｸｽ不

織布の繊維長は､35mm以上に調

整され､繊維の飛散を低減して

いる｡ 

材質･成分の 

改良 

特開2002-119812 

00.10.12 

B01D39/20 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ用ﾌｨﾙﾀ部材及びﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特許3088873 

（権利消滅） 

93.04.09 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特許3130412 

（権利消滅） 

93.08.04 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特許3131081 

（権利消滅） 

93.08.04 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特開平07-049022 

93.08.04 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平07-063125 

（拒絶査定確定） 

93.08.25 

F02M25/07,580 

EGR付ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 

特開平07-145719 

（みなし取下） 

93.11.22 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許2732031 

（権利消滅） 

94.04.28 

B01D39/20 

[5] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子ﾌｨﾙﾀ 

所定長さに切断された耐熱性の無機質長繊維を水平方向に不規

則に配向しつつ積層したうえ､針打ちして無機質長繊維を上下

方向に絡ませてなるﾌｴﾙﾄ状体の上下両面に､耐熱性の金属から

なる金網を重ね合せ､耐熱性の糸により両面から捕縛する｡ 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-291756 

(特許3561950) 

94.04.25 

C04B35/573 

多孔質ｾﾗﾐｯｸｽ及びその製造方法 

特開平11-280451 

98.03.26 

F01N3/02,341 

[5] 

排気浄化装置 

特開2000-130150 

98.10.26 

F01N3/02,301 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子ﾌｨﾙﾀ 

特開2000-136715 

98.11.04 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2001-041023 

99.08.02 

F01N3/02,341 

[1] 

繊維ﾌｨﾙﾀと多孔質ﾌｨﾙﾀとから成るﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2001-041024 

99.08.02 

F01N3/02,341 

[2] 

電荷型のﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2001-132431 

99.11.04 

F01N3/02,341 

ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2001-182524 

99.12.22 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-097925 

00.09.27 

F01N3/02,301 

多層ﾌｪﾙﾄ構造のﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-349232 

01.05.25 

F01N3/02,311 

排気ｶﾞｽ浄化装置のﾌｨﾙﾀ片回収装置 

装置構造･配置

の改良 

実開平05-087214 

（みなし取下） 

92.04.28 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの支持構造 

製法・組立法

の改良 

特開2002-079202 

00.09.06 

B08B5/04,A 

DPFの吸引清掃装置 

特許3129591 

（権利消滅） 

93.11.17 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

再生装置の 

改良 

実用2585757 

（権利消滅） 

92.11.06 

F01N3/02,341 

逆洗式ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗﾂﾌﾟ装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平09-119307 

（みなし取下） 

95.10.25 

F01N3/02,341 

[1] 

排気微粒子濾過装置の排気制御装置 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平09-303211 

（みなし取下） 

96.05.16 

F02M25/07,570 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気還流装置 

特開平11-350938 

98.06.06 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2000-328926 

99.05.17 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2000-52303 

99.06.09 

F01N3/02,341 

[1] 

ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-180820 

00.12.08 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ及びその制御方法 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-295240 

01.03.30 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の制御方法 

特開平06-173642 

（拒絶査定確定） 

92.12.03 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ処理装置 

特開平06-173645 

92.12.03 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ処理装置 

特開平06-218213 

（みなし取下） 

93.01.27 

B01D39/20 

排気ｶﾞｽ処理用ﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特開平06-336912 

（みなし取下） 

93.05.31 

F01N3/02,301 

管状ｾﾗﾐｯｸｽﾌｨﾙﾀ 

特開平07-011933 

（拒絶査定確定） 

93.06.25 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特許3131080 

（権利消滅） 

93.07.30 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特開平07-097908 

（拒絶査定確定） 

93.08.03 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開平07-102937 

（みなし取下） 

93.10.07 

F01N3/02,301 

[2] 

導電性ﾌｫｰﾑﾄﾞｾﾗﾐｯｸｽ製ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ及びその製造方法
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-102944 

（みなし取下） 

93.10.07 

F01N3/02,341 

導電性ﾌｫｰﾑﾄﾞﾌｨﾙﾀ製ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平07-102945 

（みなし取下） 

93.10.06 

F01N3/02,341 

ﾌｫｰﾑﾄﾞｾﾗﾐｯｸｽ製ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平08-093444 

（出願取下） 

94.09.21 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

材質･成分の 

改良 

特開平08-093445 

（出願取下） 

94.09.26 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平06-023215 

（みなし取下） 

92.07.08 

B01D46/00,302 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗﾂﾌﾟﾌｨﾙﾀ 

特許3078941 

（権利消滅） 

93.01.27 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ処理装置 

 

特開平06-221134 

93.01.27 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ処理装置 

特許3078940 

（権利消滅） 

93.01.27 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ処理装置 

 

特許3078942 

（権利消滅） 

93.01.27 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ処理装置 

 

特開平06-221137 

93.01.27 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ処理装置 

特開平06-272535 

（拒絶査定確定） 

93.03.18 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平06-299840 

（拒絶査定確定） 

93.04.13 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平06-330725 

（みなし取下） 

93.05.21 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ処理装置における導電性ｾﾗﾐｯｸｽﾌｨﾙﾀ及びその製造方法
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3043543 

（権利消滅） 

93.06.30 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特開平07-019026 

（みなし取下） 

93.06.30 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平07-102938 

（みなし取下） 

93.10.06 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特開平07-158419 

（拒絶査定確定） 

93.12.06 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化処理装置 

特許2707049 

（権利消滅） 

93.12.09 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特許2707050 

（権利消滅） 

93.12.09 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特許3438316 

94.04.15 

F01N3/02,341 

[6] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

排気系に組み込まれたｹｰｽ内に配置され且つ排気ｶﾞｽ中に含まれ

るﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙﾀをｾﾗﾐｯｸｽ繊維から成るﾌｪﾙﾄで構成

する｡ﾌｪﾙﾄの形状が通電可能な金網および支持筒体によって保

形されている｡金網に通電してﾌｨﾙﾀを加熱し､ﾌｨﾙﾀに捕集された

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを加熱焼却してﾌｨ

ﾙﾀを再生する｡この排気ｶﾞｽ

浄化装置は､ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの

排気系に配置されて排気ｶﾞｽ

中に含まれるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕

集するのに有効である｡ 

特開平07-301113 

（出願取下） 

94.05.06 

F01N3/02,301 

DPFに使用されるｼｰﾙ材及びその製造方法 

特許2864346 

（権利消滅） 

94.05.17 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特許2964120 

（権利消滅） 

94.05.17 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平07-310532 

（みなし取下） 

94.05.18 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許2918450 

（権利消滅） 

94.05.24 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀにおけるﾌｨﾙﾀ構造 

 

特許3075668 

（権利消滅） 

94.05.24 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀにおけるﾌｨﾙﾀ構造 

 

特開平07-332061 

（拒絶査定確定） 

94.06.03 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀとその製造方法 

特開平07-332062 

（みなし取下） 

94.06.03 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平08-049522 

（拒絶査定確定） 

94.06.03 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平08-068312 

（出願取下） 

94.08.29 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの構造 

特許3199965 

94.09.27 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子ﾌｨﾙﾀ 

 

特開平08-093454 

（出願取下） 

94.09.26 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの構造 

特開平08-105314 

（拒絶査定確定） 

94.10.06 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子濾過装置 

特許2858223 

（権利消滅） 

94.11.21 

B01D39/20 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの繊維材及びその製造方法 

 

特開平08-144736 

（出願取下） 

94.11.22 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子濾過装置 

特許3161672 

（権利消滅） 

94.11.25 

F01N3/02,301 

排気微粒子濾過装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許2684019 

94.11.16 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（7/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-144740 

（出願取下） 

94.11.14 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開平08-165917 

（出願取下） 

94.12.14 

F01N3/02,341 

排気微粒子濾過装置 

特開平08-189336 

（みなし取下） 

95.01.04 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀを備えた遮熱ｴﾝｼﾞﾝ 

特開平08-189340 

（みなし取下） 

95.01.04 

F01N3/02,341 

消音機能付きﾊﾞｲﾊﾟｽ管を備えたﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開平08-229324 

（拒絶査定確定） 

95.02.28 

B01D46/00,C 

排気微粒子濾過装置の濾過体固定金具 

特開平08-243325 

（みなし取下） 

95.03.09 

B01D39/20 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平08-312334 

（みなし取下） 

95.05.17 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰの再生装置 

特開平09-025813 

（出願取下） 

95.07.07 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特許3161688 

95.11.15 

F01N3/02,301 

[1] 

排気微粒子濾過装置 

 

特開平09-256838 

96.03.25 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平11-062551 

（みなし取下） 

97.08.21 

F01N3/02,301 

[2] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平11-125109 

97.10.22 

F01N3/02,341 

[10] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 

特開2000-249107 

99.02.26 

F15B15/10 

ﾍﾞﾛｰｽﾞ式ｱｸﾁｭｴｰﾀとこれを使用したDPF装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-129941 

00.10.19 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子ﾌｨﾙﾀ装置 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（8/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-138819 

00.11.07 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀﾕﾆｯﾄ 

特開2002-147221 

00.11.13 

F01N3/02,321 

DPF装置 

特開2002-174119 

00.12.06 

F01N7/08 

DPF装置用切替ﾊﾞﾙﾌﾞ 

特開2002-180823 

00.12.08 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-180829 

00.12.08 

F01N7/08 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-213230 

01.01.18 

F01N3/02,341 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ装置 

特開2002-242654 

01.02.16 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの組立方法及び組立装置 

特開2002-346326 

01.05.24 

B01D46/10 

排気微粒子濾過装置 

特開2002-349230 

01.05.29 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-349244 

01.05.28 

F01N3/02,341 

過給機付きﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝにおける粒子状物質除去装置 

特開2002-355513 

01.05.30 

B01D39/14 

密度調整機能付きﾌｪﾙﾄﾌｨﾙﾀｰ 

特開2003-155909 

01.11.21 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置用ﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-155910 

01.11.21 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特許2873918 

94.12.06 

F01N3/02,301 

[2] 

排気浄化用濾過体 

排気浄化用濾過体を構成する材料としてｱﾙﾐﾅを約70%と酸化珪

素を約30%を含むｾﾗﾐｯｸｽ繊維を積層したうえ複雑に絡み合せて

なる不織布を用いる｡不織布の表面にｾﾗﾐｯｸｽ繊維からなる厚さ

約1mmの織布を重ね合せたうえ､

織布の表面に金網を､不織布の

裏面に金網をそれぞれ重ね合せ

る｡これらの重合せ体を断面波

形ないし花弁形の筒状に巻いた

うえ､両端部を金属製の封止部

材の間に挟む｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開平08-189335 

（みなし取下） 

95.01.04 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（9/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

製法・組立法

の改良 

特開2002-147220 

00.11.08 

F01N3/02,321 

DPF装置のﾌｨﾙﾀ加熱及び再生方法とDPF装置 

特開平06-042329 

（拒絶査定確定） 

92.07.22 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの逆洗装置 

特開平06-042330 

（みなし取下） 

92.07.24 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ除去装置 

特開平06-173643 

（みなし取下） 

92.12.03 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ処理装置 

特許3005377 

（権利消滅） 

92.12.03 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ処理装置 

 

特許2709885 

（権利消滅） 

92.12.03 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ処理装置 

 

特開平06-212948 

93.01.20 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平06-212949 

93.01.20 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀと電力供給装置 

特許3046168 

（権利消滅） 

93.01.20 

F01N3/02,341 

回収電力によるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置｡ 

 

特開平06-229225 

（みなし取下） 

93.02.03 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平07-127434 

（拒絶査定確定） 

93.10.30 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平07-332063 

（みなし取下） 

94.06.13 

F01N3/02,301 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀとその製造方法 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（10/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-068311 

（出願取下） 

94.08.29 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの構造 

特許3164980 

94.09.26 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの構造 

 

特開2001-280120 

00.03.31 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰ 

特開2002-188493 

00.12.21 

F02D41/12,360 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2002-250219 

01.02.23 

F01N3/08 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化装置 

実開平06-043214 

（みなし取下） 

92.11.13 

F01N3/02,331 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗﾂﾌﾟの再生装置 

実用2605826 

（権利消滅） 

92.12.10 

F01N3/02,341 

[1] 

ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

実用2605283 

（権利消滅） 

92.12.10 

F01N3/02,341 

逆洗式ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗﾂﾌﾟ装置 

 

実用2599156 

（権利消滅） 

93.04.07 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ除去装置 

 

再生装置の 

改良 

実用2561691 

（権利消滅） 

93.03.31 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

 

特開平06-129234 

（みなし取下） 

92.10.21 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 

特開平06-173639 

（拒絶査定確定） 

92.12.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｼｽﾃﾑ 

特許3180852 

92.12.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀの制御装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-173648 

（みなし取下） 

92.12.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

   特開平06-173649 

（拒絶査定確定） 

92.12.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（11/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-229229 

（拒絶査定確定） 

93.02.03 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平06-323131 

（みなし取下） 

93.05.18 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生温度制御装置 

特開平07-077030 

（みなし取下） 

93.09.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生温度制御装置 

特開平07-293223 

（みなし取下） 

94.04.28 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平07-310526 

（みなし取下） 

94.05.12 

F01N3/02,341 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀとその制御装置 

特開平07-310527 

（みなし取下） 

94.05.12 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀとその制御装置 

特開平07-310528 

（みなし取下） 

94.05.12 

F01N3/02,341 

内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平07-310531 

（みなし取下） 

94.05.18 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平07-317531 

（出願取下） 

94.05.24 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平08-068310 

出願取下） 

94.08.29 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開平08-068313 

（出願取下） 

94.08.29 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの制御装置 

特開平08-068314 

（出願取下） 

94.08.29 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの構造 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3164982 

（権利消滅） 

94.10.07 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（12/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-121150 

（出願取下） 

94.10.27 

F01N3/18 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの制御装置 

 

特開平08-158889 

（拒絶査定確定） 

94.12.02 

F02B77/08 

濾過体の再生制御装置 

特開平08-189339 

（みなし取下） 

95.01.04 

F01N3/02,321 

燃料噴射で自己再生されるﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開平08-277710 

(特許3557709) 

95.04.06 

F01N3/02,341 

[7] 

内燃機関の排気微粒子捕集用ﾄﾗﾂﾌﾟの再生装置及びその再生時

期検出方法 

特開平08-319819 

（出願取下） 

95.05.26 

F01N3/02,301 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝのEGR制御装置 

特開平08-326523 

（出願取下） 

95.05.30 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子捕集用ﾄﾗﾂﾌﾟの再生制御装置 

特開平09-013947 

(特許3608255) 

95.06.26 

F01N3/02,331 

[1] 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置の目詰まり検出方法 

特開平09-032532 

（みなし取下） 

95.07.20 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ処理装置及び微粒子の燃焼制御方法 

特開平09-088557 

（みなし取下） 

95.09.26 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平09-177542 

（みなし取下） 

95.12.22 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置の制御装置 

特開平09-195750 

（拒絶査定確定） 

96.01.11 

F01N3/02,341 

排気微粒子濾過装置 

特開平09-303170 

（みなし取下） 

96.05.16 

F02D41/02,310 

排気濾過器を備えたﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気再循環装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平11-013455 

（みなし取下） 

97.06.20 

F01N3/02,341 

[3] 

目詰まり検出装置を備えたﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（13/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3165084 

97.09.01 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの制御方法及びその制御装置 

特開平11-294138 

98.04.15 

F01N3/02,341 

住友電気工業 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置及び同装置用流路切替ﾊﾞﾙﾌﾞ 

特開平11-294140 

98.04.03 

F01N3/02,341 

[6] 

排気浄化装置 

特開2000-130151 

（拒絶査定確定） 

98.10.30 

F01N3/02,301 

排気浄化装置の制御装置 

特開2002-047931 

00.08.07 

F01N7/08 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2002-047988 

00.08.07 

F02D43/00,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2002-097933 

00.09.22 

F01N3/02,341 

排気微粒子の捕集再生処理装置 

特開2002-115525 

00.10.03 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2002-115526 

00.10.12 

F01N3/02,321 

ﾌｨﾙﾀ寿命感知機能付きﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀﾕﾆｯﾄ 

特開2002-115528 

00.10.03 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の再生温度制御方法 

特開2002-174112 

00.12.07 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-174115 

00.12.07 

F01N3/02,341 

DPFｼｽﾃﾑの再生制御方法 

特開2002-174116 

00.12.07 

F01N3/02,341 

DPFｼｽﾃﾑの再生制御方法 

特開2002-180819 

00.12.08 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑの再生制御方法 

特開2002-180821 

00.12.14 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の制御方法 

特開2002-206419 

01.01.10 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の制御方法 

特開2002-276340 

01.03.22 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置､排気ｶﾞｽ浄化方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-285822 

01.03.26 

F01N3/02,321 

煤粒子検出ｾﾝｻ及びそれを使用したﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置

とその制御方法 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（14/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-285824 

01.03.26 

F01N3/02,331 

ｴﾝｼﾞﾝの排気昇温制御方法と排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑの再生制御方法 

特開2002-285825 

01.03.27 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の制御方法 

特開2002-285827 

01.03.26 

F01N3/02,341 

排気浄化装置の目詰り判定装置 

特開2002-285828 

01.03.26 

F01N3/02,341 

排気浄化装置の目詰り判定装置 

特開2002-285829 

01.03.26 

F01N3/02,341 

排気浄化装置の目詰り判定装置 

特開2002-285830 

01.03.26 

F01N3/02,341 

排気浄化装置のﾋｰﾀ通電制御装置 

特開2002-285899 

01.03.27 

F02D45/00,314 

排気温度の判定方法と排気ｶﾞｽ浄化装置の制御方法 

特開2002-295234 

01.03.29 

F01N3/02,331 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の制御方法 

特開2002-295235 

01.03.29 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2002-295237 

01.03.30 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2002-295238 

01.03.29 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の制御方法 

特開2002-295239 

01.03.29 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子捕集用ﾄﾗﾂﾌﾟの再生制御装置 

特開2002-332824 

01.05.10 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の再生制御方法 

特開2002-349333 

01.05.29 

F02D43/00,301 

排ｶﾞｽ浄化装置用電源装置 

特開2002-357117 

01.05.31 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置の制御方法 

特開2002-371825 

01.06.14 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の制御方法 

特開2002-371828 

01.06.14 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実用2595149 

92.11.19 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（15/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3059321（権利消滅）

93.06.25 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特開平08-093446 

（出願取下） 

94.09.26 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

材質･成分の 

改良 

特開2002-038924 

00.07.25 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去ﾌｨﾙﾀ 

特開平06-229224 

（出願取下） 

93.02.03 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平06-294315 

（拒絶査定確定） 

93.04.09 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平06-294316 

（拒絶査定確定） 

93.04.09 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平07-279646 

（拒絶査定確定） 

94.04.01 

F01N3/02,341 

[13] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-081310 

00.09.06 

F01N3/02,341 

DPF装置 

特開2002-138815 

00.11.07 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ用保持ﾌﾚｰﾑとﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-172308 

00.12.06 

B01D46/52 

ﾌｨﾙﾀ 

特開2002-174109 

00.12.06 

F01N3/02,301 

DPF装置用ﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-250225 

01.02.22 

F01N7/08 

切り替えﾊﾞﾙﾌﾞ装置 

   実用3034943 

（権利消滅） 

96.08.21 

F01N3/02,341 

電気絶縁された金属線 

 

  製法・組立法

の改良 

特許3165033 

（権利消滅） 

96.05.24 

F01N3/02,321 

[3] 

車両搭載用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

車両搭載用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置は､

排気ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙﾀを

それぞれ配置したｹｰｽを車両に軸方向に直

線状に配置する｡排気管から入口へ導く排

気通路と出口から排気管へ導く排気通路

を断面形状が略三角形に形成し､排気通路

をｹｰｽとの外側に対角線上の四隅にそれぞ

れ配置し､全体断面形状を略四角形に形成

する｡ 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（16/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3165032 

（権利消滅） 

96.05.24 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

 

特開2002-172307 

00.12.05 

B01D46/52 

DPF用ﾌｨﾙﾀの組付方法 

製法・組立法

の改良 

特開2002-174113 

00.12.05 

F01N3/02,341 

DPF用ﾌｨﾙﾀの組付方法とその装置 

特開平06-050127 

（みなし取下） 

92.07.30 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ除去装置 再生装置の 

改良 

特開平08-193510 

（拒絶査定確定） 

95.01.18 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ除去装置 

特開平07-011937 

（拒絶査定確定） 

93.06.25 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-115529 

00.10.04 

F01N3/02,341 

DPFﾋｰﾀｰの制御ｼｽﾃﾑ 

特開2002-317619 

01.04.20 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-349243 

01.05.24 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の制御方法 

装置構造･配

置の改良 

特許3484759 

94.05.18 

F01N3/08 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

 
除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-050126 

（拒絶査定確定） 

92.07.30 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
技
術 

経
済
性
の

向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-183577 

02.12.04 

F01N3/02,311 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-042532 

（みなし取下） 

93.07.29 

F01N3/02,341 

導電性ｾﾗﾐｯｸｽ製ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 
触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開平08-121145 

（出願取下） 

93.08.04 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（17/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-312327 

（出願取下） 

95.05.12 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-035521 

00.07.26 

B01D39/20 

ﾌｨﾙﾀ材及びそれを用いたDPF装置 

特開2002-038921 

00.07.25 

F01N3/02,301 

ﾌｨﾙﾀ材及びそれを用いた排ｶﾞｽ除去装置 

特開2002-301319 

01.04.09 

B01D39/14 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

材質･成分の 

改良 

特開2002-301320 

01.04.10 

B01D39/14 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平08-312328 

（みなし取下） 

95.05.12 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2000-073739 

98.09.03 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ処理装置 

特開2000-136714 

98.11.02 

F01N3/02,341 

排気浄化装置 

特開2002-097924 

00.09.27 

F01N3/02,301 

脱臭機能付きﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-097929 

00.09.27 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-309923 

01.04.11 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-357112 

01.05.30 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2002-349229 

01.05.23 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ処理装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-063126 

（拒絶査定確定） 

93.08.25 

F02M25/07,580 

EGR付ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 

材質･成分の 

改良 

特開2002-276338 

01.03.15 

F01N3/02,321 

連続再生型ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｼｽﾃﾑとその再生制御方法 

特開2000-249003 

99.03.01 

F02M25/07,580 

排気ｶﾞｽ浄化機能付きEGRｸｰﾗｰ 

特開2002-138813 

00.10.31 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-180822 

00.12.14 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（18/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-276339 

01.03.16 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽ処理装置 

特開2002-295226 

01.03.30 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽ粒子浄化装置 

特開2002-349231 

01.05.24 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-349259 

01.05.24 

F01N7/14 

排ｶﾞｽ処理装置及び排気通路の保温構造 

特開2002-357113 

01.05.30 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-001067 

01.06.19 

B01D53/94 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-155922 

01.11.21 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置用ﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-161138 

01.11.28 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-326009 

01.05.08 

B01D39/16 

ﾌｨﾙﾀ用ﾌｴﾙﾄおよびその製造方法 製法・組立法

の改良 

特開2002-355563 

01.05.30 

B01J35/06 

複数触媒を担持したﾌｴﾙﾄ状触媒 

再生装置の 

改良 

特開2002-295233 

01.03.30 

F01N3/02,321 

自動車用排気ｶﾞｽ処理装置 

特開2001-280121 

00.03.31 

F01N3/02,341 

[1] 

連続再生型ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2002-266678 

01.03.08 

F02D41/04,380 

ｴﾝｼﾞﾝ制御方法と排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑの再生制御方法 

特開2002-276443 

01.03.15 

F02D41/38 

燃料噴射制御方法と連続再生型ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｼｽﾃﾑの再

生制御方法 

特開2002-309924 

01.04.11 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-349242 

01.05.23 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の再生制御方法 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-371907 

01.06.14 

F02D45/00,376 

排気ｶﾞｽ浄化装置の制御装置及び制御方法 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（19/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-003833 

01.06.26 

F01N3/02,331 

連続再生型ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置の再生制御方法 

特開2003-161139 

01.11.28 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ及びその再生制御方法 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特再WO02/066813 

01.02.20 

F02D41/40 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの燃料噴射制御方法と排気ｶﾞｽ後処理装置の再生

制御方法 

装置構造･配

置の改良 

特開2002-349238 

01.05.29 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経

済

性

の

向

上 

再生装置の 

改良 

特開2002-206418 

01.01.10 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-035583 

00.07.26 

B01J23/38 

[1] 

燃焼触媒装置及びそれを用いた排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 材質･成分の 

改良 

特開2002-357120 

01.05.30 

F01N3/24 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平09-217618 

（みなし取下） 

96.02.09 

F01N3/02,321 

[3] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2001-355431 

00.06.16 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2002-188432 

00.12.19 

F01N3/08 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2002-276422 

01.03.15 

F02D41/04,355 

排気ｶﾞｽ浄化装置及びその再生制御方法 

特開2002-285819 

01.03.26 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-286832 

02.03.29 

F01N3/20 

バルティオン テクニイル

リネン ツッツキムスケス

クス(フィンランド） 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ及びその制御方法 

再生装置の 

改良 

特開2002-250220 

01.02.23 

F01N3/08 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-004838 

00.06.21 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-295298 

01.03.29 

F02D45/00,314 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ及びその再生制御方法 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（20/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の 

改良 

特開2003-148141 

01.11.16 

F01N3/28,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-312329 

（みなし取下） 

95.05.12 

F01N3/02,321 

[26] 

自己再生機能を持つﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2002-136842 

00.11.06 

B01D53/86 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-76341 

01.03.15 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-346385 

01.05.23 

B01J23/58 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-148125 

01.11.16 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-162675 

02.11.15 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2002-285826 

01.03.27 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2001-280118 

00.03.31 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-242660 

01.02.21 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置とその再生制御方法 

特開2002-250218 

01.02.22 

F01N3/02,321 

連続再生型ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置及びその再生制御方法 

特開2002-266630 

01.03.07 

F01N3/24 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ及び排気ｶﾞｽ浄化方法 

特開2002-276405 

01.03.19 

F02D21/08,311 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2002-322906 

01.04.26 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ再生方法及び装置 

特開2002-349239 

01.05.24 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2002-349241 

01.05.24 

F01N3/02,321 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2003-003830 

01.06.20 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-003832 

01.06.20 

F01N3/02,331 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの連続再生式ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 
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表2.2.4 いすゞ自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（21/21） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-184542 

01.12.13 

F01N3/18 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

特開2003-201899 

01.12.28 

F02D41/38 

圧縮着火式内燃機関 

特開2004-100668 

02.09.13 

F02D9/04 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

特開2004-108207 

02.09.17 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-108320 

02.09.20 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化方法及びそのｼｽﾃﾑ 

特開2002-115531 

00.10.12 

F01N3/08 

排ｶﾞｽ処理装置及び排ｶﾞｽ処理方法 装置構造･配置

の改良 

特開2002-276332 

01.03.15 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化方法とその装置 

特開2002-309932 

01.04.17 

F01N3/28,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2003-148126 

01.11.16 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置におけるﾌｨﾙﾀ固定方法 
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2.3.1 企業の概要 

 

商号 松下電器産業 株式会社 

本社所在地 〒571-8501 大阪府門真市大字門真1006 

設立年 1935年（昭和10年） 

資本金 2,587億40百万円（2004年3月末） 

従業員数 51,340名（2004年3月末）（連結：290,493名） 

事業内容 電気機械器具の製造・販売・サービス（映像・音響機器、情報通信機器、

家庭電化・住宅設備機器、産業機器、電子部品） 

松下電器産業は、総合家電メーカである。関係会社の松下エコシステムズはSPMやNOxを

除去する空気浄化換気システムを販売している。また、松下住設機器（1995年４月松下電

器産業に合併）よりディーゼル排ガス浄化装置の研究報告がある。関係会社のパナソニッ

クＦＳエンジニアリングでは、ＥＣＵ制御ソフト開発等を行っている。 

（出典：松下電器産業のホームページ http://www.panasonic.co.jp/） 

 

2.3.2 製品例 

松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する製品例は、上述のフィルタ以外はホーム

ページではみつからなかった。 

 

2.3.3 技術開発拠点と研究者 

図2.3.3に、松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示

す。 

1992年から1995年の出願が多い。 

 

［技術開発拠点］大阪府門真市大字門真１００６番地 松下電器産業株式会社 

 

2.3 松下電器産業 
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      図2.3.3 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する 

           出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての松下電器産業が出願した全177件の技術要素と課題の分

布を、図2.3.4-1に示す。 

松下電器産業の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の

課題としては再生制御の性能が多い。 

 

図2.3.4-1 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の出願分布を、図2.3.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸

化制御の改良で対応しているものが40件と最も多く、次いで、装置構造・配置の改良が26

件で、再生装置の改良が21件ある。 

 

図2.3.4-2 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.3.4 に、松下電器産業の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は177件で、そのうち50件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上の

ものは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったもの

は特許番号のみを表示している。 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の 

改良 

特許3355943 

96.07.18 

F01N3/02,301 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化方法及び排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ並びにこれを用いた排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ浄

化装置 

特開平07-180531 

（みなし取下） 

93.12.22 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-204431 

（みなし取下） 

94.01.20 

B01D39/20 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ用ﾌｨﾙﾀｰ 

装置構造･配置

の改良 

特開平09-004436 

95.06.23 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

製法・組立法

の改良 

特開平09-276654 

96.04.11 

B01D53/86 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ及びその製造方法 

再生装置の 

改良 

特許2856016 

93.02.23 

F01N3/02,321 

[2] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

加熱室と､加熱室内に収納されたﾌｨﾙﾀと､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを加熱するﾏ

ｲｸﾛ波を発生するﾏｲｸﾛ波発生手段と､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼させる気

体を供給する気体供給手段､

気体の流通方向に対しﾌｨﾙﾀ

より下流側の気体通路内に

設けた温度検知手段と､温度

検知手段が最高温度を検知

した後にﾏｲｸﾛ波の供給量を

増加する制御部を備え､最下

流側近傍のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼

除去する｡ 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平09-112249 

95.10.24 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平05-306614 

（拒絶査定確定） 

92.04.28 

F01N3/02,301 

[1] 

排気ｶﾞｽﾌｨﾙﾀとその製造方法 

特開平07-026932 

（みなし取下） 

93.07.06 

F01N3/02,301 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特開平07-127433 

(特許3611874) 

93.11.01 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-290963 

（みなし取下） 

95.04.21 

C04B35/46 

低熱膨張材料及びそれを用いた排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 
装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開平09-029022 

（みなし取下） 

95.07.21 

B01D39/20 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平09-299730 

（みなし取下） 

96.05.09 

B01D46/00,302 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ 

特開平09-299731 

（拒絶査定確定） 

96.05.14 

B01D46/00,302 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ 

特開平09-313843 

96.06.03 

B01D39/20 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ及び排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平10-005600 

96.06.26 

B01J35/04,301 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ 

特開平10-057730 

（みなし取下） 

96.08.26 

B01D39/20 

[1] 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特開平11-009925 

(特許3612943) 

97.06.20 

B01D39/20 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀの製造方法 

特開平11-114336 

(特許3603568) 

97.10.20 

B01D39/20 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀおよびその製造方法 

材質･成分の 

改良 

特開2003-135918 

95.09.05 

B01D39/20 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ 

特開平06-074018 

（拒絶査定確定） 

92.08.28 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特許2822821 

92.12.15 

F01N3/02,301 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特開平06-235313 

（みなし取下） 

93.02.09 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平06-317136 

93.05.07 

F01N3/02,301 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構成体 

特許2792397 

93.06.15 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平07-054630 

（みなし取下） 

93.08.10 

F01N3/02,301 

[1] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平07-241422 

（みなし取下） 

94.03.07 

B01D39/20 

繊維質排気ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許2785674 

94.03.10 

F01N3/02,301 

ﾌｨﾙﾀ再生装置におけるﾌｨﾙﾀﾓｼﾞｭｰﾙの製造方法 

特開平07-247826 

（みなし取下） 

94.03.10 

F01N3/02,341 

[1] 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平07-289835 

（みなし取下） 

94.04.25 

B01D46/30 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-000934 

（みなし取下） 

94.06.17 

B01D46/00,302 

排気ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰとその製造方法 

特開平08-004520 

（みなし取下） 

94.06.17 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許2817628 

94.08.23 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特許2820040 

94.10.04 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特開平08-109819 

（みなし取下） 

94.10.12 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-114112 

（拒絶査定確定） 

94.10.17 

F01N3/02,321 

高周波加熱排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-218845 

（みなし取下） 

95.02.13 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置ﾊﾞﾙﾌﾞﾕﾆｯ 

特許3387266 

95.05.31 

B01D39/20 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀおよびその製造方法 

 

特許3385807 

95.07.21 

B01D39/20 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

 

特開平09-029024 

（みなし取下） 

95.07.21 

B01D39/20 

[1] 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ 

特許3477940 

95.09.05 

B01D46/00,302 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰの製造方法 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平09-158711 

（みなし取下） 

95.12.05 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化方法及び排ｶﾞｽ浄化装置､並びに排ｶﾞｽ浄化装置付き車

両 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平10-121940 

（みなし取下） 

96.10.16 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許3365244 

97.03.06 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ浄化装置 

 

特開平10-259709 

（みなし取下） 

97.03.19 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化方法及び排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平10-296023 

(特許3555382) 

97.04.22 

B01D39/20 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰとその製造方法及びこの排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰを備えたﾃﾞｨｰｾﾞ

ﾙｴﾝｼﾞﾝ 

特開平10-299454 

（みなし取下） 

97.04.30 

F01N3/02,301 

[1] 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ及びその製造方法､それに用いる排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ用封止材

特開平10-299457 

97.04.22 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ浄化方法及び排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ浄化装置 

特開平10-337430 

97.06.06 

B01D46/00,302 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ 

装置構造･配置

の改良 

実用2579667 

（権利消滅） 

92.03.27 

B01D46/00,302 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ及びその製造方法 

 

特開平07-138533 

（みなし取下） 

93.11.12 

C09J1/00 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ用接着剤及び排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰの製造方法 

特開平07-213835 

（拒絶査定確定） 

94.02.03 

B01D39/20 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ用ﾌﾟﾗｸﾞ剤及び排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ 

特開平07-265626 

（みなし取下） 

94.03.29 

B01D39/20 

窒化珪素多孔質耐熱材の製造方法及びその方法で製造された

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ用ﾌｨﾙﾀｰ 

特開平07-331213 

（みなし取下） 

94.06.08 

C09J133/26 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ用の糊剤及びその製造方法とそれを用いて製造した

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開平09-085030 

（みなし取下） 

95.09.25 

B01D46/00,302 

[1] 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰの製造方法 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許2841999 

92.01.27 

F01N3/02,321 

[4] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

この装置は､内燃機関の排気ｶﾞｽを排出する排気管と､排気管の

途中に設けられた加熱空間と､この加熱空間内に収納され排気

ｶﾞｽが通過する間に排気ｶﾞｽ中に含まれるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾊ

ﾆｶﾑ構造からなるﾌｨﾙﾀと､ﾏｲｸﾛ波発生手段と､気体供給手段とか

ら成る｡また､ﾌｨﾙﾀの側面

温度を検出するﾌｨﾙﾀ温度

検出手段の検出信号は制

御部に導かれ､この信号に

基づいて制御部はﾏｲｸﾛ波

発生手段の動作時間ある

いは気体供給手段の動作

時間を最適に制御する｡ 

特許2909677 

92.02.18 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生方法とその装置 

 

特許2871299 

92.06.03 

F01N3/02,321 

[3] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

排ｶﾞｽ中に含まれるﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙﾀと､捕集されたﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄを加熱するﾏｲｸﾛ波発

生手段と､加熱されたﾊﾟﾃｨｷｭ

ﾚｰﾄを燃焼させる気体をﾌｨﾙﾀ

を通して循環させる耐熱性の

送風手段とが設けられてい

る｡これによってﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの

必要以上の高温化を抑制し､

効果的なﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの燃焼を

促進する｡ 

特開平06-033736 

（みなし取下） 

92.07.14 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平06-101446 

（拒絶査定確定） 

92.09.21 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平06-117218 

（拒絶査定確定） 

92.10.01 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平06-323125 

（みなし取下） 

93.05.12 

F01N3/02,321 

[2] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特許3257159 

93.07.23 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽﾌｨﾙﾀの再生装置 

ﾌｨﾙﾀの半径方向の温度差を小さくするために､電気ﾋｰﾀおよびの

電圧とｴｱｰ流量ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾊﾞﾙﾌﾞおよびのｴｱｰ流量

を制御する｡そして､着

火確認後､着火後の急

激な温度上昇と最高温

度を抑制するために､ｴ

ｱｰ流量ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞお

よびのｴｱｰ流量のみを

制御する｡ 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-063041 

（みなし取下） 

93.08.23 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ再生装置 

特許2822858 

93.09.20 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特許3000833 

93.09.30 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特許2817588 

93.10.05 

F01N3/02,321 

[3] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

加熱室と､加熱室内に収納されたﾌｨﾙﾀと､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを加熱するﾏ

ｲｸﾛ波を発生するﾏｲｸﾛ波発生手段と､

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼させる気体を供給

する気体供給手段､ﾏｲｸﾛ波発生手段

と気体供給手段を制御する制御部を

備える｡そして､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの燃焼の

中間期に気体供給手段を間欠的の駆

動をすることによりﾌｨﾙﾀの径断面の

温度分布の均一化を図りﾌｨﾙﾀの温度

を過剰に昇温することなくﾌｨﾙﾀ内に

蓄積したﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼除去する｡ 

特許2861752 

93.10.05 

F01N3/02,321 

[2] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙﾀと､ﾌｨﾙﾀを収納しﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを加熱燃

焼させる加熱室と､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを加熱するための高周波を発生す

るﾏｸﾞﾈﾄﾛﾝを設ける｡さらに加熱室に設けられ加熱室内の高周波

の電界強度を検出するための

高周波検出手段と､空気をﾌｨﾙ

ﾀに供給する送風手段と､ﾌｨﾙﾀ

を流れた空気の温度を測定す

る温度測定手段と､高周波検

出手段からの検出信号および

温度測定手段からの情報に基

づきﾏｸﾞﾈﾄﾛﾝと送風手段の動

作を制御する制御部とを有する｡ 

特許2785656 

93.11.17 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特開平07-145720 

（拒絶査定確定） 

93.11.22 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特許2785659 

93.11.26 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特許2827925 

94.11.04 

F01N3/02,321 

ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特許2888160 

95.03.02 

F01N3/02,301 

高周波加熱排ｶﾞｽ浄化装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平08-246845 

（拒絶査定確定） 

95.03.06 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（7/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-290029 

（みなし取下） 

95.04.24 

B01D46/42 

[1] 

排ｶﾞｽ処理方法及び排ｶﾞｽ処理装置 

特開平09-088549 

（拒絶査定確定） 

95.09.18 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾌｨﾙﾀ再生装置 

再生装置の 

改良 

特開平11-264313 

98.03.19 

F01N3/02,341 

坂口電熱 

流体加熱用発熱体およびそれを用いた排ｶﾞｽ浄化装置 

特許2858184 

92.02.18 

F01N3/02,301 

[1] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生方法とその装置 

 

特開平05-231129 

（拒絶査定確定） 

92.02.18 

F01N3/02,301 

[2] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生方法とその装置 

特開平05-296022 

（拒絶査定確定） 

92.04.17 

F01N3/02,301 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平05-296023 

（みなし取下） 

92.04.17 

F01N3/02,301 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特許2910430 

92.08.05 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特許2894103 

92.09.09 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特許2871342 

92.09.21 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置およびその制御方法 

 

特開平06-159039 

（みなし取下） 

92.11.27 

F01N3/02,341 

[1] 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ再生装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許2827780 

93.01.20 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（8/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特許2738251 

93.01.20 

F01N3/02,321 

[3] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙﾀと､ﾌｨﾙﾀを収納しﾌｨﾙﾀの排気ｶﾞｽ通流

方向にTEﾓｰﾄﾞが生じる加熱空間と､ﾌｨﾙﾀの外周の断熱材が配設

された空間のﾏｲｸﾛ波量を検出するﾏｲｸﾛ波検出手段と､ﾏｲｸﾛ波検

出信号によりﾏｲｸﾛ波発生手段と各ﾊﾞﾙﾌﾞを制御する制御部とを

備える｡そしてﾌｨﾙﾀ内

部のﾏｲｸﾛ波特性変化を

抽出して捕集されたﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄの量を精度よ

く判別し､所望の捕集

量においてﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

を加熱燃焼除去するこ

とにより､ﾌｨﾙﾀ内部で

の高温燃焼を回避する｡ 

特開平06-264712 

（みなし取下） 

93.03.12 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平06-323126 

（みなし取下） 

93.05.12 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平07-119442 

（拒絶査定確定） 

93.10.28 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特許2900786 

94.04.01 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ重量判定装置 

 

特許2833473 

94.05.20 

F01N3/02,301 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特許2780638 

94.05.17 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特許2875738 

94.05.24 

F01N3/02,321 

豊田自動織機 

内燃機関用排気ｶﾞｽ処理装置とその処理方法 

 

特開平07-332066 

（みなし取下） 

94.06.01 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許2738307 

94.09.27 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集重量判定装置 

 

特許2827922 

94.10.19 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置のﾏｲｸﾛ波ｾﾝｻ 

 

特許2803581 

94.11.08 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平08-170522 

（拒絶査定確定） 

94.12.19 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関排ｶﾞｽ浄化装置 



 185

表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（9/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数］ 

発明の名称 

概要 

特開平08-232641 

（みなし取下） 

95.02.28 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ浄化方法及び排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-246848 

（みなし取下） 

95.03.15 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化方法 

特開平08-291705 

（拒絶査定確定） 

95.04.21 

F01N3/02,321 

ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平08-303229 

95.05.10 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平09-041946 

95.07.28 

F01N3/02,341 

内燃機関用排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平09-088552 

95.09.21 

F01N3/02,321 

内燃機関用排ｶﾞｽ浄化装置 

特許3257370 

95.09.20 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ浄化方法､及び排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ浄化装置 

 

特開平09-096211 

95.10.03 

F01N3/02,321 

内燃機関用排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平09-287433 

96.04.18 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ浄化方法､及び排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ浄化装置 

特開平09-287434 

（みなし取下） 

96.04.25 

F01N3/02,341 

ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平10-005516 

（みなし取下） 

96.06.26 

B01D46/00,302 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀの再生方法 

特開平10-212928 

（みなし取下） 

97.01.30 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平10-220219 

97.02.03 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平10-238335 

（みなし取下） 

97.02.28 

F01N3/02,341 

ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平10-299458 

97.04.22 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ浄化装置及び排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ浄化方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平10-306743 

（拒絶査定確定） 

97.05.06 

F02D45/00,362 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの回転数測定方法及びその測定装置ならびにﾃﾞｨｰ

ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（10/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

装

置

運

用

性

能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平11-264314 

98.03.19 

F01N3/02,341 

 

 

 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-139332 

（みなし取下） 

93.11.19 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平07-145721 

（みなし取下） 

93.11.25 

F01N3/02,321 

内燃機関用排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-166839 

（みなし取下） 

93.12.13 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平10-141045 

（みなし取下） 

96.11.13 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平10-148118 

96.11.18 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2000-104530 

98.09.30 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-267746 

（みなし取下） 

94.03.31 

C04B37/00 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ用接着剤及び排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰの製造方法 

特許2820042 

94.10.12 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特開平08-189338 

（みなし取下） 

95.01.12 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽﾌｨﾙﾀの製造方法 

特許2842279 

95.02.28 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特開平09-125933 

（みなし取下） 

95.10.27 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平09-303135 

（みなし取下） 

96.05.16 

F01N3/02,301 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置の環状給電管 

特開平10-005599 

96.06.26 

B01J35/04,301 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの製造方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開平10-337427 

97.06.04 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの製造方法および製造装置 

 



 187

表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（11/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平11-029360 

（みなし取下） 

97.07.10 

C04B35/622 

ｾﾗﾐｯｸ可塑性練り土の製造方法及びｾﾗﾐｯｸ可塑性練り土ならびに

それを用いた排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ 

製法・組立法

の改良 

特開平11-079850 

（みなし取下） 

97.08.29 

C04B35/64 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ焼成体の製造方法 

特許2830700 

93.07.26 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

再生装置の 

改良 

特開平09-088550 

95.09.18 

F01N3/02,321 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平10-068310 

96.08.29 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置及び排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ再生方法 

特開平09-057103 

(特許3596107) 

95.08.25 

B01J23/44 

耐熱性排ｶﾞｽ浄化用触媒及びその製造方法及びそれを用いた排

ｶﾞｽ浄化装置 

特開平09-299801 

96.05.16 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化触媒及びそれを用いた排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀｰ及びそれを

用いた排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平10-137590 

96.09.12 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化用触媒及びその製造方法並びに排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ並びに

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平11-285639 

98.04.03 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化用触媒及びその製造方法並びにその排ｶﾞｽ浄化用触媒

を用いた排ｶﾞｽ浄化構造体 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2001-157845 

99.12.02 

B01J37/02,301 

排ｶﾞｽ浄化材､及びその製造方法 

特開平09-215925 

95.12.07 

B01J23/78 

排気ｶﾞｽ浄化触媒､排気ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀｰ､及び､排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-153158 

98.11.20 

B01J23/847 

排ｶﾞｽ浄化材とその製造方法及びこれを用いた排ｶﾞｽ浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 
材質･成分の 

改良 

特開2000-197819 

98.10.28 

B01J21/12 

排ｶﾞｽ浄化材及びその製造方法 

触
媒
技
術 

経

済

性

の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2001-321671 

00.05.17 

B01J23/847 

 

排ｶﾞｽ浄化材とその調製方法及びこれを用いた排ｶﾞｽ浄化装置 

特許3496306 

94.12.26 

B01D53/94 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ浄化用ﾌｨﾙﾀｰ及びそれを用いた排ｶﾞｽ浄化装置

 

特開平10-118490 

96.10.23 

B01J21/16 

排ｶﾞｽ浄化触媒及びこれを用いた排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

特開平11-192430 

97.10.27 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化材及びこれを用いた排ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2001-046875 

99.08.17 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化触媒及び排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀｰ 
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表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（12/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2001-187344 

00.01.05 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化材及び排ｶﾞｽ浄化装置 材質･成分の 

改良 

特開2002-102704 

00.10.02 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化触媒及びそれを用いた排ｶﾞｽ浄化材 

装置構造･配置

の改良 

特開2001-286758 

00.04.11 

B01J23/42 

排ｶﾞｽ浄化材 

製法・組立法

の改良 

特開平09-085104 

（みなし取下） 

95.09.22 

B01J37/00 

排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀｰの製造方法および排ｶﾞｽ浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開平06-235314 

（みなし取下） 

93.02.10 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関用ﾌｨﾙﾀ再生装置 

特許3158797 

93.07.29 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化方法及びそれを用いた排ｶﾞｽ浄化装置 

 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平08-303227 

（みなし取下） 

95.05.09 

F01N3/02,301 

[4] 

煤塵と窒素酸化物の除去装置の再生方法､及び煤塵と窒素酸化

物の除去方法 

特許3395305 

93.08.12 

B01J23/652 

排ｶﾞｽ浄化触媒及びそれを用いた排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ及び排ｶﾞｽ浄化装置

 

特開平07-328442 

（みなし取下） 

94.06.14 

B01J23/89 

[2] 

排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀｰ及びその製造方法 

特許3463378 

94.11.10 

B01J23/58 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化触媒及びその製造方法,及び排ｶﾞｽ浄化触媒を用いた

排ｶﾞｽ浄化装置 

 

特開平09-267039 

96.04.02 

B01J23/44 

排ｶﾞｽ浄化用触媒及びこれを用いた排ｶﾞｽ浄化装置並びに排ｶﾞｽ

浄化ｼｽﾃﾑ 

特開平11-319555 

98.05.21 

B01J21/16 

排気ｶﾞｽ浄化材及びこれを用いた排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-102621 

00.09.28 

B01D39/14 

排ｶﾞｽ浄化材およびその製造方法 

特開2002-331241 

01.05.10 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化触媒及びそれを用いた排ｶﾞｽ浄化材 

特開2003-033657 

01.07.23 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化触媒及びそれを用いた排ｶﾞｽ浄化触媒ﾌｨﾙﾀｰ 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2003-170055 

01.12.06 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化材及び排ｶﾞｽ浄化材用触媒ｽﾗﾘｰの調製方法 

 



 189

表2.3.4 松下電器産業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（13/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の 

改良 

特開2003-170056 

01.12.10 

B01J27/055 

排ｶﾞｽ浄化触媒及びそれを用いた排ｶﾞｽ浄化材 

特開平09-168723 

（みなし取下） 

95.12.19 

B01D53/94 

[1] 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ 装置構造･配

置の改良 

特開2002-174111 

00.12.07 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ浄化材 

特開平07-149579 

（みなし取下） 

93.11.26 

C04B38/00,303[1] 

ｺｰｼﾞｪﾗｲﾄ質多孔性ｾﾗﾐｯｸｽ又はそれを用いたﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞ

ｽﾌｨﾙﾀｰの製造方法 

特開平07-172952 

（みなし取下） 

93.12.20 

C04B38/06,E 

炭化珪素多孔質耐熱材の製造方法及びその方法で製造された

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ用ﾌｨﾙﾀｰ 

製法・組立

法の改良 

特開平11-019521 

（みなし取下） 

97.07.02 

B01J37/00 

排気ｶﾞｽ浄化用触媒の製造方法､及び排気ｶﾞｽ浄化用触媒を用い

た排気ｶﾞｽﾌｨﾙﾀｰ及び排気ｶﾞｽ浄化装置並びに排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

再生装置の 

改良 

特開平08-338230 

（みなし取下） 

95.06.13 

F01N3/02,321 

[2] 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ再生装置とその再生方法 

特開平07-293225 

（拒絶査定確定） 

94.04.22 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化方法及び排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-232643 

（拒絶査定確定） 

95.02.28 

F01N3/02,341 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化方法及び排ｶﾞｽ浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化

制御の 

改良 

特開平09-013954 

（拒絶査定確定） 

95.06.26 

F01N3/02,341 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化方法及び排ｶﾞｽ浄化装置 

材質･成分の 

改良 

特開平08-323198 

（みなし取下） 

95.05.31 

B01J23/10 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化触媒および排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 製法・組立

法の改良 

特開2004-084556 

02.08.27 

F01N3/28,301 

排ｶﾞｽ浄化用触媒担体､それを用いた排ｶﾞｽ浄化体及びその製造

方法 

触

媒

と

フ

ィ

ル

タ
の
併
用
技
術 

装

置

運

用

性

能

の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開平08-114111 

（拒絶査定確定） 

94.10.17 

F01N3/02,321 

[1] 

 

 

高周波加熱排ｶﾞｽ浄化装置 
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2.4.1 企業の概要 

 

商号 日産自動車 株式会社 

本社所在地 〒104-8023 東京都中央区銀座6-17-1 

設立年 1933年（昭和8年） 

資本金 6,058億14百万円（2004年3月末） 

従業員数 31,389名（2004年3月末）（連結：119,350名） 

事業内容 自動車等の車両および部品の製造・販売 

日産自動車は主に乗用車を販売しており、ディーゼル車では排ガス規制対応の１トン、

２トントラック、マイクロバスを発売しているとともに、排気微粒子除去技術でも活発な

特許活動を行っている。 

トラック部門は、グループ会社の日産ディーゼル工業が主に扱っている。 

（出典：日産自動車のホームページ http://www.nissan.co.jp/） 

 

2.4.2 製品例 

日産自動車の排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.4.2 に示す。 

 

表2.4.2 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

粒子状物質減少装置 

VR800,9D61 

酸化触媒：使用過程車用 

粒子状物質減少装置 

ﾆｯｻﾝKG-ZD30-8A 

酸化触媒：新車時装着用 

（出典：東京都の「指定した粒子状物質減少装置の概要」 http://www.8taiki.jp/gensyou

_souchi/gensyou_souchi.html） 

 

2.4.3 技術開発拠点と研究者 

図2.4.3に、日産自動車の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示す。 

1993年に32件の出願があり、その後一度減少したが、02年には35件の出願がある。 

 

 

［技術開発拠点］神奈川県横浜市神奈川区宝町２番地 日産自動車株式会社 

 

2.4 日産自動車 
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      図2.4.3 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する 

           出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての日産自動車が出願した全148件の技術要素と課題の分布

を、図2.4.4-1に示す。 

日産自動車の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の課

題としては、再生制御の性能が多い。 

 

図2.4.4-1 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.4.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸化制

御の改良で対応しているものが58件と最も多く、次いで、装置構造・配置の改良が21件で

ある。 

 

図2.4.4-2 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.4.4 に、日産自動車の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数は148件で、そのうち30件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上のも

のは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったもの

は特許番号のみを表示している。 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2004-138016 

02.10.21 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気微粒子ﾌｨﾙﾀ 材質･成分の 

改良 

特開2004-150330 

02.10.30 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気微粒子ﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配置

の改良 

特許3391160 

95.09.08 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特開平06-026325 

（みなし取下） 

92.07.07 

F01N3/02,341 

[2] 

内燃機関の排気微粒子捕集装置 

特開平07-054636 

（みなし取下） 

93.08.16 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-239789 

02.02.13 

F02D41/04,385 

排気浄化装置 

材質･成分の 

改良 

特開平07-054638 

（みなし取下） 

93.08.16 

F01N3/02,341 

内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集ﾌｨﾙﾀ 

特開平06-058135 

（みなし取下） 

92.08.06 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平06-264713 

（みなし取下） 

93.03.12 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特開平06-264717 

（みなし取下） 

93.03.15 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ﾌｨﾙﾀ 

特開平06-264718 

（みなし取下） 

93.03.15 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ﾌｨﾙﾀ 

特開平07-034855 

（みなし取下） 

93.07.26 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平07-063040 

（みなし取下） 

93.08.20 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3201114 

93.12.28 

F01N3/02,341 

[4] 

内燃機関の排気微粒子捕集ﾌｨﾙﾀ 

ﾌｨﾙﾀの再生時､排気をﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄの内周から外周へと通過させ､ｴﾚ

ﾒﾝﾄ外周壁と中空円筒管の内壁との間に形成された間隙に通し､

次いで中空円筒管の両端部近傍の周壁部に設けられた連通孔へ

と流通させる｡そしてﾋｰﾀによる加熱と､ﾌｨﾙﾀ中心部から両端部に

かけて燃焼伝播するこ

とによる排気微粒子の

燃焼熱で加熱された排

気Eでｴﾚﾒﾝﾄを包み込む

ようにする｡これによ

り保温効果を高めて中

心部と両端部との温度

差を改善し､再生不良

領域を無くして均一な

再生を可能にしている｡ 

特許2802978 

94.03.17 

F01N3/02,341 

カルソニックカンセイ 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特開平08-093451 

（拒絶査定確定） 

94.09.27 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特許3111828 

94.09.28 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特許3111829 

94.09.28 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特許3329359 

95.05.08 

F01N3/02,341 

カルソニックカンセイ 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗﾂﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

 

特開平08-312335 

95.05.19 

F01N3/02,341 

排気微粒子処理装置 

特開平09-013953 

（みなし取下） 

95.06.30 

F01N3/02,341 

[1] 

排気微粒子処理装置 

特開2001-140702 

99.11.15 

F02M25/07,570 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝのEGR装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-162537 

02.11.11 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気微粒子ﾌｨﾙﾀ 

製法・組立法

の改良 

特開2002-081314 

00.09.05 

F01N3/28,301 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置の製造方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特許2822745 

（権利消滅） 

92.02.07 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平05-296025 

（みなし取下） 

92.04.22 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気清浄化装置 

特許3114357 

92.05.29 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ﾌｨﾙﾀの再生装置 

 

特開平06-146856 

（みなし取下） 

92.11.11 

F01N3/02,341 

[3] 

内燃機関の排気処理装置 

特許3022052 

93.05.27 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子処理装置 

 

特開平07-034851 

（みなし取下） 

93.07.22 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特許3401946 

94.10.13 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特許3201220 

95.06.07 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気微粒子捕集装置 

 

特開平09-013952 

（拒絶査定確定） 

95.06.27 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特許3412362 

95.10.19 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特開2000-356121 

99.06.14 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子捕集装置 

再生装置の 

改良 

特開2004-100538 

02.09.09 

F01N3/24 

内燃機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3067365 

92.01.29 

F01N3/02,341 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

排気通路を第1排気通路と第2排気通路との2つの通路に分岐して

構成する｡この第1,第2の各排気通路に排気中の排気微粒子を捕

集するﾌｨﾙﾀをそれぞれ

設ける｡この各ﾌｨﾙﾀよ

り排気微粒子の捕集効

率が高い､ﾋｰﾀ機能を備

えた発泡金属ﾌｨﾙﾀをﾌｨ

ﾙﾀの排気上流側に隣接

して配置する｡第1,第2

の各排気通路への排気

の流量を制御する第1,

第2制御弁を設ける｡ 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平05-296024 

（みなし取下） 

92.04.17 

F01N3/02,341 

排気ﾌｨﾙﾀの再生装置 

特許3116549 

92.05.27 

F01N3/02,341 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特開平06-010650 

（拒絶査定確定） 

92.05.08 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特許2842072 

92.09.04 

F01N3/02,341 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特開平06-257423 

（みなし取下） 

93.03.09 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気後処理装置 

特許3024420 

93.03.15 

F01N3/02,341 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

排気圧力が所定閾値を越えた時､前回再生

を行つたﾌｨﾙﾀに対応して､同じ分岐通路内

で連続しないように予め設定されたﾌｨﾙﾀ

を選択する｡そして選択したﾌｨﾙﾀと直列配

置された開閉弁を閉じ､選択されたﾌｨﾙﾀの

ﾋｰﾀに通電する｡ 

特開平06-264719 

（みなし取下） 

93.03.10 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気後処理装置 

特開平06-264720 

（みなし取下） 

93.03.12 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気後処理装置 

特開平06-264721 

（みなし取下） 

93.03.12 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特開平06-264723 

（みなし取下） 

93.03.12 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特開平06-294317 

（みなし取下） 

93.04.12 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子捕集装置の再生時期検出装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-026935 

（みなし取下） 

93.07.07 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-034854 

（みなし取下） 

93.07.26 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平07-034857 

（みなし取下） 

93.07.26 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平07-034858 

（みなし取下） 

93.07.26 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平07-054639 

（みなし取下） 

93.08.11 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3028714 

93.09.09 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

 

特開平07-083023 

（みなし取下） 

93.09.13 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平07-083025 

（みなし取下） 

93.09.13 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平07-083027 

（みなし取下） 

93.09.16 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特開平07-083028 

（みなし取下） 

93.09.16 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特許3282310 

93.09.20 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気後処理装置 

 

特開平07-119443 

（みなし取下） 

93.10.28 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-180529 

（みなし取下） 

93.12.21 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3374500 

94.02.07 

F01N3/02,341 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

排気微粒子を捕集するﾌｨﾙﾀと､ﾌｨﾙﾀの温度を上昇させる昇温手段

と､吸入空気量を検出する吸入空気量検出手段と､燃料供給量を

演算する燃料供給量検出手段とを有し､運転条件に応じて所定量

の排気を吸気中に還流する排気還流制御手段を設ける｡さらに,

みかけの空気過剰率を算出する手段と､実質空気過剰率を算出す

る手段と､実質空気過剰率に基づいてﾌｨﾙﾀに捕集される排気微粒

子の堆積量を演算する

手段と､積算値に基づ

いてﾌｨﾙﾀの再生時期を

判定する手段と､昇温

制御手段とを備える｡ 

特許3448940 

94.03.04 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

 

特許3257233 

94.03.15 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特許2772757 

94.03.17 

F01N3/02,341 

カルソニックカンセイ 

[1] 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特開平07-269328 

（みなし取下） 

94.03.31 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特開平08-114114 

（みなし取下） 

94.10.14 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特許3360437 

94.10.18 

F01N3/02,341 

[2] 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

ﾌｨﾙﾀｹｰｽに､排気口以外に､ﾌｨﾙﾀの排気下流側と外気とを連通する

連通孔を設ける｡これにより､ﾌｨﾙﾀの再生時には､再生時の加熱さ

れたｶﾞｽによる自然対流効

果で連通孔から外気が導

入され､この導入された外

気は自然対流に乗つてﾌｨﾙ

ﾀに再生用空気として供給

されるようになる｡よつ

て､ｴｱﾎﾟﾝﾌﾟ等を備えずと

も､良好にﾌｨﾙﾀを再生する

ことができる｡ 

特許3201230 

95.10.11 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特開平09-273414 

（みなし取下） 

96.04.05 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平09-280036 

96.04.09 

F01N3/02,341 

[1] 

ｴﾝｼﾞﾝの排気微粒子処理装置 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（7/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平10-077826 

（みなし取下） 

96.09.06 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの黒煙浄化装置 

特開平10-077827 

（みなし取下） 

96.09.06 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの黒煙浄化装置 

特許3470564 

97.09.01 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特開平11-153020 

97.11.20 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気微粒子処理装置 

特開2002-213229 

01.01.19 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-235589 

01.02.06 

F02D41/38 

内燃機関の制御装置 

特開2002-303123 

01.02.05 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-027919 

01.07.12 

F01N3/02,321 

過給機付ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2003-222015 

02.01.31 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-222041 

02.01.31 

F02D41/04,380 

排気浄化装置 

特開2003-293733 

02.04.08 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-293824 

02.03.29 

F02D41/04,355 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-314250 

02.04.17 

F01N3/02,331 

排気微粒子捕集用ﾌｨﾙﾀの再生装置 

特開2004-028045 

02.06.28 

F02D41/38 

排気浄化装置 

特開2004-036454 

02.07.02 

F01N3/02,321 

車両用ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2004-183525 

02.12.02 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2004-190568 

02.12.11 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝのﾌｨﾙﾀ再生制御装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-190668 

02.11.29 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（8/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2004-197584 

02.12.16 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置及びｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-197657 

02.12.18 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置及びｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-197722 

02.12.20 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置及びｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-204774 

02.12.25 

F02D45/00,312 

内燃機関の排気浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特開平07-034852 

（みなし取下） 

93.07.26 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 再生・酸化制

御の改良 

特許2890976 

92.05.25 

F01N3/02,341 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾌｨﾙﾀを排気通路に並列に2つ配設すると

共に各ﾌｨﾙﾀへの排気流れを制御する制

御弁を設ける｡各ﾌｨﾙﾀにﾋｰﾀを備える｡そ

して､排気量が少ない運転域での捕集時

には2つのﾌｨﾙﾀに排気を交互に導入し､

排気量が多い運転域での捕集時には2つ

のﾌｨﾙﾀに排気を同時に導入する｡また､

排気量が少ない運転領域での再生時に

は再生時期判定時直前に制御弁が開い

ている側のﾌｨﾙﾀをﾋｰﾀへの通電により再

生し､排気量が多い運転域では両ﾌｨﾙﾀに

排気を同時に導入して再生する｡ 

特開平09-122489 

(特許3575139) 

95.11.07 

B01J23/63 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用酸化触媒 

特開2001-107720 

99.08.03 

F01N3/20 

排気ｶﾞｽ浄化用触媒及び排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

材質･成分の 

改良 

特開2004-016850 

02.06.12 

B01J23/58 

排気ｶﾞｽ浄化用触媒､製造方法及び排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開平05-288035 

（みなし取下） 

92.04.09 

F01N3/02,341 

[2] 

内燃機関の排気処理装置 

特開2002-106327 

00.10.02 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の制御装置 

触
媒
技
術 

装
置
運
用
性
能
の

向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-065116 

01.08.24 

F02D41/04,355 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（9/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の 

改良 

特開2002-361047 

01.06.01 

B01D53/94 

排気浄化方法及び排気浄化装置 

特開2003-056327 

01.08.14 

F01N3/02,321 

自己再生型排気微粒子捕集用ﾌｨﾙﾀ 装置構造･配置

の改良 

特開2003-278526 

02.03.25 

F01N3/02,321 

排気微粒子捕集用ﾌｨﾙﾀ 

特開2002-177788 

00.12.06 

B01J29/74 

排気ｶﾞｽ浄化用触媒及びその製造方法 製法・組立法

の改良 

特開2003-053117 

01.08.17 

B01D39/14 

排気微粒子捕集用ﾌｨﾙﾀ及びその触媒ｺｰﾃｨﾝｸﾞ方法 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-317621 

01.04.19 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-153716 

00.11.21 

B01D39/14 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集除去ﾌｨﾙﾀｰ及びその製造方法 材質･成分の 

改良 

特開2004-058013 

02.07.31 

B01J23/42 

排ｶﾞｽ浄化触媒 

特開平05-195749 

（みなし取下） 

92.01.21 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

特開2002-089252 

(特許3584867) 

00.09.08 

F01N3/28,311 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置及びその製造方法､並びに排気ｶﾞｽ浄

化用担体の保持材 

特開2002-233722 

01.02.06 

B01D46/00,302 

排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-301713 

02.04.09 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

製法・組立法

の改良 

特開2004-169586 

02.11.19 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気微粒子ﾌｨﾙﾀ 

特開平05-195748 

（みなし取下） 

92.01.24 

F01N3/02,301 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平05-222916 

（みなし取下） 

92.02.12 

F01N3/02,321 

[2] 

排気ﾌｨﾙﾀの再生装置 

特開2003-020933 

01.07.03 

F01N3/02,331 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-239724 

02.02.14 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 
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表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（10/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ

技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

 

 

 

 

 

 

特開2002-066338 

00.08.25 

B01J37/02,301 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化用担体及びこれを用いた排気ｶﾞｽ浄化装

置､並びにこれらの製造方法 

特開2001-082133 

99.09.16 

F01N3/24 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2001-241321 

00.02.29 

F01N3/24 

内燃機関の排気浄化装置および排気浄化方法 

特開2002-047923 

00.07.31 

F01N3/24 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-089240 

00.09.08 

F01N3/08 

排気ｶﾞｽ浄化装置及びこれを用いた排気ｶﾞｽ浄化方法 

特開2002-227688 

01.02.01 

F02D41/14,310 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-286877 

02.03.28 

F02D41/04,355 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2002-021623 

00.07.04 

F02D41/38 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-089327 

00.09.14 

F02D41/04,380 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-339730 

01.05.17 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-336520 

02.05.20 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平06-272533 

（みなし取下） 

93.03.17 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-047986 

00.08.03 

F02D41/38 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

特開2002-153733 

00.09.08 

B01D53/94 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ及び排気浄化方法 

特開2002-276337 

01.03.15 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-201831 

02.01.07 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-028030 

02.06.27 

F02D41/04,355 

内燃機関の排気浄化装置 



 203

表2.4.4 日産自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（11/11） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2000-320322 

99.05.12 

F01N3/20 

排気ｶﾞｽ浄化装置 再生装置の 

改良 

特開2003-074394 

01.06.22 

F02D41/04,385 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平11-280449 

98.03.31 

F01N3/02,321 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平11-336530 

(特許3572439) 

98.05.21 

F01N3/08,ZAB 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2002-097930 

(特許3598961) 

00.09.26 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-242732 

01.02.20 

F02D41/04,380 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-035131 

01.07.25 

F01N3/02,331 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-201828 

02.01.08 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-036552 

02.07.05 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-044457 

02.07.10 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-052611 

02.07.18 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-197703 

02.12.20 

F02D41/04,380 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化制御装置及びﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ車両 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-204812 

02.12.26 

F01N3/20 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用触媒の硫黄被毒解除制御装置 
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2.5.1 企業の概要 

 

商号 株式会社 デンソー 

本社所在地 〒448-8661 愛知県刈谷市昭和町1-1 

設立年 1949年（昭和24年） 

資本金 1,874億57百万円（2004年3月末） 

従業員数 33,362名（2004年3月末）（連結：95,461名） 

事業内容 各種自動車部品（空調・エンジン関係等）、ITS関連機器・システム、住

宅・工業用空調機器、FA関連製品等の製造・販売 

デンソーは、トヨタグループの自動車部品メーカである。自動車関連事業でエンジン関

連のシステムと製品を製造している。 

デンソーが開発したディーゼルパティキュレートフィルタは、トヨタ自動車のクリーン

ディーゼルシステム「ＤＰＮＲ」に採用されている。 

（出典：デンソー http://www.denso.co.jp/ja/） 

 

2.5.2 製品例 

デンソーの排気微粒子除去技術に関する製品例は、上述のフィルタ以外はホームページ

ではみつからなかった。 

 

2.5.3 技術開発拠点と研究者 

図2.5.3に、デンソーの排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示す。

1993年には30件の出願があり、その後一度減少したが、01年には21件の出願がある。 

 

［技術開発拠点］愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地 株式会社デンソー 

 

2.5 デンソー
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      図2.5.3 デンソーの排気微粒子除去技術に関する 

           出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についてのデンソーが出願した全143件の技術要素と課題の分布を、

図2.5.4-1に示す。 

デンソーの技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の課題

としては、再生制御の性能が多い。 

 

図2.5.4-1 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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術
要
素

課　　　題
除去効果の向上 装置運用性能の向上

69 11
44 5 7 6

1 1 1

22 1 1 4
20

4
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課題と解決手段の出願分布を、図2.5.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸

化制御の改良で対応しているものが66件と最も多く、次いで、装置構造・配置の改良が13

件、再生装置の改良が11件である。 

 

図2.5.4-2 デンソーの排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.5.4 に、デンソーの排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数は143件で、そのうち27件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上のもの

は、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったもの

は特許番号のみを表示している。 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平09-077573 

95.07.12 

C04B38/06 

[12] 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 

特開平09-220423 

(特許3560408) 

96.02.15 

B01D46/00,302 

日本自動車部品総合研究所 

[10] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀおよびその製造方法 

材質･成分の 

改良 

特開2003-120256 

01.08.06 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-003823 

01.04.19 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

再生装置の 

改良 

特開平07-011939 

（拒絶査定確定） 

93.06.28 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車,豊田自動織機

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平06-173638 

（みなし取下） 

92.12.02 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再燃焼制御装置 

特開平07-026933 

（みなし取下） 

93.07.09 

F01N3/02,321 

豊田自動織機 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-026934 

（みなし取下） 

93.07.12 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平05-187220 

（拒絶査定確定） 

92.01.14 

F01N3/02,311 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開平05-302506 

（拒絶査定確定） 

92.04.24 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平05-302507 

（拒絶査定確定） 

92.04.24 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平05-321640 

（拒絶査定確定） 

92.05.26 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-042331 

（みなし取下） 

92.07.23 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気微粒子除去装置 

特開平06-137131 

（みなし取下） 

92.10.28 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2000-154712 

98.11.19 

F01N3/02,341 

[1] 

ｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-256842 

00.12.25 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

特開2002-306915 

01.02.09 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2002-317618 

01.04.24 

F01N3/02,301 

排気浄化装置及びその製造方法 

特開2002-356386 

01.03.26 

C04B41/85 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ成形体の栓詰め方法 

特開2004-082098 

02.06.24 

B01D39/00 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-154768 

02.10.15 

B01D53/94 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

製法・組立法

の改良 

特許3291777 

92.07.17 

B01J35/04,301 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

 

特許3118935 

（権利消滅） 

92.02.13 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

 

特許3196862 

92.12.25 

F01N3/02,341 

イソライト工業 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集用ﾄﾗﾂﾊﾟ 

 

特開平06-299839 

（みなし取下） 

93.04.15 

F01N3/02,341 

豊田自動織機,トヨタ自動車

排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特許3156445 

（権利消滅） 

93.05.17 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集用ﾄﾗｯﾊﾟ 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-330733 

（みなし取下） 

93.05.21 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特開平07-026942 

（みなし取下） 

93.07.12 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特許3073375 

93.10.12 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特許3427481 

94.04.14 

F01N3/02,341 

円筒形ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

 

特許2903103 

（権利消滅） 

95.01.13 

F01N3/02,341 

中部助川興業 

[5] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

6本のｼｰｽﾞﾋｰﾀは､互いに略等間隔で略渦巻き状に配線されてお

り､個々のｼｰｽﾞﾋｰﾀは､抵抗発熱線の

巻きﾋﾟﾂﾁが異なる構成とされてい

る｡そして､巻きﾋﾟﾂﾁが長い部位が

環状枠体の中心側に位置し､巻きﾋﾟ

ﾂﾁが短い部位が環状枠体に近い側

に位置するよう構成されている｡ 

特開平08-296426 

（みなし取下） 

95.04.24 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

特開平09-203311 

（みなし取下） 

96.01.26 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2004-190528 

02.12.10 

F01N3/02,301 

豊田中央研究所 

排気浄化装置 

特開平05-187221 

（拒絶査定確定） 

92.01.10 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

特開平05-195751 

（みなし取下） 

92.01.24 

F01N3/02,321 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3210710 

92.01.31 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平05-222917 

（みなし取下） 

92.02.07 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平05-222918 

（みなし取下） 

92.02.12 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気浄化装置 

特開平05-222922 

（みなし取下） 

92.02.07 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特許2989954 

（権利消滅） 

92.03.17 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

排気ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの捕集量が所定値以上の時に加熱手段

に通電し､同時に再生用ｶﾞｽ供給手段から再生用ｶﾞｽを供給して

ﾌｨﾙﾀを燃焼再生させる排気浄化装置で

ある｡ここでﾌｨﾙﾀ内のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの燃え

残り量を検出し､第1の形態では､加熱手

段近傍の燃え残り量が多い程､加熱手段

の加熱量を減量し､第2の形態では､加熱

手段近傍の燃え残り量が多い程､再生用

ｶﾞｽ供給手段からの再生用ｶﾞｽ供給量を

減量するように内燃機関の排気浄化装

置を構成する｡ 

特開平05-280324 

（みなし取下） 

92.03.30 

F01N3/02,341 

日本自動車部品総合研究所,

トヨタ自動車 

[2] 

排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

特開平05-312020 

（みなし取下） 

92.05.01 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平05-312022 

（みなし取下） 

92.05.01 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平05-332126 

（拒絶査定確定） 

92.05.28 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3017601 

（権利消滅） 

92.06.15 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-033737 

（みなし取下） 

92.07.13 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平06-137133 

（みなし取下） 

92.10.27 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平06-173641 

（みなし取下） 

92.12.04 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再燃焼制御装置 

特開平06-330724 

（みなし取下） 

93.05.21 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特許2932135 

93.05.25 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

 

特開平07-011936 

（みなし取下） 

93.06.29 

F01N3/02,341 

豊田自動織機 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許2920161 

（権利消滅） 

93.06.22 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特許2802312 

93.06.30 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車,豊田自動織機

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾌｨﾙﾀと,ﾌｨﾙﾀの再生時期判定手段と,再生手段と,再生制御手段

とを有する｡再生手段は,ﾋｰﾀと,ｴｱﾎﾟﾝﾌﾟと,空気流路と,ｵﾘﾌｲｽ

の差圧ｾﾝｻとを有し,空気流路

は,開閉弁付きのﾒｲﾝ流路と,ｵﾘﾌ

ｲｽ付きのﾊﾞｲﾊﾟｽ流路とを有す

る｡再生制御手段は,目標ｴｱ供給

量が大のとき,開閉弁を開いてｴ

ｱﾎﾟﾝﾌﾟをｵｰﾌﾟﾝﾙｰﾌﾟ制御し,目標

ｴｱ供給量が小のとき,開閉弁を

開いてﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御を行う｡ 

特開平07-019029 

（みなし取下） 

93.06.30 

F01N3/02,341 

豊田自動織機 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-026937 

（みなし取下） 

93.07.08 

F01N3/02,341 

豊田自動織機 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-026939 

（みなし取下） 

93.07.09 

F01N3/02,341 

豊田自動織機 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-026941 

（みなし取下） 

93.07.09 

F01N3/02,341 

豊田自動織機 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-034853 

（みなし取下） 

93.07.26 

F01N3/02,341 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平07-042536 

（みなし取下） 

93.07.27 

F01N3/02,341 

豊田自動織機 

排気浄化装置 

特開平07-042537 

（みなし取下） 

93.05.21 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車,豊田自動織機

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平07-071229 

（みなし取下） 

93.07.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平07-083029 

（みなし取下） 

93.09.16 

F01N3/02,341 

豊田自動織機 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置における異常検出装置 

特許2857307 

93.12.02 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特許3208986 

94.04.26 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ制御装置 

 

特開平07-293226 

（みなし取下） 

94.04.28 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平07-310524 

（みなし取下） 

94.05.13 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集量検出装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-317529 

（拒絶査定確定） 

94.05.20 

F01N3/02,321 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（7/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-317530 

（みなし取下） 

94.05.20 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平08-061044 

（みなし取下） 

94.01.24 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 

特開平08-109818 

(特許3598542) 

94.10.11 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ内燃機関の排気浄化装置 

特開平08-121146 

（みなし取下） 

94.10.24 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気微粒子除去装置 

特開平08-144739 

（みなし取下） 

94.11.18 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 

特開平08-210120 

（みなし取下） 

95.02.03 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平08-210122 

（みなし取下） 

95.02.03 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平08-210123 

（みなし取下） 

95.02.03 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平08-284639 

（みなし取下） 

95.04.14 

F01N3/02,341 

[1] 

排気微粒子浄化装置 

特開平08-284643 

(特許3598572) 

95.04.14 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

特開平08-284644 

(特許3598573) 

95.04.14 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平08-291704 

(特許3567528) 

95.04.21 

F01N3/02,301 

ｴﾝｼﾞﾝの排気監視ｼｽﾃﾑ 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（8/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-291707 

（みなし取下） 

95.04.20 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

特開平08-296427 

（みなし取下） 

95.04.25 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

特開平10-077828 

（みなし取下） 

96.09.04 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

特開平10-089047 

96.09.12 

F01N3/02,321 

排気微粒子浄化装置 

特開平10-089048 

96.09.12 

F01N3/02,321 

排気微粒子浄化装置 

特開平10-110613 

（みなし取下） 

96.10.03 

F01N3/02,341 

日野自動車 

[1] 

排気微粒子浄化装置 

特開平10-110614 

（みなし取下） 

96.10.03 

F01N3/02,341 

日野自動車 

排気微粒子浄化装置 

特開平11-050834 

（みなし取下） 

97.07.30 

F01N3/02,331 

ｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-206723 

02.01.11 

F01N3/02,321 

排気ﾌｨﾙﾀ再生装置及び方法 

特開2003-314248 

02.04.18 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-314249 

02.04.25 

F01N3/02,321 

内燃機関の排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-068804 

02.06.13 

F01N3/02,321 

内燃機関の排ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-068806 

02.06.14 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（9/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-049023 

（みなし取下） 

93.08.06 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 装置構造･配置

の改良 

特開平11-050832 

（みなし取下） 

97.07.30 

F01N3/02 

ｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化機器 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-028915 

00.05.12 

B28B11/08 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法及び貫通穴形成装置 

特許3232680 

92.08.07 

B01D39/20 

[1] 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰの製造方法 

 

特開平10-057729 

（みなし取下） 

96.08.22 

B01D39/20 

日本自動車部品総合研究所 

[1] 

内燃機関の排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀの製造方法 

特開2003-003826 

01.06.20 

F01N3/02,301 

排気浄化装置及びその洗浄方法 

製法・組立法

の改良 

特開2004-042440 

01.08.28 

B28B11/00 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特許2979819 

（権利消滅） 

92.02.13 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

 

特開平07-042535 

（みなし取下） 

93.07.30 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2001-046910 

99.08.05 

B03C3/68 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平06-108821 

（みなし取下） 

92.09.25 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平07-026940 

（みなし取下） 

93.07.09 

F01N3/02,341 

豊田自動織機 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平08-319821 

（みなし取下） 

95.05.26 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（10/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の 

改良 

特開平10-151348 

96.11.22 

B01J23/76 

豊田中央研究所 

[3] 

酸化触媒 
除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平10-266826 

（みなし取下） 

97.03.21 

F01N3/02,321 

日本自動車部品総合研究所 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ処理装置 

触
媒
技
術 

装
置
運
用
性

能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3199970 

94.12.22 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特開平09-158710 

95.12.08 

F01N3/02,301 

日本自動車部品総合研究所 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

特開平09-173866 

95.12.28 

B01J35/04,301 

日本自動車部品総合研究所 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

材質･成分の 

改良 

特開2001-329829 

00.05.19 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3216382 

93.12.27 

F01N3/02,321 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化方法 

排気ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄおよびSO2は多孔質のﾌｨﾙﾀに補集されて

いる｡時間の経過と共に､入口側と出口側と圧力差が生じ､圧力

差が所定値に達した場合､差圧ｾﾝｻがこれを検知し､中央制御装

置は､弁開度制御部を介して吸気絞り弁の弁開度を中絞りとす

るような指令を与えている｡これ

によりｴﾝｼﾞﾝ燃焼状態を変化させ

て排気温度を高め､ﾌｨﾙﾀに吸着さ

れたSO2を脱離されている｡また

その後､排気温度を更に高め､補

集したﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼除去して

ﾌｨﾙﾀ再生を完了している｡ 

特開2002-309921 

01.04.16 

F01N3/02,301 

排気浄化装置及びその製造方法 

特開2002-309922 

01.04.16 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

特開2002-355511 

01.05.30 

B01D39/14 

トヨタ自動車 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2002-357114 

01.03.28 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（11/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-080080 

01.06.28 

B01J35/04,301 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀおよび触媒付ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ 

特開2003-230838 

01.12.06 

B01J37/02,101 

日本自動車部品総合研究所 

ｾﾗﾐｯｸ触媒体 

材質･成分の 

改良 

特開2004-190529 

02.12.10 

F01N3/02,301 

豊田中央研究所 

排気浄化装置 

特許3119280 

92.04.10 

F01N3/02,341 

加熱式ﾊﾆｶﾑ構造体 

 

特開2002-221025 

01.01.25 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-269134 

02.03.18 

F01N3/02,301 

豊田中央研究所 

排気浄化装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-019498 

02.06.13 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ触媒 

製法・組立法

の改良 

特開平09-276708 

96.04.12 

B01J35/04,301 

日本自動車部品総合研究所 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化触媒 

特許3246151 

93.12.25 

F01N3/02,321 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

排気ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集する触媒付きのﾌｨﾙﾀと,ﾌｨﾙﾀの入

口と出口との差圧を検出する差圧検出手段と,運転状態検出手

段を備える｡さらに､ﾌｨﾙﾀに導入される排気ｶﾞｽの温度をﾊﾟﾃｨｷｭ

ﾚｰﾄの燃焼温度まで上昇させる昇

温手段としての吸気絞り弁と,差

圧検出手段と運転状態検出手段

とからの信号によりﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの

捕集量を算出する捕集量演算部

と,捕集量に応じて,昇温手段を

複数段又は連続的に作動させる

昇温制御部とを有する｡ 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-189655 

（みなし取下） 

93.12.27 

F01N3/02,321 

[4] 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 



 218

表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（12/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3303495 

93.12.28 

F01N3/02,321 

[10] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄのﾄﾗﾂﾊﾟと,ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの捕集状態を検出する状況検

出手段と,内燃機関の運転状況を検知する運転検出手段と,ﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼させるための昇

温手段と,ｺﾝﾄﾛｰﾗとを有する内

燃機関の排気浄化装置である｡ｺ

ﾝﾄﾛｰﾗはﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集中の内燃

機関の運転履歴や現在の運転状

態に基づいて,昇温手段を操作

する｡内燃機関の運転状態に応

じてﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを分離捕集する

と好適である｡ 

特開2002-371827 

01.06.18 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝ用排気浄化装置 

特開2003-106140 

01.06.22 

F01N3/20,C 

触媒劣化検出装置 

特開2003-155921 

01.11.21 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車,豊田自動織機

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-161140 

01.11.27 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車,豊田自動織機

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-166413 

01.11.30 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車,豊田自動織機

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-011446 

02.06.04 

F02D41/38 

内燃機関の燃料噴射制御装置 

特開2004-019496 

02.06.13 

F01N3/02,321 

内燃機関の排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-019523 

02.06.14 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-019524 

02.06.14 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-019529 

02.06.14 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-124855 

02.10.03 

F01N3/18 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.5.4 デンソーの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（13/13） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-332899 

01.05.09 

F02D41/20,360 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化ｼｽﾃﾑ 

特開2003-135976 

01.11.05 

B01J37/02,101 

日本自動車部品総合研究所 

自動車用触媒 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-052680 

02.07.22 

F01N3/08 

排ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-190667 

02.11.28 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
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2.6.1 企業の概要 

 

商号 イビデン 株式会社 

本社所在地 〒503-8604 岐阜県大垣市神田町2-1 

設立年 1912年（明治45年） 

資本金 238億9百万円（2004年3月末） 

従業員数 1,947名（2004年3月末）（連結：6,911名） 

事業内容 電子関連製品（プリント配線板、パッケージ基板等）、セラミック製品

（ファインセラミックス等）、建材（内装用化粧板等）の製造・販売、他

イビデンは、電子関連の売り上げが51％を占める電子関連企業である。同時にフィルタ

メーカでもある。セラミック事業で、ディーゼルパティキュレートフィルタ（ＤＰＦ）と

ＤＰＦシステムを扱っている。 

イビデン製フィルタは、プジョー・シトロエン（フランス）の乗用車に採用されている。 

（出典：イビデン： http://www.ibiden.co.jp/） 

 

2.6.2 製品例 

イビデンの排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.6.2 に示す。 

 

表2.6.2 イビデンの排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

ＤＰＦ、ＤＰＦシス

テム 

ＤＰＦとは、ディーゼルエンジンから排出される浮遊粒子状物質(SP

M)を浄化するセラミックス（炭化珪素：SiC）製のフィルターであ

る。世界で初めて、イビデン製のＤＰＦがヨーロッパの自動車メー

カーで採用されている。 

（出典：イビデンのホームページ http://www.ibiden.co.jp/JPN/products/02/index13.h

tml ） 

 

2.6.3 技術開発拠点と研究者 

図2.6.3に、イビデンの排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示す。 

1992年に17件の出願があり、その後一度減少したが、00年の出願が38件と最も多い。 

 

［技術開発拠点］岐阜県揖斐郡揖斐川町北方１丁目１番地 イビデン株式会社 

岐阜県大垣市河間町３丁目２００番地 イビデン株式会社河間工場 

岐阜県大垣市木戸町９０５ イビデン株式会社大垣工場 

 

 

2.6 イビデン
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      図2.6.3 イビデンの排気微粒子除去技術に関する 

           出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についてのイビデンが出願した全142件の技術要素と課題の分布を、

図2.6.4-1に示す。 

イビデンの技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の課題

としては、再生制御の性能が多い。 

 

図2.6.4-1 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

10

20

30

40

50

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

出願年

出
願
件
数
・
発
明
者
数

出願件数

発明者数

1992年１月～2002年12月の出願 

経済性の向上

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特
定
P
M
の
除
去

有
害
物
質
同
時
除
去

素
材
の
耐
久
性

再
生
制
御
の
性
能

走
行
･
運
転
性
能

小
型
化
･
低
廉
化

製
造
･
組
立
の
容
易
化

･
効
率
化

装
着
の
容
易
化

･
簡
便
化

フィルタ技術

触媒技術

触媒担持フィルタ技術

触媒とフィルタの
併用技術

技
術
要
素

除去効果の向上 装置運用性能の向上

課　　　題

52
6 1

101518
5 6

21

1 2225
8

1

1112



 222

課題と解決手段の分布を、図2.6.4-2に示す。再生制御の性能に対しては、装置構造・

配置の改良で対応しているものが24件と最も多い。また、素材の耐久性に対しては、装置

構造・配置の改良で対応しているものが16件ある。 

 

図2.6.4-2 イビデンの排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.6.4 に、イビデンの排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。出願

件数は142件で、そのうち12件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上のもの

は、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったもの

は特許番号のみを表示している。 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2001-097777 

99.09.29 

C04B35/565 

多孔質炭化珪素焼結体､ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ､ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体 材質･成分の 

改良 

特開2001-162119 

99.09.29 

B01D39/20 

[3] 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体 

特開平05-321632 

（拒絶査定確定） 

92.05.18 

F01N3/02,301 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-028247 

（拒絶査定確定） 

94.07.14 

F01N3/02,311 

[4] 

ｱｯｼｭ除去機構付き排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-102709 

98.07.28 

B01D39/20 

[1] 

ｾﾗﾐｯｸ構造体及びその製造方法 

特開2000-145429 

98.11.13 

F01N3/02,301 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置の排気ｶﾞｽ流れ制御部材 

特開2001-162121 

99.09.29 

B01D46/00,302 

[2] 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体 

特開2001-241316 

00.02.29 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置､そこに用いられるﾌｨﾙﾀ及び排気ｶﾞｽ浄化方法

特開2002-070529 

00.08.29 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置及び排気ｶﾞｽ浄化装置の製造方法 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-095911 

00.09.26 

B01D39/00 

ｾﾗﾐｯｸ構造体の製造方法 

除
去
効
果
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2002-126427 

00.10.31 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの製造方法 

特許3390055 

93.08.18 

F01N3/20 

[7] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

多孔質炭化珪素焼結体によつてﾊﾆｶﾑ状に形成されたﾌｨﾙﾀを12個

組合せて配置することにより､1

つの排気ｶﾞｽ浄化装置を構成す

る｡ﾌｨﾙﾀの外周部には､発熱体と

してのﾋｰﾀが設けられている｡隣

接するﾌｨﾙﾀ間には耐熱性充填物

質としてのｼｰﾙ材が介在され､更

にその周囲は断熱材によって被

覆されている｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特許3431670 

93.09.14 

B01D39/20 

[1] 

排気ｶﾞｽﾌｨﾙﾀの製造方法 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平09-155131 

95.12.01 

B01D46/00,302 

逆洗再生式ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀおよびその製造方法 

特開平09-202671 

96.01.25 

C04B38/00,304 

[1] 

炭化珪素質ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの製造方法 

特開平09-313849 

96.05.29 

B01D46/00,302 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ 

特開2000-042420 

98.07.31 

B01J35/04,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-218165 

99.01.29 

B01J27/224 

[1] 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特開2001-096111 

99.09.29 

B01D39/20 

多孔質炭化珪素焼結体､ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ､ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体 

特開2001-096113 

99.09.30 

B01D39/20 

[1] 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ､排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2001-097776 

99.09.29 

C04B35/565 

多孔質炭化珪素焼結体､ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ､ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体 

特開2002-047070 

00.07.31 

C04B37/00 

ｾﾗﾐｯｸ構造体 

特開2002-219317 

01.01.26 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸ構造体の製造方法 

特開2002-242655 

01.02.15 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集ﾌｨﾙﾀ 

材質･成分の 

改良 

実開平05-073220 

（拒絶査定確定） 

92.03.09 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許2931175 

93.02.17 

F01N3/02,301 

日産ディーゼル工業 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3121497 

94.07.14 

F01N3/02,301 

日産ディーゼル工業 

[25] 

ｾﾗﾐｯｸ構造体 

長手方向に沿つて並列する複数の貫通孔を有し､かつ､これらの

貫通孔の各端面は､それぞれ市松模様状に目封じされていると

共に､ｶﾞｽの入側と出側とでは開閉が逆の関係にある｡そして､こ

れらの貫通孔の隣接するものどう

しは､多孔質な隔壁を通じて互いに

通気可能にしたｾﾗﾐｯｸ部材を､複数

個結束させて集合体とする｡従つて

各ｾﾗﾐｯｸ部材の相互間を､無機ﾊﾞｲﾝ

ﾀﾞｰおよび有機ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰを介して互

いに結合してなる弾性質素材のｼｰﾙ

材を介在させて､一体に接着してな

る｡ 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-260946 

(特許3587270) 

95.03.23 

F01N3/02,341 

[3] 

ﾋｰﾀｰを用いたDPF再生ｼｽﾃﾑ 

特開2000-145430 

98.11.13 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-279729 

99.03.30 

B01D39/20 

[1] 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀﾕﾆﾂﾄ及びその製造方法､ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ 

特開2000-308807 

99.04.26 

B01D46/42 

排気ｶﾞｽ浄化装置､ｾﾗﾐｯｸｼｰｽﾞﾋｰﾀの間隔保持具 

特開2001-000839 

99.06.18 

B01D53/86 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2001-096112 

99.09.30 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ､ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ集合体､ 

特開2001-096115 

99.09.29 

B01D46/00,302 

排気ｶﾞｽ浄化装置及びﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開2001-096116 

99.09.29 

B01D46/00,302 

[1] 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体､ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開2001-096117 

99.09.29 

B01D46/00,302 

[1] 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体､ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開2001-170426 

99.12.14 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀおよびその製造方法 

特開2001-173428 

99.12.17 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-070531 

00.08.24 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置､排気ｶﾞｽ浄化装置のｹｰｼﾝｸﾞ構造 

特開2002-070532 

00.08.28 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-070545 

00.08.25 

F01N3/28,311 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造物の収容構造 

特開2002-085922 

00.09.20 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸ構造体 

特開2002-161726 

00.11.29 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置及びその製造方法､ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体の収容構

造 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-161730 

00.11.29 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-166404 

00.11.29 

B28B1/00 

ｾﾗﾐｯｸ構造体の製造方法 

特開2002-200409 

00.10.26 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及び排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-224516 

01.01.31 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特開2002-224517 

00.11.29 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸ構造体及びその製造方法 

特開2002-227633 

01.01.31 

F01N3/02,341 

ｾﾗﾐｯｸ構造体及び排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-273131 

01.03.22 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特開2002-273137 

01.03.22 

B01D46/24 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体 

特開2002-295228 

01.03.30 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

特開2002-356380 

01.05.31 

C04B35/80 

ｱﾙﾐﾅ繊維集合体の製造方法 

特開2003-201822 

94.07.14 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化装置用ﾌｨﾙﾀ 

特開2003-201823 

94.07.14 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化装置用ﾌｨﾙﾀ 

特開2003-275522 

02.03.19 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体 

実開平05-074613 

（拒絶査定確定） 

92.03.11 

B01D46/00,302 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

実用2590160 

92.11.16 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

実用2607563 

92.10.20 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀｰ 

 

実開平06-047617 

（拒絶査定確定） 

92.08.07 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

実用2597647 

92.10.20 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

実用2590943 

92.10.22 

F01N3/02,301 

[2] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

ｹｰｼﾝｸﾞ内に､ﾊﾆｶﾑ構造をした多孔質体から成る四角柱状のﾌｨﾙﾀ

の複数個をｼｰﾙ材を介して連結して形成した四角柱状のﾌｨﾙﾀを

設置した排気ｶﾞｽ浄化装置に

おいて､形成されたﾌｨﾙﾀの端

面の一辺A､他辺Bおよびﾌｨﾙﾀ

の長さCの各辺の比が､

1.0:0.2～0.8:0.3～5.0とし

たので､触媒担体の特定の部

位に対する応力の集中を発生

させることなく､耐久性が高

い｡ 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-216375 

99.09.29 

B01D46/00,302 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ集合体､ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開平06-241017 

（拒絶査定確定） 

93.02.12 

F01N3/02,301 

日産ディーゼル工業 

[3] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄのﾄﾗﾂﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

特開2002-177719 

00.12.11 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸ構造体 

製法・組立法

の改良 

特開2003-278525 

02.03.19 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-028248 

(特許3589308) 

94.07.14 

F01N3/02,341 

[4] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許3341800 

95.03.23 

F01N3/02,331 

[2] 

DPFﾊﾞｰﾅｰ再生装置 

内燃機関の排気ｶﾞｽが､排気ｶﾞｽ入口からDPFに導入されると､ｶﾞｽ

通過孔の壁で､排気ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄが捕集され､浄化された排

気ｶﾞｽが排気ｶﾞｽ出口から排出される｡ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集中は､第2の

DPFでﾊﾞｰﾅ燃焼室へのﾊﾟﾃｰｷｭﾚｰﾄの流入を完全に防ぐ｡DPFを再生

処理する場合には､DPF

に所定量のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

を捕集した状態で､予

め混合した燃料と空気

が燃料･噴射ﾉｽﾞﾙから

噴射され､点火ﾌﾟﾗｸﾞで

着火され､DPF内のﾊﾟﾃｨ

ｷｭﾚｰﾄの燃焼を開始する｡ 

特開平11-062558 

（拒絶査定確定） 

97.08.07 

F01N3/02,341 

[4] 

排気ｶﾞｽ浄化装置の再生ｼｽﾃﾑ 

特開2000-064819 

98.08.20 

F01N3/02,341 

ﾋｰﾀ駆動回路 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開2000-064820 

98.08.20 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置の再生ｼｽﾃﾑ及びﾋｰﾀﾕﾆｯﾄ 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2001-050028 

99.08.06 

F01N3/02,301 

[3] 

排気ｶﾞｽ浄化装置用ﾌｨﾙﾀの残存物除去方法､その除去装置及び排

気ｶﾞｽ浄化装置用ﾌｨﾙﾀ 

特開2001-173429 

99.12.17 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置及び排気ｶﾞｽ浄化装置のﾋｰﾀ制御方法 

特開2001-263044 

00.03.14 

F01N3/02,341 

日立ホームテック 

排気ｶﾞｽ浄化装置の再生ｼｽﾃﾑ 

特開2003-206721 

94.07.14 

F01N3/02,301 

SiCﾌｨﾙﾀおよび排気ｶﾞｽ浄化装置｡ 

特開2003-328725 

93.09.14 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽﾌｨﾙﾀ 

再生装置の 

改良 

実開平06-047618 

（拒絶査定確定） 

92.08.25 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平10-071316 

（みなし取下） 

96.07.02 

B01D46/42 

逆洗再生式排気浄化装置及びその再生方法 

特開平10-071317 

（みなし取下） 

96.07.02 

B01D46/42 

逆洗再生式排気浄化装置 

特開平10-073016 

（みなし取下） 

96.07.02 

F01N3/02,301 

[1] 

逆洗再生式排気浄化装置 

特開平10-073017 

（みなし取下） 

96.07.02 

F01N3/02,301 

逆洗再生式排気浄化装置 

特開2000-167329 

98.09.30 

B01D46/00,302 

排気ｶﾞｽ浄化装置の再生ｼｽﾃﾑ 

特開2000-310110 

99.04.28 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置の再生ｼｽﾃﾑ 

特開2001-254617 

00.03.13 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀの再生方法､車輌および再生ｽﾃｰｼｮﾝ 

特開2001-329830 

00.03.15 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀの再生装置及びﾌｨﾙﾀ再生方法､排気ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙ

ﾀの再生ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納する記録媒体 

特開2001-329831 

00.03.13 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置､排気ｶﾞｽ浄化方法､排気ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ用再生ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ及びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納する記録媒体 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-021536 

00.07.06 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置及び排気ｶﾞｽ浄化方法 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（7/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の 

改良 

特開2004-167482 

02.11.08 

B01D53/86 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀおよびその製造方法 

特開平06-033734 

（拒絶査定確定） 

92.07.10 

F01N3/02,301 

[4] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-042327 

98.07.28 

B01D46/00,302 

排気ｶﾞｽ浄化装置の再生ｼｽﾃﾑ 

特開2001-200716 

00.01.18 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置､そこに用いられるﾌｨﾙﾀの再生装置及びﾌｨﾙﾀ再

生方法 

特開2001-263041 

00.03.22 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰｼｽﾃﾑ 

特開2002-089235 

00.09.07 

F01N3/02,301 

コモテック 

[1] 

車載用排気浄化装置 

特開2002-303126 

01.01.31 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置､排気ｶﾞｽ浄化装置に用いられるﾌｨﾙﾀの着脱方

法､ﾊﾞｽ用排気ｶﾞｽ浄化装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-154718 

02.11.07 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの製造方法及びﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開平05-184833 

（拒絶査定確定） 

92.01.08 

B01D46/00,302 

[1] 

ﾊﾆｶﾑ構造体端面の封止方法 

特許3154167 

92.04.02 

B01D46/00,302 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ端面の封止方法 

 

特開平06-092753 

（拒絶査定確定） 

92.09.11 

C04B38/06 

炭化ｹｲ素焼結多孔体の製造法 

特開平06-190218 

（拒絶査定確定） 

92.12.28 

B01D39/00 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの封口方法 

特開平06-190224 

（拒絶査定確定） 

92.12.28 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの封口方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開平10-099625 

（みなし取下） 

96.09.30 

B01D46/00,302 

[1] 

ﾊﾆｶﾑ成形体の封止方法 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（8/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平10-099626 

（みなし取下） 

96.09.30 

B01D46/00,302 

[1] 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特開平10-314522 

（拒絶査定確定） 

97.05.21 

B01D46/00,302 

粘性物質充填装置及び粘性物質充填方法 

特開平10-314523 

（拒絶査定確定） 

97.05.21 

B01D46/00,302 

端面封止ｼｽﾃﾑ､ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの製造方法 

特開2000-005671 

98.06.25 

B05C1/06 

ﾍﾟｰｽﾄ塗布装置及びﾍﾟｰｽﾄ塗布方法 

特開2000-007455 

98.06.25 

C04B37/00 

ｾﾗﾐｯｸｽ構造体の接合装置及び接合方法 

特開2000-093717 

98.09.25 

B01D39/00 

ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀの封口装置および封口方法 

特開2000-280222 

99.03.29 

B28B11/00 

ｾﾗﾐｯｸ成形体の封口方法 

製法・組立法

の改良 

特開2001-191240 

00.01.07 

B24B19/22 

ﾊﾆｶﾑ構造体の作製方法 

再生装置の 

改良 

特開2001-082129 

99.09.17 

F01N3/02,341 

日立ホームテック 

発熱体ﾕﾆﾂﾄ 

特開2002-147222 

00.11.08 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀの再生ｼｽﾃﾑ及び排気ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀの再生方法 

特開2002-227631 

00.11.29 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置､排気ｶﾞｽ浄化装置に用いられるﾌｨﾙﾀの再生時

期判断方法､排気ｶﾞｽ浄化装置用ﾌｨﾙﾀの再生時期判断ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及

びそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納する記録媒体 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 
再生・酸化制

御の改良 

特開2002-227634 

00.11.30 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置､排気ｶﾞｽ浄化装置に用いられるﾌｨﾙﾀの不具合

発見方法､排気ｶﾞｽ浄化装置用ﾌｨﾙﾀの不具合発見ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及びそ

のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを格納する記録媒体 

特開2001-314764 

00.02.29 

B01J23/10 

触媒およびその製造方法 

特開2002-119860 

00.10.16 

B01J27/18 

触媒及びその製造方法 

触
媒
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2003-265964 

02.03.14 

B01J27/224 

排気ｶﾞｽ浄化用の触媒担持ﾌｨﾙﾀ 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル

タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2002-119870 

00.10.16 

B01J37/02,101 

排気ｶﾞｽ浄化用触媒 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（9/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2001-098925 

99.09.30 

F01N3/02,321 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置及びそのﾌｨﾙﾀ 

特開2002-346386 

01.05.29 

B01J23/58 

排気ｶﾞｽ浄化用触媒担持ﾌｨﾙﾀ 

特開2003-176712 

93.08.18 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置用ﾌｨﾙﾀ 

特開2003-181301 

92.12.16 

B01J35/10,301 

触媒担体の製造方法 

特開2003-210922 

02.01.23 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特再WO02/026351 

00.09.29 

B01D39/20 

触媒担持ﾌｨﾙﾀ 

材質･成分の 

改良 

特再WO02/096827 

01.05.31 

C04B38/00,303 

トヨタ自動車 

多孔質ｾﾗﾐｯｸ焼結体及びその製造方法､ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2002-201933 

01.01.09 

F01N3/28,311 

触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀ用保持ｼｰﾙ材､ｾﾗﾐｯｸ繊維集合体､ｾﾗﾐｯｸ繊維､ｾﾗﾐｯｸ繊

維の製造方法 

特開2002-221031 

01.01.26 

F01N3/28,311 

触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀ用保持ｼｰﾙ材及びその製造方法､ｾﾗﾐｯｸ繊維集合体 

特開2002-276350 

01.01.11 

F01N3/28,311 

触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀ用保持ｼｰﾙ材及びその製造方法､ｾﾗﾐｯｸ繊維集合体､ｾﾗ

ﾐｯｸ繊維 

特開2003-154223 

01.07.18 

B01D39/14 

触媒つきﾌｨﾙﾀ､その製造方法及び排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

特開2004-156621 

98.07.31 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-188278 

02.12.09 

B01D39/20 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平11-236813 

（拒絶査定確定） 

98.02.20 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置の再生ｼｽﾃﾑ 

材質･成分の 

改良 

特開2002-159859 

00.11.22 

B01J27/185 

排気ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開2001-289041 

00.04.07 

F01N3/28,311 

排ｶﾞｽ浄化用触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ及びﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰｼｽﾃﾑ,並び

にこれらの製造方法 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-089237 

00.09.13 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2001-289027 

00.04.06 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化用触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ及びﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰｼｽﾃﾑ,並び

にこれらの製造方法 
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表2.6.4 イビデンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（10/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2001-289028 

00.04.07 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化用触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ及びﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰｼｽﾃﾑ,並び

にこれらの製造方法 
触
媒
担
持
フ
ィ

ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立

法の改良 

特開2001-289040 

00.04.06 

F01N3/28,311 

排ｶﾞｽ浄化用触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ及びﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰｼｽﾃﾑ,並び

にこれらの製造方法 

特開平11-005022 

（拒絶査定確定） 

97.06.16 

B01D53/94 

[1] 

逆洗再生式排気浄化装置 

特開2001-098936 

99.09.30 

F01N3/24 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-027922 

01.07.13 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

実開平06-049715 

（拒絶査定確定） 

92.12.17 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化用装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

経

済

性

の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2002-089247 

00.09.14 

F01N3/24 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 
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2.7.1 企業の概要 

 

商号 日野自動車 株式会社 

本社所在地 〒191-8660 東京都日野市日野台3-1-1 

設立年 1942年（昭和17年） 

資本金 727億17百万円（2004年3月末） （トヨタ自動車株式会社が50%所有） 

従業員数 8,673名（2004年3月末）（連結：20,560名） 

事業内容 トラック・バスの製造・販売およびトヨタ自動車からの受託生産 

日野自動車は、トヨタグループの一員としてトラック・バス部門を担っており、超低PM

排出のディーゼル車を販売している。排気微粒子除去技術については、トヨタ自動車と共

同開発も行っている。また、日産ディーゼル工業に中型クラスエンジンを供与している。 

（出典：日野自動車のホームページ http://www.hino.co.jp/） 

 

2.7.2 製品例 

日野自動車の排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.7.2 に示す。 

 

表2.7.2 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

PMﾄﾗｯﾌﾟ 

10A,22A 

酸化触媒：使用過程車用 

PMﾄﾗｯﾌﾟ 

6A,6B,10B,22B,10C,2

2C 

酸化触媒：使用過程車および新車時装着用 

PMトラップ PM（粒子状物質）を触媒で酸化させ、H2OとCO2に分解して、排気ガス

をクリーン化する。耐久性に優れたステンレス製である。 

（出典：東京都の「指定した粒子状物質減少装置の概要」 http://www.8taiki.jp/gensyou

_souchi/gensyou_souchi.html、日野自動車のホームページ http://www.hino.co.jp/j/brand

/lp_tech/pmtrap/index.html ） 

 

2.7.3 技術開発拠点と研究者 

図2.7.3に、日野自動車の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示す。 

2001年が40件、02年が38件と最近の出願が多くなっている。 

 

［技術開発拠点］東京都日野市日野台３丁目１番地１ 日野自動車株式会社 

 

 

2.7 日野自動車 
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      図2.7.3 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する 

           出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.7.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての日野自動車が出願した全142件の技術要素と課題の分布

を、図2.7.4-1に示す。 

日野自動車の技術をみると、触媒担持フィルタ技術に関する出願が最も多く、次いで

フィルタ技術が多い。これらの出願の課題としては、再生制御の性能が多い。 

 

図2.7.4-1 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.7.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸化制

御の改良で対応しているものが36件と最も多く、次いで、装置構造・配置の改良が22件で

ある。 

 

図2.7.4-2 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.7.4 に、日野自動車の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数は142件で、そのうち32件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上のも

のは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったもの

は特許番号のみを表示している。 
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表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3028110 

93.10.21 

F01N3/08 

[5] 

ｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

ｴﾝｼﾞﾝの排気管にNOx触媒が設けられ､

このNOx触媒より排ｶﾞｽ上流側の排気

管に炭化水素系液体をNOx触媒に向け

て噴射可能な噴射ﾉｽﾞﾙが設けられる｡

液体は炭化水素系液体供給手段によ

り噴射ﾉｽﾞﾙに供給される｡NOx触媒よ

り排ｶﾞｽ下流側の排気管にﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

捕集器が設けられる｡NOx触媒での還

元反応による発熱を利用してﾊﾟﾃｨｷｭ

ﾚｰﾄ捕集器入口における排ｶﾞｽ温度を

上昇させ､捕集器に捕集されていたﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄを燃焼させる｡ 

材質･成分の 

改良 

特開2004-148308 

01.09.13 

B01D39/20 

日立金属 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-054423 

（拒絶査定確定） 

00.08.10 

F01N3/02,301 

排気ﾌｨﾙﾀ装置 

特開平07-317533 

（みなし取下） 

94.05.25 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ用逆洗装置 

特許3469175 

00.08.04 

F01N3/02,301 

排気浄化装置の洗浄方法 

 

除
去
効
果
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開2004-156500 

02.11.05 

F01N3/02,311 

日進機工 

ﾌｨﾙﾀ洗浄装置 

材質･成分の 

改良 

特開2003-193820 

01.09.13 

F01N3/02,301 

日立金属 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開平06-235315 

（みなし取下） 

93.02.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 

特許2957865 

（権利消滅） 

93.10.27 

F01N3/02,301 

逆洗式ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

 

特開平07-247824 

（拒絶査定確定） 

94.03.11 

F01N3/02,341 

逆洗式のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集する装置 

特開平08-014026 

（みなし取下） 

94.06.24 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 
装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3491732 

97.11.12 

G01N1/02 

排ｶﾞｽ中の微量成分捕集装置 
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表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-332821 

01.05.11 

F01N3/02,301 

マルサン 

[1] 

排気ﾌｨﾙﾀ 

特開2002-364337 

01.06.05 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

特開2003-126629 

01.10.29 

B01D39/20 

日立金属 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開2003-176709 

01.10.03 

F01N3/02,301 

日立金属 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開2003-322009 

02.04.30 

F01N1/08 

ソーシン 

ﾏﾌﾗ 

特開2004-132315 

02.10.11 

F01N3/28,311 

ユニバーサルキャタシス

テムズ 

排気浄化装置 

装置構造･配置

の改良 

実用2560535 

（権利消滅） 

93.11.11 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀのｼｰﾙ材冷却構造 

 

製法・組立法

の改良 

特許2843241 

93.10.27 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ用逆洗装置 

 

特開平07-229417 

（みなし取下） 

94.02.21 

F01N3/02,301 

[1] 

逆洗式ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

特許2878113 

94.04.18 

F01N3/02,301 

逆洗式ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

 

特開平08-296425 

（拒絶査定確定） 

95.04.24 

F01N3/02,301 

逆洗式ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

特開平09-112248 

（拒絶査定確定） 

95.10.16 

F01N3/02,301 

千代田自動車工業 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの逆洗再生装置 

特開2003-184551 

01.12.13 

F01P3/16 

排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 
再生装置の 

改良 

実開平07-017916 

（みなし取下） 

93.08.25 

F01N3/02,341 

黒煙除去装置 
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表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-158856 

（拒絶査定確定） 

94.11.30 

F01N3/02,301 

ﾌｨﾙﾀ洗浄装置 

特許3257949 

96.05.24 

F01N3/02,301 

排気黒煙除去装置のﾌｨﾙﾀ再生機構 

 

特許3226207 

96.05.24 

F01N3/02,301 

排気黒煙除去装置の微粒子焼却方法及び機構 

 

特開平10-110613 

（みなし取下） 

96.10.03 

F01N3/02,341 

デンソー 

[1] 

排気微粒子浄化装置 

特開平10-110614 

（みなし取下） 

96.10.03 

F01N3/02,341 

デンソー 

排気微粒子浄化装置 

特開2000-097012 

98.09.24 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ処理装置 

特開2004-052690 

02.07.22 

F01N3/02,321 

空燃比ｾﾝｻの制御装置 

特開2004-132201 

02.10.08 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの目詰まり検知装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実用2595405 

92.02.13 

F01N3/02,301 

ｴﾝｼﾞﾝのﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

 

特開平07-243321 

（みなし取下） 

94.03.03 

F01N3/02,301 

一体型逆洗式ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

特許3257950 

96.05.24 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関用逆洗再生式排気黒煙除去装置 

 

特許3472534 

00.08.15 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

 

特許3470798 

00.08.10 

F01N3/02,301 

ﾌｨﾙﾀ連結ﾏﾌﾗ 

 

特許3492994 

00.11.02 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

 

特開2003-097248 

01.09.26 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 
経
済
性
の
向
上 
装置構造･配置

の改良 

特開2003-328783 

02.05.08 

F02D9/04 

ユニバーサルキャタシス

テムズ 

排気浄化装置 
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表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

実用2553273 

（権利消滅） 

92.01.17 

F01N3/02,301 

[5] 

逆洗式ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

入口排気管から捕集ｹｰｽに流入する排ｶﾞｽが排ｶﾞｽ流入室､ﾌｨﾙﾀの

排ｶﾞｽ流入面､ﾌｨﾙﾀの排ｶﾞ

ｽ排出面､排ｶﾞｽ排出室を

通って出口排気管から排

出し､ﾌｨﾙﾀから離脱した

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ排出面からﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄ排出孔を通って

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ焼却ｹｰｽ内に落

下するように構成したの

で､小型に形成でき､僅か

な取付ｽﾍﾟｰｽに取付ける

ことができる｡ 

実用2585080 

（権利消滅） 

93.07.23 

F01N3/02,301 

[2] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集用ﾌｨﾙﾀﾌﾞﾛﾂｸ 

上縁及び下縁に上溝および下溝を形成した直方体状のﾌｨﾙﾀﾌﾞﾛﾂｸ

本体と､上溝および下溝の深さ又は幅より大径に形成し､上溝お

よび下溝に配設したﾛｰﾌﾟ状

ｼｰﾙ材と､ｼｰﾙ材を上溝およ

び下溝に押付けて固定し､

ﾌﾞﾛﾂｸ本体の3つの側面を被

覆し､かつ残りの1つの側面

に排気出口用開口部を有す

る金属製のﾌﾞﾛｯｸｶﾊﾞｰとを

備えたので､長期間にわた

り排ｶﾞｽのｼｰﾙ性が良い｡ 

装置構造･配置

の改良 

実用2583804 

93.11.11 

F01N3/02,301 

[2] 

分離型逆洗式ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集装置 

上流側排気管の端部に2つの下流側排気管を分岐して接続し､両

下流側排気管の途中に

各々配設された捕集器に2

つのﾌｨﾙﾀを収容し､両ﾌｨﾙﾀ

の逆洗時に第2又は第1ｼｬｯ

ﾄｵﾌﾊﾞﾙﾌﾞを開いた状態で

第1又は第2ｼｬｯﾄｵﾌﾊﾞﾙﾌﾞを

閉じて第1又は第2ﾉｽﾞﾙか

ら第1又は第2ﾌｨﾙﾀに圧縮ｴ

ｱを噴射するので､放熱面

積が増大し､捕集器内温度

を低減できる｡ 

特開2002-256845 

(特許3561691) 

01.03.06 

F01N3/02,301 

[1] 

排気浄化装置 

特開2003-172119 

01.12.07 

F01N3/02,301 

ユニバーサルキャタシス

テムズ 

排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2003-172120 

01.12.05 

F01N3/02,301 

三五,ユニバーサルキャタ

システムズ 

排気浄化装置 

   特開2003-172121 

01.12.07 

F01N3/02,301 

三五,ユニバーサルキャタ

システムズ,ソーシン 

排気浄化装置 
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表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-119439 

（みなし取下） 

93.10.27 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの逆洗装置 再生装置の 

改良 

特開平08-177462 

（拒絶査定確定） 

94.12.22 

F01N3/02,301 

日本碍子 

[1] 

集塵装置 

特開2002-054433 

00.08.10 

F01N7/00 

排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-235527 

00.12.07 

F01N3/02,321 

排気浄化方法及び装置 

材質･成分の 

改良 

特開平10-244167 

97.03.06 

B01J35/04,301 

排気ｶﾞｽ浄化用触媒構造体 

装置構造･配

置の改良 

特開2001-252531 

00.03.10 

B01D53/94 

排気浄化装置 

特許3087882 

94.08.09 

F01N3/22,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平09-032540 

（拒絶査定確定） 

95.07.13 

F01N3/24 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

特許3230799 

96.10.11 

F01N3/24 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排ｶﾞｽ浄化装置 

 

触
媒
技
術 

装

置

運

用

性

能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-132222 

02.10.09 

F01N3/20 

排気浄化装置 

特開2001-355432 

(特許3566910) 

00.06.12 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 材質･成分の 

改良 

特開2004-066106 

02.08.06 

B01D53/94 

ユニバーサルキャタシス

テムズ 

排気浄化装置 

特開平06-146863 

（拒絶査定確定） 

92.11.13 

F01N3/08 

[3] 

触媒ﾌｨﾙﾀ及びこれを用いた排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-058939 

（拒絶査定確定） 

00.08.15 

B01D46/12 

排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-239728 

02.02.14 

F01N3/08 

排気浄化装置 
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表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2004-108202 

02.09.17 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2004-108203 

02.09.17 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2004-108331 

02.09.20 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-108332 

02.09.20 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2003-307120 

02.04.12 

F01N3/20 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀのｻﾙﾌｪｰﾄ被毒防止方法 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-068635 

02.08.02 

F01N3/18 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀのｱｯｼｭ溜り防止方法 

材質･成分の 

改良 

特開平10-174878 

96.12.20 

B01J29/072 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開2001-164924 

99.12.08 

F01N3/02,341 

排気浄化装置 

特開2001-295627 

(特許3566905) 

00.04.17 

F01N3/02,321 

[1] 

排気浄化装置 

特開2002-030919 

00.07.19 

F01N3/02,321 

[2] 

排気浄化装置 

特開2002-195023 

00.12.22 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2002-206416 

01.01.10 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

特開2003-120260 

01.10.18 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-120261 

01.10.19 

F01N3/02,321 

[2] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2003-148127 

01.11.07 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

特開2004-204701 

02.12.24 

F02D9/06 

排気ﾌﾞﾚｰｷ 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-251266 

02.03.29 

F01N3/02,301 

日立金属 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及び排気ｶﾞｽ浄化方法 
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表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（7/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-188426 

00.12.18 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 再生装置の 

改良 

特開2004-197635 

02.12.18 

F01N3/36 

トヨタ自動車 

排気浄化装置 

特開2002-122015 

00.10.13 

F01N3/02,321 

[1] 

排気浄化装置 

特開2002-362195 

01.06.04 

B60K41/20 

車両制動装置の制御装置 

特開2003-020932 

01.07.05 

F01N3/02,331 

排気浄化装置 

特開2003-129825 

01.10.24 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-155912 

01.11.20 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの溶損判定方法及び装置 

特開2003-155913 

01.11.20 

F01N3/02,321 

排気浄化方法及び装置 

特開2003-155914 

01.11.20 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-155915 

01.11.20 

F01N3/02,321 

[6] 

排気浄化装置 

特開2003-155916 

01.11.20 

F01N3/02,321 

排気浄化装置の制御方法 

特開2003-155917 

01.11.20 

F01N3/02,321 

排気浄化方法 

特開2003-155918 

01.11.20 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-155919 

01.11.20 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-155920 

01.11.20 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの異常検知装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 再生・酸化制

御の改良 

特開2003-214145 

02.01.21 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生方法 
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表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（8/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-222040 

02.01.29 

F02D41/04,380 

[6] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生方法 

特開2003-227330 

02.02.05 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-286887 

02.03.27 

F02D45/00,310 

[1] 

排気白煙化防止装置 

特開2004-116461 

02.09.27 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀのｻﾙﾌｪｰﾄ除去方法 

特開2004-132202 

02.10.08 

F02D41/08,375 

排気浄化装置 

特開2004-132223 

02.10.09 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2004-132224 

02.10.09 

F01N3/02,321 

排気白煙化防止装置 

特開2004-132316 

02.10.11 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生方法 

特開2004-143987 

02.10.23 

F02D41/04,380 

排気浄化装置 

特開2004-150415 

02.11.01 

F02D41/04,385 

排気浄化装置 

特開2004-150416 

02.11.01 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生方法 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-150417 

02.11.01 

F02D41/04,380 

排気浄化装置 

特許2709888 

93.01.08 

F01N3/02,301 

煤燃焼器 

 

特開2002-054426 

(特許3566913) 

00.08.15 

F01N3/02,321 

東京濾器 

排気浄化装置 

特開2002-227629 

01.02.01 

F01N3/02,321 

東京濾器 

排気浄化装置 

特開2002-242659 

(特許3566932) 

01.02.19 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-339728 

01.05.16 

F01N3/02,321 

東京濾器 

排気浄化装置 
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表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（9/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-106139 

01.09.28 

F01N3/02,331 

排気浄化装置 装置構造･配置

の改良 

特開2003-239720 

02.02.13 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

製法・組立法

の改良 

特開2002-371833 

01.06.15 

F01N3/24 

排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-090209 

01.09.19 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2001-041022 

99.07.26 

F01N3/02,321 

[3] 

排気浄化装置 

特開2001-115824 

99.10.14 

F01N3/08 

ｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

特許3523563 

00.04.28 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

 

特開2002-295243 

01.03.28 

F01N3/08 

ｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽを浄化する装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-295244 

01.03.28 

F01N3/08 

排ｶﾞｽ浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-033735 

（みなし取下） 

92.07.17 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ処理装置 

特開平07-332070 

（拒絶査定確定） 

94.06.13 

F01N3/02,341 

車両用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ除去装置 

特開2001-073748 

99.09.06 

F01N3/24 

[5] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排気ｶﾞｽ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ及び再生方式及

びその装置 

特開2002-097927 

(特許3559235) 

00.09.22 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

特開2002-349236 

(特許3628277) 

01.05.25 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-349249 

(特許3576504) 

01.05.24 

F01N3/08 

排気浄化装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-065032 

01.08.24 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開2003-193824 

01.12.27 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 



 245

表2.7.4 日野自動車の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（10/10） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2001-115822 

99.10.19 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝのﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開2003-206729 

02.01.10 

F01N3/20 

[2] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀのｻﾙﾌｪｰﾄ被毒防止方法 

特開2003-254138 

02.03.04 

F02D41/22,380 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの燃料噴射装置の制御装置 

特開2004-143988 

02.10.23 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-204699 

02.12.24 

F02D41/04,385 

排気浄化装置 

材質･成分の 

改良 

特許3250645 

95.05.24 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ浄化装置 

 

特開2003-214136 

02.01.25 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 装置構造･配置

の改良 

特開2004-068651 

02.08.02 

F01N3/28,301 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平08-042326 

94.08.02 

F01N3/02,321 

[4] 

ｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

特許3421958 

95.09.22 

F02M25/07,570 

ﾀｰﾎﾞﾁﾔｰｼﾞｬ付ｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3390641 

97.09.29 

F01N3/02,321 

[4] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ除去装置 

蓄圧式燃料噴射型ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝから排出された排気を送給する

排気通路に､排気の

流れ方向上流側か

ら下流側へ向けて､

酸化触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀ及

びﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ除去装

置を設置し､排気の

温度が所定の範囲

にある場合に､蓄圧

式燃料噴射型ﾃﾞｨｰ

ｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝへ燃料の

二次噴射を行い得

るようにする｡ 
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2.8.1 企業の概要 

 

商号 日産ディーゼル工業 株式会社 

本社所在地 〒362-8523 埼玉県上尾市大字壱丁目1番地 

設立年 1950年（昭和25年） 

資本金 658億35百万円（2004年3月末） 

従業員数 3,021名（2004年3月末）（連結：8,988名） 

事業内容 自動車（トラック、バス）、ディーゼルエンジン、自動車用部品の製造・

販売 

日産ディーゼル工業は、日産自動車グループのトラック・バス部門を担っており、ＰＭ

規制に対応したディーゼル車を販売している。中型クラスエンジンを日野自動車より購入

している。 

日産ディーゼル工業は、都環境科学研究所と排ガス浄化装置の共同研究を1996～1997年

に実施している。 

（出典：日産ディーゼル工業のホームページ http://www.nissandiesel.co.jp/） 

 

2.8.2 製品例 

日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.8.2 に示す。 

 

表2.8.2 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

ﾆｯｻﾝﾃﾞｨｰｾﾞﾙ粒子状物
質減少装置 
(PMｸﾘｰﾅ)KC-200540 

酸化触媒：使用過程車用 

ﾆｯｻﾝﾃﾞｨｰｾﾞﾙ粒子状物
質減少装置 
(PMｸﾘｰﾅ)KK･KL-200530

酸化触媒：使用過程車および新車時装着用 

ＦＬＥＮＤＳ 
（フレンズ） 

超高圧燃料噴射と尿素ＳＣＲ触媒を組み合わせた尿素ＳＣＲシステ
ム。NOxにAdBlue(尿素水)を混合すると､無害な水と窒素に分解され
ることから､ｴﾝｼﾞﾝ内での超高圧燃料噴射とｴﾝｼﾞﾝ回転数に対応して､
尿素水を適切な量とﾀｲﾐﾝｸﾞで添加する。触媒にAdBlue(尿素水)を添
加することで､超高圧燃料噴射ｼｽﾃﾑで増加するNOxを低減することが
できる。 

（出典：東京都の「指定した粒子状物質減少装置の概要」http://www.8taiki.jp/gensyou_

souchi/gensyou_souchi.html、日産ディーゼル工業のホームページ http://www.nissandiese

l.co.jp/newsrelease/2004/1007scr.html ） 

 

2.8.3 技術開発拠点と研究者 

図2.8.3に、日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推

移を示す。 

1992年から1993年に29件から26件の出願があり、その後一度減少し、02年には25件の

2.8 日産ディーゼル工業
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出願がある。 

 

［技術開発拠点］埼玉県上尾市大字壱丁目１番地 日産ディーゼル工業株式会社 

 

      図2.8.3 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する 

           出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての日産ディーゼル工業が出願した全116件の技術要素と課

題の分布を、図2.8.4-1に示す。 

日産ディーゼル工業の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの

出願の課題としては再生制御の性能が多い。 

 

図2.8.4-1 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.8.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸化制

御の改良で対応しているものが42件と最も多く、次いで、装置構造・配置の改良が18件で

ある。 

 

 

図2.8.4-2 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.8.4 に、日産ディーゼル工業の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を

示す。出願件数は116件で、そのうち26件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回

以上のものは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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表2.8.4 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3321695 

95.09.19 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの目詰まり防止装置 

 

装置構造･配置

の改良 

実用2579461 

92.02.20 

F01N3/02,321 

[2] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

ｴﾝｼﾞﾝ後流で排気管路とﾊﾞｲﾊﾟｽ管路が連

結する連結部､ﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ後流で排気管

路と放出管路が連結する連結部およびﾏ

ﾌﾗ後流で排気管路と戻し管路が連結す

る連結部にそれぞれ切換弁を設け､その

各切換弁に､排気温度の基準値を基に切

換弁を切り換える制御手段を接続した

ので､ﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの活性性能を維持させ

ると共に､ｻﾙﾌｪｰﾄの生成を制御できる｡ 

実用2568510 

92.01.13 

F01N3/02,341 

[2] 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ再生装置 

ｺﾈｸﾀ接続確認回路と､ｺﾈｸﾀ接続確認回路の開成時にﾌｨﾙﾀ再生用

電気ﾋｰﾀへの電力供給回路を遮断する回路遮断手段と､ｺﾈｸﾀ接続

確認回路に直列接続してﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ近傍の車両部位

に配置し､設定温度以

上でOFFしてｺﾈｸﾀ接続

確認回路を開成する

温度ｽｲｯﾁとを備えた

ので､ﾌｨﾙﾀｹｰｽの異常

温度上昇に起因する

周辺部品の劣化を防

止できる｡ 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実開平05-075427 

（みなし取下） 

92.03.13 

F01N3/02,321 

[2] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

実開平05-058813 

（拒絶査定確定） 

92.01.20 

F01N3/02,331 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 材質･成分の 

改良 

実開平06-049714 

（みなし取下） 

92.12.15 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ 

特許2931175 

93.02.17 

F01N3/02,301 

イビデン 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 
装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3046707 

94.03.22 

F02M25/07,570 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気還流装置 
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表2.8.4 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3121497 

94.07.14 

F01N3/02,301 

イビデン 

[25] 

ｾﾗﾐｯｸ構造体 

長手方向に沿つて並列する複数の貫通孔を有し､かつ､これらの

貫通孔の各端面は､それぞれ市松模様状に目封じされていると

共に､ｶﾞｽの入側と出側とでは開閉が逆の関係にある｡そして､こ

れらの貫通孔の隣接するものどうし

は､多孔質な隔壁を通じて互いに通

気可能にしたｾﾗﾐｯｸ部材を､複数個結

束させて集合体とする｡従つて各ｾﾗ

ﾐｯｸ部材の相互間を､無機ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰお

よび有機ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰを介して互いに結

合してなる弾性質素材のｼｰﾙ材を介

在させて､一体に接着してなる｡ 

特開平11-022448 

97.07.08 

F01N3/02,321 

車両の車体保護装置 

特開2001-050031 

99.08.04 

F01N3/02,331 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2002-371826 

01.06.13 

F01N3/02,301 

排出ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-161141 

01.11.28 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2003-193828 

01.12.27 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2003-222013 

02.01.31 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

実開平05-069311 

（みなし取下） 

92.02.21 

F01N3/02,301 

[6] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

実開平05-075428 

（みなし取下） 

92.03.13 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの助燃空気の供給装置 

実開平05-087215 

（みなし取下） 

92.04.24 

F01N3/02,331 

[1] 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

実用2587941 

92.07.15 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟの担体の構造 

 

実開平06-014431 

（拒絶査定確定） 

92.07.29 

F01N3/02,331 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

実開平06-028214 

（みなし取下） 

92.09.11 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気還流制御装置 
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表2.8.4 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

実開平06-049712 

（みなし取下） 

92.12.08 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄのﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

実開平06-049713 

（みなし取下） 

92.12.15 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ 

実開平07-010413 

（拒絶査定確定） 

93.07.14 

F01N3/02,301 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

実用2594082 

93.07.27 

F01N3/02,331 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

装置構造･配置

の改良 

実開平07-030313 

（みなし取下） 

93.11.02 

F01N3/02,341 

リケン 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ 

製法・組立法

の改良 

特開平06-241017 

（拒絶査定確定） 

93.02.12 

F01N3/02,301 

イビデン 

[3] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄのﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

特許2878071 

93.06.11 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

 

特開2001-6533119 

99.08.27 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

実開平06-025508 

（拒絶査定確定） 

92.09.04 

F01N3/02,321 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 

実用2598533 

（権利消滅） 

93.06.11 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

 

実開平07-004818 

（拒絶査定確定） 

93.06.11 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

実用2598817 

（権利消滅） 

93.06.11 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

 

実開平07-004820 

（みなし取下） 

93.06.11 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

実用2585855 

93.06.11 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 
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表2.8.4 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

実開平07-004822 

（拒絶査定確定） 

93.06.11 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

実用2585856 

93.07.12 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

 

実用2594793 

93.07.27 

F01N3/02,301 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀに設けた温度ｾﾝｻと､ﾌｨﾙﾀ加熱用ﾋｰﾀと､出力

側がﾌｨﾙﾀ加熱用ﾋｰﾀに接続さ

れ入力側が温度ｾﾝｻに接続さ

れ､温度ｾﾝｻにより検知した

温度が設定温度以下のとき

にﾌｨﾙﾀ加熱用ﾋｰﾀをｵﾝとする

命令をﾌｨﾙﾀ加熱用ﾋｰﾀに伝達

する制御装置とを備えたの

で､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの洗

浄能力を向上し､再生能力を

向上できる｡ 

実開平07-022014 

（拒絶査定確定） 

93.09.24 

F01N3/02,331 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ再生装置 

再生装置の 

改良 

実開平07-025209 

（みなし取下） 

93.10.21 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの再生装置 

特開平07-034845 

（拒絶査定確定） 

93.07.14 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

特許3190769 

93.07.14 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

 

特開平07-102942 

（みなし取下） 

93.10.12 

F01N3/02,331 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ再生装置 

特許2904468 

94.02.09 

F01N3/02,341 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特開平07-259535 

（拒絶査定確定） 

94.03.24 

F01N3/02,331 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ再生装置 

特開平11-081980 

97.09.02 

F01N3/02,301 

ｴﾝｼﾞﾝの排気装置 

特開2000-282842 

99.03.31 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ焼却装置 

特開2002-021537 

00.07.03 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-364342 

01.06.04 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 
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表2.8.4 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-371829 

01.06.18 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 

特開2003-013726 

01.06.29 

F01N3/02,331 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気昇温装置 

特開2003-193825 

01.12.25 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2003-254043 

02.02.25 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特開2003-254044 

02.03.06 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生制御装置 

特開2003-254045 

02.02.25 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生装置 

特開2003-278575 

02.03.25 

F02D29/02,321 

車両のｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

特開2003-278579 

02.03.25 

F02D41/04,330 

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

特開2003-286823 

02.03.27 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの制御装置 

特開2003-286824 

02.03.27 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの制御装置 

特開2003-286875 

02.03.27 

F02D35/00,368 

排気ｶﾞｽ特定成分濃度検出手段の保護装置 

特開2003-328727 

02.05.14 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2004-108193 

02.09.17 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

実用2550659 

（権利消滅） 

92.01.13 

F01N3/02,341 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの再生電源供給装置 

 

実開平05-096420 

（みなし取下） 

92.06.04 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

実開平06-028213 

（みなし取下） 

92.09.09 

F01N3/02,301 

内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実開平06-028215 

（みなし取下） 

92.09.09 

F01N3/02,331 

内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 
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表2.8.4 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

実用2600193 

（権利消滅） 

92.10.09 

F01N3/02,331 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

断面形状が略正方形状のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯ

ﾌﾟﾌｨﾙﾀと､その上流側に捕集ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ

を燃焼処理する加熱装置の加熱部を備

えた内燃機関の排気浄化装置におい

て､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの上流側端面

に所定の間隙を介して対面される所定

直径の円形拡散板を排気通路に配設し

たので､ﾌｨﾙﾀを直接加熱して再生する

際に､ﾌｨﾙﾀ内の温度分布をほぼ均一化

できる｡ 

実開平06-049716 

（みなし取下） 

92.12.08 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟのﾌｨﾙﾀ再生装置 

実開平06-049717 

（みなし取下） 

92.12.08 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟのﾌｨﾙﾀ再生装置 

実開平06-058115 

（みなし取下） 

93.01.13 

F01N3/02,331 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

実用2589593 

93.03.25 

F01N3/02,331 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

実用2560704 

（権利消滅） 

93.03.25 

F01N3/02,331 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

実用2598577 

93.06.29 

F01N3/02,331 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ装置 

 

実用2591562 

93.07.21 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-204821 

02.12.26 

F01N3/02,321 

連続再生式ﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの粒子状物質堆積量検出方法及び装置 

特開平11-001127 

97.06.12 

B60K13/04 

ﾘﾔｴﾝｼﾞﾝﾊﾞｽ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

実開平05-077525 

（みなし取下） 

92.03.30 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｲﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの取付構造 
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表2.8.4 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（7/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

装置構造･配

置の改良 

実用2591095 

92.05.14 

F01N3/02,301 

[2] 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｲﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの取付構造 

第1の取付ﾌﾞﾗｹﾂﾄでﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ

ﾌｨﾙﾀの上流側のﾊﾟｲﾌﾟを支持し､ﾊﾟｰ

ﾃｨｷｭﾚｲﾄﾄﾗｯﾌﾟの下流側のﾊﾟｲﾌﾟをﾏﾌﾗ

の上流側のﾊﾟｲﾌﾟに挿入して､ﾏﾌﾗの

上流側のﾊﾟｲﾌﾟを第2の取付ﾌﾞﾗｹﾂﾄで

支持し､ﾏﾌﾗの下流側のﾊﾟｲﾌﾟを第3の

取付ﾌﾞﾗｹｯﾄで支持してなるので､全

体の長さを短くしてﾎｲｰﾙﾍﾞｰｽの短い

車にも容易に搭載できる｡ 

特開2003-020931 

01.07.05 

F01N3/02,321 

再生式ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの取付け構造 製法・組立法

の改良 

実用2602092 

93.11.02 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ 

 

特開平09-256836 

（みなし取下） 

96.03.22 

F01N3/02,301 

ﾌｨﾙﾀ機構及びその制御方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実用2562701 

92.03.16 

F01N3/02,301 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｲﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

 

除

去

効

果

の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実開平06-025507 

（みなし取下） 

92.09.04 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気処理装置 
触
媒
技
術 

装

置

運

用

性

能
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2002-129937 

00.10.24 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2000-282852 

99.03.30 

F01N3/24 

[1] 

排気浄化装置 

特開2001-020720 

99.07.02 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2001-263046 

00.03.23 

F01N3/08 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2001-263051 

00.03.17 

F01N3/28,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2002-138816 

00.10.30 

F01N3/02,321 

排気浄化触媒装置及び排気浄化方法 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2002-322907 

01.04.26 

F01N3/02,321 

筒内噴射式ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化触媒装置及び排気浄化方法 
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表2.8.4 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（8/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2001-327839 

00.05.19 

B01D53/94 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
除

去

効

果

の

向
上 

装置構造･配置の

改良 

特開2002-030924 

00.07.17 

F01N3/24 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

材質･成分の 

改良 

特開2002-292246 

01.03.30 

B01D53/94 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
装
置
運
用
の 

向
上 

装置構造･配置の

改良 

特開2001-073743 

99.09.03 

F01N3/02,331 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

装置構造･配置の

改良 

特開2003-201826 

02.01.09 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2003-278528 

02.03.22 

F01N3/02,341 

内燃機関の電気ﾋｰﾀ付排気処理装置 

特開2003-269136 

02.03.12 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気処理装置 

特開2003-269137 

02.03.12 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気処理装置 

特開2003-269139 

02.03.11 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生制御装置 

特開2003-269236 

02.03.18 

F02D45/00,364 

ｴﾝｼﾞﾝのｶﾞｽ圧検出装置及びﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの制御装置 

特開2003-278527 

02.03.22 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気処理装置 

特開2003-278540 

02.03.26 

F01N7/00 

ｴﾝｼﾞﾝのｶﾞｽ圧検出装置及びﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの制御装置 

特開2003-279432 

02.03.26 

G01L19/06,101 

ｴﾝｼﾞﾝのｶﾞｽ圧検出装置及びﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの制御装置 

特開2003-286820 

02.03.27 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制御

の改良 

特開2003-286834 

02.03.28 

F01N3/20 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気処理装置 

実開平06-012711 

（拒絶査定確定） 

92.07.15 

F01N3/02,301 

ﾄﾗｯﾌﾟの担体の構造 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

装置構造･配置の

改良 

実開平06-063818 

（みなし取下） 

93.02.22 

F01N3/02,301 

車両における排気浄化装置の取付構造 
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表2.8.4 日産ディーゼル工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（9/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

装置構造･配置

の改良 

実用2578667 

92.03.02 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特開2002-129936 

00.10.24 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 再生装置の 

改良 

特開2003-286825 

02.03.28 

F01N3/02,341 

連続再生式微粒子低減装置付き排気装置 

特開2000-320321 

99.05.10 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-184539 

01.12.13 

F01N3/02,321 

連続再生式ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

装置構造･配置

の改良 

実開平05-073222 

（みなし取下） 

92.03.05 

F01N3/08 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

製法・組立法

の改良 

特開2002-276334 

01.03.22 

F01N3/02,301 

消音器 

再生装置の 

改良 

特開2004-108194 

02.09.17 

F01N3/02,301 

排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実開平05-075426 

（みなし取下） 

92.03.13 

F01N3/02,321 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｲﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの再生装置 
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2.9.1 企業の概要 

 

商号 株式会社 豊田自動織機 

本社所在地 〒448-8671 愛知県刈谷市豊田町2-1 

設立年 1926年（大正15年） 

資本金 804億62百万円（2004年3月末） 

従業員数 9,799名（2004年3月末）（連結：27,431名） 

事業内容 自動車（車両、エンジン、カーエアコン用コンプレッサー）、産業車両

（フォークリフト等）、繊維機械（エアジェット織機等）の製造・販売 

豊田自動織機は、トヨタグループの一員として自動車事業部とエンジン事業部を展開し

ている。そのほか、産業車両や繊維機械も扱っている。 

エンジン事業部ではディーゼルエンジンを製造しており、低排出ガスディーゼルエンジ

ンの開発も行っている。 

（出典：豊田自動織機のホームページ http://www.toyota-shokki.co.jp/i） 

 

2.9.2 製品例 

豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する製品例は、上述のフィルタ以外はホーム

ページではみつからなかった。 

 

2.9.3 技術開発拠点と研究者 

図2.9.3に、豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示

す。 

1993年には58件の出願がある。 

 

［技術開発拠点］愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地 株式会社豊田自動織機 

 

2.9 豊田自動織機 
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      図2.9.3 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する 

           出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての豊田自動織機が出願した全115件の技術要素と課題の分

布を、図2.9.4-1に示す。 

豊田自動織機の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の

課題としては再生制御の性能が多い。 

 

図2.9.4-1 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.9.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸化制

御の改良で対応しているものが66件と、最も多い。 

 

図2.9.4-2 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.9.4 に、豊田自動織機の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は115件で、そのうち８件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上の

ものは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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表2.9.4 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-264711 

（みなし取下） 

93.03.15 

F01N3/02,301 

[1] 

耐熱性筒状ﾌｨﾙﾀ 装置構造･配置

の改良 

特開平08-243330 

（みなし取下） 

95.03.13 

B01D46/02 

ろ過装置 

再生装置の 

改良 

特開平07-011939 

（拒絶査定確定） 

93.06.28 

F01N3/02,341 

デンソー,トヨタ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平06-264722 

（みなし取下） 

93.03.12 

F01N3/02,341 

[16] 

ﾌｨﾙﾀ装置 

特開平06-341312 

（拒絶査定確定） 

93.06.03 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-026933 

（みなし取下） 

93.07.09 

F01N3/02,321 

デンソー 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平09-068031 

（みなし取下） 

95.08.30 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集量の演算方法及び内燃機関の排気浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平09-068033 

95.08.30 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平06-033739 

（みなし取下） 

92.07.14 

F01N3/02,341 

[2] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-108820 

（みなし取下） 

92.09.25 

F01N3/02,301 

[8] 

耐熱性ﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平06-108823 

（みなし取下） 

92.09.28 

F01N3/02,341 

[2] 

耐熱性筒状ﾌｨﾙﾀ 
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表2.9.4 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-004227 

（みなし取下） 

93.06.16 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-077026 

（みなし取下） 

93.09.07 

F01N3/02,301 

耐熱性ﾌｨﾙﾀ 

特開平07-083026 

（みなし取下） 

93.09.17 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-133714 

（みなし取下） 

93.11.08 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-281037 

（みなし取下） 

95.04.10 

B01D46/02 

筒状ﾌｨﾙﾀﾕﾆｯﾄ 

特開平08-284640 

（みなし取下） 

95.04.10 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置のﾌｨﾙﾀﾕﾆﾂﾄ支持構造 

装置構造･配置

の改良 

特許3301712 

97.03.14 

F01N3/02,341 

富士通テン 

車両用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特開平06-101448 

（拒絶査定確定） 

92.09.18 

F01N3/02,341 

日本ドナルドソン 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-117216 

（みなし取下） 

92.10.05 

F01N3/02,301 

[3] 

筒状ﾌｨﾙﾀ装置 

特開平06-212947 

（みなし取下） 

93.01.18 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-264716 

（みなし取下） 

93.03.12 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀの再生方法及び装置 

特開平06-299839 

（みなし取下） 

93.04.15 

F01N3/02,341 

デンソー,トヨタ自動車 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平08-312330 

（みなし取下） 

95.05.12 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ浄化装置 



 263

表2.9.4 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

再生装置の 

改良 

特開平11-030116 

（みなし取下） 

97.07.11 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平06-002532 

（拒絶査定確定） 

92.06.17 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許3294346 

92.12.08 

F01N3/02,341 

日本ドナルドソン 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特開平06-264715 

（みなし取下） 

93.03.12 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀの再生方法 

特開平06-330727 

（みなし取下） 

93.05.20 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-330728 

（拒絶査定確定） 

93.05.20 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-330729 

（みなし取下） 

93.05.20 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-330730 

（みなし取下） 

93.05.20 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-330731 

（みなし取下） 

93.05.20 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-330732 

（みなし取下） 

93.05.20 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-330734 

（みなし取下） 

93.05.24 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-341310 

（拒絶査定確定） 

93.06.03 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-341311 

（みなし取下） 

93.06.03 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.9.4 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-341313 

（みなし取下） 

93.06.03 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-011935 

（拒絶査定確定） 

93.06.29 

F01N3/02,341 

[4] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-011936 

（みなし取下） 

93.06.29 

F01N3/02,341 

デンソー 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許2802312 

93.06.30 

F01N3/02,341 

デンソー,トヨタ自動車 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

ﾌｨﾙﾀと,ﾌｨﾙﾀの再生時期判定手段と,再生手段と,再生制御手段

とを有する｡再生手段は,ﾋｰﾀと,ｴｱﾎﾟﾝﾌﾟと,空気流路と,ｵﾘﾌｲｽの

差圧ｾﾝｻとを有し,空気流路

は,開閉弁付きのﾒｲﾝ流路と,

ｵﾘﾌｲｽ付きのﾊﾞｲﾊﾟｽ流路とを

有する｡再生制御手段は,目

標ｴｱ供給量が大のとき,開閉

弁を開いてｴｱﾎﾟﾝﾌﾟをｵｰﾌﾟﾝ

ﾙｰﾌﾟ制御し,目標ｴｱ供給量が

小のとき,開閉弁を開いて

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞﾂｸ制御を行う｡ 

特開平07-019029 

（みなし取下） 

93.06.30 

F01N3/02,341 

デンソー 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許3259202 

93.07.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

 

特開平07-026937 

（みなし取下） 

93.07.08 

F01N3/02,341 

デンソー 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平07-026938 

（拒絶査定確定） 

93.07.08 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平07-026939 

（みなし取下） 

93.07.09 

F01N3/02,341 

デンソー 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-026941 

（みなし取下） 

93.07.09 

F01N3/02,341 

デンソー 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-042536 

（みなし取下） 

93.07.27 

F01N3/02,341 

デンソー 

排気浄化装置 
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表2.9.4 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-042537 

（みなし取下） 

93.05.21 

F01N3/02,341 

デンソー,トヨタ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平07-063039 

（みなし取下） 

93.08.20 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-063043 

（拒絶査定確定） 

93.08.20 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-063044 

（みなし取下） 

93.08.20 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-077028 

（みなし取下） 

93.09.07 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-077029 

（拒絶査定確定） 

93.09.07 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-083024 

（みなし取下） 

93.09.17 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-083029 

（みなし取下） 

93.09.16 

F01N3/02,341 

デンソー 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置における異常検出装置 

特開平07-083030 

（拒絶査定確定） 

93.09.13 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-083031 

（みなし取下） 

93.09.13 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-083032 

（拒絶査定確定） 

93.09.13 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許3211510 

93.09.17 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-139334 

（みなし取下） 

93.11.18 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.9.4 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-139335 

（拒絶査定確定） 

93.11.18 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-139336 

（みなし取下） 

93.11.18 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-145722 

（みなし取下） 

93.11.25 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-224637 

（みなし取下） 

94.02.16 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許2875738 

94.05.24 

F01N3/02,321 

松下電器産業 

内燃機関用排気ｶﾞｽ処理装置とその処理方法 

 

特開平08-246846 

95.03.08 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-284638 

（みなし取下） 

95.04.11 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集量の演算方法及び内燃機関の排気浄化装置 

特開平08-284641 

（みなし取下） 

95.04.11 

F01N3/02,341 

過給機付きｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-284642 

（みなし取下） 

95.04.11 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-291706 

（みなし取下） 

95.04.21 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-312332 

（みなし取下） 

95.05.16 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置の再生方法及び再生装置 

特開平09-053438 

（みなし取下） 

95.08.10 

F01N3/02,341 

太平洋工業 

空気供給装置､内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ再生用の二次空気供給

装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平09-088551 

（みなし取下） 

95.09.18 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.9.4 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（7/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平09-088554 

（みなし取下） 

95.09.29 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集量の演算方法及び内燃機関の排気浄化装置 

特開平09-125934 

95.11.06 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平09-256837 

（拒絶査定確定） 

96.03.19 

F01N3/02,301 

三菱電機 

内燃機関のﾌｨﾙﾀの粒子捕集状態検知装置および粒子捕集状態検

知装置付きﾌｨﾙﾀ 

特開平09-273447 

（みなし取下） 

96.04.05 

F02D45/00,376 

富士通テン 

処理装置 

特許3243418 

96.08.30 

F01N3/02,321 

富士通テン 

排気ｶﾞｽﾌｨﾙﾀの再生処理装置 

 

特開平10-184343 

96.12.24 

F01N3/18 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平10-246108 

97.03.05 

F01N3/02,321 

車両用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-024440 

98.07.10 

B01D46/42 

富士通テン 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの捕集量測定装置 

特開2000-038917 

98.07.22 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-038918 

98.07.22 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-145432 

98.11.12 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-100637 

02.09.12 

F01N3/02,341 

ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2004-137968 

02.10.17 

F01N3/02,321 

産業車両用ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置および排気浄化方法 

特開2004-143959 

02.10.22 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置および排気浄化方法 

特開2004-156549 

02.11.07 

F02D41/04,385 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置および排気浄化方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-176596 

02.11.26 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置および排気浄化方法 
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表2.9.4 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（8/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2004-190641 

02.12.13 

F02D41/04,380 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置および排気浄化方法 
装
置
運
用
性
能
の

向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-197576 

02.12.16 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平08-246847 

（みなし取下） 

95.03.10 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置のﾌｨﾙﾀﾕﾆﾂﾄ固定構造 装置構造･配

置の改良 

特開平08-312333 

（みなし取下） 

95.05.16 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開平08-260945 

95.03.24 

F01N3/02,341 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特許3187183 

93.01.26 

F01N3/02,341 

日本ドナルドソン 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特開平07-026940 

（みなし取下） 

93.07.09 

F01N3/02,341 

デンソー 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-063042 

（みなし取下） 

93.08.20 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-082211 

（みなし取下） 

94.09.14 

F01N3/02,341 

太平洋工業 

空気供給装置､内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ再生用の二次空気供給

装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平08-082212 

（みなし取下） 

94.09.14 

F01N3/02,341 

太平洋工業 

空気供給装置､内燃機関のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ再生用の二次空気供給

装置 

製法・組立法

の改良 

特開平07-133713 

（みなし取下） 

93.11.08 

F01N3/02,301 

[6] 

排気ｶﾞｽ浄化装置のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集用ﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

再生装置の 

改良 

特開2003-049637 

01.08.02 

F01N3/08 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開平07-127432 

（みなし取下） 

93.11.08 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-127435 

（みなし取下） 

93.11.08 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.9.4 豊田自動織機の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（9/9） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平07-180528 

（みなし取下） 

93.12.24 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-155921 

01.11.21 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車,デンソー 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-161140 

01.11.27 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車,デンソー 

内燃機関の排気浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-166413 

01.11.30 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車,デンソー 

内燃機関の排気浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2004-176592 

02.11.26 

F01N3/20 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置および排気浄化方法 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-139337 

（みなし取下） 

93.11.18 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2001-289032 

00.04.05 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置および排気浄化方法 装置構造･配

置の改良 

特開2001-295631 

00.04.12 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置および排気浄化方法 

除
去
効
果
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平09-068032 

（みなし取下） 

95.08.31 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平06-212944 

（みなし取下） 

93.01.18 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の

向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-056329 

01.08.09 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
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2.10.1 企業の概要 

 

商号 日本碍子 株式会社 

本社所在地 〒467-8530 名古屋市瑞穂区須田町2-56 

設立年 1919年（大正8年） 

資本金 698億49百万円（2004年3月末） 

従業員数 3,608名（2004年3月末）（連結：8,693名） 

事業内容 ガイシ等の電力関連機器、産業用セラミックス製品、特殊金属製品の製

造・販売および環境関連装置等のプラントエンジニアリング 

日本碍子は電力、セラミックス、エンジニアリング、エレクトロニクスの事業があり、

セラミックス事業は首位の３６％を占めている。セラミックス事業でパティキュレート

フィルタ事業を展開している。 

日本碍子はジョンソン・マッセイ（イギリス）へフィルターを供給している。 

（出典：日本碍子のホームページ http://www.ngk.co.jp/） 

 

2.10.2 製品例 

日本碍子の排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.10.2 に示す。 

 

表2.10.2 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

コージェライトDPF コージェライトDPFは、ガソリン車排ガス浄化用触媒担体「ハニセラ

ムTM」のセラミックス材料として全世界で累計約5億個の実績がある

コージェライトセラミックスの技術をもとに製造されているＤＰＦで

ある。 

バス、トラック、工場や採掘場などの閉鎖された空間で使用される

フォークリフトなどに採用されている。 

SiC-DPF 炭化ケイ素（SiC）は、コージェライトに比べて耐熱性に優れている

ため、乗用車等の厳しい使用条件に適している。 

高い信頼性と量産性を備えたＳｉＣ-ＤＰＦを開発し、現在、実用化

に向けての評価段階にある。 

(出典：日本碍子のホームページ http://www.toyota.co.jp/news/03/Sep/nt03_076.html ) 

 

2.10.3 技術開発拠点と研究者 

図2.10.3に、日本碍子の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示す。 

最近の出願が急増し、2002年には30件の出願がある。 

 

［技術開発拠点］愛知県名古屋市瑞穂区須田町２番５６号 日本碍子株式会社 

 

 

 

2.10 日本碍子 
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      図2.10.3 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する 

            の出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.10.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての日本碍子が出願した全92件の技術要素と課題の分布を、

図2.10.4-1に示す。 

日本碍子の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の課題

としては素材の耐久性が多い。 

 

図2.10.4-1 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.10.4-2に示す。 

素材の耐久性に対しては装置構造・配置の改良で対応しているものが21件と最も多く、

次いで、材質・成分の改良が11件である。 

 

図2.10.4-2 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.10.4 に、日本碍子の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数は92件で、そのうち12件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上のもの

は、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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表2.10.4 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の 

改良 

特開2001-269585 

00.03.24 

B01J35/04 

[2] 

排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀ- 

特開2001-206780 

00.01.24 

C04B37/00 

ｾﾗﾐﾂｸｽ構造体 

特開2003-024726 

01.07.13 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑ構造体､及びｷｬﾆﾝｸﾞ構造体 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-000896 

02.03.25 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ 

製法・組立法

の改良 

特開2003-025316 

01.07.13 

B28B3/26 

ﾊﾆｶﾑ構造体､及びその製造方法 

再生装置の 

改良 

特開平07-332064 

（拒絶査定確定） 

94.06.10 

F01N3/02,301 

[2] 

排ｶﾞｽﾌｨﾙﾀおよび排ｶﾞｽ処理装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許2567542 

（権利消滅） 

92.03.19 

B01D46/00,302 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

 

特許2726616 

93.12.15 

B01D39/20 

[6] 

多孔質ｾﾗﾐﾂｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

多孔質ｾﾗﾐﾂｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの気孔率が45%以上60%以下であり､その表

面から内部に向かつて開口および貫通する全細孔の比表面積

(Mm2/g)と､そのﾌｨﾙﾀ表面

における表面粗さ(Nμm)

との関係が1000M+85N≧

530の範囲に有る｡このﾌｨﾙ

ﾀの流路方向の40～800℃

の熱膨張係数は0.5×10-

6/℃より小さくする｡ 

特開2001-190916 

00.01.13 

B01D46/00,302 

[1] 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2002-054422 

00.08.08 

F01N3/02,301 

ｾﾗﾐｯｸ製ﾌｨﾙﾀｰ及びその製造方法 

特開2002-201082 

00.04.14 

C04B38/00,303 

[1] 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 

特開2002-219319 

00.11.24 

B01D39/20 

[1] 

多孔質ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ及びその製造方法 

特開2003-040687 

00.06.30 

C04B38/00,303 

ﾊﾆｶﾑｾﾗﾐｯｸｽ構造体とその製造方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2003-117320 

01.10.09 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ 
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表2.10.4 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-117322 

01.10.15 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ 

特開2003-155908 

01.11.20 

F01N3/02,301 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 

特開2003-227327 

02.02.05 

F01N3/02,301 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2003-254034 

02.02.26 

F01N3/02,301 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開2003-292388 

02.03.29 

C04B38/00,303 

多孔質材料及びその製造方法 

材質･成分の 

改良 

特開2004-154692 

02.11.07 

B01D46/00,302 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

特許2613729 

92.01.30 

B01J35/04,301 

[5] 

ｾﾗﾐﾂｸﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造法並び

にそのためのｺ-ﾄ材 

軸方向に延びる､隔壁で囲まれ且つ相

互に仕切られた多数のｾﾙのうち､外周

部の最外側に位置するものが､外部と

の間の隔壁を有しないことによつて､

外部に開口して､軸方向に延びる凹溝

を形成しているｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ本体と､か

かるｾﾗﾐﾂｸﾊﾆｶﾑ本体の外周部の少なく

とも凹溝を充填して外表面を形成す

る外殻層とを備える｡ 

特許3012167 

95.04.12 

B01D46/00,302 

[4] 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀおよびそれを用いた排ｶﾞｽ浄化装置 

燃焼排ｶﾞｽより炭素を主成分とする固体粒子を除去するためのﾌｨ

ﾙﾀであつて､ﾊﾆｶﾑ形状の両端部を､目封止部により交互に目封止

した形態の排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ

である｡そして,両端部に設

けた目封止部の目封止厚さ

が実質的に不均一になるよ

う構成する｡また､この排ｶﾞ

ｽ浄化ﾌｨﾙﾀを缶体内に固定

する｡ 

特許3023289 

95.04.12 

B01D46/00,302 

排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀおよびその製造方法ならびにそれを使用した排ｶﾞ

ｽ浄化装置 

 

特開平09-228823 

（拒絶査定確定） 

96.02.21 

F01N3/02,301 

高温集塵装置 

特許3328588 

98.07.23 

F01N3/28,301 

ｶﾞｽ流路 

 

特開2001-190917 

00.01.13 

B01D46/00,302 

三角ｾﾙﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2002-060279 

00.06.05 

C04B37/00 

ﾊﾆｶﾑ構造体とﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ､及びそれらの製造方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-159811 

00.11.24 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ及びその製造方法 
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表2.10.4 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2002-253916 

01.03.01 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ､及びその製造方法 

特開2002-273124 

01.03.16 

B01D39/14 

排ｶﾞｽ浄化用ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ 

特開2002-282705 

01.03.29 

B01J35/04,301 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びそのｱｯｾﾝﾌﾞﾘ 

特開2002-292225 

01.03.30 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びそのｱｯｾﾝﾌﾞﾘ 

特開2002-301323 

01.04.04 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑ型ｾﾗﾐｯｸｽ質ﾌｨﾙﾀｰ 

特開2002-301325 

01.04.03 

B01D46/00,302 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びそのｱｯｾﾝﾌﾞﾘ 

特開2002-326035 

01.05.02 

B01J35/04,301 

ﾊﾆｶﾑ構造体､及びそれを用いたﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ､ｺﾝﾊﾞｰﾀｰｼｽﾃﾑ 

特開2003-010616 

01.06.29 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2003-181233 

01.08.30 

B01D46/00,302 

高強度ﾊﾆｶﾑ構造体､その成形方法及びﾊﾆｶﾑ構造ｺﾝﾊﾞｰﾀｰ 

特開2003-275521 

02.03.19 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ 

特開2003-340224 

02.05.30 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑ構造体､及びその製造方法 

特開2004-067467 

02.08.08 

C04B38/00,303 

ｾﾗﾐﾂｸﾊﾆｶﾑ構造体 

装置構造･配置

の改良 

特再WO01/037971 

99.11.19 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2000-238153 

99.02.18 

B32B3/12 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその複合体 

特開2003-026488 

01.07.13 

C04B41/80 

表面が強化されたﾊﾆｶﾑ構造体及びその強化方法 

特開2003-285307 

02.03.28 

B28B3/20 

ﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法 

特開2003-320517 

02.04.30 

B28B11/02 

ﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法 

特開2003-334810 

02.05.20 

B28B11/02 

ﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2004-001365 

02.04.26 

B28B11/00 

ﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法及びﾊﾆｶﾑ構造体 
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表2.10.4 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3145166 

92.02.14 

F01N3/02,341 

抵抗調節型ﾋｰﾀｰ 

 

特許2839851 

94.03.23 

F01N3/02,301 

[3] 

排ｶﾞｽ処理方法および装置 

ﾌｨﾙﾀはﾌｨﾙﾀ本体と容器と第1の逆洗室と第2の逆洗室とから構成

される｡逆洗ｴｱ噴出弁から第1の逆洗室に逆洗ｴｱを導入し､この逆

洗ｴｱによりﾌｨﾙﾀ本体において捕

集された排ｶﾞｽ中の微粒子を第2

の逆洗室へと搬送する｡さらに

排気ｶﾞｽの通路から隔離された

処理部へ捕集微粒子を搬送し､

この処理部において微粒子を燃

焼処理する｡処理部は排気ｶﾞｽの

通路から隔離されているため､

処理部の微粒子がﾌｨﾙﾀ本体へと

舞い戻ることを防止できる｡ 

特許3014940 

95.02.23 

F01N3/02,301 

集塵装置 

 

特許2886799 

95.02.28 

F01N3/02,301 

[5] 

集塵装置 

含塵ｶﾞｽ中に含まれる粒子状物質を捕集除去するﾌｨﾙﾀと､ﾌｨﾙﾀに

おける含塵ｶﾞｽ流れとは逆向きにﾌｨﾙﾀを通過する清浄なｶﾞｽの流

れを発生せしめる逆洗気流発

生装置とを備えた集塵装置に

おいて､ﾌｨﾙﾀまたはﾌｨﾙﾀに流入

する含塵ｶﾞｽを加熱するための

加熱手段を備える｡あるいは､

またﾌｨﾙﾀの含塵ｶﾞｽ流れの上流

側の管路に酸化触媒を坦持さ

せた酸化触媒装置を備えるか､

ﾌｨﾙﾀに酸化触媒を坦持させる｡ 

特開平09-264120 

（みなし取下） 

96.03.27 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ微粒子除去ｼｽﾃﾑ 

再生装置の 

改良 

特開2004-137962 

02.10.17 

F01N3/02,301 

ﾌｨﾙﾀ逆洗装置及びﾌｨﾙﾀ逆洗方法 

特許2807370 

92.03.23 

B01D46/42 

排ｶﾞｽ浄化用ﾊﾆｶﾑ構造体の再生時の圧力損失の検査方法及び装置

 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平09-264121 

（みなし取下） 

96.03.27 

F01N3/02,301 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化装置の逆洗方法 

特開2001-199777 

00.01.17 

C04B38/00,303 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 材質･成分の 

改良 

特開2004-051384 

02.07.16 

C04B35/10 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開2001-300922 

00.04.18 

B28B11/02 

[3] 

ｾﾗﾐﾂｸ体の製造方法 
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表2.10.4 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2001-334114 

00.05.29 

B01D39/20 

ﾌｨﾙﾀｰｴﾚﾒﾝﾄおよびその製造方法 

特開2003-262118 

02.03.08 

F01N3/28,311 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びそれを収納してなるｷﾔﾆﾝｸﾞ構造体 

特開2004-130176 

02.10.09 

B01D39/00 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-132266 

02.10.10 

F01N3/02,301 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法並びに当該ﾊﾆｶﾑ構造体を用いた排

ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

特公平07-006378 

92.03.16 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｲｷﾕﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの端部目封じ検査修正装置 

 

特開2003-183086 

01.12.14 

C04B38/00,303 

多孔質材料及びその製造方法 

製法・組立法

の改良 

特開2004-168030 

02.11.08 

B28B11/00 

ﾊﾆｶﾑ構造体のｾﾙを封止する方法及びﾊﾆｶﾑ封止体の製造方法 

特開平08-177462 

（拒絶査定確定） 

94.12.22 

F01N3/02,301 

日野自動車 

[1] 

集塵装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平09-264122 

（みなし取下） 

96.03.27 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ微粒子除去ｼｽﾃﾑ 

特開平06-254413 

（拒絶査定確定） 

93.03.01 

B01J35/04,321 

乱流穴を有するﾊﾆｶﾑ体 材質･成分の 

改良 

特開2004-000901 

02.03.29 

B01D46/00,302 

多孔質ﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2003-284923 

02.03.27 

B01D53/86 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法､並びにそれを使用した触媒体 

特開2004-108197 

02.09.17 

F01N3/02,321 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀｰ 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特再WO01/015877 

99.08.30 

B28B3/26 

波壁ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 

特開平09-262484 

96.03.29 

B01J35/04,301 

高耐熱衝撃性ｾﾗﾐﾂｸﾊﾆｶﾑ触媒 

特開2001-327818 

00.03.13 

B01D39/20 

ｾﾗﾐﾂｸﾌｨﾙﾀｰ及びﾌｨﾙﾀｰ装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2002-326034 

01.05.01 

B01J35/04,301 

多孔質ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 
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表2.10.4 日本碍子の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2004-188303 

02.12.10 

B01D39/20 

ｾﾗﾐﾂｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 材質･成分の 

改良 

特開2004-190565 

02.12.11 

F01N3/28 

炭化珪素質多孔体及びその製造方法､並びにﾊﾆｶﾑ構造体 

特開平07-246341 

94.03.11 

B01J35/04,301 

[1] 

ｾﾗﾐﾂｸﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2001-138416 

99.11.15 

B32B3/12 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2002-273130 

01.03.22 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2002-282634 

01.03.29 

B01D46/00,302 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びそのｱｯｾﾝﾌﾞﾘ 

特開2003-161136 

01.07.31 

F01N3/02,301 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 

特開2003-260322 

02.03.08 

B01D39/20 

ﾊﾆｶﾑ構造体､その製造方法及び排ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

特開2003-269132 

02.03.13 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀｰ 

特開2003-277162 

02.01.21 

C04B38/00,303 

多孔質ﾊﾆｶﾑ構造体､その用途及びその製造方法 

特開2004-130229 

02.10.10 

B01D39/00 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法並びに当該ﾊﾆｶﾑ構造体を用いた排

ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-130231 

02.10.10 

B01D39/00 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法並びに当該ﾊﾆｶﾑ構造体を用いた排

ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

特開2002-154882 

00.11.17 

C04B38/06 

[2] 

炭化珪素質多孔体及びその製造方法 製法・組立法

の改良 

特開2003-247412 

01.12.21 

F01N3/02,301 

Si含有ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開2004-068684 

02.08.05 

F01N3/02,301 

大久保 雅章,山本 俊昭 

排気ｶﾞｽ処理装置 

材質･成分の 

改良 

特再WO02/070433 

01.03.02 

C04B35/195 

ﾊﾆｶﾑ構造体 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2004-073945 

02.08.13 

B01J37/02,101 

表示情報を利用したﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰへの触媒担持方法 
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2.11.1 企業の概要 

 

商号 三菱自動車工業 株式会社 

本社所在地 〒108-8410 東京都港区港南2-16-4 

設立年 1970年（昭和45年） 

資本金 2,522億1百万円（2004年3月末） 

従業員数 13,727名（2004年3月末）（連結：43,624名） 

事業内容 乗用車および関連部品の開発・製造・販売 

三菱自動車工業は、三菱グループの一員として乗用車とトラック・バスを販売していた。

2003年１月に三菱ふそうトラック・バスを設立しトラック・バス部門を移し、現在は乗用

車部門のみである。 

三菱自動車工業は、現在、小型ディーゼル車を販売している。 

（出典：三菱自動車工業のホームページ http://www.mitsubishi-motors.co.jp/） 

 

2.11.2 製品例 

三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する製品例は、ホームページではみつからな

かった。 

 

2.11.3 技術開発拠点と研究者 

図2.11.3に、三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移

を示す。 

1992年には17件の出願があり、その後、一度減少し、01年には16件の出願がある。 

 

［技術開発拠点］東京都港区芝５丁目３３番８号 三菱自動車工業株式会社 

 

2.11 三菱自動車工業 
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      図2.11.3 三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する 

            出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.11.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての三菱自動車工業が出願した全67件の技術要素と課題の分

布を、図2.11.4-1に示す。 

三菱自動車工業の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多く、次いで触媒と

フィルタの併用技術が多い。これらの出願の課題としては、再生制御の性能が多い。 

 

図2.11.4-1 三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.11.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸化制

御の改良で対応しているものが25件と最も多く、次いで、装置構造・配置の改良が12件で

ある。 

 

図2.11.4-2 三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.11.4 に、三菱自動車工業の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示

す。出願件数は67件で、そのうち18件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上

のものは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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表2.11.4 三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

装置構造･配置

の改良 

実用2561677 

92.02.12 

F01N3/02,301 

排出ｶﾞｽ後処理装置用ﾊﾞﾙﾌﾞ 

 
除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実用2561678 

92.02.24 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

 

特開平06-002528 

（拒絶査定確定） 

92.06.16 

F01N3/02,341 

断熱式ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

特許2803470 

92.06.16 

F01N3/02,341 

ｾﾊﾟﾚｰﾄ式ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装置 

 

特開平06-108822 

（みなし取下） 

92.09.28 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ補集ｼｽﾃﾑ 

特開平07-139333 

（みなし取下） 

93.11.18 

F01N3/02,341 

金属製ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開平08-232637 

（みなし取下） 

95.02.22 

F01N3/02,301 

三菱自動車エンジニアリング

内燃機関の排気処理装置 

特開平11-210445 

98.01.27 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

実開平05-066212 

（拒絶査定確定） 

92.02.18 

F01N3/02,321 

ﾊﾟｰﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟの再生装置 

実用2578259 

92.03.30 

F01N3/02,341 

ﾋｰﾀ装置 

 

装置構造･配置

の改良 

実用2580103 

92.08.07 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟの熱反射板 

 

特開平05-195753 

（みなし取下） 

92.01.24 

F01N3/02,341 

自動車用排気装置 

特開平05-321634 

（みなし取下） 

92.05.26 

F01N3/02,321 

三菱自動車エンジニアリング

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝのﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ処理装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特許3331919 

97.08.29 

F01N3/02,341 

[1] 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.11.4 三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平11-200841 

98.01.13 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

実開平07-017915 

（みなし取下） 

93.09.09 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

再生装置の 

改良 

実開平07-042862 

（みなし取下） 

93.12.27 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

特許2842128 

93.02.15 

F01N3/02,341 

三菱自動車エンジニアリング

[1] 

排気ｶﾞｽ後処理装置の排気ｶﾞｽ漏れ検知装置 

 

特許2848204 

93.08.31 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

 

特許2907259 

93.12.28 

F01N3/02,341 

三菱自動車エンジニアリング

[1] 

排気微粒子除去装置 

 

特許2977003 

93.12.28 

F02D9/06 

三菱自動車エンジニアリング

排気ﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ 

 

特許3146870 

94.08.25 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ再生装置 

 

特許3186516 

95.06.27 

F01N3/02,341 

[8] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

第1ﾄﾗｯﾌﾟは､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀと､電気ﾋｰﾀと､熱反射板とから構

成する｡ECUは､ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀで構成され､ｴｱﾌﾛｰｾﾝｻからの吸気

流量､各温度ｾﾝｻからの排気温度､各圧力ｾﾝｻからの排気圧の情

報に基づいて排気流

量を求め､この排気流

量と､第1ﾄﾗｯﾌﾟの圧損

とに基づいて電気ﾋｰﾀ

の通電と切換弁及び

開閉弁とを制御する｡

こうして再生開始時

期を正確に判断する｡ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3385820 

95.09.28 

F01N3/02,341 

三菱自動車エンジニアリング

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 
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表2.11.4 三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平10-196347 

（拒絶査定確定） 

97.01.17 

F01N3/02,341 

三菱自動車エンジニアリング

排気微粒子除去装置 

特開平10-259711 

（拒絶査定確定） 

97.03.19 

F01N3/02,341 

三菱自動車エンジニアリング

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特許3303722 

97.04.04 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子除去装置 

 

特開2003-049633 

01.08.02 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの捕集量推定方法 

特開2003-065033 

01.08.23 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生時期判定装置 

特開2003-083036 

01.09.14 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀの再生制御装置 

実開平05-061412 

（拒絶査定確定） 

92.01.30 

F01N3/02,341 

三菱自動車エンジニアリング

[1] 

排気ｶﾞｽ処理装置 

実用2557386 

92.02.06 

F01N3/02,341 

三菱自動車エンジニアリング

[2] 

車両用排出ｶﾞｽ後処理装置 

車両が停車状態か走行中

であるかを検出する手段

を設け､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集ﾓｰ

ﾄﾞの復帰時､車両が停車

状態のとき､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕

集ﾓｰﾄﾞの復帰を走行中を

検出するまで延ばす手段

を設けたので､車両の停

車中､ﾌｨﾙﾀｰ部の再生が終

了しても､高温の排出ｶﾞｽ

が外部に排出されることがない｡ 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実開平05-069312 

（みなし取下） 

92.02.28 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ補集量測定装置 

特開平11-036845 

（拒絶査定確定） 

97.07.25 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許3331920 

97.08.29 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平11-081985 

（拒絶査定確定） 

97.08.29 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.11.4 三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

装置構造･配

置の改良 

実開平05-061414 

（みなし取下） 

92.01.27 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ後処理装置における排気ｶﾞｽ方向制御弁 

特許3082635 

94.10.18 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

 

特開平11-200840 

98.01.06 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平11-210443 

98.01.28 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平11-210444 

98.01.28 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特許2874472 

92.09.09 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ処理装置 

 
触
媒
技
術 

装
置
運
用
性
能

の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-132262 

02.10.10 

F01N3/36 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

除
去
効
果

の
向
上 

材質･成分の

改良 

特開2004-066018 

02.08.01 

B01J27/232 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ浄化用触媒付きﾌｨﾙﾀ 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-097251 

01.09.20 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

製法・組立法

の改良 

特開2003-097249 

01.09.20 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-214144 

02.01.18 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 
再生・酸化制

御の改良 

特開2003-269204 

02.03.12 

F02D23/00 

排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経

済

性

の
向
上

装置構造･配

置の改良 

特開2003-097250 

01.09.20 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開平06-299841 

（拒絶査定確定） 

93.04.19 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 装置構造･配

置の改良 

特開2004-092584 

02.09.03 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平09-088569 

（拒絶査定確定） 

95.09.19 

F01N3/24 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-083029 

01.09.07 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
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表2.11.4 三菱自動車工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

実開平05-061413 

（みなし取下） 

92.01.31 

F01N3/02,341 

排出ｶﾞｽ後処理装置 装置構造･配置

の改良 

実開平05-064411 

（みなし取下） 

92.01.31 

F01N3/02,341 

[1] 

排出ｶﾞｽ後処理装置 

製法・組立法

の改良 

特開2002-276333 

01.03.22 

F01N3/02,301 

三菱重工業 

放電型排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-083030 

01.09.07 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2003-083031 

01.09.07 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2003-083033 

01.09.07 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2003-083034 

01.09.14 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-083035 

01.09.07 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2003-129835 

01.07.26 

F01N3/36,B 

排気浄化装置 

特開2003-184538 

01.12.12 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2003-201829 

02.01.09 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置 

特開2003-206724 

02.01.10 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気浄化装置用統合制御装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-254133 

02.03.04 

F02D41/16 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-097333 

01.09.21 

F02D45/00,310 

内燃機関の排気浄化装置 
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2.12.1 企業の概要 

 

商号 三菱ふそうトラック・バス 株式会社 

本社所在地 〒108-8285 東京都港区港南2-16-4 

設立年 2003年（平成15年） （三菱自動車工業株式会社から分社） 

資本金 200億円  

従業員数 約4500名（連結：約16,000名） 

事業内容 トラック・バス、産業エンジン等の開発・設計・製造・販売 

三菱ふそうトラック・バスは2003年１月に設立され、三菱自動車工業のトラック・バス

部門を引き継いだ。現在は、ダイムラークライスラーが出資比率43％で筆頭株主である。

三菱ふそうトラック・バスは、超低ＰＭ車を販売している。 

（出典：三菱ふそうトラック・バスのホームページ http://www.mitsubishi-fuso.com/） 

 

2.12.2 製品例 

三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.12.2 に示す。 

 

表2.12.2 三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

酸化触媒システム 

PM低減装置 

MPR-C10,MPR-C20,MPR-

C30,MPR-C40 

酸化触媒：使用過程車用 

ME403959,ME403960 

PM低減装置 

MPR-L10,MPR-L20,MPR-

L30,MPR-L31,MPR-L40 

酸化触媒：使用過程車および新車時装着用 

連続再生式DPF 排出ガスの後処理装置として、連続再生式DPFを新開発した。連続

再生式DPFは、大容量の強力酸化触媒とワイヤーメッシュ式フィル

ターで構成され、効率的にPM（粒子状物質）を分解、捕集、連続再

生します。また、フィルターの定期メンテナンスも不要で、 構造

がシンプルなため、経済性・信頼性にもすぐれている。 

（出典：東京都の「指定した粒子状物質減少装置の概要」 http://www.8taiki.jp/gensyou

_souchi/gensyou_souchi.html、三菱ふそうトラック・バスのホームページ http://www.mits

ubishi-fuso.com/jp/lineup/truck/pm_fighter/dump/clean/index.html ） 

 

2.12 三菱ふそうトラック・バス
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2.12.3 技術開発拠点と研究者 

図2.12.3に、三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に関する出願件数と発

明者の推移を示す。 

最近の出願が急増し、2002年には22件の出願がある。 

 

［技術開発拠点］東京都港区港南２丁目１６番４号 

三菱ふそうトラック・バス株式会社 

 

      図2.12.3 三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に関する 

            出願件数と発明者数 
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2.12.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての三菱ふそうトラック・バスが出願した全58件の技術要素

と課題の分布を、図2.12.4-1に示す。 

三菱ふそうトラック・バスの技術をみると、触媒とフィルタの併用技術に関する出願が

最も多い。これらの出願の課題としては、再生制御の性能が多い。 

 

     図2.12.4-1 三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に関する 

           技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992年１月～2002年12月の出願 

経済性の向上

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特
定
P
M
の
除
去

有
害
物
質
同
時
除
去

素
材
の
耐
久
性

再
生
制
御
の
性
能

走
行
･
運
転
性
能

小
型
化
･
低
廉
化

製
造
･
組
立
の
容
易
化

･
効
率
化

装
着
の
容
易
化

･
簡
便
化

フィルタ技術

触媒技術

触媒担持フィルタ技術

触媒とフィルタの
併用技術

課　　　題
除去効果の向上 装置運用性能の向上

技
術
要
素

10
11 1 1

1

1
8

151 1
23

3
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課題と解決手段の分布を、図2.12.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸化制

御の改良で対応しているものが28件と最も多く、次いで、装置構造・配置の改良が10件で

ある。 

 

       図2.12.4-2 三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に 

             関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.12.4 に、三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去に関する技術要素別課題対

応特許を示す。出願件数は58件で、そのうち３件が登録特許である。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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性

再
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制
御
の
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能

走
行
･
運
転
性
能

小
型
化
･
低
廉
化

製
造
･
組
立
の
容
易
化

･
効
率
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装
着
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易
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･
簡
便
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再生装置の改良

再生・酸化制御の改良

課　　　題
除去効果の向上 装置運用性能の向上

解
決
手
段

1

16 12
10

11

2

1 1 2
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表2.12.4 三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許

（1/4） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

除
去
効
果

の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2002-089233 

00.09.07 

F01N3/02,301 

排気通路の切り換え弁装置 

特開平10-169429 

96.12.12 

F01N3/02,341 

ｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平11-062557 

97.08.11 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許3424902 

97.12.11 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

装置構造･配

置の改良 

特開2000-213329 

99.01.19 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平10-252447 

97.03.13 

F01N3/02,341 

[1] 

ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ後処理装置 

特許3456123 

97.09.26 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気ｶﾞｽ後処理装置 

 

特開2002-285896 

01.03.27 

F02D41/38 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-303175 

01.04.06 

F02D29/06 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑの制御装置 

特開2003-027921 

01.07.18 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-083032 

01.09.05 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特開2003-343287 

02.05.27 

F02D9/04 

内燃機関の排気浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特開2000-204925 

99.01.07 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特開2000-345826 

99.06.03 

F01N3/02,341 

三菱自動車エンジニアリング

排気微粒子除去装置 

触
媒
技
術 

除
去
効
果
の

向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特開2003-328724 

02.05.15 

F01N3/02 

内燃機関の排気ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ

ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-083028 

01.09.12 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.12.4 三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許

（2/4） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-148129 

01.11.08 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開平11-210442 

98.01.28 

F01N3/02,321 

[2] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-129939 

00.10.24 

F01N3/02,321 

排気浄化装置 

特開2002-339733 

01.05.15 

F01N3/02,321 

[1] 

連続再生式DPFの制御装置 

特開2003-013730 

01.06.28 

F01N3/20 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-269221 

02.03.18 

F02D41/04,385 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-278587 

02.03.19 

F02D41/38 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-307117 

02.04.16 

F01N3/02,331 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2000-170526 

98.12.09 

F01N3/24 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2000-199423 

99.01.05 

F01N3/08 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許3416687 

95.09.19 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

 

特開2001-123821 

99.10.27 

F01N3/02,321 

触媒再生式ﾌｨﾙﾀ装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-314254 

02.04.23 

F01N3/08 

内燃機関の排気浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-303121 

01.04.06 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

材質･成分の 

改良 

特開2003-120264 

01.10.09 

F01N3/02,321 

連続再生式ﾄﾗｯﾌﾟ 

特開2003-035126 

01.07.24 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-148130 

01.11.08 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.12.4 三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許

（3/4） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-193823 

01.12.26 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-092497 

02.08.30 

F01N3/36 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

特開2004-162600 

02.11.13 

F01N3/18 

内燃機関の排気浄化装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-162611 

02.11.13 

F01N3/18 

内燃機関の排気浄化装置 

再生装置の 

改良 

特開2004-108255 

02.09.18 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2001-234732 

00.02.25 

F01N3/02,321 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開2002-285897 

01.03.27 

F02D41/38 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-003829 

01.06.25 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-027990 

01.07.13 

F02D41/04,360 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-172124 

01.12.06 

F01N3/02,321 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｲﾙﾀの溶損防止方法及びﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｲﾙﾀの溶損防止

装置 

特開2003-206722 

02.01.16 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2003-206726 

02.01.17 

F01N3/02,331 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-036543 

02.07.04 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-052568 

02.07.16 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-092515 

02.08.30 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-092557 

02.09.02 

F01N3/20 

ｴﾝｼﾞﾝ制御装置 

特開2004-108344 

02.09.20 

F01N3/02,331 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2004-162612 

02.11.13 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-162613 

02.11.13 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
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表2.12.4 三菱ふそうトラック・バスの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許

（4/4） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2004-176571 

02.11.25 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気浄化装置 
装

置

運

用

性

能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-183506 

02.11.29 

F01N3/02,321 

車両の排気浄化装置 

特開2001-082127 

99.09.16 

F01N3/02,321 

[1] 

排気浄化装置 

特開2001-098926 

99.09.30 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-148131 

01.11.13 

F01N3/02,331 

内燃機関の排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2004-116322 

02.09.24 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気後処理装置 
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2.13.1 企業の概要 

 

名称 株式会社 日本自動車部品総合研究所 

本部所在地 〒445-0012 愛知県西尾市下羽角町岩谷14番地 

設立年 1970年（昭和45年） 

資本金 25億円 （㈱デンソーが75%、トヨタ自動車㈱が25%、出資） 

従業員数 約380名 

事業内容 自動車関連の研究（パワートレーン、燃料電池、パワーエレクトロニク

ス、電子・通信、熱機器分野） 

日本自動車部品総合研究所は、自動車の安全と公害防止についての社会的要請に応える

ことを目的としたトヨタグループ11社の共同研究機関として、1970年11月に設立された。 

現在、主にパワートレーン、燃料電池、パワーエレクトロニクス、電子・通信、熱機器

分野の研究開発を行っている。 

（出典：日本自動車部品総合研究所のホームページ http://www.nipponsoken.com/ja/） 

 

2.13.2 製品例 

日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に関する製品例は、上述のフィルタ以

外はホームページではみつからなかった。 

 

2.13.3 技術開発拠点と研究者 

図2.13.3に、日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発

明者の推移を示す。 

1992年には17件の出願があるが、最近は減少傾向にある。 

 

［技術開発拠点］愛知県西尾市下羽角町岩谷１４番地 

株式会社日本自動車部品総合研究所 

 

2.13 日本自動車部品総合研究所
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      図2.13.3 日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に関する 

            出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.13.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての日本自動車部品総合研究所が出願した全51件の技術要素

と課題の分布を、図2.13.4-1に示す。 

日本自動車部品総合研究所の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。こ

れらの出願の課題としては、再生制御の性能が多い。 

 

       図2.13.4-1 日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に 

             関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.13.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生・酸化制

御の改良で対応しているものが20件と、最も多い。 

 

 

      図2.13.4-2 日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に 

            関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.13.4 に、日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対

応特許を示す。出願件数は51件で、そのうち９件が登録特許である。登録特許で被引用回

数２回以上のものは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったもの

は特許番号のみを表示している。 
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表2.13.4 日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許

（1/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の 

改良 

特開平09-220423 

(特許3560408) 

96.02.15 

B01D46/00,302 

デンソー 

[10] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀおよびその製造方法 
除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3441009 

94.02.10 

B01D39/00 

トヨタ自動車 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの栓詰め方法及びそれに用いるﾏｽｸ部材 

 

材質･成分の 

改良 

特開平05-270943 

（みなし取下） 

92.03.27 

C04B38/06 

繊維強化多孔質体 

特開平05-222913 

（みなし取下） 

92.02.14 

F01N3/02,301 

[4] 

排気ｶﾞｽ浄化ｼｽﾃﾑ 

特開平05-240027 

（みなし取下） 

92.02.28 

F01N3/02,341 

[1] 

排気微粒子浄化装置 

特開平05-288034 

（みなし取下） 

92.04.06 

F01N3/02,341 

[1] 

排気微粒子浄化装置 

特開平07-224633 

（みなし取下） 

94.02.16 

F01N3/02,341 

[3] 

ﾊﾞﾙﾌﾞおよびそれを用いた排気浄化装置 

装置構造･配置

の改良 

特開平08-100630 

（みなし取下） 

94.09.29 

F01N3/02,321 

球状導電体充填型ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集用ﾌｨﾙﾀ 

特開平06-099011 

（みなし取下） 

92.03.25 

B01D39/20 

[1] 

繊維ｾﾗﾐｯｸﾌｨﾙﾀ 製法・組立法

の改良 

特開平08-224720 

（みなし取下） 

95.02.22 

B28B3/26 

繊維強化ﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法 

特開平05-321639 

（みなし取下） 

92.05.19 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平08-218846 

（みなし取下） 

95.02.17 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置用電気ﾋｰﾀ 
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表2.13.4 日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許

（2/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平05-202732 

（みなし取下） 

92.01.24 

F01N3/02,301 

[2] 

排気微粒子浄化装置 

特許3021921 

92.02.21 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

排気微粒子浄化装置 

 

特開平05-280324 

（みなし取下） 

92.03.30 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車,デンソー 

[2] 

排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

特開平05-306615 

（みなし取下） 

92.04.28 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特許2821831 

92.06.15 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[3] 

内燃機関の排気浄化装置 

内燃機関の排気通路には､排気ｶﾞｽ中

のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄを捕集するﾌｨﾙﾀが配設

されている｡そしてﾌｨﾙﾀの再生時に

は､加熱手段でﾌｨﾙﾀが加熱される｡ま

た同時に､ｴｱﾎﾟﾝﾌﾟから再生用ｶﾞｽが

供給され､捕集されたﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄが燃

焼される｡この場合､ﾌｨﾙﾀの温度を､

温度検出手段で検出する｡一方､ﾌｨﾙﾀ

の再生時間を､制御回路で判定する｡

ところでﾌｨﾙﾀが再生領域内にある時

における再生直前の温度が所定値以

上の場合に､ｴｱﾎﾟﾝﾌﾟを作動させる｡ 

特開平06-058136 

（拒絶査定確定） 

92.08.06 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

特開平06-058137 

（みなし取下） 

92.08.06 

F01N3/02,341 

[2] 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平06-101449 

（みなし取下） 

92.09.21 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

特許3264707 

92.11.26 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-159040 

(特許3580563) 

92.11.26 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 
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表2.13.4 日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許

（3/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-173640 

（みなし取下） 

92.12.03 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

特開平07-224636 

（みなし取下） 

94.02.10 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平07-233720 

（みなし取下） 

94.02.23 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ微粒子浄化装置 

特開2000-161043 

(特許3585382) 

98.11.25 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

内燃機関から排出される粒子状物質量の測定装置 

特開2003-056330 

01.08.20 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-193826 

01.12.25 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開平10-057729 

（みなし取下） 

96.08.22 

B01D39/20 

デンソー 

[1] 

内燃機関の排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀの製造方法 

材質･成分の 

改良 

特開平09-271665 

（みなし取下） 

96.04.04 

B01J23/10 

トヨタ自動車 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化触媒 
除
去
効
果
の
向
上 再生・酸化制

御の改良 

特開平10-266826 

（みなし取下） 

97.03.21 

F01N3/02,321 

デンソー 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ処理装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3274027 

94.09.07 

B28B3/26 

トヨタ自動車 

[3] 

ﾁﾀﾝ酸ｱﾙﾐﾆｳﾑ製ﾊﾆｶﾑ体の製造方法 

ﾁﾀﾝ酸ｱﾙﾐﾆｳﾑ粉末を造粒し加熱により

造粒体中のﾁﾀﾝ酸ｱﾙﾐﾆｳﾑ粉末どうしを

融合して造粒粉体を形成し､造粒粉体

をﾊﾆｶﾑ形状に押出成形して焼結する｡

造粒粉体内ではﾁﾀﾝ酸ｱﾙﾐﾆｳﾑ粉末の配

向が無く､この造粒粉体はﾀﾞｲから押

し出されても変形しないのでﾁﾀﾝ酸ｱﾙ

ﾐﾆｳﾑ粉末の配向が生じない｡ 

触
媒
技
術 

経
済
性
の 

向
上 

材質･成分の 

改良 

特開平09-267040 

（みなし取下） 

96.04.01 

B01J23/80 

トヨタ自動車 

[2] 

排気ｶﾞｽ浄化触媒 
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表2.13.4 日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許

（4/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平09-158710 

95.12.08 

F01N3/02,301 

デンソー 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 材質･成分の 

改良 

特開平09-173866 

95.12.28 

B01J35/04,301 

デンソー 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化ﾌｨﾙﾀ 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平10-047054 

（みなし取下） 

96.08.07 

F01N9/00 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平07-332065 

（みなし取下） 

94.06.06 

F01N3/02,321 

[3] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 材質･成分の 

改良 

特開2003-230838 

01.12.06 

B01J37/02,101 

デンソー 

ｾﾗﾐﾂｸ触媒体 

製法・組立法

の改良 

特開平09-276708 

96.04.12 

B01J35/04,301 

デンソー 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排ｶﾞｽ浄化触媒 

特許3485344 

94.03.23 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

[3] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 

ﾌｨﾙﾀに触媒を担持させた触媒付きﾌｨﾙﾀを使用して微粒子を捕集

し､低速回転時のように排気ｶﾞｽの温度が低いためにﾌｨﾙﾀの温度

が触媒の活性化温度(約250°C)よりも低くの領域にある時に､膨

張行程において､比較的早い最適

の時期から適量の追加の燃料噴

射を開始し､触媒付きﾌｨﾙﾀの温度

を上昇させて､触媒を活性化温度

に到達させる｡活性化した触媒は

膨張行程終期から排気行程にか

けての領域のように追加噴射さ

れる燃料を酸化し､その反応熱に

よりﾌｨﾙﾀ上に堆積した微粒子を

加熱し､燃焼温度(約650°C)に到

達させて燃焼させる｡ 

特開平07-259534 

（拒絶査定確定） 

94.03.24 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

[2] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平07-279645 

（みなし取下） 

94.04.01 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 
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表2.13.4 日本自動車部品総合研究所の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許

（5/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-042325 

（拒絶査定確定） 

94.07.28 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

[4] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 
触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-003831 

01.06.26 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

排気ｶﾞｽ浄化装置､および排気ｶﾞｽの浄化方法 

装置構造･配置

の改良 

特開平07-071226 

（拒絶査定確定） 

93.09.03 

F01N3/02,341 

排気微粒子浄化装置 

特開平09-317440 

（みなし取下） 

96.05.24 

F01N3/02,321 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平11-132027 

97.10.24 

F01N3/02,341 

内燃機関の排気微粒子浄化ｼｽﾃﾑ 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-135976 

01.11.05 

B01J37/02,101 

デンソー 

自動車用触媒 

特開平09-222009 

（みなし取下） 

96.02.15 

F01N3/02,321 

[1] 

内燃機関の排気微粒子浄化装置 

特開平09-310611 

96.05.22 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

[1] 

内燃機関の排気ｶﾞｽ微粒子浄化ｼｽﾃﾑ 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平11-093639 

97.09.25 

F01N3/02,341 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気微粒子浄化装置 
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2.14.1 企業の概要 

 

商号 住友電気工業 株式会社 

本社所在地 〒541-0041 大阪市中央区北浜4-5-33 住友ビル 

設立年 1911年（明治44年） 

資本金 962億31百万円（2004年3月末） 

従業員数 4,992名（2004年3月末）（連結：87,415名） 

事業内容 自動車部品（ワイヤーハーネス等）、電線・ケーブル、産業用素材（粉末合

金等）、電子部品金属材料等の製造・販売および電線ケーブル等各種電気工

事 

住友電気工業は自動車関連、情報通信関連、エレクトロニクス関連、エンジニアリング、

産業用素材関連の事業を展開しており、自動車関連が42％で首位を占めている。産業用素

材関連は18％である。 

研究部門では、排気微粒子除去技術の研究を展開している。 

（出典：住友電気工業のホームページ http://www.sei.co.jp/） 

 

2.14.2 製品例 

住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.14.2 に示す。 

 

表2.14.2 住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

金属発泡体DPF,NOx還

元装置付きPM燃焼反

応装置 

金属発泡体表面にウイスカーを成長させて触媒層の密着性を改善さ

せ、触媒を均一に担持させた。低NOxエンジンを用いた評価におい

て、SOF比率が40～50％時にPM低減率80％以上で圧力損失10kPa以下の

実用特性を満足することを確認した。 

ディーゼル排ガスとして排出されるPMをDPFで捕集しNOxの還元剤とし

て使用することにより、新たな還元剤を使用せずにNOxを低減し、燃

費悪化やCO2増加を伴わないシステムの開発に取り組んでいる。 

（出典：住友電気工業のホームページ http://www.rite.or.jp/Japanese/kicho/kikaku/no

w/now31/31_14.pdf ） 

 

2.14.3 技術開発拠点と研究者 

図2.14.3に、住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を

示す。 

1996年に12件の出願があるが、最近は減少傾向にある。 

 

［技術開発拠点］ 

兵庫県伊丹市昆陽北一丁目１番１号 住友電気工業株式会社伊丹製作所 

大阪府大阪市此花区島屋一丁目１番３号 住友電気工業株式会社大阪製作所 

2.14 住友電気工業 
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      図2.14.3 住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する 

            出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.14.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての住友電気工業が出願した全48件の技術要素と課題の分布

を、図2.14.4-1に示す。 

住友電気工業の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の

課題としては、再生制御の性能が多い。 

 

図2.14.4-1 住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.14.4-2に示す。再生制御の性能に対しては装置構造・配

置の改良で対応しているものが11件と、最も多い。 

 

 

図2.14.4-2 住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.14.4 に、住友電気工業の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は48件で、そのうち11件が登録特許である。登録特許で被引用回数２回以上のも

のは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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表2.14.4 住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

材質･成分の 

改良 

特開平06-294313 

（拒絶査定確定） 

93.03.18 

F01N3/02,341 

[7] 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾄﾗｯﾌﾟ 

特許2962042 

92.05.07 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排気ｶﾞｽ浄化用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

 

特開平06-272534 

（拒絶査定確定） 

93.03.19 

F01N3/02,341 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平10-317945 

（みなし取下） 

97.05.21 

F01N3/02,321 

[1] 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平11-062552 

（みなし取下） 

97.08.26 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平11-159319 

97.11.27 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

材質･成分の 

改良 

特許3445775 

00.02.22 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ･ﾌｨﾙﾀ 

 

特開平06-129229 

（拒絶査定確定） 

92.10.15 

F01N3/02,301 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平06-257422 

（拒絶査定確定） 

93.01.06 

F01N3/02,341 

[16] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平06-307229 

（みなし取下） 

93.04.23 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾄﾗｯﾌﾟ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許2870369 

93.06.18 

B01D39/20 

[8] 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀｰ 

耐熱金属からなる発泡構造多孔体と､平均繊維径5～40μmの金属

繊維を空間充填率が5～25%となるように分散状態で固定化した

繊維構造多孔体とを積層す

る｡粒子径の大きいﾊﾟﾃｨｷｭ

ﾚｰﾄは主に発泡構造多孔体

が捕集し､粒子径の小さい

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄは繊維構造多孔

体が捕集するため､捕集効

率に優れると共に､目づま

りが生じ難く､圧力損失も

抑制できる｡ 
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表2.14.4 住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3265737 

93.08.20 

B01D39/20 

[8] 

高耐食性金属ﾌｨﾙﾀ 

下記A､B､Cの組成の金属繊維で不織布を構成し､この不織布を1層

又は複数層積層してﾌｨﾙﾀとなす｡A…Ni:5～20重量%､Cr:10～40重

量%､Al:1～15重量%､残部Fe及び不可避成分｡B…Cr:10～40重量%､

Al:1～15重量%､残部Ni及び不可避成分｡C…Cr:10～40重量%､Al:1

～15重量%､残部Fe及び不可避成分｡このﾌｨﾙﾀは､高耐食性で熱に

も強く､ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの焼却除去の繰り返しに耐える｡ 

特開平08-229330 

（みなし取下） 

95.02.28 

B01D46/24 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

特許3207088 

94.10.13 

B01D46/24 

トヨタ自動車 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

耐熱性金属繊維の不織布をﾌｨﾙﾀ材とし､

そのﾌｨﾙﾀ材で作つた金属製の異径ﾃｰﾊﾟ

筒状ﾌｨﾙﾀを､ﾃｰﾊﾟの向きが交互に逆にな

るようにして同心配置する｡また､筒状

ﾌｨﾙﾀは､各々の小径側端部をひとつ内側

の筒状ﾌｨﾙﾀの大径側端部に接続して各

ﾌｨﾙﾀ間の隙間を排気ｶﾞｽの入口側と出口

側で交互に行き止まりにし､このように

構成されるﾌｨﾙﾀｴﾚﾒﾝﾄを排気系の途中に

設置される金属製容器内に装着してﾊﾟ

ﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟを構成する｡ 

特許3378432 

95.05.30 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

 

特許3434117 

96.03.29 

B01D29/07 

トヨタ自動車 

[9] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

耐熱性金属繊維の不織布で作られる平

板ﾌｨﾙﾀと､耐熱性金属製の波板を交互に

偶数枚重ねた積層材をﾛｰﾙ巻きし､さら

に､これによつて出来る柱状体の一端側

で波板を間に挟む平板ﾌｨﾙﾀ間を､他端側

で波板を間に挟む平板ﾌｨﾙﾀ間を各々目

留め部により目留めしたものをﾌｨﾙﾀｴﾚﾒ

ﾝﾄとしてこのｴﾚﾒﾝﾄでﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽを

濾過する｡ 

特開平09-262415 

（みなし取下） 

96.03.29 

B01D29/07 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平10-037739 

（みなし取下） 

96.07.25 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平10-121941 

（みなし取下） 

96.10.18 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.14.4 住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許2953408 

96.10.22 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟの再生ﾋｰﾀｰ及び該ﾋｰﾀｰを用いた

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

 

特開平10-121996 

（みなし取下） 

96.10.18 

F02D9/10 

三方弁及びそれを用いた排気ｶﾞｽ処理装置 

特許2953409 

96.10.29 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

 

特開平10-196346 

（みなし取下） 

97.01.17 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平10-220217 

（みなし取下） 

97.02.04 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

[2] 

内燃機関用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平10-220218 

（みなし取下） 

97.02.04 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気浄化装置 

特開平11-280450 

98.03.27 

F01N3/02,321 

ｵﾘﾌｲｽ付き開閉弁とそれを用いた排気ｶﾞｽ浄化装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2002-303122 

01.04.02 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

製法・組立法

の改良 

特許3347593 

96.07.25 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

 

特開平06-307228 

（みなし取下） 

93.04.22 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平08-151919 

（拒絶査定確定） 

94.11.29 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平08-232642 

（みなし取下） 

95.02.28 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平08-303228 

（みなし取下） 

95.05.09 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平11-294139 

98.04.16 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.14.4 住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平10-018834 

（みなし取下） 

96.07.02 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽのﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ除去方法及び装置 

特開平11-182232 

97.12.19 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置及び操作方法 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平11-294138 

98.04.15 

F01N3/02,341 

いすゞ自動車 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置及び同装置用流路切替ﾊﾞﾙﾌﾞ 

特開平10-131739 

（みなし取下） 

96.10.28 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 装置構造･配置

の改良 

特開2000-033214 

98.07.15 

B01D46/24 

円筒ﾌｨﾙﾀの成形方法及び成形装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2001-207829 

00.01.20 

F01N3/02,321 

東海旅客鉄道 

気動車用黒煙除去装置 

材質･成分の 

改良 

特開平11-169668 

97.12.15 

B01D53/94 

排ｶﾞｽ浄化装置及びその製造方法 

特開平10-047035 

（みなし取下） 

96.08.08 

F01N3/02,301 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特開平11-300165 

（出願取下） 

98.04.23 

B01D53/94 

排気ｶﾞｽの後処理装置および後処理方法 

材質･成分の 

改良 

特開平08-133857 

94.11.08 

C04B38/00,303 

[1] 

ｾﾗﾐﾂｸｽ多孔体及びその製造方法 

特開平08-246844 

94.10.13 

F01N3/02,301 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平09-049421 

95.05.30 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 
装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3462750 

98.05.14 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

ﾒｲﾝﾌｨﾙﾀの前に孔径80μm～300μm

の金属製ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀを設け､選択的に

排気ｶﾞｽ中の灰分を捕集すること

により､10μm～80μmの金属製のﾒ

ｲﾝﾌｨﾙﾀの目詰まりを防止する｡ﾌﾟﾚ

ﾌｨﾙﾀには発泡金属体の板状のもの

がよく､ﾒｲﾝﾌｨﾙﾀには不織布を渦巻

き状にしたものが好ましい組み合

わせである｡ 
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表2.14.4 住友電気工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/5） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数]

発明の名称 

概要 

触
媒
担
持
フ
ィ

ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

装置構造･配置の改良 特開平10-176519

（みなし取下） 

96.12.18 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ

の
併
用
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配置の改良 特開2001-073742

99.06.29 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟ 
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2.15.1 企業の概要 

 

商号 三菱重工業 株式会社 

本社所在地 〒108-8215 東京都港区港南2-16-5 

設立年 1950年（昭和25年） 

資本金 2,656億8百万円（2004年3月末） 

従業員数 34,396名（2004年3月末）（連結：59,946名） 

事業内容 船舶・海洋構造物、原動機、各種機械、プラント、鉄構製品、航空・宇宙

機器等の設計・製造・販売・据付・関連サービス 

三菱重工業は、原動機部門（23％）、機械・鉄構部門（20％）、航空・宇宙部門

（17％）、中量産品部門（29％）、その他部門（３％）を持つ総合重工メーカである。 

原動機部門では、ディーゼル発電プラント、船舶用ディーゼルを扱っている。中量産品

部門の中の汎用機・特車事業本部では、エンジン、フォークリフト、建設機械、特殊車両

を扱っている。  

（出典：三菱重工業のホームページ http://www.mhi.co.jp/） 

 

2.15.2 製品例 

三菱重工業の排気微粒子除去技術に関する製品例は、ホームページではみつからなかっ

た。 

 

2.15.3 技術開発拠点と研究者 

図2.15.3に、三菱重工業の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示

す。 

1998年には12件の出願がある。 

 

［技術開発拠点］ 

神奈川県相模原市田名３０００番地 三菱重工業株式会社相模原製作所 

神奈川県横浜市金沢区幸浦一丁目８番地１ 三菱重工業株式会社基盤技術研究所 

神奈川県横浜市金沢区幸浦一丁目８番地１ 

三菱重工業株式会社先進技術研究センター 

神奈川県横浜市中区錦町１２番地 三菱重工業株式会社横浜製作所 

長崎県長崎市深堀町五丁目７１７番１号 三菱重工業株式会社長崎研究所 

長崎県長崎市飽の浦町１番１号 三菱重工業株式会社長崎造船所 

東京都千代田区丸の内二丁目５番１号 三菱重工業株式会社 

兵庫県神戸市兵庫区和田崎町一丁目１番１号 三菱重工業株式会社神戸造船所 

愛知県小牧市大字東田中１２００番地 

三菱重工業株式会社名古屋誘導推進システム製作所 

2.15 三菱重工業 
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      図2.15.3 三菱重工業の排気微粒子除去技術における 

            出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.15.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての三菱重工業が出願した全40件の技術要素と課題の分布を、

図2.15.4-1に示す。 

三菱重工業の技術をみると、触媒とフィルタの併用技術に関する出願が最も多い。次い

でフィルタ技術が多い。これらの出願の課題としては、再生制御の性能が多い。 

 

図2.15.4-1 三菱重工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1992年１月～2002年12月の出願 

経済性の向上

除
去
効
率
の
向
上

除
去
効
率
の
維
持

特
定
P
M
の
除
去

有
害
物
質
同
時
除
去

素
材
の
耐
久
性

再
生
制
御
の
性
能

走
行
･
運
転
性
能

小
型
化
･
低
廉
化

製
造
･
組
立
の
容
易
化

･
効
率
化

装
着
の
容
易
化

･
簡
便
化

フィルタ技術

触媒技術

触媒担持フィルタ技術

触媒とフィルタの
併用技術

課　　　題
除去効果の向上 装置運用性能の向上

技
術
要
素

7 11

3111

2
18

14

0

5

10

15

20

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

出願年

出
願
件
数
・
発
明
者
数

出願件数

発明者数



 313

課題と解決手段の分布を、図2.15.4-2に示す。再生制御の性能に対しては再生装置の改

良で対応しているものが12件、装置構造・配置の改良が11件と多い。 

 

図2.15.4-2 三菱重工業の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.15.4 に、三菱重工業の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。

出願件数は40件で、そのうち14件が登録特許である。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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表2.15.4 三菱重工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3337312 

94.03.14 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ用ﾌｨﾙﾀ 

 

装置構造･配

置の改良 

特開2004-105843 

02.09.18 

B01D53/94 

排ｶﾞｽ中の有害物質処理方法 

特開平10-306718 

（みなし取下） 

97.05.06 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾌｨﾙﾀ再生装置を具えた内燃機関 

特許3427043 

99.09.17 

F01N3/02,321 

黒煙除去装置 

 

再生装置の 

改良 

特開2001-221032 

00.02.09 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用黒煙除去装置 

特開2002-097934 

00.09.26 

F01N3/02,341 

排出物除去装置を備えた排ｶﾞｽ浄化装置及びその再生方法 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2002-303125 

01.01.31 

F01N3/02,341 

排出物除去装置を備えた排ｶﾞｽ浄化装置およびその再生方法 

装置構造･配

置の改良 

特開2001-317341 

00.05.12 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開2003-074326 

01.09.05 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ中の有害物質処理ｼｽﾃﾑ 

装置構造･配

置の改良 

特開2002-339729 

01.05.17 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ中の浮遊微粒子除去装置 
除
去
効
果
の
向
上 
製法・組立法

の改良 

特開2002-089236 

00.09.20 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ中の浮遊微粒子除去ﾌｨﾙﾀ 

材質･成分の

改良 

特許2847007 

92.12.21 

B01J29/74 

菱日エンジニアリング 

触媒基材及び燃焼触媒 

 

特開2002-045629 

00.08.07 

B01D39/20 

排ｶﾞｽ中の浮遊微粒子除去ﾌｨﾙﾀ及びそれを用いた浮遊微粒子除

去装置 

装置構造･配

置の改良 

特開2002-336628 

01.05.17 

B01D46/42 

排ｶﾞｽ中の浮遊微粒子除去装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2003-120262 

01.10.12 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ中の浮遊微粒子除去装置 

特開2002-339731 

01.05.18 

F01N3/02,321 

ｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽの処理方法およびその装置 装置構造･配

置の改良 

特開2004-084638 

02.08.29 

F01N3/08 

ｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽの処理方法およびその装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併

用
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特許2941799 

98.09.09 

F01N3/02,321 

黒煙除去装置 
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表2.15.4 三菱重工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許2966839 

98.09.09 

F01N3/02,331 

黒煙除去装置 

 

特許2966840 

98.09.09 

F01N3/02,331 

黒煙除去装置 

 

除
去
効
果
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特許2941800 

98.09.09 

F01N3/02,321 

黒煙除去装置 

 

特開平09-013946 

（拒絶査定確定） 

95.06.28 

F01N3/02,321 

黒煙除去装置を備えた排ｶﾞｽ浄化装置 

特許3327753 

95.11.01 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ黒煙除去装置 

 

特許3258646 

99.12.17 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ中の微粒子除去装置及び方法 

 

特開2002-013410 

00.06.28 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ中の浮遊微粒子除去装置及び除去方法 

特開2002-045653 

00.08.07 

B01D53/86 

排ｶﾞｽ中の浮遊微粒子除去装置及び除去方法 

特開2002-089238 

00.09.19 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ中の微粒子除去装置 

特開2002-161729 

00.11.28 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ中の微粒子･ﾀ-ﾙ除去装置 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-201825 

(特許3600582) 

01.10.31 

F01N3/02,301 

ｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽの処理方法およびその装置 

製法・組立法

の改良 

特開2002-276333 

01.03.22 

F01N3/02,301 

三菱自動車工業 

放電型排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平08-170520 

（拒絶査定確定） 

94.12.19 

F01N3/02,321 

[3] 

内燃機関の排ｶﾞｽ黒煙除去装置 

特許2995035 

98.05.20 

F01N3/02,321 

黒煙除去装置 

 

特許3025232 

98.05.20 

F01N3/02,321 

黒煙除去装置 

 

特許2955273 

98.05.20 

F01N3/02,321 

黒煙除去装置 

 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平11-324650 

（拒絶査定確定） 

98.05.08 

F01N3/02,331 

黒煙除去装置 



 316

表2.15.4 三菱重工業の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3015777 

98.05.22 

F01N3/02,321 

黒煙除去装置 

 

特開2000-110548 

98.10.01 

F01N3/02,331 

黒煙除去装置 

特開2000-110549 

98.10.02 

F01N3/02,331 

黒煙除去装置 

再生装置の 

改良 

特開2000-110550 

98.10.05 

F01N3/02,331 

黒煙除去装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3377654 

95.06.28 

F01N3/02,321 

ﾌｨﾙﾀ再生装置の燃料制御方法 
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2.16.1 企業の概要 

 

商号 株式会社 豊田中央研究所 

本社所在地 〒480-1192 愛知県愛知郡長久手町大字長湫字横道41-1 

設立年 1960年（昭和35年） 

資本金 30億円（2004年10月） 

従業員数 923名（2004年10月） 

事業内容 自動車関連その他の各種技術の開発およびその利用に関する研究、試験、

調査 

豊田中央研究所は、トヨタグループの技術の基礎を担い、もって、産業の発展と学術の

進歩を図ることを目的として設立され、エネルギ・環境、安全・人間、機械、システム・

エレクトロニクス、材料の技術分野で研究がされている。 

エネルギ・環境部門では、自動車排ガス触媒が研究されている。 

（出典：豊田中央研究所のホームページ http://www.tytlabs.co.jp/） 

  

2.16.2 製品例 

豊田中央研究所の排気微粒子除去技術に関する製品例は、ホームページではみつからな

かった。 

 

2.16.3 技術開発拠点と研究者 

図2.16.3に、豊田中央研究所の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移

を示す。 

1995年に７件の出願があり、その後一度減少したが、最近は急増し02年には７件の出

願がある。 

 

［技術開発拠点］愛知県愛知郡長久手町大字長湫字横道４１番地の１ 

株式会社豊田中央研究所 

 

2.16 豊田中央研究所 
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      図2.16.3 豊田中央研究所の排気微粒子除去技術に関する 

            出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.16.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての豊田中央研究所が出願した全32件の技術要素と課題の分

布を、図2.16.4-1にに示す。 

豊田中央研究所の技術をみると、触媒担持フィルタ技術に関する出願が最も多く、次い

で触媒技術が多い。これらの出願の課題としては、再生制御の性能と有害物質同時除去が

多い。 

 

図2.16.4-1 豊田中央研究所の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.16.4-2に示す。 

再生制御の性能に対しては、材質・成分の改良、装置構造・配置の改良、再生装置の改

良で対応しているものがそれぞれ４件である。有害物質同時除去に対しては、材質・成分

の改良で対応しているものが７件である。 

解決手段に着目すると、材質・成分の改良が最も多い。 

 

 

図2.16.4-2 豊田中央研究所の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.16.4 に、豊田中央研究所の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示

す。出願件数は32件で、そのうち３件が登録特許である。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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表2.16.4 豊田中央研究所の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3446558 

96.10.03 

B01D39/20 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀ 

 
除

去

効

果

の

向
上 

材質･成分の

改良 

特開平11-081983 

97.06.12 

F01N3/02,301 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2001-303930 

00.04.24 

F01N3/02,321 

放電式ﾌｨﾙﾀ 

特開2003-286819 

02.03.29 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

PM浄化装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開2004-190528 

02.12.10 

F01N3/02,301 

デンソー 

排気浄化装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経

済

性

の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2001-173427 

99.12.15 

F01N3/02,321 

放電再生式捕集ﾌｨﾙﾀ 

特開平08-229404 

（みなし取下） 

95.02.27 

B01J29/068 

排ｶﾞｽ浄化触媒および排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平09-173841 

（拒絶査定確定） 

95.12.28 

B01J23/58 

キャタラー,トヨタ自動車

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平09-234367 

（みなし取下） 

95.12.25 

B01J21/16 

キャタラー,トヨタ自動車

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平10-151348 

96.11.22 

B01J23/76 

デンソー 

[3] 

酸化触媒 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の

改良 

特開2002-159861 

00.11.27 

B01J29/46 

キャタラー 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平11-019514 

97.06.27 

B01J23/63 

[1] 

ﾘｰﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開2003-236344 

02.02.13 

B01D53/94 

溶融塩型触媒 

触
媒
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

材質･成分の

改良 

特開2004-113936 

02.09.26 

B01J27/25 

トヨタ自動車 

排ｶﾞｽ浄化用触媒とその使用方法 
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表2.16.4 豊田中央研究所の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-053150 

01.08.10 

B01D53/94 

排ｶﾞｽ浄化装置 

製法・組立法

の改良 

特開2003-003824 

01.06.21 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特開平11-270331 

98.03.23 

F01N3/20 

排ｶﾞｽ浄化方法 

特開平07-116519 

（拒絶査定確定） 

93.10.20 

B01J23/89 

トヨタ自動車 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化材および排ｶﾞｽ浄化方法 

特許3386621 

95.03.30 

B01J23/648 

トヨタ自動車,キャタラー

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞｽ浄化触媒 

 

特開平08-309187 

（みなし取下） 

95.05.17 

B01J23/64 

排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特開平09-029093 

（みなし取下） 

95.07.21 

B01J21/16 

トヨタ自動車,キャタラー

[1] 

排ｶﾞｽ浄化用触媒及びその製造方法 

特開平09-103679 

（みなし取下） 

95.10.11 

B01J23/42 

トヨタ自動車,キャタラー

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ用排ｶﾞｽ浄化触媒 

材質･成分の

改良 

特開2002-038923 

00.07.24 

F01N3/02,321 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気浄化装置 

特許3342200 

93.11.08 

F01N3/24 

トヨタ自動車 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2002-038935 

00.07.24 

F01N3/24 

トヨタ自動車 

内燃機関の排気浄化装置 

特開2002-210368 

01.01.17 

B01J27/25 

溶融塩型触媒 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の

向
上 

材質･成分の

改良 

特開2004-190529 

02.12.10 

F01N3/02,301 

デンソー 

排気浄化装置 
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表2.16.4 豊田中央研究所の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2001-132430 

99.11.11 

F01N3/02,321 

可燃性物質の除去ﾌｨﾙﾀ 

特開2002-349235 

01.05.21 

F01N3/02,321 

溶融塩型触媒の使用方法及び排ｶﾞｽ浄化制御装置 

特開2003-214138 

02.01.28 

F01N3/02,301 

トヨタ自動車 

排ｶﾞｽ浄化装置及び排ｶﾞｽ浄化方法 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開2003-269134 

02.03.18 

F01N3/02,301 

デンソー 

排気浄化装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル

タ
の
併
用
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の

改良 

特開2001-131756 

99.11.01 

C23C18/16 

多孔体表面への無電解ﾒｯｷ方法 

 



 323

 

 

 

2.17.1 企業の概要 

 

商号 日立金属 株式会社 

本社所在地 〒105-8614 東京都港区芝浦1-2-1 

設立年 1956年（昭和31年） 

資本金 262億83百万円（2004年3月末） 

従業員数 5,444名（2004年3月末）（連結：17,225名） 

事業内容 高級金属製品、電子・情報部品、自動車用高級鋳物部品、設備・建築部材

（配管機器等）の製造・販売、他 

日立金属は高級金属製品（36％）、電子・情報部品（29％）、高級機能部品（30％）、

その他（５％）を扱っている。 

高級機能部品セグメントの中の自動車機器カンパニーで自動車用部品・材料を扱ってお

り、セラミックフィルタを販売している。 

（出典：日立金属のホームページ http://www.hitachi-metals.co.jp/） 

 

2.17.2 製品例 

日立金属の排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.17.2 に示す。 

 

表2.17.2 日立金属の排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

セラミックハニカム

担体 

「セラキャット」 

材質:コーディエライト（HCH-M21） 

セル構造:12mil/260cpsi  

直径:266.7mm/長さ:304.8mm  

気孔率（参考値）:65%  

すす捕集率:重量比95%以上 

（出典：日立金属のホームページ http://www.hitachi-metals.co.jp/prod/prod06/p06_09.

html ） 

 

2.17.3 技術開発拠点と研究者 

図2.17.3に、日立金属の排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示す。 

最近の出願が、急増している。2002年は12件の出願がある。 

 

［技術開発拠点］ 

福岡県京都郡苅田町長浜町３５番地 日立金属株式会社九州工場 

埼玉県熊谷市三ヶ尻５２００番地 

日立金属株式会社先端エレクトロニクス研究所 

埼玉県熊谷市三ヶ尻５２００番地 日立金属株式会社磁性材料研究所 

埼玉県熊谷市三ケ尻６０１０番地 日立金属株式会社生産システム研究所 

栃木県真岡市鬼怒ヶ丘１１番地 日立金属株式会社素材研究所 

2.17 日立金属 
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島根県安来市安来町２１０７番地の２ 日立金属株式会社冶金研究所 

東京都港区芝浦１－２－１ 日立金属株式会社 

 

      図2.17.3 日立金属の排気微粒子除去技術に関する 

            出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.17.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についての日立金属が出願した全29件の技術要素と課題の分布を、

図2.17.4-1に示す。 

日立金属の技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の課題

としては、素材の耐久性が多い。 

 

図2.17.4-1 日立金属の排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.17.4-2に示す。 

素材の耐久性に対しては、装置構造・配置の改良で対応しているものが６件である。 

 

 

図2.17.4-2 日立金属の排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.17.4 に、日立金属の排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特許を示す。出

願件数は29件で、そのうち４件が登録特許である。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載してる。 
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表2.17.4 日立金属の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平08-089728 

（みなし取下） 

94.09.26 

B01D39/10 

ｶﾞｽ用ﾌｨﾙﾀおよびその製造方法 材質･成分の 

改良 

特開2004-148308 

01.09.13 

B01D39/20 

日野自動車 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及びその製造方法 

特許3329798 

00.10.06 

C04B38/00,303 

ｺｰｼﾞｪﾗｲﾄ質ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体 

 

装置構造･配置

の改良 

特開2003-001029 

01.06.18 

B01D39/20 

多孔質ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

除
去
効
果
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開平08-093448 

（みなし取下） 

94.09.26 

F01N3/02,301 

ｶﾞｽ用ﾌｨﾙﾀおよびその製造方法 

特開2003-097253 

01.09.19 

F01N3/02,341 

多孔質金属複合体､該多孔質金属複合体を用いたDPF､及び該DPF

を装備するﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開2003-171186 

01.12.03 

C04B38/06 

ｺｰｼﾞｪﾗｲﾄ質ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法 

特開2003-193820 

01.09.13 

F01N3/02,301 

日野自動車 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開2003-269131 

02.03.13 

F01N3/02,301 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体 

材質･成分の 

改良 

特開2003-306375 

02.04.15 

C04B35/195 

ｺｰｼﾞｪﾗｲﾄ質ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法 

特許3405536 

00.11.09 

B01D39/20 

[1] 

多孔質ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体 

 

特許3503823 

01.02.15 

B01D39/20 

多孔質ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体 

 

特開2002-326881 

01.04.27 

C04B38/08 

多孔質ｾﾗﾐｯｸｽの製造方法 

特開2002-336620 

01.05.15 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開2003-126629 

01.10.29 

B01D39/20 

日野自動車 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

特開2003-176709 

01.10.03 

F01N3/02,301 

日野自動車 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3506334 

01.12.03 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 
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表2.17.4 日立金属の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2004-075522 

02.06.17 

C04B37/00 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2004-148791 

02.06.17 

B28B11/12 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 

装置構造･配置

の改良 

特開2004-154669 

02.11.06 

B01D39/20 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及びその製造方法並びに製造装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2004-075524 

02.06.17 

C04B41/91 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体の製造方法､ｺ-ﾄ材､及びｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体 

特開2003-200010 

02.01.08 

B01D39/00 

ﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの栓詰め方法及びﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2004-113930 

02.09.26 

B01D39/00 

ｾﾗﾐｯｸｽﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀの製造方法及び製造装置 

材質･成分の 

改良 

特開2004-075523 

02.06.17 

C04B41/85 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体､その製造方法及びそのためのｺ-ﾄ材 

特開2003-251198 

01.12.27 

B01J35/04,301 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体 装置構造･配置

の改良 

特開2004-251266 

02.03.29 

F01N3/02,301 

日野自動車 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑﾌｨﾙﾀ及び排気ｶﾞｽ浄化方法 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特開2003-277155 

02.03.26 

C04B35/622 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体およびその製造方法 

除
去
効
果
の
向
上 
装置構造･配置

の改良 

特開2002-206417 

01.01.12 

F01N3/02,321 

日本エコス, 

オルタネーティブ フユー

エル システムス(カナダ)

ｴﾝｼﾞﾝの排ｶﾞｽ浄化装置 
触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

経
済
性
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特開2004-162544 

02.11.11 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 
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2.18.1 企業の概要 

 

商号 カルソニックカンセイ 株式会社 

本社所在地 〒164-8602 東京都中野区南台5-24-15 

設立年 1938年（昭和13年） 

資本金 198億38百万円（2004年3月末） 

従業員数 4,796名（2004年3月末）(連結：15,613名) 

事業内容 自動車部品の製造・販売（コックピットモジュール、フロントエンドモ

ジュール、エアコン、コンプレッサー、電子部品、マフラー等） 

カルソニックカンセイは、2000年にカルソニックとカンセイが合併して設立された。日

産自動車グループの一員として、自動車部品の内、モジュール製品、システム製品、コン

ポーネント製品を扱っている。 

システム製品の中でエキゾーストシステムを、コンポーネント製品の中で排気系部品を

扱い、DPFを販売している。 

（出典：カルソニックカンセイのホームページ http://www.calsonickansei.co.jp/） 

 

2.18.2 製品例 

カルソニックカンセイの排気微粒子除去技術に関する製品例を、表2.18.2 に示す。 

 

表2.18.2 カルソニックカンセイの排気微粒子除去技術に関する製品例 

製品 概要・特徴 

Ｄ Ｐ Ｆ （ デ ィ ー ゼ

ル・パティキュレイ

ト・フィルタ） 

ディーゼルトラック排気規制強化に適合するための排出ガス後処理装

置として、触媒による連続再生式DPFを内蔵したマフラーを開発、商

品化している。連続再生式DPFには、触媒担持フィルターのみで捕集

再生を行うタイプと、酸化触媒とフィルターを直列に配置し捕集再生

を行うタイプがある。 

（出典：カルソニックカンセイのホームページ http://www.calsonickansei.co.jp/produc

ts/dpf.html ） 

 

 

2.18.3 技術開発拠点と研究者 

図2.18.3に、カルソニックカンセイの排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者

の推移を示す。 

1995年に、９件の出願がある。 

 

［技術開発拠点］東京都中野区南台５丁目２４番１５号 

カルソニックカンセイ株式会社 

 

 

2.18 カルソニックカンセイ
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      図2.18.3 カルソニックカンセイの排気微粒子除去技術に関する 

            出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.18.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についてのカルソニックカンセイが出願した全28件の技術要素と課

題の分布を、図2.18.4-1に示す。 

カルソニックカンセイの技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これら

の出願の課題としては、再生制御の性能が多い。 

 

 

図2.18.4-1 カルソニックカンセイの排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.18.4-2に示す。 

再生制御の性能に対しては装置構造・配置の改良で対応しているものが７件と、最も多

い。 

 

 

図2.18.4-2 カルソニックカンセイの排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.18.4 に、カルソニックカンセイの排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特

許を示す。出願件数は28件で、そのうち５件が登録特許である。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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表2.18.4 カルソニックカンセイの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許 

（1/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平11-062555 

（みなし取下） 

97.08.21 

F01N3/02,341 

黒煙低減ﾌｨﾙﾀ装置とその製造方法 装置構造･配置

の改良 

実用2579574 

（権利消滅） 

92.02.27 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

再生装置の 

改良 

特開平11-062556 

（みなし取下） 

97.08.21 

F01N3/02,341 

黒煙低減ﾌｨﾙﾀ装置 

特開平07-034844 

（みなし取下） 

93.07.14 

F01N3/02,301 

内燃機関の排気浄化装置 

除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平09-209741 

（みなし取下） 

96.02.09 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｲｷﾕﾚｲﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの再生装置 

特許2802978 

94.03.17 

F01N3/02,341 

日産自動車 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特許3329359 

95.05.08 

F01N3/02,341 

日産自動車 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

 

特開平09-013948 

（みなし取下） 

95.07.03 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀ-素子 

特開平11-093640 

97.09.17 

F01N3/02,341 

黒煙低減ﾌｨﾙﾀ装置 

特開2003-049634 

01.08.03 

F01N3/02,321 

車両用ﾊﾟ-ﾃｲｷﾕﾚ-ﾄﾌｨﾙﾀ 

特開2003-286818 

02.03.28 

F01N3/02,301 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟ-ﾃｲｷﾕﾚ-ﾄﾌｨﾙﾀ装置 

実開平07-038609 

（みなし取下） 

93.12.14 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

実開平07-038610 

（みなし取下） 

93.12.14 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

実開平07-038611 

（みなし取下） 

93.12.14 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 
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表2.18.4 カルソニックカンセイの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許 

（2/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平09-177540 

（みなし取下） 

95.12.26 

F01N3/02,301 

[3] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ素子 

特開平09-177543 

（みなし取下） 

95.12.26 

F01N3/02,341 

[3] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ素子 

実開平07-038612 

（みなし取下） 

93.12.14 

F01N3/02,341 

[1] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

再生装置の 

改良 

実開平07-038613 

（みなし取下） 

93.12.20 

F01N3/02,341 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許2772757 

94.03.17 

F01N3/02,341 

日産自動車 

[1] 

内燃機関の排気微粒子処理装置 

 

特開平09-013944 

（拒絶査定確定） 

95.07.03 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

特開平09-013950 

（みなし取下） 

95.07.03 

F01N3/02,341 

ﾌｨﾙﾀ-素子の取り付け構造 

特開2004-036515 

02.07.04 

F01N3/02,301 

ﾊﾟ-ﾃｲｷﾕﾚ-ﾄﾌｨﾙﾀの保持構造 

装置構造･配

置の改良 

実用2606913 

93.12.14 

F01N3/02,301 

車両排気系消音器に於けるﾊﾟﾃｲｷﾕﾚｲﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀの取付構造 

 

再生装置の 

改良 

特開平08-035417 

（みなし取下） 

94.07.25 

F01N3/02,301 

[2] 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾀ装置およびﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ処理方法 

特開平08-226318 

（みなし取下） 

95.02.21 

F01N3/02,301 

排気ｶﾞｽ浄化用ﾌｨﾙﾀ-装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平09-013949 

（みなし取下） 

95.07.03 

F01N3/02,341 

排気ｶﾞｽ浄化装置 



 333

表2.18.4 カルソニックカンセイの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許 

（3/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

除
去
効
果
の

向
上 

装置構造･配

置の改良 

実開平05-077527 

（みなし取下） 

92.03.27 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気浄化装置 
触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装

置

運

用

性

能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

実開平06-083916 

（みなし取下） 

93.05.12 

F01N3/24 

車両用排気ｶﾞｽ浄化装置 
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2.19.1 企業の概要 

 

商号 Robert Bosch GmbH 

本社所在地 P.O.Box 10 60 50 D-70049 Stuttgart, Germany  

設立年 1886年  

資本金 1,200百万ユーロ（2003年12月末） 

従業員数 231,600名 (連結：2004年1月1日) 

事業内容 自動車機器（ガソリン・システム、シャシー・システム等）、消費財・建

築関連機器（電動工具等）、産業機器（包装機器等）の製造・販売 

 

ローベルト・ボッシュは、欧州最大の自動車部品メーカーである。事業の比率は、自動

車機器が65％、消費財建築関連が23％、産業機器が12％となっている。 

ローベルト・ボッシュは、自動車機器テクノロジーセクターに、ガソリンシステム、

ディーゼルシステムシャシーシステム、エナジー＆ボディシステム、カーマルチメディア、

オートーモティブエレクトロニクスの事業部を持っている。 

（出典：ローベルト・ボッシュのホームページ http://www.bosch.co.jp/jp/world/synopsis/gmbh/i

ndex.html） 

 

2.19.2 製品例 

ローベルト・ボッシュの排気微粒子除去技術に関する製品例は、ホームページではみつ

からなかった。 

 

2.19.3 技術開発拠点と研究者 

図2.19.3に、ローベルト・ボッシュの排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者

の推移を示す。 

最近の出願が、急増している。2001年は11件の出願がある。なお、国際出願を利用す

るケースが多く、01年、02年の出願の多くは未公表になっていると思われる。 

 

［技術開発拠点］ドイツ、オーストリア、フランス 

 

 

2.19 ローベルト・ボッシュ（ドイツ）
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      図2.19.3 ローベルト・ボッシュの排気微粒子除去技術に関する 

            出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.19.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についてのローベルト・ボッシュが出願した全23件の技術要素と課

題の分布を、図2.19.4-1に示す。 

ローベルト・ボッシュの技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これら

の出願の課題としては、再生制御の性能が多い。 

 

図2.19.4-1 ローベルト・ボッシュの排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.19.4-2に示す。 

再生制御の性能に対しては再生・酸化制御の改良で対応しているものが16件と、最も多

い。 

 

図2.19.4-2 ローベルト・ボッシュの排気微粒子除去技術にに関する課題と解決手段の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2.19.4 に、ローベルト・ボッシュの排気微粒子除去に関する技術要素別課題対応特

許（出願件数は23件）を示す。 

なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載してる。 
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表2.19.4 ローベルト・ボッシュの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許 

（1/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開2003-138923 

01.09.20 

F01N3/02,301 

排ｶﾞｽ後処理ｼｽﾃﾑの制御のための方法および装置 
除
去
効
果
の
向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特開2003-138976 

01.09.19 

F02D45/00,366 

内燃機関の制御方法および制御装置 

特開2000-234510 

99.02.15 

F01N3/02,321 

排気ｶﾞｽ後処理ｼｽﾃﾑを有する内燃機関の制御方法 

特開2003-193827 

01.09.18 

F01N3/02,321 

圧力信号の監視方法､圧力信号の監視装置､ｺﾝﾋﾟﾕｰﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

およびｺﾝﾋﾟﾕ-ﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ製品 

特開2004-060651 

02.07.26 

F01N3/20 

排出ｶﾞｽ後処理系の制御方法及び排出ｶﾞｽ後処理系の制御装

置 

特表2002-544423 

99.05.07 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ後処理ｼｽﾃﾑを備えた内燃機関の制御のための方法及

び装置 

特表2003-500596 

99.05.21 

F02D41/38 

内燃機関を制御する方法および装置 

特表2004-513288 

00.11.11 

F01N3/20 

排気ｶﾞｽ処理ｼｽﾃﾑの制御方法および制御装置 

特表2004-513290 

00.11.11 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ後処理ｼｽﾃﾑを制御する方法及び排ｶﾞｽ後処理ｼｽﾃﾑを制

御する装置 

特表2004-514829 

00.11.30 

F01N3/08 

排ｶﾞｽを後処理するための装置および方法 

特表2004-518847 

01.02.23 

F01N3/02,321 

内燃機関を制御する方法および装置 

特表2004-518848 

01.02.21 

F02D45/00,314 

温度ﾊﾟﾗﾒｰﾀを求める方法と装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特表2004-518869 

01.03.14 

F02D45/00,364 

信号を監視する方法及び装置 

触
媒
技
術 

除
去
効
果

の
向
上 

再生装置の

改良 

特表2003-507631 

99.08.21 

F01N3/08 

内燃機関によつて発生される排気ｶﾞｽを後処理するための

方法および装置 

触
媒
担
持
フ
ィ

ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性

能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特表2004-518074 

01.02.13 

F01N3/36 

補助媒体を排ｶﾞｽ内に後処理のために供給する装置と方法

除
去
効
果

の
向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特表2004-526959 

01.03.14 

G01K15/00 

ｾﾝｻを監視する方法および装置 

装置構造･配

置の改良 

特表2003-533626 

00.05.17 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽを処理するための装置 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技

術 

装
置
運
用
性
能

の
向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特表2004-512466 

00.11.11 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ後処理ｼｽﾃﾑを制御する方法および装置 
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表2.19.4 ローベルト・ボッシュの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許 

（2/2） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特表2004-512467 

00.11.11 

F01N3/02,321 

排ｶﾞｽ後処理ｼｽﾃﾑを制御する方法および装置 

特表2004-513291 

00.11.11 

F02D45/00,310 

排気ｶﾞｽ後処理ｼｽﾃﾑの方法および装置 

特表2004-517250 

01.01.08 

F02D43/00,301 

排気ｶﾞｽ処理ｼｽﾃﾑの制御方法および排気ｶﾞｽ処理ｼｽﾃﾑの制御

装置 

特表2004-518883 

01.03.16 

F01N3/20 

複数のｶﾞｽ流を同時に制御する制御ｴﾚﾒﾝﾄ 

触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化

制御の改良 

特表2004-528505 

01.03.17 

F01N3/20 

排気ｶﾞｽ処理ｼｽﾃﾑの監視方法および装置 
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2.20.1 企業の概要 

 

商号 株式会社 リケン 

本社所在地 〒102-8202 東京都千代田区九段北1-13-5 

設立年 1949年（昭和24年） 

資本金 85億73百万円（2004年3月末） 

従業員数 1,466名（2004年3月末）（連結：3,699名） 

事業内容 ピストンリング（自動車用、二輪用、船舶用、農機用、汎用）、自動車エ

ンジン部品、建設関連部品（継手）等の製造・販売 

リケンは、自動車関連部品事業（73％）として自動車、二輪用ピストンリング、エンジ

ン部品等を、建設関連部品事業（７％）として鋼管用、ステンレス管用継手を、その他事

業（20％）として船舶、農機、汎用ピストンリング、焼却炉、工業炉、発熱体、電波暗室

用高周波吸収体等を扱っている。 

（出典：リケンのホームページ http://www.riken.co.jp/） 

 

2.20.2 製品例 

リケンの排気微粒子除去技術に関する製品例は、ホームページではみつからなかった。 

 

2.20.3 技術開発拠点と研究者 

図2.20.3に、リケンの排気微粒子除去技術に関する出願件数と発明者の推移を示す。 

1992年から1993年の出願が多い。 

 

［技術開発拠点］埼玉県熊谷市末広四丁目１４番１号 株式会社リケン熊谷事業所 

東京都千代田区九段北１丁目１３番５号 株式会社リケン 

 

      図2.20.3 リケンの排気微粒子除去技術に関する 

            出願件数と発明者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.20 リケン 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02

出願年

出
願
件
数
・
発
明
者
数

出願件数

発明者数



 340

2.20.4 技術開発課題対応特許の概要 

排気微粒子除去技術についてのリケンが出願した全22件の技術要素と課題の分布を、図

2.20.4-1に示す。 

リケンの技術をみると、フィルタ技術に関する出願が最も多い。これらの出願の課題と

しては、再生制御の性能が多い。 

 

図2.20.4-1 リケンの排気微粒子除去技術に関する技術要素と課題の分布 
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課題と解決手段の分布を、図2.20.4-2に示す。再生制御の性能に対しては、再生・酸化

制御の改良で対応しているものが６件、装置製造・配置の改良が４件である。 

 

図2.20.4-2 リケンの排気微粒子除去技術に関する課題と解決手段の分布 
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なお、経過情報については05年２月現在の状況を掲載している。 
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1 16
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表2.20.4 リケンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

実開平06-034116 

（みなし取下） 

92.10.09 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気浄化装置のﾏｲｸﾛ波用同軸継手 

実開平06-034117 

（みなし取下） 

92.10.09 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気浄化装置のﾏｲｸﾛ波用同軸継手 

装置構造･配置

の改良 

実開平07-030313 

（みなし取下） 

93.11.02 

F01N3/02,341 

日産ディーゼル工業 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ 

特開平05-263620 

（拒絶査定確定） 

92.02.03 

F01N3/02,321 

アトミック エナジー オブ 

カナダ／エネルジィ アト

ミック デュ カナダ(カナ

ダ) 

[5] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気浄化装置 

特開平05-263621 

（拒絶査定確定） 

92.02.03 

F01N3/02,321 

アトミック エナジー オブ 

カナダ／エネルジィ アト

ミック デュ カナダ(カナ

ダ) 

[1] 

排気ﾌｨﾙﾀの粒子状物質捕集量検出方法と装置 

特公平06-050049 

（権利消滅） 

92.02.03 

F01N3/02,321 

アトミック エナジー オブ 

カナダ／エネルジィ アト

ミック デュ カナダ(カナ

ダ) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ﾌｨﾙﾀの粒子状物質捕集量検出方法と装置 

 

特公平08-001128 

（権利消滅） 

92.02.03 

F01N3/02,321 

アトミック エナジー オブ 

カナダ／エネルジィ アト

ミック デュ カナダ(カナ

ダ) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ﾌｨﾙﾀｰの粒子状物質捕集量分布検出方法及び装置

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-288225 

（みなし取下） 

93.04.06 

F01N3/02,341 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.20.4 リケンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

装
置
運
用
性

能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-288226 

（みなし取下） 

93.04.05 

F01N3/02,341 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気ｶﾞｽ浄化装置 

実開平06-034115 

（みなし取下） 

92.10.09 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気浄化装置のﾏｲｸﾛ波用同軸継手 装置構造･配

置の改良 

実開平06-047621 

（みなし取下） 

92.12.04 

F01N3/02,321 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気浄化装置のﾏｲｸﾛ波用ｱﾝﾃﾅ 

特開平06-193428 

（拒絶査定確定） 

92.12.25 

F01N3/02,321 

[1] 

排気ﾌｨﾙﾀのﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ捕集量検出方法およびその装置 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特開平06-307226 

（みなし取下） 

93.04.20 

F01N3/02,321 

ﾌｨﾙﾀの粒子状物質堆積密度分布検出方法および粒子状物質

堆積密度分布検出装置 

特開平05-184928 

（みなし取下） 

92.01.08 

B01J23/74 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化材及び排ｶﾞｽ浄化方法 

特開平05-184929 

（みなし取下） 

92.01.08 

B01J23/74 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化材及び排ｶﾞｽ浄化方法 

特開平05-245380 

（みなし取下） 

92.03.04 

B01J23/84,301 

日揮化学 

排ｶﾞｽ浄化材及び排ｶﾞｽ浄化方法 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の

改良 

特開平05-345133 

（みなし取下） 

92.03.04 

B01J23/84,301 

日揮化学 

排ｶﾞｽ浄化材の調製方法 

材質･成分の

改良 

特開平06-288224 

（みなし取下） 

93.04.06 

F01N3/02,341 

[1] 

排ｶﾞｽ浄化装置 

特開平06-288221 

（みなし取下） 

93.04.06 

F01N3/02,341 

[2] 

排ｶﾞｽ浄化装置 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配

置の改良 

特開平06-288222 

（みなし取下） 

93.04.06 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置 
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表2.20.4 リケンの排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/3） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

共同出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特開平06-288223 

（みなし取下） 

93.04.06 

F01N3/02,341 

排ｶﾞｽ浄化装置 
触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

実開平06-047622 

（みなし取下） 

92.12.04 

F01N3/02,321 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ排気浄化装置のﾏｲｸﾛ波ｾﾝｻ装置 

 



 345

 

 

 

主要20社以外の技術要素別課題対応特許（特許・実用新案）を、表2.21 に示す。登録

特許で被引用回数２回以上のものは、概要入りで示す。 

なお、経過情報については2005年２月現在の状況を掲載しており、最近特許になったも

のは特許番号のみを表示している。 

 

 

表2.21 主要企業以外の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（1/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3056626 

93.01.20 

F01N3/02,301 

エイ イー エイ テクノ

ロジー(イギリス) 

[4] 

ｶﾞｽ浄化装置及び方法 

反応室の内側部分と端板は､2つの金属ﾒﾂｼﾕ円筒との間に充填さ

れた強誘電性ﾍﾟﾚｯﾄの集合体を収容保持する｡円筒とは､ﾍﾟﾚｯﾄを

帯電させるための電極として機能する｡更に､ﾍﾟﾚｯﾄの集合体を

取り囲む円筒状電極も含まれている｡この電極により､ﾍﾟﾚｯﾄの

集合体を通過する前に､ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関かこの排気ｶﾞｽ内の粒状炭

質物(媒)を帯電させることができる｡吸気口及びﾌﾞﾘｰﾄﾞ弁を介

して､酸化ｶﾞｽ反応室に供給される｡このようにして､ﾌｨﾙﾀ上に堆

積した排気物質を除去できる｡ 

材質･成分の 

改良 

特許3414445 

93.06.25 

B01D39/20 

旭硝子 

ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀとその製造方法 

 

特許2622505 

（権利消滅） 

94.09.20 

F01N3/02 

吉川 英夫,建内 克義 

すす,窒素酸化物,HC除去および騒音低減装置 

 

特許3323840 

99.10.01 

F01N3/02,341 

フタバ産業 

 

装置構造･配置

の改良 

特許3245168 

92.05.11 

F01N3/02,301 

ミネソタ マイニング 

アンド マニュファク

チャリング(米国) 

[1] 

無機ﾔｰﾝを横方向へｵﾌｾﾂﾄしながら交差して巻いたﾗｯﾌﾟ材を有す

る穴あきﾁｭｰﾌﾞのﾃﾞｨｰｾﾞﾙ･ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ･ﾄﾗｯﾌﾟ 

 

装置構造･配置

の改良 

実公平08-008298 

（権利消滅） 

93.06.17 

F02M25/07,570 

樋口 喜美雄 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関の排気ｽﾓｰｸ低減装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特許2513969 

（権利消滅） 

92.01.03 

F01N3/02,331 

エルンスト アパラテバ

ウ(ドイツ) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝのすす濾過器 

 

 

2.21 主要企業以外の特許番号一覧
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表2.21 主要企業以外の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（2/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3472010 

95.10.02 

C23C4/04 

電気化学工業 

耐熱性導電材料およびこれを用いた複合材料 

 

特許3373502 

99.12.24 

B01D39/20 

旭硝子 

窒化ｹｲ素ﾌｨﾙﾀおよびその製造法 

 

材質･成分の 

改良 

実公平07-005220 

（権利消滅） 

92.01.27 

F01N3/02,301 

鈴木 孟 

自動車排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

特許3286662 

92.10.29 

F01N3/02,341 

日本気化器製作所 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気切換弁装置 

 

特許2562787 

（権利消滅） 

93.06.29 

F01N3/02,311 

青井 堅 

排気ｶﾞｽ清浄装置 

 

特許2978986 

94.07.03 

B01D53/34 

佐藤 朝夫 

排気浄化装置 

 

特許3461610 

95.03.08 

B01D46/00,302 

電気化学工業 

[1] 

封止材料及びこれを用いたｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体並びにその製造方法

 

特許3461615 

95.04.12 

B01D46/00,302 

電気化学工業 

[1] 

ﾊﾆｶﾑ構造体及びその製造方法 

 

特許3501557 

95.07.17 

B01D39/00 

電気化学工業 

ｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑ構造体端面の目封じ方法 

 

特許3306026 

99.06.09 

F01N3/02,341 

河村 英男 

骨組支持体を備えた筒状ﾌｨﾙﾀから成るﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀ装

置 

装置構造･配置

の改良 

(特許3554710) 

01.03.19 

F01N3/02,341 

大江 敏明,安藤 政弘,

池田産業,白井 紀満,植

松 育美 

微粒子除去装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

製法・組立法

の改良 

特許2632643 

（権利消滅） 

94.05.11 

F01N3/04 

理究 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ処理方法及び装置 
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表2.21 主要企業以外の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（3/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3150799 

（権利消滅） 

92.10.28 

F01N3/02,301 

旭硝子 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関用ﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾄﾗｯﾌﾟおよびﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄの焼却方法 

 

特許3359972 

93.01.25 

F01N3/02,341 

ミネソタ マイニング 

アンド マニュファク

チャリング(米国) 

[4] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ微粒子ﾌｨﾙﾀｶｰﾄﾘﾂｼﾞ及びﾃﾞｨｰｾﾞﾙ微粒子ﾌｨﾙﾀ 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ微粒子ﾌｨﾙﾀｶｰﾄﾘｯｼﾞは､ｽﾛｯﾄ付きの電気抵抗をもつ管を具

備する｡この管は､付勢された時点で､捕捉された媒煙微粒子が燃

焼できるよう充分な温度まで濾材を加熱する｡ 

特許2714753 

（権利消滅） 

94.01.19 

F01N3/02,301 

上杉 隆司 

[1] 

ｴﾝｼﾞﾝ用の排ｶﾞｽ処理装置 

 

(特許3576558) 

94.04.06 

F01N3/02,341 

ミネソタ マイニング 

アンド マニュファク

チャリング(米国) 

[4] 

電気的に再生可能なﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｶｰﾄﾘｯｼﾞ及びﾌｨﾙﾀ 

(特許3602204) 

95.05.30 

F01N3/02,341 

瀬田技研,オムロン,畑

中 義博 

[1] 

排ｶﾞｽ中の微粒子低減装置 

再生装置の 

改良 

特許3040488 

95.07.04 

F01N3/02,341 

フォルシュングスツェ

ントルム カールスルー

エ(ドイツ) 

再生によって排ｶﾞｽから成る燃焼可能な物質を分離するためのﾌｨ

ﾙﾀｰｷﾔﾝﾄﾞﾙ 

 

特許3249740 

96.04.15 

F01N3/02,321 

水素エネルギー開発研

究所 

[1] 

内燃機関の排気浄化装置 

 

装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

特許3035847 

98.11.11 

F01N3/02,341 

坂口電熱 

流体加熱装置 

 

特許3085882 

（権利消滅） 

95.08.03 

F01N3/24 

天野 光男,甲斐 紀代

子,鵜川 安友 

排気浄化装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3149021 

98.03.09 

F01N3/02,341 

トーマス ジョーゼフ 

ハイムバッハ(ドイツ) 

導電性ｾﾗﾐｯｸからなる成形体およびこの種の成形体の接触面の製

造法 
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表2.21 主要企業以外の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（4/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

装置構造･配置

の改良 

特許3470291 

00.04.25 

F01N3/04 

東京電子サービス 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

装置構造･配置

の改良 

実公平07-008807 

（権利消滅） 

92.02.27 

F01N3/08 

吉川 英夫,建内 克義 

脱硝･消音･汚染防止装置 

 

製法・組立法

の改良 

特許3355450 

94.10.04 

F01N3/02,301 

本田技研工業 

排気浄化装置 

 

特許2994247 

94.11.29 

F02N17/047 

ヨット エーバーシュペ

ツヘル(ドイツ) 

車両加熱装置または排ｶﾞｽ粒子ﾌｨﾙﾀに用いられるﾊﾞｰﾅの燃焼器 

 

特許2957981 

（権利消滅） 

98.01.26 

B01D46/42 

韓国機械研究院(韓国) 

金属ﾌｧｲﾊﾞﾌｨﾙﾀを有する逆流方式の粒子状物質の濾過装置 

 

再生装置の 

改良 

実用2506047 

（権利消滅） 

92.02.19 

F01N3/10 

中須加 英雄 

ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ燃焼装置 

 

特許3306014 

98.11.02 

F01N3/02,341 

フジセラテック 

微粒子の捕集･再生処理装置 

 

フ
ィ
ル
タ
技
術 

経
済
性
の
向
上 

再生・酸化制

御の改良 

実用2563276 

93.05.31 

F01N3/02,341 

住友エール 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄﾌｨﾙﾀｰの再生燃焼制御装置 

 

特許2891609 

93.07.15 

B01J23/58 

アイシーティー 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ､ｱﾝﾁﾓﾝ､ﾓﾘﾌﾞﾃﾞﾝ､ﾆﾂｹﾙ､ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ､ﾏﾝｶﾞﾝ､鉄､ﾋﾞｽﾏｽ､ｺﾊﾞﾙﾄ､

亜鉛およびｱﾙｶﾘ土類金属よりなる群から選ばれた少なくとも1種

の金属の酸化物が､白金および/またはﾊﾟﾗｼﾞｳﾑとともに第1の耐

火性無機酸化物に担持される｡また金属酸化物の第1の耐火性無

機酸化物に対するに対する担持量は0.1～50重量%とする｡ 

触
媒
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特許2825420 

93.09.02 

B01J23/89 

アイシーティー 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

A)鉄､Mn及び耐火性無機酸化物を含有する第1の触媒成分と､

B)Pd､白金及びRhよりなる群から選ばれた少なくとも1種の貴金

属及び耐火性無機酸化物を含有する第2の触媒成分とを耐火性三

次元構造体に第一層に担持させた触媒は､炭素系微粒子､未燃焼

炭化水素､CO等の様な有害成分の低温からの燃焼除去性能に優

れ､しかも高温域においてもSO2の酸化能が低いのでｻﾙﾌｪｰﾄの生

成を抑制できるので､ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ中の微粒子物質の低減

化に優れる｡ 
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表2.21 主要企業以外の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（5/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3408905 

95.12.06 

B01J23/76 

アイシーティー,イン

ターナショナル キャタ

リスト テクノロジー

(米国) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化触媒およびﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化方法

 

(特許3559372) 

96.01.11 

B01J27/053,ZAB 

アイシーティー,イン

ターナショナル キャタ

リスト テクノロジー

(米国) 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

特許3267862 

96.05.20 

B01J23/63 

アイシーティー,イン

ターナショナル キャタ

リスト テクノロジー

(米国) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化触媒およびそれを用いた排ｶﾞｽ浄化方法

 

特許2961249 

98.03.10 

B01D53/94 

産業技術総合研究所 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ中のｶｰﾎﾞﾝ微粒子の酸化除去方法及びそれに

用いる触媒 

 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

特許3131630 

99.03.08 

B01D53/94 

産業技術総合研究所 

[2] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ中のｶｰﾎﾞﾝ微粒子酸化除去方法及びそれに用

いる触媒 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽを触媒と接触させて排ｶﾞｽ中のｶｰﾎﾞﾝ微粒子を

酸化除去する方法において､触媒として､酸化ﾀﾝﾀﾙ､酸化ﾆｵﾌﾞ､酸

化ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ及び酸化ｽｽﾞの中から選ばれる少なくとも1種の金属酸

化物に白金を担持させてなる触媒を用いる｡ 

触
媒
技
術 

経

済

性

の

向
上 

材質･成分の 

改良 

特許3001170 

93.01.23 

B01J23/18 

石油産業活性化セン

ター,コスモ石油 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ自動車排ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷﾚｰﾄ除去用触媒 

 

特許3503073 

92.11.30 

B01J23/745 

日本触媒 

[3] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ浄化用触媒 

鉄を活性成分として含有させる｡また､鉄及び耐火性無機酸化物

を含有する触媒成分を､耐火性三次元構造体に担持させる｡その

耐火性三次元構造体は､ｵｰﾌﾟﾝﾌﾛｰのｾﾗﾐｯｸﾊﾆｶﾑまたはｵｰﾌﾟﾝﾌﾛｰのﾒ

ﾀﾙﾊﾆｶﾑとする｡この結果､ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排ｶﾞｽ中の微粒子物質を効

率よく除去できる標記触媒を得ることができる｡ 

特許3321763 

93.07.27 

F01N3/24 

長谷川 得一郎 

[1] 

ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ処理装置 

 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

除
去
効
果
の
向
上 

材質･成分の 

改良 

(特許3569703) 

01.05.16 

B01J27/053 

ケイエイチ ケミカルズ

(韓国) 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ排気ｶﾞｽの浄化用触媒 
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表2.21 主要企業以外の排気微粒子除去技術に関する技術要素別課題対応特許（6/6） 

技
術
要
素 

課
題 

解決手段 

特許番号 

(経過情報) 

出願日 

主IPC 

出願人 

［被引用回数] 

発明の名称 

概要 

特許3362132 

93.12.27 

F01N3/02,321 

ニカ 

排気ｶﾞｽ中のﾊﾟﾃｨｷｭﾚｰﾄ除去装置 

 
除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3549858 

01.06.25 

F01N3/24 

エフ イー ティー パ

ワークラフト 

排気ｶﾞｽの浄化装置 

 

特許3337487 

92.01.11 

B01D53/94 

石油産業活性化セン

ター,コスモ石油 

内燃機関排ｶﾞｽの処理方法 

 
装
置
運
用
性
能
の
向
上 

再生装置の 

改良 

特許3378559 

00.06.29 

F01N3/02,301 

北海道旅客鉄道,東京濾

器 

[1] 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝの黒煙浄化装置 

 

触
媒
担
持
フ
ィ
ル
タ
技
術 

経

済

性

の
向
上 

製法・組立法

の改良 

実用2593255 

92.12.13 

F01N3/04 

渡辺 清一 

排気ｶﾞｽ浄化装置 

 

除
去
効
果
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

特許3443733 

00.08.04 

F01N3/02,321 

山口 敬 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ自動車ｴﾝｼﾞﾝの排気ｶﾞｽ浄化装置 

 
触
媒
と
フ
ィ
ル
タ
の
併
用
技
術 装

置
運
用
性
能
の
向
上 

装置構造･配置

の改良 

(特許3573708) 

00.11.22 

F01N3/02,341 

オーデン 

 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ微粒子除去装置 

 

 



 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 排気微粒子除去技術の技術開発拠点 
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1992 年１月から 2002 年 12 月に出願された特許・実用新案について、排気微粒子除去

技術全体での上位出願人を 20 社抽出して、公報に記載されている発明者名と住所を整理

して、出願人別の技術開発拠点を地図上に示して紹介する。 

また、個別要素技術毎に展開した主要出願人の技術開発拠点を同様に整理し、地図上

に示して紹介する。 

なお、発明者住所が外国の場合は、国名のみを記載する。 

 

 

 

 

３. 主要企業の技術開発拠点 

 

排気微粒子除去技術の技術開発は、首都圏と 

愛知県を中心に行われている。 

 

特許流通 

支援チャート 
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図 3.1 に、排気微粒子除去技術全体の主要企業の技術開発拠点を示す。また、表 3.1

に技術開発拠点一覧表を示す。 

集計の結果、上位 20 社の技術開発拠点は合計 41 拠点であり、13 社は１拠点であるが、

７社は複数の開発拠点を持つ。三菱重工業は９拠点、日立金属は７拠点、イビデンとロー

ベルト・ボッシュは３拠点、いすゞ自動車と住友化学工業、リケンは２拠点である。 

都道府県別にみると、東京都と神奈川県、愛知県が７拠点、埼玉県が５拠点、岐阜件

が３拠点、大阪府と兵庫県、長崎県が２拠点、栃木県と島根県、福岡県が１拠点である。 

主要企業 20 社の内、外国企業はローベルト・ボッシュ（ドイツ）の１社で、開発拠点

はドイツ、オーストリア、フランスの３拠点である。 

排気微粒子除去技術の技術開発拠点は、栃木県、埼玉県、東京都、神奈川県の首都圏

と、愛知県に集中している。 

 

 

図3.1 排気微粒子除去技術の主要企業の開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 排気微粒子除去技術の技術開発拠点

②④⑮ 

⑦⑪⑫⑮⑰⑱⑳ 

⑧⑱⑳ 

①⑤⑨⑩⑬⑮⑯ 

③⑭ 

⑱ 

⑥ 

⑮⑭ 

⑱

⑱ 

⑮ 
⑲：ドイツ 

  オーストリア 

フランス 
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表3.1 排気微粒子除去技術の主要企業の開発拠点一覧表 

No. 企業名 都道府県 
住 所 

所在地・事業所名 

① トヨタ自動車 愛知県 愛知県豊田市ﾄﾖﾀ町 1 番地 ﾄﾖﾀ自動車株式会社 

② いすゞ自動車 神奈川県 神奈川県藤沢市土棚 8 番地 いすゞ自動車株式会社藤沢工場 

  神奈川県川崎市川崎区殿町 3 丁目 25 番 1 号 いすゞ自動車株式会社川崎工場

③ 松下電器産業 大阪府 大阪府門真市大字門真 1006 番地 松下電器産業株式会社 

④ 日産自動車 神奈川県 神奈川県横浜市神奈川区宝町 2 番地 日産自動車株式会社 

⑤ デンソー 愛知県 愛知県刈谷市昭和町 1 丁目 1 番地 株式会社ﾃﾞﾝｿｰ 

⑥ イビデン 岐阜県 岐阜県揖斐郡揖斐川町北方 1 丁目 1 番地 ｲﾋﾞﾃﾞﾝ株式会社 

  岐阜県大垣市河間町 3 丁目 200 番地 ｲﾋﾞﾃﾞﾝ株式会社河間工場 

  岐阜県大垣市木戸町 905 ｲﾋﾞﾃﾞﾝ株式会社大垣工場 

⑦ 日野自動車 東京都 東京都日野市日野台 3 丁目 1 番地 1 日野自動車株式会社 

⑧ 日産ディーゼル工業 埼玉県 埼玉県上尾市大字壱丁目 1 番地 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業株式会社 

⑨ 豊田自動織機 愛知県 愛知県刈谷市豊田町 2 丁目 1 番地 株式会社豊田自動織機 

⑩ 日本碍子 愛知県 愛知県名古屋市瑞穂区須田町 2 番 56 号 日本碍子株式会社 

⑪ 三菱自動車工業 東京都 東京都港区芝 5 丁目 33 番 8 号 三菱自動車工業株式会社 

⑫ 三菱ふそう 

トラック・バス 

東京都 東京都港区港南 2 丁目 16 番 4 号 三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ株式会社 

⑬ 日本自動車部品総合

研究所 

愛知県 愛知県西尾市下羽角町岩谷 14 番地 株式会社日本自動車部品総合研究所 

⑭ 住友電気工業 兵庫県 兵庫県伊丹市昆陽北一丁目 1 番 1 号 住友電気工業株式会社伊丹製作所 

 大阪府 大阪府大阪市此花区島屋一丁目 1 番 3 号 住友電気工業株式会社大阪製作所

⑮ 三菱重工業 神奈川県 神奈川県相模原市田名 3000 番地 三菱重工業株式会社相模原製作所 

  神奈川県横浜市金沢区幸浦一丁目 8 番地 1 三菱重工業株式会社基盤技術研究

所 

  神奈川県横浜市金沢区幸浦一丁目 8 番地 1 三菱重工業株式会社先進技術研究ｾﾝﾀｰ

  神奈川県横浜市中区錦町 12 番地 三菱重工業株式会社横浜製作所 

 長崎県 長崎県長崎市深堀町五丁目 717 番 1 号 三菱重工業株式会社長崎研究所 

  長崎県長崎市飽の浦町 1 番 1 号 三菱重工業株式会社長崎造船所 

 東京都 東京都千代田区丸の内二丁目 5 番 1 号 三菱重工業株式会社 

 兵庫県 兵庫県神戸市兵庫区和田崎町一丁目 1 番 1 号  

                  三菱重工業株式会社神戸造船所 

 愛知県 愛知県小牧市大字東田中 1200 番地  

           三菱重工業株式会社名古屋誘導推進ｼｽﾃﾑ製作所 

⑯ 豊田中央研究所 愛知県 愛知県愛知郡長久手町大字長湫字横道 41 番地の 1 株式会社豊田中央研究所

⑰ 日立金属 福岡県 福岡県京都郡苅田町長浜町 35 番地 日立金属株式会社九州工場 

 埼玉県 埼玉県熊谷市三ヶ尻 5200 番地 日立金属株式会社先端ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究所 

  埼玉県熊谷市三ヶ尻 5200 番地 日立金属株式会社磁性材料研究所 

  埼玉県熊谷市三ｹ尻 6010 番地 日立金属株式会社生産ｼｽﾃﾑ研究所 

 栃木県 栃木県真岡市鬼怒ヶ丘 11 番地 日立金属株式会社素材研究所 

 島根県 島根県安来市安来町 2107 番地の 2 日立金属株式会社冶金研究所 

 東京都 東京都港区芝浦 1-2-1 日立金属株式会社 

⑱ カルソニックカンセイ 東京都 東京都中野区南台 5 丁目 24 番 15 号 ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ株式会社 

⑲ ローベルト・ボッシュ 外国 ﾄﾞｲﾂ､ｵｰｽﾄﾘｱ､ﾌﾗﾝｽ 

⑳ リケン 埼玉県 埼玉県熊谷市末広四丁目 14 番１号 株式会社リケン熊谷事業所 

 東京都 東京都千代田区九段北１丁目 13 番５号 株式会社リケン 
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3.2 技術要素別の技術開発拠点 

 

3.2.1 フィルタ技術の技術開発拠点 

図 3.2.1 にフィルタ技術の主要企業の技術開発拠点を示す。また、表 3.2.1 に技術開

発拠点一覧表を示す。 

都道府県別にみると、愛知県は５拠点、東京都と埼玉県はそれぞれ４拠点、神奈川県

と岐阜県にそれぞれ３拠点、栃木県、大阪府、兵庫県、島根県、福岡県に各１拠点がある。 

 

図3.2.1 フィルタ技術の主要企業の開発拠点 
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表3.2.1 フィルタ技術の主要企業の開発拠点一覧表 

No. 企業名 都道府県 
住 所 

所在地・事業所名 

① いすゞ自動車 神奈川県 神奈川県藤沢市土棚 8 番地 いすゞ自動車株式会社藤沢工場 

  神奈川県川崎市川崎区殿町 3 丁目 25 番 1 号 いすゞ自動車株式会社川崎工場 

② トヨタ自動車 愛知県 愛知県豊田市ﾄﾖﾀ町 1 番地 ﾄﾖﾀ自動車株式会社 

③ 松下電器産業 大阪府 大阪府門真市大字門真 1006 番地 松下電器産業株式会社 

④ イビデン 岐阜県 岐阜県揖斐郡揖斐川町北方 1 丁目 1 番地 ｲﾋﾞﾃﾞﾝ株式会社 

  岐阜県大垣市河間町 3 丁目 200 番地 ｲﾋﾞﾃﾞﾝ株式会社河間工場 

  岐阜県大垣市木戸町 905 ｲﾋﾞﾃﾞﾝ株式会社大垣工場 

⑤ デンソー 愛知県 愛知県刈谷市昭和町 1 丁目 1 番地 株式会社ﾃﾞﾝｿｰ 

⑥ 豊田自動織機 愛知県 愛知県刈谷市豊田町 2 丁目 1 番地 株式会社豊田自動織機 

⑦ 日産自動車 神奈川県 神奈川県横浜市神奈川区宝町 2 番地 日産自動車株式会社 

⑧ 日産ディーゼル工業 埼玉県 埼玉県上尾市大字壱丁目 1 番地 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業株式会社 

⑨ 日本碍子 愛知県 愛知県名古屋市瑞穂区須田町 2 番 56 号 日本碍子株式会社 

⑩ 日野自動車 東京都 東京都日野市日野台 3 丁目 1 番地 1 日野自動車株式会社 

⑪ 三菱自動車工業 東京都 東京都港区芝 5 丁目 33 番 8 号 三菱自動車工業株式会社 

⑫ 住友電気工業 兵庫県 兵庫県伊丹市昆陽北一丁目 1 番 1 号 住友電気工業株式会社伊丹製作所 

⑬ 日本自動車部品総合 

研究所 

愛知県 愛知県西尾市下羽角町岩谷 14 番地 株式会社日本自動車部品総合研究所 

⑭ カルソニックカンセイ 東京都 東京都中野区南台 5 丁目 24 番 15 号 ｶﾙｿﾆｯｸｶﾝｾｲ株式会社 

⑮ 日立金属 埼玉県 埼玉県熊谷市三ヶ尻 5200 番地 日立金属株式会社先端ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究所 

  埼玉県熊谷市三ヶ尻 5200 番地 日立金属株式会社磁性材料研究所 

  埼玉県熊谷市三ｹ尻 6010 番地 日立金属株式会社生産ｼｽﾃﾑ研究所 

 福岡県 福岡県京都郡苅田町長浜町 35 番地 日立金属株式会社九州工場 

 栃木県 栃木県真岡市鬼怒ヶ丘 11 番地 日立金属株式会社素材研究所 

 島根県 島根県安来市安来町 2107 番地の 2 日立金属株式会社冶金研究所 

 東京都 東京都港区芝浦 1-2-1 日立金属株式会社 



 

 358

3.2.2 触媒技術の技術開発拠点 

図 3.2.2 に触媒技術の主要企業の技術開発拠点を示す。また、表 3.2.2 に技術開発拠

点一覧表を示す。 

都道府県別にみると、愛知県は２拠点、東京都、神奈川県、静岡県、大阪府、兵庫県

に各１拠点がある。 

 

図3.2.2 触媒技術の主要企業の開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3.2.2 触媒技術の主要企業の開発拠点一覧表 

No. 企業名 都道府県 
住 所 

所在地・事業所名 

① トヨタ自動車 愛知県 愛知県豊田市ﾄﾖﾀ町 1 番地 ﾄﾖﾀ自動車株式会社 

② 豊田中央研究所 愛知県 愛知県愛知郡長久手町大字長湫字横道 41 番地の 1 株式会社豊田中央研究所

③ 松下電器産業 大阪府 大阪府門真市大字門真 1006 番地 松下電器産業株式会社 

④ アイシーティー 兵庫県 兵庫県姫路市網干区興浜字西沖 992 番地の 1 

⑤ キャタラー 静岡県 静岡県小笠郡大東町千浜 7800 番地  ｷｬﾀﾗｰ株式会社 

⑥ 日産自動車 神奈川県 神奈川県横浜市神奈川区宝町 2 番地 日産自動車株式会社 

⑦ 日野自動車 東京都 東京都日野市日野台 3 丁目 1 番地 1 日野自動車株式会社 

 

⑦ 

 

⑥ 

①② 

③ 

④ 

⑤ 
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3.2.3 触媒担持フィルタ技術の技術開発拠点 

図 3.2.3 に触媒担持フィルタ技術の主要企業の技術開発拠点を示す。また、表 3.2.3

に技術開発拠点一覧表を示す。 

都道府県別にみると、愛知県は６拠点、神奈川県と岐阜県はそれぞれ２拠点、埼玉県、

東京都、大阪府に各１拠点がある。 

 

図3.2.3 触媒担持フィルタ技術の主要企業の開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3.2.3 触媒担持フィルタ技術の主要企業の開発拠点一覧表 

No. 企業名 都道府県 
住 所 

所在地・事業所名 

① トヨタ自動車 愛知県 愛知県豊田市ﾄﾖﾀ町 1 番地 ﾄﾖﾀ自動車株式会社 

② 日野自動車 東京都 東京都日野市日野台 3 丁目 1 番地 1 日野自動車株式会社 

③ いすゞ自動車 神奈川県 神奈川県藤沢市土棚 8 番地 いすゞ自動車株式会社藤沢工場 

④ 松下電器産業 大阪府 大阪府門真市大字門真 1006 番地 松下電器産業株式会社 

⑤ デンソー 愛知県 愛知県刈谷市昭和町 1 丁目 1 番地 株式会社ﾃﾞﾝｿｰ 

⑥ 日本碍子 愛知県 愛知県名古屋市瑞穂区須田町 2 番 56 号 日本碍子株式会社 

⑦ 日産ディーゼル工業 埼玉県 埼玉県上尾市大字壱丁目 1 番地 日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ工業株式会社 

⑧ イビデン 岐阜県 岐阜県揖斐郡揖斐川町北方 1 丁目 1 番地 ｲﾋﾞﾃﾞﾝ株式会社 

  岐阜県大垣市河間町 3 丁目 200 番地 ｲﾋﾞﾃﾞﾝ株式会社河間工場 

⑨ 日産自動車 神奈川県 神奈川県横浜市神奈川区宝町 2 番地 日産自動車株式会社 

⑩ 豊田中央研究所 愛知県 愛知県愛知郡長久手町大字長湫字横道 41 番地の 1 株式会社豊田中央研究所 

⑪ 日本自動車部品総合 

研究所 

愛知県 愛知県西尾市下羽角町岩谷 14 番地 株式会社日本自動車部品総合研究所 

⑫ 豊田自動織機 愛知県 愛知県刈谷市豊田町 2 丁目 1 番地  株式会社豊田自動織機 

 

 

③⑨ 

② 

⑦ 

①⑤⑥⑩⑪⑫ 

④ 

⑧
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3.2.4 触媒とフィルタの併用技術の技術開発拠点 

図 3.2.4 に触媒とフィルタの併用技術の主要企業の技術開発拠点を示す。また、表

3.2.4 に技術開発拠点一覧表を示す。 

都道府県別にみると、神奈川県は６拠点、東京都は４拠点、愛知県は３拠点、長崎県

は２拠点がある。 

 

図3.2.4 触媒とフィルタの併用技術の主要企業の開発拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3.2.4 触媒とフィルタの併用技術の主要企業の開発拠点一覧表 

No. 企業名 都道府県 
住 所 

所在地・事業所名 

① トヨタ自動車 愛知県 愛知県豊田市ﾄﾖﾀ町 1 番地 ﾄﾖﾀ自動車株式会社 

② いすゞ自動車 神奈川県 神奈川県藤沢市土棚 8 番地 いすゞ自動車株式会社藤沢工場 

  神奈川県川崎市川崎区殿町 3 丁目 25 番 1 号 いすゞ自動車株式会社川崎工場 

③ 三菱ふそうトラック・

バス 

東京都 東京都港区港南 2 丁目 16 番 4 号 三菱ふそうﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽ株式会社 

④ 日産自動車 神奈川県 神奈川県横浜市神奈川区宝町 2 番地 日産自動車株式会社 

⑤ 三菱重工業 神奈川県 神奈川県相模原市田名 3000 番地 三菱重工業株式会社相模原製作所 

  神奈川県横浜市金沢区幸浦一丁目 8番地 1 三菱重工業株式会社基盤技術研究所 

  神奈川県横浜市金沢区幸浦一丁目 8番地 1 三菱重工業株式会社先進技術研究ｾﾝﾀｰ

 長崎県 長崎県長崎市深堀町五丁目 717 番 1 号 三菱重工業株式会社長崎研究所 

  長崎県長崎市飽の浦町 1 番 1 号 三菱重工業株式会社長崎造船所 

 東京都 東京都千代田区丸の内二丁目 5 番 1 号 三菱重工業株式会社 

 愛知県 兵庫県神戸市兵庫区和田崎町一丁目 1 番 1 号 三菱重工業株式会社神戸造船所

  愛知県小牧市大字東田中1200番地 三菱重工業株式会社名古屋誘導推進ｼｽﾃﾑ製作所

⑥ 日野自動車 東京都 東京都日野市日野台 3 丁目 1 番地 1 日野自動車株式会社 

⑦ 三菱自動車工業 東京都 東京都港区芝 5 丁目 33 番 8 号 三菱自動車工業株式会社 

 

 

②④⑤ 

③⑤⑥⑦ 

①⑤ 

⑤



 

 

資料 

 

 

 

 

 

 

1. ライセンス提供の用意のある特許 

 

 



 363

資料１. ライセンス提供の用意のある特許 

排気微粒子除去に関連する技術で、ライセンス提供の用意のある特許を、特許流通デー

タ ベ ー ス （ 独 立 行 政 法 人  工 業 所 有 権 情 報 ・ 研 修 館 の ホ ー ム ペ ー ジ 参 照 ：

http://www.ncipi.go.jp/）による検索に基づき、以下に示す。 

検索キーワードは下記の３ケースで検索し、ヒットしたものを選択した。なお、３ケー

ス目は３つのキーワードで絞り込みをした。キーワードを全角ブランクで並べて入力する

と、全てのキーワードを含む情報を検索する絞り込み検索がなされる。 

 １）「ＤＰＦ」 

 ２）「パティキュレート」 

 ３）「ＰＭ 除去 ディーゼル」 

 

 

ライセンス提供の用意のある特許リスト 

番号 ライセンス番号 

特許番号（出願番号）

出願日 

特許権利者（出願人）

発明の名称 

１ L2003003961 特願2002-114146 

02.04.17 

福田 悦蔵 

ＤＰＦ装置 

２ L2002006021 特許2705340 

91.03.27 

松下電器産業 

フィルタ再生装置 

３ L2001013157 特許2841803 

90.09.13 

住友電気工業 

パティキュレートフィルタ 

４ L2001013156 特許2841772 

90.07.25 

住友電気工業 

パティキュレートフィルタ 

５ L2001000354 特許3366938 

99.10.27 

産業技術総合研究所 

ジルコン酸カルシウム／マグネシア系複

合多孔体およびその製造方法 

６ L2000006530 PCT/JP00/00194 

00.01.18 

市川 弥太郎 

排気ガス処理方法とその装置及び之を装

備する車両 

７ L2000001294 実用2575867 

91.03.27 

福田 悦蔵 

ジ－ゼル黒煙除去装置 

８ L1998013174 特許1861367 

89.04.20 

産業技術総合研究所 

排気煙処理装置の連続評価装置 
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